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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]








　もくじ






第一話　二人暮らし始めました　──或いは、天てん吊づるしの事

第二話　そもそも僕はやってない　──或いは、細ほそ手て長なが手ての事

第三話　渚にて　──或いは、ぬらりひょんの事

第四話　あたしの気持ちと僕の願いと　──或いは、覚さとりの事

第五話　僕のモデルになってください　──或いは、袖そでもじきの事

補　話　結局は平穏な日々　──或いは、金かね霊だまの事




あとがき











[image: 第一話　二人暮らし始めました　──或いは、天吊るしの事]







「はいどうも、毎度ようこそのお運びをありがとうございます。おなじみ前説担当、経ふみ島しま御み崎さきでーす。こうしてご挨あい拶さつさせていただくのも、これでなんと九回目に……あ、いや、八回でしたっけ？　まあいいや、とにかくそのくらいになるわけですよ。ほんと、毎回毎回ありがとね。愛してる！　噓うそですけど！

　さて、いきなり話は変わりますが、先日読んだ本にこんなことが書いてありました。曰いわく、どんなものであれ、始まりがあれば終わりがあり、人との関係はまさしくその好例であると。出会ったからには、いつしか別れの時が来るのであり、だからこそこの世はドラマチックで面白いのだと。出会いの数だけ別れがあり、別れの数だけドラマがあって、年の数だけ豆を食うのだと！

　なんだか途中から節分の話になってますけど、とにかくそういうことなんだそうです。ああ、うん、そんなのわざわざ言われなくたってわかってるって方も多いでしょう──」

　どこともわからない真っ暗な空間の中で、スポットライトを浴びながら、眼鏡めがねの似合う小柄な少女が聞き慣れた声で話し続けている。少女が──経島先輩がくるくると向きを変える度たびに、二つに分けた長い髪や、肩に掛けたジャージの袖そでが軽やかに翻ひるがえる。その妙に幻想的な光景を、僕はただぼんやりと眺めていた。

　ここがどこで、僕が先輩とどれくらい離れているのかは、よくわからない。客席の片かた隅すみから舞台上の先輩を眺めているようにも思えるし、放課後の美術室で語っている先輩を見ているだけとも思えなくもない。なんともあやふやな状況に、僕は困惑していた。なんだこりゃ。まるで幻覚か夢の中──と、そこまで考えたとたん、ふいに気づいた。「まるで」じゃないぞ。

　ああ、なるほど、そういうことか。うん、どうやらこれは夢らしい。

「だったら納得。夢の中なら距離感がめちゃくちゃなのも当然だもんな」

　朗ろう々ろうと語り続ける先輩を眺めたまま、自分に言い聞かせるように僕はうなずいた。わかってしまえば気は楽だ。なんだなんだそういうことかと納得しつつ、僕は思わず「にしても」とつぶやいていた。

「どうして経島先輩が出てくるんだか。嫌いやだってわけじゃないけど、どうせだったら」

「誰だれが良かったの？」

「そりゃもちろんイタ──って、へっ？」

　真後ろから、面白がるような声が届き、僕は独ひとり言ごとを中断して振り向いた。きょとんと目を向けた先では、見慣れた顔の少女が小さく首を傾かしげていた。さらさらと揺れる栗色の髪、吸い込まれそうに深い瞳ひとみ、健康的な白い肌、引きしまりつつも柔らかなライン。目に映る全すべての要素は、いつものように昨日きのうの何倍も魅力的で、僕の呼吸を一瞬止めた。

「イタチ……さん？」

「うん、イタチだよ。名前は伊達だてクズリ。それとも他ほかの誰かに見える？」

　酸欠に陥おちいりつつ反射的に眼前の人の名を呼べば、イタチさんはくすくす笑いながらも答えてくれた。その控えめな笑顔があまりに嬉うれしくて眩まぶしくて最高で、僕は再び言葉を失う。ぽかんと呆ほうける僕の耳には、経ふみ島しま先輩の一人語りが、相変わらず遠いんだか近いんだかわからない距離から響いていた。

「──てなわけでございましてね、出会っちゃった以上、別れってのは絶対にやってくるんだとか。これはもう世の中の真理なので、嫌いやだ、僕はこの人と別れたくないって抗あらがっても仕方ないのでありまして──」

　延々と同じ話を続ける先輩。なんでそんな縁えん起ぎでもない話を、と思った瞬間、ふと、イタチさんの姿がほんの少しだけ後退した。あれ、と思って手を伸ばしても、指一本の差で届かない。待った、ちょっと待ったイタチさん！　そう叫んで追いかけたいのに、体は固定されて動かないし、声も全然出やしない。え、なんで急にこんな展開に？　困惑している間にも、セーラー服の妖よう怪かい少女はどんどんどんどん遠ざかっていき、やがて小さな点になってしまった。その点は今にも消えそうで、そして経島先輩の言葉は依然途切れる気配がない。

「──だから、いつやってくるかわかんない終わりを──別れを受け入れる心構えを、常つね日ひ頃ごろから作っておくことが大事なんだそうで。まあ、もっともらしいお話でございます。ですけどね、私はあえてこう思うんです。終わり良ければ全すべて良しなんて言いますが、別に終わらなくたって──」

　いつもと同じ軽い口調で語り続ける経島先輩。そんなことはどうでもいい、イタチさんを追いかけさせてくれ！　夢の中とわかってはいても、もしかしてこのまま会えなくなるんじゃないかという嫌な予感が、ざわざわ胸に這はいあがってくる。その悪お寒かんを振り払うように、出ない声を振り絞って必死にイタチさんの名を叫んだ、その瞬間。

「──んいち。真しん一いち？」

　穏おだやかな声が耳に届き、同時に景色が切り替わった。

　白い壁紙と白い天井を背景に、一人の少女がまっすぐ僕を覗のぞき込こんでいる。

「真一、もう十時だよ。そろそろ起きよう？　ご飯もできてるよ」

　優しい笑顔が僕を見下ろす。部屋着なのか、シンプルな水色のＴシャツにエプロンを重ねたラフな姿で、片手で顔に掛かった髪を押さえながら僕を見下ろすその顔は、ああ、まぎれもなく──！

「……イタチさん？」

「もう、寝ぼけてるの？　うん、イタチだよ。それにね、さっきから真一の携帯が」

「良かった！　イタチさああああああああああんっ！」

「何度か鳴って──って、きゃあああああっ？」

　本能的に体が動いていた。弾はじかれたように上体が跳ねあがり、毛布をはね除のけながら両手が伸びる。がばあっと目の前の少女を引き寄せて抱きしめれば、エプロン越しに温ぬくもりと鼓動が伝わってきて、僕は思わずうっすら泣いた。

「イタチさん……イタチさん！　良かった、会えないのかと思ったよ！」

「え。ど、どうしたの、急に？　大おお祓はらえはもう終わったんだし、そんな心配しなくても大丈夫──って、真しん一いち？　あの……聞いてる？」

「もちろん聞いてるよ！　その優しい声、そしてこの柔らかさとこの温かさ！　イタチさんだ、間違いなくイタチさんだよ！　もう絶対に、絶対に離さないからね！」

「え。そ、その気持ちは嬉うれしいんだけど……離してくれないと、ちょっと困る……」

　腕の中で細身の体がほんの一瞬硬直し、そしてかあっと熱くなっていく。ああもう、夢の中でもこの人はなんて可愛かわいいんだろう。ぐすぐすと鼻を鳴らしながら感動していると、ふと聞き慣れた電子音が響き渡った。脳天気なあの曲調は、間違いなく僕の携帯の呼び出し音だ。どこで鳴ってるんだろうと周囲を見渡せば、綺き麗れいに片付けられた台所や金属製のドアが目に映った。

　あれ。ここって──イタチさんのマンション？

「あ、そっか。昨夜ゆうべ、家がなくなって、イタチさんに泊めてもらったんだっけ。……ん、待てよ？　ということは──これ、夢じゃなくて現実？」

「……気づくの遅いよ、真一」

　今さらながら僕。それを聞いたイタチさんは、耳元まで真っ赤に染めながら、呆あきれた声でそう答えると、「おはよ」と言い足したのだった。はい、おはようございます。




「ほんとにもう。びっくりしたよ、起こしたらいきなり抱きついてくるんだから」

「ごめん。嫌いやな夢見てたもんで」

「しかも全然離してくれないし」

「いやー、夢の続きだと思ってたからさ。あわよくばあのまま」

「……真一？」

「はい、なんでもありません。味み噌そ汁しるおいしいです」

　起き抜けの全力抱ほう擁ようから二十分後の、イタチさん宅のリビングルーム。コタツ兼用のテーブルを挟んで、僕らは遅めの朝食を取っていた。家や主ぬし特製の今朝けさの献こん立だては、ご飯に葱ねぎと豆腐の味噌汁にハムエッグ、そしてトマトとレタスのサラダと、お漬け物。どこに出しても恥ずかしくない立派な朝ご飯をありがたくいただきながら、僕は何度目かの感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

「ほんと、味もいいけどメニューがすごいよね。イタチさん、毎朝こんなしっかり作ってるの？　僕なんか、パン焼いて牛乳飲んで終わりなのに」

「うーん……。今日きようは、ちょっとだけ頑張った、かな？」

「へー、そうなんだ。でも、なんでまた？　何かあったの？」

　普段の土曜日ならともかく、今日きようは昨日の次の日だ。つまり、妖よう怪かいを一掃しようとする神様連中と大決戦を繰くり広ひろげた上に、その後延々六時間近くにわたって宴会で騒さわいだ日の翌日なのである。朝食くらい手を抜きたくなってもおかしくないのになあ。三杯目のご飯をかきこみながら尋ねれば、イタチさんは僕を見つめて「秘密」と微笑ほほえみ、愛用の湯飲みを手に取った。

「そう言えば、真しん一いち。さっきの電話、お父とうさんからだったんだよね」

「あ、うん。仕事で当分そっちには戻れないから、崩ほう壊かいした家のことは任せるって言われた」

　急に話が変わったなと感じつつ、僕は父さんの気楽な口調を思い出した。もともとマイペースな人ではあったけど、住み慣れた家がなくなって息子が路頭に迷っているのにあの態度はどうなんだ。思わず溜ため息いきをこぼしていると、イタチさんが心配そうに問いかけてきた。

「任せるって……。真一、大丈夫なの？」

「たぶん。やることはそんなになさそうだし。今日きようの午後、保険屋さんと役所が調べに来るから、それに立ち会うくらいかな。あと、僕の住むところだけど、部屋探しには付き合えないから適当に探せって。家賃は出してやるから感謝しろってさ」

「ふうん。忙しいんだね、真一のお父さん。仕事は確か、ま──」

　と、そこまで話した時、ふいにイタチさんの右肩が痙けい攣れんしたようにぴくっと震えた。同時に、形のいい眉まゆが痛ましげに小さく動き、口元から小さな声が漏もれる。あれ、急にどうしたんだろう。茶碗を机に置いて「どうかした？」と尋ねれば、イタチさんは不審そうに首を傾かしげた。

「うん。肩の後ろがね、急にぴりっとして。もう全然痛くないけど、なんだったんだろう」

「筋肉痛とか？　昨日きのうは大だい活かつ躍やくだったわけだし」

「そういう痛みじゃなかったんだけど……。ケガしてるわけでもないし」

「だよね。昨日はずっと一緒だったけど、イタチさん、別にどこも──」

　傷ついてなかったから。そう言いかけ、僕は「ちょっと待った」と自分で自分を制していた。確かにイタチさんはどこにもケガをしていない。まあ、それは間違いないんだけれど。

「あのさ、今思い出したんだけど。昨日、神社の中で、僕が──というか、僕の化けた宇宙服が破れなかったっけ？　ほら、天あめ夷ひな鳥どりと戦った時」

「え。神しん気きが流れ込んできたのは覚えてるよ。でも……あれって肩だっけ？」

　はっきり覚えていないのだろう、不安げに眉をひそめるイタチさん。その顔を見返しながら、僕はきっぱりと首を縦に振った。

「間違いないよ。もちろんすぐに穴は塞ふさいだけど、一瞬だけ、神気が──触れただけで妖よう怪かいを消すっていうあの気体が、イタチさんの肩に触れたんだ。だから、もしかして、もしかしてだけど、その影響が残ってて──」

「そ、そんな真剣に言わないでよ、怖くなるから……！　ちょっとピリッとしただけだよ、大丈夫！　大丈夫だからね！」

　そう言いつつも不安になってきたようで、イタチさんは「大丈夫」と繰くり返かえしながら大きく体を捻ひねり、肩の後ろを覗のぞこうとした。しかし自分で見られる部位でもないわけで。僕は「見てみようか」と声を掛けて立ちあがると、イタチさんの後ろに回った。どれどれと小さな背中を覗き込めば、イタチさんが心細げに振り向き、尋ねる。

「ど、どう？　なんともなってないよね？」

「いや、そう言われても、まだ見てないし。袖そで、めくっていいかな」

　Ｔシャツの袖に手を掛けながら尋ねれば、イタチさんは恥ずかしげに小さくうなずき、「へんなところ触らないでね」と言い足した。えー、そんな信用ないですか、僕。軽く傷つきながらも、イタチさんのシャツの袖を腕の付け根までめくりあげれば、右の肩が剝むき出だしになる。きゅっと丸まった小さな肩を見る限り、傷や痣あざはどこにもない。やれやれと胸をなで下ろしつつ、僕はイタチさんに話しかけた。

「うん、見た感じはなんともなってない。いつもどおり綺き麗れいだよ」

「ほ、ほんとに……？　うっすら光ってたり、消えはじめたりしてないよね？」

　牛ご王おうやアマビコが消された時のことを思い出してしまったのだろう、肩越しに僕を見つめながら、イタチさんは不安げに何度も尋ねてくる。自分じゃ見えないところだけに、なかなか安心できないようだ。そりゃそうだよねと同情しつつ、僕は小さな肩の後ろをこんと小こ突づいた。

「どう？　僕が触ってるのがわかるなら、消えたりなんかしてない証拠だよ。大丈夫！」

「そうだよね……。良かった、ありがと、真しんい──ひゃ、ひゃふっ！」

「そうそう。だから心配なんか……ってイタチさん？　なんでそんなにそわそわしてるの」

「く、くすぐったいんだよ！　そこ、ひゃっ、弱いんだから……！」

　肩の後ろを軽く叩たたく僕の指に呼応して、ぴくぴく震えるイタチさんである。ごめんごめんと謝あやまりながら手を引くのと同時に、イタチさんは「もう！」とこちらへ向き直り、僕の手をぐっと握った。少しだけ釣りあがった両目に至近距離から見つめられ、思わずどくんと心臓がはねた、その時だ。

「おーす、起きてるかーいクズリ！　一日遅れの誕生日おめでとーう！　まあ誕生日っつーか顕けん現げん一周年記念日なんだけどなんでもいいや、ハッピーバースデーディアクズリ！」

　バタンとドアが開く音と、やたら威勢のいい声とが、隣の台所兼玄関ルームから届いた。この声は──と思う間もなく、どたどたと部屋に上がり込んでくる足音が続く。

「お邪じや魔ましますよー！　大おお祓はらえ対策にかまけてたおかげで全然準備もしてなかったんだけどさ、お菓子とジュースと酒買ってきたからありがたく思え！　ほれ、せっかくアタシの髪で鍵かぎ開けてやったんだから、みんなも入った入った！」

「なんで祝うほうが偉そうなんだよ、鱗りんさん。と言うか、勝手に入るのはやっぱり──」

「わうー、わんわん」

「ですよね、滝たき沢ざわ先輩？　ちゃんとインターホンで挨あい拶さつしてからにすべきですよね？　ほら、知り合いとは言え、女性の一人暮らしの部屋ですし……」

「それはそうですけど……でもでもフィルさん、びっくりさせるのって楽しそうだと思いません？　大丈夫ですよ、クズリさんならきっと許して──」

　楽しそうに語りながら、真っ先にリビングルームを覗のぞき込こんできたのは、多た々た羅ら木ぎ家の猫娘、美み生うさんだった。ふわりとした長い髪を躍おどらせながら、穏おだやかな視線が、僕ら二人を──正確には、ベッドの脇わきで手を握りあっていた僕とイタチさんを──捉とらえたかと思うと、次の瞬間、美生さんはぴたりと静止してしまわれた。その周囲では、見慣れた顔がこれまた気まずそうに固まっている。

「にゃっ！」

「そう来たか……。白しら塚つかの家に電話したけど出なかったからさ、てっきりまだ寝てるんだと思ったら──先回りしてたわけか。さすが白塚」

「わふー」

「だ、だから俺おれ、行く前に伊達だて先輩に連絡しようって言ったじゃないですか！　なのにサプライズだとか──って、何を座り込んで見てるんだよ鱗りん！　帰るぞ！　今すぐ！」

「はあ？　馬ば鹿か言ってんじゃないわよ、こっからが盛りあがるとこじゃないの！　さあ元もと旦だん那なにクズリのお二ふた方かた、邪じや魔まはしないから続きをどうぞ！　レッツ抱ほう擁よう！　レッツ接せつ吻ぷん！」

　美生さんの周りでぼそぼそと声を交わすのは、犬いぬ神がみ使つかいの滝たき沢ざわさんにその相棒の犬神ライカ、後輩で人狼ワーウルフのフィルに、蛇へび女によう房ぼうの鱗さんといったおなじみの面々だ。

　茹ゆであがってしまった美生さん、照れながら溜ため息いきを吐つく犬神コンビ、わたわた困惑するフィル、そしてなぜかにたにた笑って座る鱗さん。みんな反応が違うんだな、などと当たり前のことを考えていると、こちらも固まっていたイタチさんが、ふいに我に返ったように立ちあがった。そのあおりを喰くらってよろけた僕を軽々と振り払うと、真っ赤な顔の妖よう怪かい少女は、居並ぶ友人たちに向かって慌てて叫んだ。

「ちっ、違うからね！　これはその──そういうのじゃないからね！　ほんとに！」

　腕を振りまわして必死に訴えるイタチさん。そういうのってどういうのなんだろう、とは、なぜか聞けませんでした。




「なるほど。つまり、昨日きのう、化ばけの皮かわ衣ごろもを使いすぎた代償で、白塚の家が倒とう壊かいしちゃったと。……そりゃ電話も繫つながらないはずだよね」

「うー、わんわん」

「で、やむなく昨夜ゆうべは伊達先輩の部屋に転がり込んで」

「とりあえず新居が見つかるまではクズリさんのお宅に泊まることになったのですね」

「そんでもって、起きてクズリの顔見たら興奮して思わず事に及びそうになったけど、そこにアタシらが押しかけてきたからすげえ邪魔だったと。そーゆーことね、元旦那？」

「まあ、そういうことですね。ただし鱗さんを除く」

　壁にもたれて座りながらそう言い足せば、イタチさんのベッドに腰掛けた鱗さんは「わかってるって」とにやつき、ショートパンツから伸びた長い足をぶらぶら揺らした。その顔は絶対わかってない顔だなと呆あきれつつ、僕はテーブルの上の小さなクッキーを一枚取った。

　さっき聞いたところによると、今日きようのお菓子やジュースは、ここに来る途中に近くのスーパーで買ってきたものだとか。美み生うさんは「あんまり誕生日っぽくないんですよね」と申し訳なさそうにしていたが、イタチさんは嬉うれしそうだし僕も楽しいし、これはこれでいいんじゃないかなあ。クッキーをぽりぽり囓かじりながらそんなことを考えていると、イタチさんや美生さんと語らっていた滝たき沢ざわさんが、ふいに僕へと同情気味に向き直った。

「白しら塚つか、もう家がないんだよね。ええと、こういう時、なんて言えばいいのかよくわからないんだけど……その、大変だね」

「いえいえ、どういたしまして。でもさ、誰だれも怪け我がしてないわけだし、結果オーライかなと思うんだよね。ほんと、みんなが無事で良かったよ。……せっかくのイタチさんの誕生日なのに、何も祝えないのはすごく申し訳ないし、不ふ甲が斐いないけど」

「わう？　うー、わん……？」

　気持ちはわからんでもないけど、落ち込むポイントが違うんじゃなかろうか。そう言いたげに巨大な犬いぬ神がみが呆あきれて唸うなる。それを聞いた犬神使いは、愛犬に同調するように静かにうなずくと、再び僕に目を向けた。さっきまでの同情モードからは一転、見慣れた凜り々りしい視線で僕を緊きん張ちようさせつつ見み惚ほれさせながら、滝沢さんは「あのさ」と口を開いた。

「白塚の事情はわかったよ。同情もする。だけど……どうして、上がり込む先に、伊達だてさんちを選んだわけ？」

「へっ？　あの、滝沢さん、質問の意味がよく──」

「だから、なんでわざわざ一人暮らしの女の子の部屋に来ちゃうんだってこと。常識的に考えておかしいよ。白塚、男の友だちはいないの？　幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらとか、仲なか良いいだろ」

　僕をまっすぐ見据えながら、きっぱり尋ねる滝沢さん。もっともだと言いたげに、ライカとフィルが深くうなずく。いやしかし、そう言われてもですね。

「たとえばさ、穂村の家に泊めてもらいに行ったとして、なんで僕んちが急になくなったのか説明しなくちゃいけないよね？　でも、妖よう怪かいとは無む縁えんの普通の人に、大おお祓はらえとか、化ばけの皮かわ衣ごろもの代償のことを話したとして、信じてもらえるとは思えないし。適当にごまかすにしたって、僕は自慢じゃないけど噓うそが下手へただから、何度か話してるうちに絶対ボロが出る」

「それはそうですねえ。白塚さんって、すごーく正直な方ですから」

「だよね、ありがとう美生さん！　というわけで僕は、イタチさんのところに」

「わん！　うー、わうわう」

「え？　うん、確かにそうだ。白塚、ライカが『待った。妖怪関係の男の知り合いの家でも良かったんじゃないのか！』って」

「そう言われても、奈な良ら山やまも江え戸ど橋ばしさんも、どこに住んでるのか知らないしさ。求ぐ道どう丸まるに至っては家があるのかどうかすら怪しいし──それに、フィルは昨夜ゆうべ酔いつぶれて美生さんちに泊まってただろ？」

「そ、それを言われると……。ですけど、でもやっぱり、よりによって白しら塚つか先輩が伊達だて先輩の部屋に上がり込むのは良くない気がするんですが……。一晩ならともかくですよ、部屋見つかるまでずっとなんですよね？　絶対いつか暴走しますよ。なあ、鱗りん？」

「んむ、アタシもそれに一票。元もと旦だん那なはこう見えてシャイっつーか紳士だけどさあ、本命のクズリに関してはガンガン攻めるタイプだからねえ。そりゃもう時間の問題でしょうよ」

「だよな？　そう思うよな？　ですから白塚先輩、俺おれはやっぱりこれは問題だと思います」

　僕がよっぽど信用できないのか、フィルの説教が懇こん々こんと続く。さすが義理とは言え教会の息子。こういう面では厳げん格かくらしいな、と感心していると、ふいに抑えた声が差し挟まれた。

「あたしは、いいよ」

「いくら伊達先輩が優しいからってそこにつけこむのは──って。え？　伊達先輩？」

　お説教を遮さえぎられ、フィルがきょとんと目を丸くする。その視線を追えば、ずっと静かだったイタチさんが、薄赤く染まった頰ほおでうなずいていた。部屋のみんなの注目が集まる中、お守りのように愛用のマグカップをぎゅっと摑つかみながら、家や主ぬしでもある妖よう怪かい少女は恥ずかしげに口を開いた。

「赫あか音ねやフィルが心配してくれてるのはわかるし、嬉うれしいけど。でも、あたしは、大丈夫だよ。真しん一いちを泊めるのは……あ、あたしが、自分で、決めたことだから。それにほら、知らない男の人じゃなくて、真一だよ？　よく知ってる友だちなんだから、大丈夫。だよね、真一？」

「イタチさん……！　あ、うん！　もちろん！」

　ちらちらと視線を逸そらしながらも、信頼に裏打ちされた言葉を一語一語しっかり語るイタチさん。そんなにも信用してくれているのかと、思わず胸が熱くなる。ありがとう、と答えながら深々と頭を下げれば、滝たき沢ざわさんとフィルはやれやれと肩をすくめ、美み生うさんはくすっと微笑ほほえんだ。同時に、ベッドの上から僕らを眺めていた鱗さんが、仕切り直すようにパンと手を叩たたいて大きな声を張りあげる。

「相思相愛で一つ屋根の下と来たか！　うん、めでたい！　クズリがそう言うなら外野がどうこう言うのは野や暮ぼってもんだね。そうと決まりゃあ応援するから、頑張りなよ！」

「え。鱗？　頑張るって、何を……？」

「明るいうちから話すような話題じゃございませんよ、お嬢さん。時に、今夜はどこまで攻める予定？　キス？　一緒にお風呂？　とりあえず連日連夜の『ぎゅー』は基本よね」

「やりませんっ！」

　ニタニタと妄想を続ける鱗さんの言葉に、きっぱりとした叫びが割り込んだ。顔を赤く染めたイタチさんは、にやつく蛇へび女によう房ぼうを見上げ、小声でぼそりと言い足した。

「あのね、鱗。あたしと真一、つきあってるわけじゃないんだから。そういうことはね、簡単にやっちゃ駄だ目めなんだよ！　ねっ、真一！」

「へっ？　は、はい。うん、そのとおりそのとおり」

　不意を突かれ、なんだか間抜けな声が出てしまった。

　まあ、確かに僕とイタチさんは恋人でもなんでもないのだけれど、こうきっぱり断言されてしまうとちょっと寂しい気もしなくもない──と言うか、かなり寂しい。わかってはいたが、イタチさんにしてみれば僕はあくまで「よく知ってる親しい友人」なのか。こっちはめちゃくちゃ好きなんだけどなあ。ああ。こみあげてきたがっかり感に、思わず肩が落ち、そして溜ため息いきが一つこぼれた。

「はあ……」

「……ふう」

　と、同時に響く寂しげな声。誰だれだろうと顔を上げれば、なぜかイタチさんも溜息を吐ついていた。え、なんでイタチさんまで気落ちしてるの？　そしてなぜ滝たき沢ざわさんと美み生うさんは僕を横目で見据えながら「ほんとにこいつは。ドンマイ伊達だてさん」「今のは白しら塚つかさんが悪いですねえ」とか小声で言ってるんだ？　わけがわからないのでライカとフィルに視線で救いを求めたが、無言で首を横に振られてしまった。うーん、さっぱりわからない。わからないのだけれど、どんどん居心地が悪くなっているのは間違いないので、とりあえず話題を変えよう。そう決めた僕は、炭酸飲料の入った紙コップを手に取ると、ベッドに腰掛けた蛇へび女によう房ぼうさんへ話しかけた。

「そう言えば、鱗りんさん」

「ん、どした？　アタシが美人だって気づいたか？」

「それは前から知ってます。特にそのすらっとした足は、思わず──って、そうじゃなくて。昨夜ゆうべの美生さんちでの宴会の後、みんなどうしたのかなって思って」

「みんな？　天てん狗ぐと副会長なら二人並んでそりゃーもう仲良く去ったけど。結婚式かっつーくらいにべったりくっついてさあ」

「それは知ってますよ。僕がイタチさんとか経ふみ島しま先輩と一緒に帰ったのって、奈な良ら山やまと新あら井いさん見送った後でしたから。でも、あの後もまだ何人か残ってましたよね？」

　宴会の余よ韻いんを引きずりながらぞろぞろと多た々た羅ら木ぎ家の門を出たのは、日付が変わった後だったっけ。あの時はまさか家が潰つぶれてるとは思わなかったんだよなあ。しみじみ回想しつつ尋ねれば、テーブルの方から美生さんの穏おだやかな声が届いた。

「私と兄はあの後すぐに休みましたし、絵の妖よう怪かいさん──ガレーさんもお疲れだったみたいで、早々に絵に戻られましたよ。フィルさんは、私たちより先にお休みでしたねえ」

「はい……。いつの間にか眠ってて、気が付いたら朝でした……。ニコ姉さんたちは、あの後も朝まで騒さわいでたみたいですけど。稲いな葉ば先生とか雪女の八や雲くもさん、それにあの爺じいさんに──そうだ、鱗。お前も徹夜組だったっけ」

「よくぞ聞いてくれました！　ふっふっふ、そのとおり！」

　フィルに問いかけられた鱗さんは、ふいにベッドから飛び降りると、ショートパンツの尻しりポケットから薄いデジカメを取り出した。昨夜の写真でも撮とったのだろうか。どれどれとみんなが覗のぞき込こむ中、デジカメの持ち主は電源を入れながら「これは凄すごいよ」とにやついた。その不ふ穏おんな一言に、フィルが怪け訝げんそうな顔を向ける。

「凄いって、何撮とったんだ。どうせ誰だれかの寝顔とか」

「本邦初公開、美人画家ニコ・メリュジーヌの寝乱れ姿」

「──ッ！」

　さらりと告げられた一言に、フィルの態度が急変した。呆あきれた声がブツンと途切れ、顔だけでなく全身がかーっと赤く染まっていく。その反応が予想どおりだったのだろう、鱗りんさんはカメラをいじりながら嬉うれしそうに先を続けた。

「キツネとか八や雲くもも撮ったんだけどさ、破は壊かい力りよくではニコが一抜けだったわけよ。あの童顔の白い肌にほんのり赤みが掛かってさあ、平和そうな寝顔がめちゃくちゃ可愛かわいいんだ、これが。しかもあの薄っぺらいドレスのまま寝ちゃったから、モデルみたいな体型が憎いほどにくっきりと表面化しててねえ。……おい、なぜに顔を背そむけるのかね、大おお上がみフィルバート。あんたの大好きな大好きなお師匠様よ？　見たくないの？」

「そ、それは、見たいに決ま──いや！　見ない、見ないぞ！　そういうのは駄だ目めだ！」

「おーおー。美み生うの前だからってかっこつけちゃって。で、元もと旦だん那なは？」

「ハイ見たいです！　できれば稲いな葉ば先生と八雲ちゃんの写真も！」

　必死に本能に抗あらがうフィルとは対照的に、僕はきっぱりはっきり宣言した。何を照れる必要があるのか。ニコ先生みたいに魅力的な人ってのは何をやっても絵になるわけで、そんな人の普段は見られない姿を拝おがめるとなれば、絵え描かきの端はしくれとして拒こばむ理由は何もない。胸に手を当ててそう断言すれば、鱗さんは満足そうに笑ってくれた。

「うむ。正直でよろしい。それでこそかつてアタシの見み初そめた男」

「見初められた覚えはないですが、ありがとうございます」

　頭をなでられたので深々と感謝。滝たき沢ざわさんと美生さんとライカはなぜイタチさんを慰なぐさめているのだろう（そしてなぜイタチさんが苦笑しながら「真しん一いちだからね」と答えているのだろう）と思いつつ、僕は鱗さんの手元のデジカメを覗き込んだ。手帳サイズの鮮明な液晶画面には、くっきりと肌色の──って。おい、ちょっと待て。

「……鱗さん？　これはいったい？」

「見てのとおり、昼間の戦せん闘とうで腰を痛めた慈じ吾ご朗ろうが、嫁に湿布を貼はってもらえないので自分で頑張ってるところ。これはアルマとボコりあって負けた求ぐ道どう丸まるが自分に活かつを入れてるとこね。あ、ちなみにこっちは風呂上がりにストレッチする多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかくん」

　静かに尋ねた僕を見返しつつ、鱗さんは嬉き々きとして男の半裸コレクションを披ひ露ろうし続ける。何も言えずに黙っていると、蛇へび女によう房ぼうは「その顔が見たかったんだよねえ」と舌を出してシャーッと笑った。なるほどね。畜ちく生しよう、そういうことですか。

「……でもまあ、これはこれでいい絵だな。ありがとうございます、鱗さん」

「がっかりしたなら──はい？　何、その反応？　元もと旦だん那な、もしかして男もいける口？」

「何がいけるのかわかりませんけど、絵になる体は男女問わず好きですよ？　しかし──」

　ボクサーパンツ一丁の多た々た羅ら木ぎの写真を前に、僕の言葉はふと途切れた。剣道やってるだけあって胸むな板いたも腹筋も立派だったけど、それ以上に目に付いたのは、赤く浮かんだ無数の打ち身やみみず腫ばれだ。よってたかって殴られたようなその傷跡は、ほぼ間違いなく昨日きのうの大おお祓はらえで受けたものだろう。その事実に気づいた瞬間、思わず神妙な声が出ていた。

「──結構、ケガしてたんですね。あいつ、何も言ってなかったのに」

「豊ゆたか、ぼくを庇かばいすぎるんだよ」

　ぽつりと漏もらした一言に、呆あきれた声がふと応じた。それに釣られて振り向いた先では、ショートカットの犬いぬ神がみ使つかいが、腕を組んで小さな溜ため息いきを吐ついていた。

「先さき触ぶれや黄泉よもつ軍いくさの攻こう撃げきを、全部自分で受けるんだ。ぼくは大丈夫だって言っても全然聞かないし。確かに、豊のほうが強いし、ぼくが頼りないのはわかるけど……。なあ、ライカ」

「わふー。うー、わんわん」

「だろ？　しかも手を貸そうとすると『八や咫た烏がらすは俺おれの敵だから手を出すな！』って言い張るし。気持ちはわかるけど、なんであんなに頭が固いんだか」

　昨日の激戦を思い起こし、やれやれとうなずきあう犬神コンビ。と、それを聞いた美み生うさんとイタチさんは、顔を見合わせて同時に微笑ほほえむと、ボーイッシュな友人へと向き直った。

「偏屈な兄ですみません。でも、赫あか音ねさんは無事だったのでしょう？」

「だったらそれで良かったんだよ、赫音」

「えっ？　そ、そうなの……かな？」

　二人に温かい言葉を掛けられ、滝たき沢ざわさんはきょとんと首を傾かしげた。うん、凜りんとした顔もいいけど、こういう表情も可愛かわいいなあ。そんなことを思っていると、ニコ先生の寝顔の誘惑からようやく立ち直ったフィルが、訝いぶかるように声を発した。

「今さらな質問なんですが、その『八咫烏』って、前に倒したんじゃないんですか？　去年の三学期に荒あれ鴉がらすを名乗って現れたとか、経ふみ島しま先輩に聞いたんですけど」

「……荒鴉？　ああ、ベリーのことか。うん、あれなら確かにイタチさんがやっつけた」

　多々羅木兄妹きようだいを扇動していたうるさい鳥を思い出しつつ、僕はけろりとうなずいた。と、それを受けたフィルは、「だったら」と端整な眉まゆを不審そうにしかめた。

「滝沢先輩が昨日戦った相手は誰だれなんです？　同じのが何人もいるんですか？」

「そうじゃなくて、あいつらは──つまり先触は、何回でも生き返れるらしいんだよ。八咫烏本人が自慢してたし。何か難しいこと言ってたよな、ライカ」

　フィルの疑問に答えたのは滝沢さんだった。傍かたわらの相棒がわんわん応じるのを聞きながら、犬神使いは八咫烏の言葉を引用した。

「えーと、『自分たちは大祓という自然現象の一環なので、御おん主ぬしが存在する限りは記憶を保持したまま何度でも顕けん現げんできる』だっけ？　はっきり覚えてないけど、そんな内容だったよ」

「……へー。それはまた、便利というか卑ひ怯きようというか」

「だよね。でも、それももう、終わったんだから……ふわ」

　思わず呆あきれた声でつぶやけば、イタチさんが静かに応じ、そして小さなあくびを漏もらした。その顔をよく見れば目はうっすら赤いし、どことなくまぶたも重そうだ。昨日きのうの疲れが抜け切ってないのかな。そう心配したのと同時に、鱗りんさんは「よし」ときっぱりうなずいた。

「そんじゃま、アタシらはぼちぼちお暇いとまするとしますかねえ。家をなくした元もと旦だん那なの前で誕生日だーって盛りあがるのもあんまり趣味じゃねえし、それより何よりクズリはまだまだ寝足りないみたいだしさ。でしょ？」

「……うん。ごめんね、鱗。お祝いに来てくれたのは、すごーく嬉うれしいんだけど……ふわあ……さっきから、眠たくって眠たくって……」

　イタチさんは申し訳なさそうに苦笑すると、「朝、早起きしすぎたかな」と台所へ目を向けた。えーと、それはつまり、イタチさんの眠気の原因は、あの気合いの入った朝ご飯ってこと？　確かにあれは手間掛かってそうだったなあ、と今朝けさのメニューを回想していると、美み生うさんと滝たき沢ざわさんは顔を見合わせて立ちあがり、僕らに優しい笑顔を向けた。

「ではクズリさん、失礼いたします。白しら塚つかさんと仲良くなさってくださいね。お誕生日のお祝いは、またの機会ということで」

「そっちのほうがいいよね。じゃ、また月曜に学校で。帰るよ、ライカ」

「わん」

「あ、待ってください、俺おれも一緒に帰りますから。伊達だて先輩、お邪じや魔ましました。白塚先輩には気を付けてくださいよ！」

　帰り支じ度たくを始めた滝沢さんたちに続いて、フィルが僕を警戒しつつ腰を上げる。「心配しすぎだよ」とつぶやきながらみんなを見まわせば、ふと壁の掛け時計が目に入った。針の示す時刻は正午を少し過ぎている。そろそろ出た方が良さそうだな。「それじゃ僕も一緒に」と手を挙げながら立てば、いざ帰ろうとしていた皆さんは揃そろってきょとんと首を傾かしげた。

「なんで元旦那まで？　帰る家はなくなったんでしょーが」

「一時から、潰つぶれた家の調査だか検査だかに立ち会わなきゃいけないんですよ。着替えなんかも買いたいし。というわけでイタチさん、ちょっと行ってきます。夜には帰ってくるから、また今晩も……」

「うん、いいよ。一緒に行こうと思ってたんだけど……ごめん、ちょっと寝るね……」

　そろそろ眠気が限界なのか、クッションを抱きしめたままふにゃふにゃ答えるイタチさん。その可愛かわいさ溢あふれる無防備な姿に思わず「ああ！」と悶もだえていると、後ろからぼそぼそとフィルたちの声が聞こえてきた。

「見てくださいよ、今の白塚先輩の顔。完全に暴走一歩手前じゃないですか。伊達先輩は大丈夫って言ってましたが、俺おれは正直、そこまで白しら塚つか先輩を信じられないんですけど……」

「……まあ、ね。でも、白塚がわーってなったとして、伊達だてさんのほうが強いわけだし」

「うー、わんわん」

「そうそう。その上でどーするかは、クズリと元もと旦だん那なの問題だからさ。ねえ美み生う？」

「にゃっ？　私は、白塚さんは、それほど危険な方ではないと思うのですが……。正直で、面白い方ですよ？」

　なんだかえらい言われようである。とりあえず美生さんフォローありがとうございます。




　で、そんなこんなで出向いた立ち会い検査は、午後いっぱい掛けてどうにか終了した。

　と言っても、僕は何もしていない。専門的な知識も技術もないし、それより何より、小学校以来の住み慣れた家が完全に倒とう壊かいしている光景を前にして、客観的に何かを説明できるほど沈着冷静な心なんか持っていない。「この玄関の柱、僕が小三の時にカッターでちょっと削ったっけ」とか「あのソファー、父とうさん気に入ってたんだよな」などとぼんやり考えているうちに、いつの間にか検査は終わっていたのでした。役に立たなくてすみません。

　ちなみに、役所のおっさんと保険屋さんが悩みに悩んで捻ひねり出だした倒壊原因は、「建材が劣化していたところに極きわめてピンポイントな地盤沈下が直ちよく撃げきした」というもの。正直、いくらなんでも無理があるだろうとは思ったが、「違います、実は神様との戦いで変身しすぎた代償なんです！」と訴えたところで信じてもらえるはずもないので黙ってました。

「まあ、無難な結論だよな。保険金もちゃんと出るみたいだし」

　そう伝えたら、父さん、ずいぶん安心してたっけ。ついさっきの電話を回想しつつ、僕はイタチさんの部屋のインターホンのボタンを押した。ぴんぽーん、と間延びした電子音が響くのを待ち、自分の名前をマイクに告げる。そして待つこと十数秒、スチール製のドアががちゃりと開かれたので、僕はいそいそと玄関先へ足を踏み入れた。

「えーと。今晩もお邪じや魔まします、イタチさん。晩ご飯の材料、適当に買ってきたから」

「真しん一いち。それ、違う」

「今夜は僕が作らせて──って、へっ？」

　いきなり違うと言われても、なんの事やらさっぱりだ。スーパーの袋を提さげたまま、玄関口できょとんと立ち止まる僕を見て、イタチさんは困ったような顔で肩をすくめた。

「新しい部屋が見つかるまで、真一の家はここなんだから。『お邪魔します』は、おかしいよ。そんなふうに気を遣つかわなくていいんだから、ね？」

　僕を中へと招き入れながら、優しく微笑ほほえむイタチさん。ああ、そういうことか。ようやく納得した僕は、少しだけ改まって背を伸ばすと、家や主ぬしさんへ声を掛けた。

「──ただいま、イタチさん」

「……うん、おかえり」

　満足げにうなずいたイタチさんだが、ふいにその頰ほおが赤く染まり、視線がすすっと逃げていく。あれ、何かおかしいことでもしたのだろうか。履はき古ふるしたスニーカーを脱ぎながら「どうかした？」と尋ねれば、イタチさんは振り返って首を左右にふるふる振った。

「ほら、あたし、ずっと一人暮らしだったから……」

「いや、知ってるけど。でも、それが」

「だからね、『ただいま』『おかえり』ってやりとり、今のが初めてだったんだよ。一度言ってみたいなとは思ってたんだけど、実際にやってみると、その……ちょっと恥ずかしくなって。ご、ごめんね！　すぐご飯にするから！」

　赤い顔でそうとだけ告げると、イタチさんは僕に背を向け、ぱたぱたとエプロンを取りに行ってしまった。なるほどね、と了解しつつ、僕はナイロン袋を提さげたままその後に続いた。知りあって一年間、いろんなイタチさんを見てきたけれど、まだまだ知らない面もあるんだな。何日続くかわからないこの生活だけど、できればその間にもっといろんな顔を──。

「見たいなあ……って、んっ？」

　振り向いたイタチさんの姿が、一瞬、かすれたように見えて、僕は思わず目を瞬またたかせた。人がいきなり消えたりするはずもないし、目め眩まいかそれとも疲労だろうか。まさか神しん気きの影響か、と一瞬思ってしまったけど、そんなはずはないってことは今朝けさ確認したわけで、ということはやっぱり疲れ目に違いない、うん。とかなんとか心の中でつぶやきながら目を擦こすっていると、大きな瞳ひとみが不安そうに僕の顔を覗のぞき込こんできた。

「どうしたの、真しん一いち？　目にごみでも入った？」

「そうじゃないけど……疲れてるのかな、目眩がした」

「え。大丈夫？　あたし、ちゃんと見えてるよね」

「それはもう！　差し込む西日に照らされたＴシャツ姿のイタチさんの可愛かわいさは──」

「そういうこと聞いてるんじゃないの」

　呆あきれたように小声でつぶやき、イタチさんは「無理しないでね」と言い足しながら冷蔵庫へ向かう。その小柄な背中に、僕は「晩ご飯なら僕がやるって」と声を掛け、手にした袋を掲げてみせた。一応、居い候そうろうなんだから、それくらいはやらないと、うん。




　　　　＊＊＊




「かくして妖よう怪かい『いじゃろ転がし』は去り、学校の平和は美術部によって守られたのであった。ありがとう美術部、また頼むぞ美術部。次回『何もしないが死んだら臭くさい！　悪臭妖怪野の守もり虫むし登場の巻』にもご期待ください！　──って、どした白しろの字じ？　息が荒いわよ？」

「まだ動どう悸きが治まってないんだから仕方ないでしょう！　あー、びっくりした……」

　イタチさんちに転がり込んで十日あまりが過ぎた、ある日の放課後。いかにも初夏らしい日差しの差し込む廊下を歩きながら胸をなで下ろしていると、隣を歩くジャージ姿の小さな先輩が僕を見上げて親指をグッと立てた。

「実にみっともなくて無ぶ様ざまでかっこわるい、素敵な驚きっぷりだったわよ。あれだけ醜しゆう態たいをさらした以上、いじゃろ転がしも満足して当分出てこないでしょう。うん、よくやった」

「褒ほめられても嬉うれしかないですよ。妖よう怪かい対処に引っ張りまわされるのは慣れましたけど、せめてどんなのが出るか教えてから連れ出してほしかったです」

　溜ため息いきをこぼしつつ、ついさっき見せられた妖怪のことを思い出す。薄暗い階段の上からバスケットボール大の塊かたまりが転がってきたと思ったら、目の前でいきなり弾はじけて人型のなんだかよくわからないものが飛び出してきたのだ。驚くに決まってるだろ、あんなもん。そう思って睨にらんでやれば、我が校屈指の妖怪博士はかせは「馬ば鹿かね」と笑って首を振った。左右で結ゆわえた長い髪が、ふわりと軽やかに揺れる。

「ネタが割れてたら、白しろの字じ、驚かないじゃん。いじゃろ転ころがしは誰だれかをビビらせることだけが目的の妖怪なんだから、今回はリアクションの派手な人間が必要だったわけで──とか言ってる間に美術室に到着したので、この話はこれでおしまい！　さーて、誰か来てるかしら」

　めちゃくちゃ強引に僕との会話を打ち切ると、経ふみ島しま先輩は美術室の戸を引き開けた。ほんとにもうこの人は、と呆あきれながら後に続けば、聞き慣れた声が迎えてくれる。

「白しら塚つか、妖怪対処ご苦労様。それに経島先輩もお疲れ様です。そうそう、聞かれる前に答えておきますが、フィルは絵を描かきに行きましたし、鱗りんさんは今日きようは新体操部ですよ」

「真しん一いち、妖怪の相手、大丈夫だった？　呼んでくれればあたしも行ったのに」

「ありがとうイタチさん。そう言ってくれるだけで嬉しいよ……。で、奈な良ら山やまも来てたんだ。大おお祓はらえでの怪け我がが治ってないって聞いてたから、今日も休むと思ってたのに」

　優しく気き遣づかってくれる栗色の髪の少女に笑顔を返すと、僕は窓まど際ぎわに立っていた友人に顔を向けた。と、声を掛けられた男子生徒は何も言わずに飄ひよう々ひようと微笑ほほえみ、小さく肩をすくめてみせた。そういう地味な仕草が妙に絵になるんだよなあ、こいつ。今さらながら感心していると、経島先輩がいつもの窓際の席でノートパソコンを立ちあげながら口を開いた。

「しかし、奈良山とイタチちゃんって意外とレアな組み合わせよね。なんの話してたの？」

「大して深い話はしてないですよ。俺おれ、翼つばさはまだ治り切ってないから空は飛べないけど、松明たいまつ丸まるはそろそろ召しよう還かんできるとか……あとは、白塚の手料理は不味まずくはないけど全部同じ味がするとか、そんな話。だよね、伊達だてさん？」

「えっ？　う、うん……。そうだよ。全部、塩こしょうの味がする」

　奈良山に同意を求められ、僕をちらちら見ながらうなずく妖怪少女。ああ、そのことか。昨夜ゆうべの夕食の時にぶつぶつ文句を言われたっけ。苦笑しながらイタチさんの向かいの席に腰を下ろすと、僕は「でも」と小声で言い足した。

「だったら言うけどさ。イタチさんの料理は確かにおいしいんだけど……ただ、料理に掛ける時間が長いよね。すごーく」

「そ、それは、真しん一いちが早すぎるんだよ！　どんな材料でも、すぐ炒いためちゃうんだから！」

「そう言うイタチさんは煮すぎだと思う……。お腹なか空すいてるのに平気で一時間とか煮込むし」

　もちろんおいしいんだけどね、とフォローしながらそーっと顔を上げてみれば、イタチさんはちょっとだけムッとした顔でこっちを睨にらんでいらっしゃった。ああ、余計なこと言っちゃったか。帰ってからしっかり謝あやまらないとなあ。そう反省していると、経ふみ島しま先輩と奈な良ら山やまは僕らを見まわし、全く同時に溜ため息いきを吐ついた。

「夫婦か」

「ほんと、仲なか良いいですねえ」
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　呆あきれかえった先輩の言葉を受け、奈良山はいつもどおりに飄ひよう々ひようと微笑ほほえんだ。と、その穏おだやかな顔を見上げ、先輩が「それはそうと」と尋ねた。

「他人ひと事ごとみたいに言ってるけど、あんたのとこはどうなのよ。三年にわたって難なん攻こう不ふ落らくだった副会長がここに来て後輩の優やさ男おとこに墜おとされたって話、すげえ勢いで広がってるんだけど」

「え。それ、俺おれのことですか？　やあ、参ったなあ」

　いつもの調子を崩すことなく、奈良山はのんびり応じた。新あら井いさんの恋人の噂うわさは、僕もクラスで聞いたっけ。ちなみに情報源は、美術部の幽ゆう霊れい部員にしてアルバイターにして年上好きの穂ほ村むらである。まだその噂の人物が自分の知人であるとは知らないようだったけど、もし知ったら──などと考えていると、奈な良ら山やまは「どうと言われましても」と微笑ほほえんだ。

「今までと何が変わったってわけでもありませんから……おっと、失敬」

　先輩への回答を中断すると、奈良山は学生服の胸ポケットから携帯電話を取り出した。

　へえ。奈良山といえば「携帯は持ってるけど使わない、電話には出ないしメールも見ない」ってイメージなんだけどなあ。意外と慣れた手つきで携帯を扱う友人を見つつ、そんなことを考えていると、イタチさんも同じことを思ったのか「珍しいね」と奈良山に声を掛けていた。

「善よし人ひとが携帯使ってるのって、初めて見たかも。メール？」

「うん、輝ひかるさんから。土曜に二人で遊びに行くんだけどね、どこに行きたいですかって聞いたら、『奈良山くんの連れてってくれるところならどこでもいい』って。やあ、参ったなあ」

　手元の電話を見据えたまま、しれっと答える天てん狗ぐ様である。聞かれてもいないメールの内容までべらべら喋しやべるし、それを語る顔はいつもどおり飄ひよう々ひようとしていたけれど、嬉うれしげなオーラは隠せていない。こんな幸せそうな「参ったなあ」は初めて聞いたぞ、と呆あきれていると、経ふみ島しま先輩が「お前はそんな男じゃなかった」とつぶやいた。うん同感です。

「ほんと、大おお祓はらえからこっち、あっちもこっちも春盛りですこと。堅かた物ぶつだった友人は天狗とラブラブだし、後輩はイタチちゃんちに永住する勢いだし」

「はい？　いやいや、永住しませんよ！　ちゃんとアパート探してます！」

「あれ、そーなの？　イタチちゃん至上主義の白しろの字じ的には願ったり叶かなったりの環境じゃないの？　てっきりこのままずるずるべったりと居続ける腹かと思ってたんだけどにゃー」

「違いますよ」

　きょとんと首を捻ひねった経島先輩を見返し、僕はきっぱりそう言い切ると、「いいですか」と先を続けた。

「確かに僕はイタチさんが好きです。だよね、イタチさん！」

「うん──って！　あ、あのね、なんであたしに聞くの！」

　反射的にうなずいた直後、イタチさんは顔を真っ赤に染めると僕から目を逸そらしてしまった。あ、ごめんなさい、つい。しかしそこまで怒らなくてもいいのに、と思いつつ、僕は先輩に向き直った。

「要するに僕はイタチさんが大好きです。だから、そんな人と同じ部屋で寝泊まりできるだなんて、この上なく嬉しいですよ。……でも、だからこそ、いつまでも迷惑掛けたくないんです。あそこは二人暮らし用の部屋じゃないですし、実際いろいろトラブルも」

　そこでいったん言葉を句切ると、僕は苦にが笑わらいしながら居い候そうろう先の家や主ぬしさんに向き直った。視線で同意を求めれば、イタチさんは一瞬「そんなことないよ」と否定しようとしたものの、すぐに困ったような笑みを浮かべた。

「うーん……。確かに、そう、かな？　真しん一いち、やっぱり男の子だから……」

「ほう？　具体的に何があったのかね、この私に聞かせてみたまえ」

　面白そうな匂においを感知したのか、僕らを見まわし続きを促うながす経ふみ島しま先輩。その隣では、携帯を手にしたままの奈な良ら山やまが、にこやかに話の先を待っている。僕はイタチさんと顔を見合わせると、二人揃そろって溜ため息いきを吐ついた。

「いろいろですよ。たまに洗濯物干そうとしたら、いきなりえらい叱しかられたり」

「あ、あれは真しん一いちがあたしの下着を持って固まってたからだよ……！」

「だって、わざわざ二回に分けて洗うのももったいないし。それにほら、あの日はたまたま早く起きてたからさ。あ、ちなみにですね先輩、なんでそんな早起きしたのかと言うと」

「……う。あたしが明け方にトイレに行った時に、台所で寝てる真一を踏んづけて起こしちゃったからだよね。そ、そのことはあんなに謝あやまったのに……」

「……でも、それから何回も踏んだよね。しかも僕が呻うめいても寝ぼけて気づいてないしさ」

「だって、ほんとに覚えてないんだもん……。それにね御み崎さき、聞いてよ！　真一、声出して雑誌読むんだよ？　『夏はビキニで攻めろ！』とか！　もう恥ずかしくて恥ずかしくて」

「いや、女の子向けのファッション誌って珍しかったからさ。と言うかその話は今関係ないよ！　それを言うなら、イタチさんだって僕がトイレ入ってるのにドア開けるしさ……。思わず女の子みたいな悲鳴が出た」

「あれはトイレの鍵かぎを掛けない真一が悪いよ！　……あ、あたしも、お風呂の時に鍵を掛けなかったから、人のこと言えないんだけど……」

「え、もしかしてあのこと？　ごめん、あの時はほんとに悪かった！　本気で買い物行ってると思ってたんだ、まさかシャワー浴びようとしてるとは……！　でも綺き麗れいだったよ！　すごく！　ああ、あの背中を思い出すだけで僕は──」

「しーっ！　そ、その話はみんなに秘密って言ったよねっ！　なんで言っちゃうの！」

　恍こう惚こつとした表情で回想を始めた僕の口を、小さな手が慌てて塞ふさいだ。あ、そう言えばそうだっけ。口を押さえられたままぺこぺこ謝あやまれば、イタチさんは赤い顔で「もう」と膨ふくれる。そんな僕らを、経島先輩はしばらく黙って見つめていたが、ややあって静かに首を縦に振った。

「オッケー。あんたらがそれはもう楽しげにラブコメライフやってることはよくわかったわ。ごちそうさまでした。聞いてる分には好きにしろって感じだけど……白しろの字じはやっぱり出て行くつもりなの？」

「はあ、一応。僕の理性がいつまで保もつか怪しいですし」

「お。さすが自分のことはよくわかってるわね」

　偉いぞ、と言いたげに先輩が片目をつぶる。ようやく僕の口から手を離したイタチさんは、ぼそぼそと「あたしは別に……」とかなんとか言おうとしたようだが、そこに先輩の元気な声が割り込んだ。

「白の字の意外に殊勝な考えはわかったけどさ。肝心の新居は見つかりそうなの？」

「う！　それを言われると……その、いろいろ探してはいるんですが……」

　眼鏡めがね越しに子どもじみた視線を向けられ、僕は縮こまって語尾を濁にごしてしまう。と、そんな情けない姿に同情するように、イタチさんが「あのね」と後を続けてくれた。

「真しん一いちは頑張ってるんだけど、なかなか見つからないんだよ。もともと学校の周りにはそういうアパートが少ないし、この時期は空いてる物件もあんまりないらしくって。それに、たまに見つけても、高校生の一人暮らしって聞くと敬遠されたり……。だよね、真一？」

「はい……」

　一ひと際きわしょんぼりうなずく僕。全くもってそのとおりなので弁解のしようがない。ごめんねイタチさん、と言い足しながら小さくなっていると、先輩が「面白い」とつぶやいた。いや、何が面白いんですか。そう反論しようと顔を上げると、先輩の景気のいい声が飛んできた。

「そういうことなら私に任せなさいって！　この経ふみ島しま御み崎さき、後輩には尽くす女と評判よ」

「初耳です」

「うん、まあ、そういう噂うわさもあるわね。それはともかく、あのサイトは確かブックマークしてたはずなんだけど……ありゃ、どこやったかしら。検索したほうが早いかにゃー」

　僕の言葉をさらっと受け流し、先輩は手元のノートパソコンのキーボードを叩たたきはじめた。何を見せるつもりなんだろうとイタチさんと顔を見合わせていると、程なくして、液晶画面のブラウザに部屋の見取り図らしき画像が表示された。

「よし、やっぱまだ入居者募集中のままか！　さあお待たせいたしました、この極ごく上じよう物件、とくとご覧あれ！」

　座っていた椅い子すを引き、先輩がパソコンを僕らに示す。どうせこの人の紹介する物件なんだからろくなもんじゃないだろう。そんな失礼なことを考えながら、僕はどれどれと画面を覗のぞき込こみ──そして思わず絶句していた。なんだこれ。

「噓うそだろ。アパートじゃなくて、一いつ戸こ建だてなのに……この家賃？　おまけに家具付きで即日入居可って！」

「建物の写真も綺き麗れいだよね。学校にも近いし」

　僕の後ろから覗いていたイタチさんが、ぽかんと呆ほうけて声を漏もらす。驚く気持ちはよくわかる。僕だって声が出なくなったくらいだ。こんな都合のいい物件があるなら──って。

　……ちょっと待て、落ち着くんだ白しら塚つか真一。いくらなんでも話がうますぎる。だいたい経島先輩が持ってきた話だぞ、まんまと信用する方がどうかしている。そう自分で自分をなだめると、僕はなるべく神妙に先輩へと振り向いた。

「……先輩？　さっき、『まだ入居者募集中のままか』って言いましたよね。それって」

「うん、言ったー。まあ無理もないけどね。ここ、出るらしいからさ」

「もしかし──はいっ？」

　尋ねる前にあっさり答えられてしまい、思わず間抜けな声が出た。ぽかんと呆けた僕と、そして驚いたイタチさんを見まわすと、先輩はしれっと肩をすくめて言った。

「何を鳩はと鉄でつ砲ぽうしてんのよ。そうでもなけりゃ、こんな大バーゲンみたいな物件が何年も残ってるわけないでしょーが。でも大丈夫。私の集めた情報だと、ダイレクトに危害を加えてくるタイプの怪かい異いじゃないっぽいから、気にしなけりゃ問題ないでしょ？　つーわけでさっそく契約申し込みといきましょうか」

「ちょ、ちょっと待ってください！　何をいきなり電話しようとしてるんですか！」

　おもむろに自分の携帯を取り出した先輩の手を、僕は慌てて摑つかんで止めた。と、手首を押さえられた先輩は、僕を見つめてきょとんと可愛かわいく首を傾かしげた。

「なんで止めるの。白しろの字じ、たいがいの妖よう怪かいには慣れてるはずでしょ？　この条件でこの物件が手に入るのよ。ここは申し込むしかないでしょ、常識で考えて」

「そりゃまあ普通の人より慣れてますけどね、それとこれとは話が──ん。待てよ」

　先輩の手を見つめたまま、僕はふと考え込んだ。

　出ると言われて反射的に拒絶しそうになったけど、考えてみれば先輩の言うことも一理ある。妖怪への耐性はあるつもりだし、もともと前の家だって、アマビコなんかがほいほい現れてたわけで。それに、イタチさんにこれ以上迷惑を掛けないためには、なるべく早く新居に引っ越す必要があり、そのためには「家具付き即入居可」はあまりにもおいしいのではないか。

　と、そこまで考えた結果、僕は摑んでいた手をそっと解放し、「お世話になります」と頭を下げた。その姿を前に、先輩は尊大にニヤつくと、サイトに表示された電話番号を軽やかに携帯電話に入力しはじめた。

「サイト見てると今すぐにでも住めそうな感じだし、引越は今週の土曜あたりでいいかしら。もちろんその時は私も一緒に見に行くかんね！　いいわね答は聞いてない！」

　ぷるるる、と響く呼び出し音を聞きながら、先輩は満面の笑みで言い切った。相変わらず、こういう時はいい笑顔だ。僕は「はいはい」とうなずき、イタチさんへと振り向いた。

「というわけで、イタチさん。新しい部屋──じゃなくて家も決まりそうだし、土曜には出られると思うよ。二週間近くもありがとう。引越先にも遊びに来てよね」

「……え？　あ、うん。良かったね、真しん一いち」

　僕の声に一テンポ遅れてうなずくイタチさん。その顔はどことなく寂しそうに見えたけど、理由はよくわからなかった。どうしたのかな、と訝いぶかりつつ、僕は窓まど際ぎわの壁にもたれたままの友人へ顔を向けた。

「奈な良ら山やまもさ、一人暮らしには広いし、ちょくちょく来てくれると──って、おーい。もしもーし、聞いてるかー？　是ぜ害がい坊ぼうさーん？」

「……え？　やあ、白しら塚つか。なんの話だい？」

　何度目かの呼びかけに応じ、奈良山はようやく携帯から顔を上げた。その表情を見る限り、新あら井いさんに送るメールに集中するあまり、こっちの話を全く聞いていなかったらしい。この幸せ者め。

　ちなみに、先輩が電話を掛けた後は、呆あきれるほどとんとん拍子に話が進んだ。不動産屋のおっさんは、あの物件をとにかく誰だれかに貸したくて仕方がなかったようで、大した審査もなく契約は完了。その日の夕方には、僕は噂うわさの一軒家の鍵かぎを手にしていたのでありました。
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　そして数日が過ぎ、新居への引越を明日に控えた金曜の夜。「真しん一いちの新しい家が決まった記念」とイタチさんが腕によりを掛けてくれた夕食をおいしくいただいた後、いつものように家や主ぬしの次に風呂に入って出てくると、リビングでポンと栓の抜ける音がした。続いて「ひゃーっ」と驚く声、そしてばたばたとにぎやかな音も。風呂上がりに何やってるんだろう。タオルで頭をがしがし拭ふきつつ、僕はリビングに通じるドアを開けた。

「イタチさん？　どうかした？」

「ちょ、ちょっとね！　わわっ、まだ出てくる……！」

　パジャマ姿のイタチさんが、紺こん色いろの瓶びんからテーブルに吹きこぼれた泡をわたわた拭いていた。あの瓶は、こないだ鱗りんさんたちが誕生祝いに持ってきたシャンパンだっけ。パーティー用の、ノンアルコールのやつだ。しかし、なんでまたそんなものをこんな時間に開けたのやら。

「イタチさん、いつもお風呂の後ってお茶くらいしか飲まないのに。何かあったの？」

「え？」

　素直な気持ちで尋ねてみれば、イタチさんは一瞬きょとんとした後、すぐに呆あきれたように苦笑した。しょうがないなあと言いたげな優しい笑顔を、僕の寝ね間ま着き代わりのシャツの胸へと食い込ませながら、パジャマ姿の妖よう怪かい少女はテーブルの上のワイングラスを手に取った。

「真一の引越記念だよ。明日から新しい家に行くんだから、そのお祝い」

「あ、なるほど。そ、それは──ええと、ありがとう」

　嬉うれしいのは確かなんだけど、気の利きいた言葉が出てこない。緊きん張ちよう気味に答えながらテーブルを挟んで腰を下ろせば、イタチさんはグラスにシャンパンを注いでくれた。こぽこぽと軽やかな音を立てて薄黄緑の液体が満たされていき、小さな泡が無数に弾はじけて消えていく。

「こういうのって、一人で飲むより誰だれかと飲んだほうが楽しいから。だから、真一がお風呂から出たら、二人で飲めるようにって思って準備したんだけど……その、ね」

「予想外に泡が飛び出てびっくりしちゃったわけだ」

　テーブルの端はしの畳まれた布ふ巾きんをちらっと見ながら言い足せば、イタチさんは薄赤い顔でこくりとうなずき、そして自分のグラスにもシャンパンを注いでいく。再び、こぽこぽと静かな音が響き、やがて二つのグラスが満たされる。もう飲んでいいのかな？　おずおずと視線で尋ねれば、イタチさんは自分のグラスをそっと手に取り、促うながすように微笑ほほえんだ。

「待って。せっかくだから、乾杯しようよ。真一」

「あ、いいね、それ」

　ワイングラスにシャンパンと来れば、確かにそんな雰囲気だもんな。僕は自分の前のグラスを静かに持ちあげ、イタチさんのグラスへと近づけた。えーと、乾杯ってことは、何かを祝うんだっけ。僕はほんの一瞬思いを巡らせると、「では」と改まって口を開いた。

「イタチさんが今日きようも最高だったことに！　乾杯──って、あれ？　どうかした？」

「……あ、あのね。あたし、さっき、真しん一いちの引越記念だって言ったよね……？」

「あー、そうか。じゃあ、それもついでに乾杯」

「もう……」

　ワイングラスを掲げたまま、真っ赤な顔でうつむいてしまうイタチさん。やがて、かちん、と小さな音を響かせた後、僕らは静かにグラスを傾け──。

「……ん？」

「え。これ……」

　──一瞬後、不ふ穏おんな顔を見合わせていた。

　ノンアルコールだと思っていたのだけれど、今の舌触りは、そして飲み込んだ後にふわっと浮きあがるようなこの感覚は、もしかして？　疑念とともに視線をブルーの瓶びんのラベルへ向ければ、果たしてそこにはおそろしく小さな字で予想どおりの内容が記されていた。

「……やっぱり、お酒か。しかも結構アルコール度数が高いし」

「そう言えば、これ持ってきたの、鱗りんだったもんね」

「なるほど。……で、これ、どうする？　やめとく？」

「うーん……」

　そうだよねーと言いたげに、イタチさんは困ったような笑みを浮かべた。そして、そのままグラスと僕とを見比べること数秒の後。

「でも、今日はほら、特別な──」

　特別な。そこでいきなり言葉が途切れ、イタチさんの体がぐらりとよろけた。空からのグラスが転がる音を聞くのと同時に、僕はテーブルの向こう側へと転がるように飛び跳ねていた。

「っと、危ない！」

「ひゃっ」

　ベッドのフレームめがけて後頭部直ちよく撃げきコースまっしぐらだったイタチさんの上体を、滑すべり込こみつつ受け止める。そう言えばこの人、お酒にはめちゃくちゃ弱かったんだよなあ。お正月の旅行でコップ一杯で酔いつぶれたことを今さら思い出しつつ、僕は胸をなで下ろした。

「間に合って良かった……。あと一秒遅れてたらベッドで頭打ってたよ」

「でも、大丈夫だったよね。真一がいてくれたから」

「う」

　信頼し切った優しい笑みがガツンと胸に突き刺さり、言葉にならない唸うなりが漏もれた。ああもう、なんでこんなに可愛かわいくて綺き麗れいで魅力的なんだこの人は！　脊せき髄ずい反射でぎゅーっと抱きしめたくなる衝しよう動どうを全身全霊で押しとどめながら、僕は弱気な声で苦笑した。

「もう、そんなこと言われると、明日からも居い候そうろうしたくなるよ……。頑張って自分を説得して、どうにかこうにか、出て行く決心が付いたのにさ」

「……ふふ。引越が決まってから、落ち込んでたもんね、真しん一いち」

「うん、そうなんだ──って、え。ばれてたの？」

　自分では隠してたつもりだったのに。そう思って尋ねかければ、腕の中のイタチさんはにこっと笑って「ばれてた」と言い切った。そうか、そんなにわかりやすかったのか。今さら自分に呆あきれながら、僕はゆっくり口を開いた。

「いざ出て行くとなると、やっぱり寂しくなってきたんだよ。うん、邪じや魔まなのはわかってるんだけど、それでもやっぱり──僕は、イタチさんと一緒にいたいんだ。この二週間で、それが痛いほどわかったからさ、だから──」

「もう。お別れするわけじゃないんだよ？　学校では会えるんだから」

　明るい声が、僕のみっともない独白を遮さえぎる。そうなんだけどね、と黙り込めば、温かくて柔らかい妖よう怪かい少女は、未いまだに赤い顔をそっと背そむけ、微かすかな声でつぶやいた。

「……で、でもね、真一？　……も、……だよ」

「えっ？　ごめん、聞こえなかった！　『あたしも』何て？　もう一度言って」

「……無理」

　その一言とともに、イタチさんは僕へともたれかかってきた。薄いパジャマとＴシャツだけを通し、温かさと柔らかさ、そしてどくどくと脈打つ鼓動が伝わってきて、一気に体が熱くなる。この熱は絶対にアルコールのせいじゃないな。そう自覚しつつ、僕は、誰だれよりも好きなこの人を、そっと──いや、ぐっと抱き寄せた。

　と、イタチさんはそれに抗あらがうことなく、ただ照れた様子で僕を見つめ、すっと顔を寄せてきた。二人の鼓動が同期する中、赤い頰ほおが、大きな瞳ひとみが、つんと尖とがった鼻先が、そして小さな唇が、少しずつ僕との距離を詰めていく。あと十センチ、五センチ、二センチ、一セン──。

「──真一、離れてっ！」

「ああイタチさ……へっ？」

　ふいにイタチさんが語気を強め、僕をどーんと突き飛ばした。え、あの、いきなり何？　わけがわからないまま僕は無ぶ様ざまに床の上に転がり、イタチさんはその反動で身軽に飛とび退のく。急にどうしたんだろうと首を傾かしげつつ、ぽかんと顔を上げた、その瞬間。

「げっ！　なんだ、これ」

「この気配──まさかと思ったけど、やっぱり……！」

　一瞬前まで二人で並んで座っていた場所めがけ、天井から黒い棒がざっくりと突き刺さった。影のような槍やりのようなそれはすぐに消きえ失うせ、残ったのは床に穿うがたれた直径数センチの丸い穴。えーと、これはつまり、イタチさんがはね除のけてくれなかったら、僕らは揃そろって串くし刺ざしだったってこと……だよな、うん。それは間違いない。しかしどうしてこんなものが？

　驚きっぱなしの僕に対し、イタチさんは立ちあがって身構え、キッと天井に目を向ける。慌ててその視線を追えば、白い壁紙の一角から、黒い何かが染み出していた。黒い霧きりのようなそれは、次第に赤ん坊のようなシルエットを形作りながら、冷え切った声を放った。

「──ずいぶんと久しいな、化ばけ鼬いたち。一月前の屋上で、貴様の姿を借りて一戦交えて以来だが──息災なようで何よりだ。あと一人もまだいたか」

「誰だれがあと一人だよ。白しら塚つか真しん一いちだ──って、『一月前の屋上』で『姿を借りて』？　……えーと、もしかして、お前」

　初めて化ばけの皮かわ衣ごろもを使って刀に化けた記憶が甦よみがえり、嫌いやな汗が背中に流れる。いや、だけど、あいつはもっと鳥みたいな形だったし、今のこいつはデザイン的にも大きさも赤ん坊そっくりだからきっと別物に違いないわけで。どうにか自分を騙だまそうと頑張る僕だったが、すぐ隣で響いた凜りんとした声は、その甘い期待を打ち砕くのに充分だった。

「この声、それにこの気配……！　間違いない、真一。鳴なき女めだよ！」

「まだ覚えていたか、それは良かった。復ふく讐しゆうの相手に忘れられては締しまらぬからな」

　イタチさんの言葉を受け、影が薄く笑った。その、女性的で冷徹で、そして聞き覚えのある声を聞いたとたん、僕は敵の正体を確信した。認めたくないけど仕方ない。こいつは鳴女、妖よう怪かいの一掃を目もく論ろんだ神の使いの一羽で、大おお祓はらえの始まる前にイタチさんに敗れた先さき触ぶれだ。しかし　なんでお前が今さら、と尋ねようとすれば、イタチさんが僕より先に口を開いていた。

「どうして今になって……？　先触は、神がいないと復活できない……ううん、そもそも存在できないはずなのに！」

「よく知っているな、化け鼬！　ああ、そのとおり。だがな、天てん狗ぐによって御おん主ぬしが依より代しろとの繫つながりを断ち切られ、入にゆう滅めつされるその寸前に──私は復活していたのよ。今や自分こそが此し岸がんに残った最後の先触である以上、何としても生き延びねばならぬ。そう判断した私は、大祓に巻き込まれていた手近な妖怪『天てん吊づるし』に取とり憑つき、どうにか存在を保ったのだ」

「妖怪に取り憑いた？　ああ、だからそんな赤ん坊みたいなボンヤリした姿なのか。……で、『天吊るし』ってどんな妖怪なんだよ」

　天井に張り付くように浮かんだままの黒い影を見上げ、僕はおずおず尋ねていた。こいつは──鳴女は、妖怪に取り憑いて自在に操あやつる力を持っていたはず。素そ体たいのままでは大した強敵でもないけれど、厄やつ介かいな妖怪に憑ひよう依いすると一気に面倒な相手にランクアップするのだ。この「天吊るし」が何者なのかは知らないけれど、どうか「見るだけで死ぬ」とかその手の特性持ってませんように！　そんなことを祈りつつ回答を待っていると、、鳴女は苛いら立だちの極きわまったような声で「……ほー、知りたいか？」と切り返した。え、なんでいきなりキレ気味？

「知らぬのならば教えてやろう。天吊るしは、夜中に天井から赤ん坊のような形の『気け配はい』が降りてくるという怪かい異いよ」

「え？　ええと──それだけ……なの？」

「それだけだ！　悪いか！」

　イタチさんの問いかけに、鳴なき女めがいきなり激げつ昂こうした。いやそんな怒らなくても。

「近くにいたのでやむを得ず一体化したのだが、こんな役立たずとは思わなかったぞ！　実体も無ければ何の能力も武器も無く、御おん主ぬしの仇かたきを捜そうとしたところで、夜中に天井を経由してしか移動できないという体ていたらく！　何という不合理！　しかも大おお祓はらえが止まった瞬間に一体化したせいか、憑ひよう依いを解くことすらできなくなってしまった！　おかげで、ここに辿たどり着つくのに今日きようまで掛かってしまったのだ！　危うく力が尽きて消えるところだぞ！　影を伸ばして貫つらぬく力が残ったのは不幸中の幸いだったがな……いや、そんなものが何の慰なぐさめになる！　全く！　これだから妖怪は！」

　短い四し肢しをばたばた振りまわし、ぎゃあぎゃあ騒さわぐ黒い赤ん坊である。「妖怪は！」も何も、お前も妖怪だろと突っ込みそうになったが、こいつは神様の使いだっけ。と言うか、叫びたいのはこっちのほうなんだけどなあ。心が落ち着いてくるにつれ、次第に湧わきあがってきた怒りを胸に、僕は「そっちこそ！」と声を張りあげていた。

「お前、なんでよりによって、このタイミングで出てきたんだよ！　空気読め！」

「全すべては大祓の邪じや魔まをした貴様らへの復ふく讐しゆう──なぬ？　空気？　化ばけ鼬いたちの付録、この期ごに及んで、何をわけのわからんことを……？」

「うるさいっ！」

　気け圧おされたのか、ボリュームを下げた鳴女を見据え、再び叫ぶ。何が仇かたきだ、何が復讐だ。イタチさんを庇かばうように前に出ながら、僕は天井の赤ん坊を叱しかりつけた。

「せっかく──せっかく！　イタチさんといい感じだったのに……！　いいか、ここに泊まれるのは、イタチさんと一緒に夜を過ごすのは、今日きようが最後だったんだぞ！　やっとあの雰囲気にたどり着けたのに、次のチャンスなんか、あるかどうかわかんないのに！　畜ちく生しよう、覚えてろ！　一生恨んでやるからな！　だよねっ、イタチさん！」

「真しん一いち、それを怒っても仕方ないよ……。あ、あたしも……ちょっと、そう思ったけど」

「そうそうそのとおり──って、え？　イタチさん、今、なんて」

「なっ、なんでもないよ！　後で！　今のは忘れて！」

「私の話を聞かんかあああああああああッ！　私は！　神の使いだぞ！」

　イタチさんがごにょごにょと語尾を濁にごしたので思わず聞き返せば、そこに鳴女の怒ど号ごうが派手に割り込む。とことん邪魔な鳥だな、もう！　いやまあ今は鳥の姿じゃないけど！　恨みの籠こもった視線を向けた先で、自称神の使いは苦く渋じゆうに満ちた声を発した。

「ええい、どうして御主が、よりにもよってこんな間抜けな連中に……！　だが、その吞のん気きな減らず口も今こ宵よい限りだ！　私を倒しただけでなく、おそれおおくも御主を手に掛け、大祓を未完に終わらせた貴様らの罪は──正しく、万ばん死しに値する！　悔い改めて死んでいけ！」

「やだよ」

　二十センチほどの手足を振りまわしながら凄すごむ鳴なき女めを見上げつつ、僕は一瞬だけイタチさんと視線を交わした。「復活おめでとう、じゃあね」と追い返せればいいんだけど、正直、話しあえる相手とは思えない。「復ふく讐しゆう」とか「死んでいけ」とか、はっきり言ってるし。とんでもない神の使いもいたもんだ。しかし、こっちもそう簡単にやられてあげるわけにもいかないし──。

「話は終わりだ！　まずは付録の小僧、貴様からだ！」

「あたしの部屋で暴あばれないでっ！　──真しん一いち、スケッチブックを！　今の鳴女、実体がないから、あたしの術が通じない！」

　小さな腕の先から伸びた黒い槍やりを鎌かま鼬いたちで迎げい撃げきしつつ、イタチさんが叫んだ。僕は「了解！」と叫んで壁かべ際ぎわにまで飛とび退のくと、「真一用」とラベルの貼はられたカラーボックスから、スケッチブックと鉛筆を手に取った。

「輪郭がぼんやりしてるのはやりづらいなあ……。でもまあ、鬼おにに比べりゃマシか」

　自分で自分に言い聞かせながら、白いページを開いて鉛筆を構える。さっきからの問答の間に全体像は摑つかめている。黒い赤ん坊というシンプルなデザインだから、そんなに時間は掛からないはずだ！　そう確信しながら大きな頭を描かきはじめれば、鳴女が不審そうに唸うなった。

「何の真似まねだ？　──ぬ、そうか！　さては貴様ら、まさか私に血肉を……？」

「邪じや魔まはさせないよ！　真一、早く！」

　次々伸びる槍を必死に弾はじきながら、イタチさんが急せかす。僕は無言でうなずくと、左に続き右の腕を描きあげた。よし、あとは下半身で完成だ。

　──存在はしているけど、実体がない。そういった不安定な怪かい異いは、その特性なり個性なりを把握した上で絵に描くことで、その容姿を固定し、実体を与えることができる。自分で言っても噓うそくさい話だとは思うけど、今まで何度もやってきたことだから真実なのは間違いない。最初に描いたのは、文化祭前に出た鬼だったっけ。そんなことを脳の端はしで回想しつつ、僕は全速力で鉛筆を躍おどらせ、

「──はいっ、お待たせっ！」

　およそ一分後、黒い赤ん坊型の妖よう怪かい『天てん吊づるし』を描き終えていた。絵の完成を示すため、空白部分にＳ・Ｓしらつかしんいちのサインを記せば、影か闇やみのようだった鳴女の体が体積と質量を持って実体化し、どたりと床に落下する。ここまでは作戦どおり！　鉛筆を摑んでガッツポーズを決めるのと同時に、鳴女は「おのれ」と叫んで腕を広げた。

「小僧、余計な真似を！　神の使いに楯たて突つくからには、その報むくいがあるということを知れ！」

「その手の話は聞き飽きた！　というわけでイタチさん、よろしく！」

「ありがと、真一！　後は任せて、一気に決める！」

　穴のような両目を向ける鳴なき女めを前に、イタチさんは深く静かに息を吸った。オレンジのフレアがふわりと煌きらめく中、栗色の耳と尻尾しつぽを実体化させながら、パジャマ姿の妖よう怪かい少女は一気に腕を振り抜いた。指の軌跡が半円を描き、迎げい撃げき用の小技とはサイズも迫力も段違いの鎌かま鼬いたちが放たれる。よし、これで決まった。手の先から伸びる槍やりしか攻撃手段のない鳴女には、間違いなくこれは弾はじけないはず！　そう確信した僕は、思わず両手を握りしめ──。

「──って。え」

「う、噓うそ……！」

　一瞬後、間抜けに口を開けていた。その隣では、とどめの一撃を放ったポーズのまま、イタチさんが同じくぽかんと固まっている。そんな僕らを前に、たった今、指先から放った風の刃やいばで、イタチさんの術を弾いたばかりの赤ん坊は、小さな口の端はしをニイッと歪ゆがめた。

「何を呆あつ気けに取られている。貴様らにとって、『鎌鼬』は見慣れた妖術のはずだろう？」

「へっ？　そ、そりゃまあ、そうだけど……。驚いてるポイントはそこじゃなくて」

「そうだよ！　ど、どうして鳴女が──また、あたしの術を使ってるの？」

　僕を庇かばうように身構えながら、イタチさんが叫んだ。うん、その疑問はもっともだ。鳴女は、以前もニセイタチさんとして鎌鼬やら炎やらを使っていたけれど、あの時は「イタチさんの妖力」に取とり憑ついてたから妖術を使えていたわけで。でも、今はそうじゃないだろう？　と、僕らのリアクションが期待どおりで嬉うれしかったのか、鳴女は満足げにうなずいた。

「知りたいならば教えてやろう。我ら先さき触ぶれには、それぞれ固有の能力や特性があるのよ。たとえば鶺鴒にはくなぶりには黄泉よもつ軍いくさの召しよう還かん、長なが鳴なき鶏どりなら『音おと』への変わり身といった具合にな。そして、この私、鳴女は──」

　壁に掛かったカレンダーを背景に鳴女が薄笑いを浮かべ、その周囲に炎がいくつも灯ともっていく。おい待て、それもイタチさんの術だろう。思わず指摘すれば、鳴女は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべながら「その通り！」と叫んだ。

「教えてやろう！　私はな、一度自分を倒した相手の術を、復活と同時に体得することができるのだ！　この『返かえし矢や』こそ、御おん主ぬしから与えられし我が力、我が特性！」

「倒した相手の術を？　えーと、つまり、この間お前を倒したのは、イタチさんだから」

「あたしの鎌鼬も炎も、使えるようになっちゃったってこと……？」

　不安げな顔を見合わせる僕とイタチさん。そんな僕らを前にして、鳴女は「そういうことだ」と笑みを浮かべ、玄関へと通じるドアの前へと跳ねた。逃げ道を塞ふさいだつもりらしい。

「残った力が僅わずかなのでな、妖気を消費するような術は使わずに済めばと思っていたが──気が変わった。貴様らに復ふく讐しゆうできるのならば、もはや我が身がどうなろうと構いはしない！　御主がお隠れになり、大おお祓はらえが未完に終わった今、私の存在意義はそれだけなのだからな！」

「はい？　いやいやいや、なんでそんなに極きよく端たんに！」

「そ、そうだよ！　せっかく復活したんだから、もっと前向きに生きていけば──」

「五月蠅うるさいッ！　お前らと話すのはもうたくさんだ！」

　荒れた金かな切きり声ごえがイタチさんの呼びかけをばっさり遮さえぎった。うるさいのはお前だよ、マンションなんだから静かにしなさい。そう言いたいのは山々だけど……たぶん言っても聞かないだろうなあ。完全に戦せん闘とうモードに入ってるし。鳴なき女めの右手をとりまく青白い炎、そして左手を包む鋭い風を見つめてそんなことを考えつつ、僕はイタチさんに小声で話しかけた。

「あのさ、イタチさん。その……大丈夫だよね？　負けないよね？」

「うん、たぶん。鳴女、残ってる力が少ないみたいだから、そんなに保もちそうもないし、あたしの術しか使えないなら、なんとか防げると思うから。……ただ、ね」

　はあ、と漏もれる小さな溜ため息いき。不安げな瞳ひとみでベッドやテーブル、クローゼットなどを見まわしながら、パジャマ姿の妖よう怪かい少女は疲れた声でつぶやいた。

「うう……。あんまり人の部屋で暴あばれないでほしいな……」

「だよねー。外に逃げるにしても、鳴女はドアの前で頑張ってるし、まさか四階の窓から飛ぶわけにも」

「何をこそこそ喋しやべっているッ！　さあ掛かってこい化ばけ鼬いたち、そしてそのお供の小僧！　塵ちりになるまで切り刻んだ上で、この部屋ごと焼き尽くしてくれようぞ！」

「げ！　いきなり特大の鎌かま鼬いたち？」

「わーっ、ベッドの上でそんな大きな火の玉使っちゃ駄だ目めーっ！　シーツが！」
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「──と、そんなことがありまして。鳴女が妖力使い果たすまで、僕はイタチさんに守られながら転げまわってたわけです」

　そして翌日の朝。足取り軽く引越先に向かう道中、風ふ呂ろ敷しき包みを担かついだ僕がやれやれと肩を落とせば、新居見物に付いてきた経ふみ島しま先輩は「お疲れさん」と笑ってくれた。

「大おお祓はらえ編はもう終わったと思ったのに、まだ残党がいたとはねー。で、鳴女は結局どーなったのよ。今度こそ完全に倒したんでしょーね？」

「ええ、それはもう。倒したというか、勝手に自滅したんですけど」

　約十分間にわたってフルパワーで鎌鼬や炎を乱射した挙あげ句く、いきなりテーブルの上にドスンと落下した黒い赤ん坊の様子を解説しつつ、僕は何度目かの溜息を吐ついた。

　あの後、イタチさんと一緒におそるおそる覗のぞき込こんだら、すでに半分くらい消えていた鳴女は憎々しげに「おのれ」と僕らを見返したんだっけ。

『此し岸がんに顕けん現げんした目的を果たすことなく、斯か様ように無ぶ様ざまな最さい期ごを迎えるとは……！　御おん主ぬしさえ居おられれば、私は何度でも復活を──いや、そもそも、化け鼬ごとき、御主の放つ神しん気きに触れさせれば、それだけで消し去ることができたものを……！』

　うん、確かそんなこと呻うめいてたなあ。で、それを聞いたイタチさんが、不思議そうに「神しん気き？　大おお祓はらえの最中にちょっとだけ触れたけど、消えたりなんかしなかったよ」って言ったら、あいつは一瞬ぽかんとしたかと思うとですね。

「最さい期ごにニッと笑って、そのまま綺き麗れいさっぱり消えちゃったんですよ。で、その後には、真っ黒に焼き尽くされた上にズタボロに切り刻まれた家具や壁だけが、空むなしく残っていたのでした。おしまい」

　鳴なき女めが消えた後、変わり果てた自宅を見まわして呆ぼう然ぜんとしたイタチさんの顔が自然と脳裏に甦よみがえる。同時に、そんなイタチさんにろくな言葉を掛けられなかった自分の不ふ甲が斐いなさまでもがリピートされ、僕は思わず頭を抱えた。

「ああ、やっぱり『わあ、ずいぶんさっぱりしたね！』はまずかったよなあ……。かと言って、無言で抱きしめて慰なぐさめるって雰囲気でもなかったし……」

「何を一人でブツブツと。ま、だいたい事情はわかったわ。説明サンクス」

　そう言ってうなずくと、ふと経ふみ島しま先輩は「それはそれとして」と振り返った。眼鏡めがね越しの子どもじみた視線を、僕らの数歩後ろを付いてきていた人物へと向けながら、先輩は心の底から楽しげに問いかけた。

「──そちらの大荷物抱えたお嬢さんは、今からどちらへお出かけなんでしょうか？」

「え？　そ、それはその……」

　ぱんぱんに膨ふくらんだスポーツバッグを手にしたイタチさんが、ぴたりと立ち止まる。経島先輩がニヤつきながら見据える先で、焦こげ目めの残ったセーラー服の妖よう怪かい少女はしばらく黙り込んでいたが、ややあって恥ずかしげに口を開いた。

「あのね、御み崎さき。あたしの部屋、めちゃくちゃにされちゃって……とてもじゃないけど、住めなくなっちゃったから……」

「うん。それは今聞いた。災難だったわね、イタチちゃん。で？」

「それでね、また昨夜ゆうべみたいに何かが襲おそってくるかもしれないし。鳴女が復活したなら、他ほかの先さき触ぶれだってもしかして──ってこともあるよね？」

「まあ、そんな可能性は全くないと言えなくもないような気がしないでもないんじゃないかしらねと思ったり思わなかったりだけどにゃー。で？」

「そうなったら、今度は、同じマンションに住んでる誰だれかを巻き込んじゃうかもって、心配になって……。だったら、ほら、別の場所に移ったほうが安全だよね？」

「ふんふん、にゃるほど。でっ？」

「そ、そんなに近づいて聞かないでよ……！　だからね、昨夜、真しん一いちとも話したんだけど……と、とりあえずは、そのね、ええと……真一！　お願い！」

「オッケー！　要するに、イタチさんは僕と一緒に暮らすことになりました！」

　いきなりこっちに話を振ったイタチさんに代わって、僕は満面の笑みとともに言い切った。その断言を聞いた経ふみ島しま先輩は「なぜお前が言ってしまう」と呆あきれたが、すぐにニイッと微笑ほほえむと、イタチさんの肩を優しく優しく叩たたいた。

「なるほど、そっかそっかー。今日きようからも白しろの字じと一緒かー」

「あのね、とりあえずだからね？　あくまで、とりあえずだから！」

「はいはい。禍わざわい転じて福となす、雨降って地固まる。昔の人はうまいこと言うわね」

「なっ、なんの話？　それにね、真しん一いちの引越先って部屋もいっぱいあるし家具付きだし、昨日きのうまではあたしのところに真一が泊まってたんだから、そのお返しという意味も──」

「うんうん。見事な理論武装だねえ。でもまあぶっちゃけた話、アレでしょ？　一度一緒に暮らして味を占めたからには、もう孤独な一人暮らしには戻りたくない、僕はあの人と別れたくないんだーってことでしょ？」

「はい、それはもう！　経島先輩の言うとおりです！　だよねイタチさん！」

「うっ、うん──って！　だから！　どうしていちいち、あたしに聞くのっ！」

　一瞬こくりとうなずいた後、真っ赤な顔で叫ぶイタチさん。僕を睨にらんだ後、「今、何を言っちゃったんだろう」と視線を逸そらす仕草が、とことんまでに愛いとおしい。この人が今日もしっかり元気であることに、そして再び一緒に暮らせることに感謝しつつ、僕は目の前の人の小さな手をぎゅっと握りしめたのだった。

「イタチさん、これからもずーっとよろしくね！」

「こ、こちらこそ……。え？　今、真一、なんて」

「ほう！　『ずーっと』とな！　これはもうみんなに知らせなければ。電話電話」

「違う、違うからね、御み崎さき！　今のはつい勢いで！　だから電話はちょっと待ってー！」
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　ぐつぐつぐつ。

　片手鍋なべの中で沸わき立たつ味み噌そ汁しるを前にして、僕はお玉を手に取った。漂ただようわかめを避よけて一口分をすくいあげ、冷まして口に含んでみれば、味噌の味がほんのり舌に広がった。

「……よし、こんなもんかな」

　僕としてはちょっと薄い気もするが、イタチさんは薄味派なので、間を取ってこれくらいがベストなはず。一昨日おとといまでの居い候そうろう生活で学んだ味加減を思い起こしつつ、お玉の先を鍋へ戻し、ガスコンロのスイッチを切る。ご飯も炊けたしお湯も沸いたし、朝食の準備は万全だ。おかずがないのが寂しいけれど、冷蔵庫がほとんど空からっぽなんだから仕方ない、うん。そう自分に言い聞かせながら、僕はイタチさんの寝室へ通じる廊下へ振り向いた。

「後は、イタチさんが起きてくるのを待つだけなんだけど……それにしたって、ずいぶん遅いな。休みだけど、午前中は部活だってのに」

「昨日きのうの引越でお疲れなんじゃないですかねえ。それに一昨日は生き残りの先さき触ぶれとやりあったんでしょう？　ここは一つ、ゆっくり寝かしてあげるのが男の優しさってもんですよ」

　ぽつりと漏もらした独ひとり言ごとに、渋い声が呼応した。それに釣られて視線を向ければ、台所と繫つながった食事部屋のテーブルの上、くわえ煙草たばこにサングラスの猛もう禽きん類るいが、めらめら燃える翼つばさで器用に湯飲みを掲げていた。

「お茶、もう一杯いただけやすか？　復活してからこっち、妙に喉のどが渇いていけねえ」

「そりゃ燃えてるから喉も渇くだろうね。しかし松明たいまつ丸まる、お前、いつの間に復活してたの？　大おお祓はらえの前に消えたから、心配してたんだけど」

「オイラはあくまで術ですからね、是ぜ害がい坊ぼうの旦だん那なの体調次第ですよ。おかげさまで、炎の調子もほれこのとおり」

「へえ──って、おいこら！　テーブルの上で燃えあがるの禁止！」

　電気ポットから急きゆう須すにお湯を注ぎながら、僕はテーブルの上の火の鳥こと松明丸を睨にらんだ。この、奈な良ら山やまの召しよう還かんする妖よう怪かい──正確には「自我を持った妖術」らしいけど──は、マイペースな気の良いいやつではあるけれど、ずっと燃えてるのが難点だ。朝起きたらいきなり枕元でぼうぼう燃えてるのを見た時は、引っ越した次の日に火事かと思って肝きもが冷えたぞ。湯飲みを渡しながらそう告げれば、「そりゃあ失敬」と悪びれない声が返ってきた。

「あいにく触れたものを片かたっ端ぱしから燃やすほど不器用じゃねえですよ。まあ、オイラだって、朝早くから押しかけるのは少々気が引けましたがね。是害坊の旦那に代わって引越祝いをお伝えしに来た以上、何も言わずに帰るわけにもいかねえでしょう？」

「さっきも聞いたけどさ。わざわざ伝言しなくても、奈良山には今日きようも部活で会うんだし」

「是害坊の旦那はそれでいいでしょうが、オイラは用事がないと呼び出してもらえねえじゃないですか。生存報告を兼ねて行かせてくださいよって、自分からお願いしたんですよ。あと、旦那は今日は部活はお休みですぜ？」

「そうなの？　って、そう言えば聞いてたな」

　確か、新あら井いさんとデートだっけ。金曜に聞いた話を思い出して尋ねると、松明たいまつ丸まるは「仲良きことは美しきかな」とニヤつき、ふいに周りを見渡した。

「しかし、新居ってのはいいですねえ。無む闇やみに心が躍おどりやす」

「小さい家だけどね。平屋だし、家賃も安い」

　松明丸に苦笑を返しながら、綺き麗れいなシンクをぐるっと見まわす。確かに新居ってのはいいよな、とうなずきながら、僕は、昨日きのう越してきたばかりの新居の見取り図を、頭の中に描いてみた。

　まず玄関を開ければ、トイレに突き当たる廊下が一本延びており、その左右に部屋が二つずつ。ただそれだけの、シンプルな平屋の一いつ戸こ建だてだ。

　玄関から見て左の二室は、手前が台所と食事部屋、つまりここ。その奥にはお風呂と洗面所があり、右手の部屋は、どっちも押し入れ付きの六畳の和室になっている。で、その二つの和室のうち、玄関側が僕の部屋で、奥がイタチさんの部屋だ。

「大おお家やさんが新調してくれたベッドが奥の部屋にあったからさ、イタチさんにそっちを使ってもらうことになったんだよ。僕は布団のほうが落ち着くし」

　昨夜ゆうべのやりとりを回想しながら、僕は我が家の間取りを説明した。松明丸は興味深げに聞き入っていたが、ふと思い出したように顔を上げた。

「いけねえ。そろそろ是ぜ害がい坊ぼうの旦だん那なのところに戻らねえと、妖よう力りよくが切れて消滅しちまう。イタチの姉さんに挨あい拶さつできなかったのは残念ですが、オイラはそろそろ失礼します」

「わかった。イタチさんには伝えとくよ。奈な良ら山やまと新井さんによろしくね」

　シンクの前の窓を開け、どうぞと促うながしてやる。それを見た松明丸は「あいよ」と元気に応じ、燃える翼つばさを羽ばたかせて飛び去った。その後ろ姿を見送ると、僕は改めて廊下の向こうの寝室へ振り返った。現在時刻は既に八時三十二分。部活は九時からで、この新居から学校までは徒歩十五分。かなりギリギリだ。まあ、美術部はみんな個人行動なので、僕やイタチさんが遅れたところで誰だれが迷惑するわけでもないんだけれど、しかし。

「それでもやっぱり、なあ……。イタチさん、遅刻嫌きらいだし」

　あのしっかり者の妖怪少女は、部員の誰かが遅れても笑って許すくせに、自分が遅れるのはすごく嫌いやがるのである。で、そういう性格をよく知ってる以上、このまま寝かせておくという選択肢は選びづらいわけでして。

「……さすがに起こすか。放っておくと後で怒られるしな、絶対。うん、間違いなく」

　自分で自分を説得し、僕は台所を出た。廊下に出てすぐ左に曲がり、木製の引き戸をそろそろと開く。

「イタチさーん、入るよー」

　抑えた声で呼びかけながら、カーテンの閉まった薄暗い部屋へ。起こしに来たのに小声ってどうなんだ、おい。そう自分に突っ込みつつ、僕はそろそろとイタチさんに近づいた。ベッドの上の妖よう怪かい少女は、薄手の布団を体に巻き付け、こちらに背中を向けている。リズミカルな寝息を聞く限り、完全に熟睡中っぽい。

「もう朝だよ、イタチさん。そろそろ起きたほうが──」

「ん」

　ふいにイタチさんが寝返りを打った。カーテンの間から漏もれる光の中、あどけない寝顔がこちらを向いたその瞬間、再び心臓が揺れ、僕は言葉を失った。

「イタチ……さん」

　普段は優しくて強くてしっかり者のイタチさんだけど、こうして見ると結構童顔なんだよな。それにしたってこの無邪気な寝息の破は壊かい力りよくはどうだ、もぞもぞと布団の端はしを摑つかむ指の動きの愛らしさはどうなんだ！　この破壊的なまでの魅力を、僕はいつか描き切ることができるのだろうか。僕は思わず自問し、そしてすぐさま首を横に振っていた。

「無理だ。……少なくとも、今の僕の腕では、絶対に……！」

　あ、むろん、イタチさんを絵に描かくってことが何を意味しているかはわかっているし、そんなことをするつもりもない。ないのだけれど、この感動を描いてみたいという思いは、絵描きの端くれとして当然のことであり──。

　と、そんな具合に、当初の目的をすっかり忘れ、「ああ」とか「おお」とか唸うなりながら枕元に立ち尽くしていると、僕の気配を感じたのか、熟睡中のイタチさんが小さく首を傾かしげた。同時に、寝息を立てていた口から、微かすかな声が漏もれる。
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「しん……いち……？」

「へっ」

　不意に自分の名前を呼ばれ、きょとんと間の抜けた声が出た。一瞬、起きたのかと思ったが、閉じたままの目を見る限り、どうやら単なる寝言らしい。人ひと騒さわがせな、と溜ため息いきを吐ついていると、掛け布団を摑つかんでいたイタチさんの右手の指が、何かを探すようにもぞもぞ動いているのに気が付いた。えーと、どうしようかな。ちょっとだけ悩んだ末、その手をそっと握ってみれば、予想外の柔らかさ、そして温ぬくもりが、指の先から伝わってきた。

「わ。温かい……！」

「ん……」

　熟睡中のイタチさんの口元に、とことん幸せそうな笑みが浮かんだ。きゅっと手が握り返されてしまったので、振り払うこともできない。さあどうしようと思っている間にも、イタチさんは僕の手の上に左手を重ね、そして優しく微笑ほほえんだ。

「あのね──あたしも──うん──嬉うれしいな──」

　途切れ途切れに漏れる寝言。具体的な内容はさっぱりわからないけれど、少なくとも悪夢を見ているわけではないらしい。そう判断しつつ、僕は必死に深呼吸を繰くり返かえした。

　力一杯抱きしめたいという衝しよう動どうを押さえ切れなくなる前に、どうか、どうかイタチさんが目を覚ましてくれますように。そう、心の底から願いながら。




　　　　＊＊＊




「で、そんなことをやってたもんで、部長と副部長が揃そろって遅刻したと」

「はい！」

　ところ変わって美術室。和わ綴とじの古書を手にした経ふみ島しま先輩に冷え切った視線を向けられ、僕はきっぱりうなずいた。まさかあれから三十分も起きないとは思いませんでした、と頭を搔かけば、画材を整理していたフィルが何も言わずに溜息を吐いた。同時に、僕の隣で縮こまっていたイタチさんが、ぼそりと小声でつぶやく。

「……どうして起こしてくれなかったの、真しん一いち」

「だってすごい良いい寝顔だったからさ、もったいなくて。そうだ、何度か僕の名前呼んでたけど、どんな夢見てたの？」

「え。そ、それはその──覚えてない……！」

　赤い顔で視線を逸そらしつつ、わたわたといつもの席へ向かうイタチさん。その慌てた仕草を前に、雑誌片手に教卓に腰掛けていた鱗りんさんがニヤついた。

「クズリは相変わらず可愛かわいいねー。元もと旦だん那な、次からはちゃんと起こしてやんなよ？」

「はあ。しかし、ちゃんと起こすってどういうのです？」

　耳元で起きろーって叫べばいいんでしょうか。そう尋ねてみれば、フランクな蛇へび女によう房ぼうはひょいっと教卓から飛び降り、「わかってないねえ」と僕の肩に手を回した。

「お姫様の目覚めとくれば、キスに決まってるじゃんか。クズリもきっとそれを待って」

「待ってないっ！」

　鱗りんさんのアドバイスを断ち切るように、イタチさんが真っ赤な顔で言い放った。

　まあ、そりゃそうだろうなあ。寝てる時にいきなり口を塞ふさがれるだなんて恐怖以外の何ものでもないし、そもそもそんな起こし方、僕の心臓と理性が保もつはずがない。しみじみ納得しながら「だそうですよ」と告げれば、鱗さんは「残念だったね」と僕の肩を叩たたいた。いやまあ別に残念でもないですけどね、と苦笑していると、古書をめくっていた経ふみ島しま先輩が思い出したように口を開いた。

「白しろの字じがイタチちゃんをどう起こそうが知ったこっちゃないけどさ。そこまで熟睡できたってことは、朝まで何も起こらなかったわけ？　出るって噂うわさの訳あり物件なのに」

「はい？　ああ。そう言えば、何も出ませんでしたね」

　鱗さんに肩をぺしぺし叩かれながら、僕はけろりとうなずいた。昨夜ゆうべはちょっと警戒したものの、イタチさんは全然妖よう気きを感知しなかったし、何かが出る気配も全くなかったんだっけ。回想しつつ説明すれば、先輩は残念そうに舌打ちした。うわ、なんて露ろ骨こつな態度。

「ほんとに何も出なかったの？　たとえば、夜中に雨戸が外れて一つ目の大おお入にゆう道どうが腕を突っ込んできたりとか、庭石に人間の指が生えてわさわさ這はいまわるとか、あるいはいきなり押しかけてきたおっさんの頭がぱかっと割れて赤ん坊がぞろぞろ這い出してくるとかさ」

「ありません」

　つーか、そんなホラー映画みたいなものに来られてたまるか。そんな気持ちを込めて僕はきっぱり断言したのだが、美術部の誇る妖怪馬ば鹿かはまだ納得できないようで、実年齢より八歳ほど若く見える童顔を「むー」と膨ふくらませた。くそ、ちょっと可愛かわいいな。

「又また聞ぎきじゃない古ふる屋や敷しきの怪が採録できると思って期待してたのににゃー。つまらんぞー。あ、そうだ、この際、音とか気配だけでもいいんだけど！」

「だから何もなかったんですってば。そもそもイタチさんも、何の妖気も感じないって言ってましたし。だよね？」

　どんだけ期待してたんだと呆あきれつつ、僕はイタチさんに同意を求めた。と、自分のスケッチブックを広げていた妖怪少女は、こくりと首を縦に振る──かと思いきや。

「あ。うん、それが、ね……。御み崎さきに言われて、思い出したんだけど」

　意外にも、言いづらそうに言葉を濁にごした。あれ、どうしたんだろう。僕は思わず首を捻ひねり、鱗りんさんとフィルは不可解そうに顔を見合わせる。同時に、膨れていた経島先輩が目を輝かせて食いついた。

「さてはイタチちゃん、夜中に何かあったわね！　言ってみなさい、どんな妖よう怪かいが来た？」

「え。あ、あのね御み崎さき、妖怪かどうかはわからないよ？　真しん一いちも言ってたけど、妖気は全然感じなかったんだから。もしかしたら──気のせいかもしれないし」

「ふむ、妖気ゼロの怪かい異いとな！　いいねえいいねえ、なかなか焦じらすじゃないの」

　心の底から楽しそうにうなずきながら、先を促うながす経ふみ島しま先輩。いつの間にか隣に来ていたフィルが「何があったんです？」と尋ねてきたが、僕だって初耳だ。肩をすくめて話の先を待っていると、イタチさんは恥ずかしげに頰ほおを染め、制服の上から体を抱きしめながら、抑えた声を「あのね」と発した。

「昨夜ゆうべ、寝てる間にね。そ、その……体を、触られたような、なでられたような──。こう、ざわざわ、っていうか、さわさわ、っていうか……」

「ほー！　いつかやるとは思っていたけど、存外に早かったねえ！」

　真っ先に反応したのは鱗りんさんだった。Ｙ字型の舌をぴくりと覗のぞかせながら、爬は虫ちゆう類るいじみた瞳ひとみが僕へまっすぐ向けられる。え、なんで睨にらむんです？　そう問いかける間もなく、今度はフィルが軽けい蔑べつし切った溜ため息いきを落とし、そしてキッと僕を見据えた。

「白しら塚つか先輩──見み損そこないましたよ！」

「はい？　何が？　というか、鱗さんもフィルも、なんでいきなりそんな態度で」

「だってさあ。容疑者、元もと旦だん那なしかいないじゃん」

　うろたえる僕を前に、鱗さんがけろりと言い切った。あっさりした口調で僕を黙らせながら、蛇へび女によう房ぼうはやれやれと言いたげに頭を振った。

「いい？　クズリが妖気感じなかったっつーことは妖怪の仕し業わざじゃないんでしょーが」

「そうなりますね」

「じゃあ犯人は、クズリと一つ屋根の下で寝泊まりしてて、なおかつクズリに惚ほれてて欲求不満な人物っしょ？　もう明らかに元旦那じゃん。引越終わって気が楽になって、ついムラムラしちゃったんでしょ。犯人捜す余地もない。いかがですかね、陪審員の皆さん？」

「うむ、論理的である」

「女性の寝室に勝手に入って、さ──触るだなんて……！　最低ですよ、白塚先輩」

　鱗さんの推理に、経島先輩が素直にうなずき、フィルが僕を冷たく睨んだ。イタチさんはと言えば、無言のまま、どこか残念そうな視線をこちらに向けている。いきなり美術室を包んだ異様な雰囲気に、僕は一瞬呆あつ気けに取られたが、すぐに首をぶんぶんと左右に振った。

「いやいやいや！　やってないです！　やってないですよ僕！」

「ほー。なら聞くけどね、元旦那。クズリのことは好き？」

「大好きです」

「触りたい？」

「それはもう──って、なんですかこの誘導尋じん問もんは！　違いますからね！」

　鱗りんさんの問いかけに反射的にうなずいた後、僕は慌てて声を荒げた。駄だ目めだ、このままでは犯人扱いされてしまう。イタチさんを取り囲みながら僕を睨にらむ先輩たちを前に、僕はいったん息を吸い、「いいですか」と語りかけた。

「確かに僕はイタチさんが好きですよ。大好きです。でも、だからこそ、嫌いやがることはしませんよ！　だよね、イタチさん！」

「そ、それは……。うん、そうだね」

「ありがとう！　ほらほら、イタチさんもああ言ってるじゃないですか、僕は断じて、寝床に入って体を触るだなんてそんな非道な真似まねは」

「できるもんならぜひしたい」

「はいそれはもう心の底から──じゃないっ！　ちょっと黙ってください経ふみ島しま先輩！　とにかく、要するに、僕はやってないですからね！　絶対に！　誓います！　信じて！」

　余計なことを口走りそうになった自分をなんとか制し、僕は力一杯言い切った。その熱の入った宣言を聞き終え、鱗さんは長い腕を組んで「一理ある」と興味深げにうなずいた。

「確かに、元もと旦だん那なはこそこそ痴漢するタイプじゃないもんねえ。そういう陰湿なことやらかしそうなタイプってのは、どっちかっつーとさあ」

「……どうしてそこで俺おれを見るんだよ、鱗」

「他意はないわよ。へっへっへ」

　困惑気味に反論するフィルに、鱗さんがにたにたと笑みを浮かべる。そのやりとりを横目で見つつ、僕は経島先輩の後ろのイタチさんに向き直り、「信じてよ」と繰くり返かえした。

「ほんとにやってないんだってば」

「う、うん……。あたしも、真しん一いちじゃないとは──思いたいけど……」

　もごもごと濁にごってしまう語尾。じゃああれは誰だれの仕し業わざだったんだ、と続けたかったことは、態度と視線で伝わってきた。しかしそう言われても、僕には答の返しようがないわけで。何も言えずに固まっていると、経島先輩が顎あごに手を当てながら割り込んできた。

「まあ待て、お二人さん。考えられる説明はいくつかあるわよ。まず一つは、そういう妖よう怪かいの仕業であるってパターン。実際、女の子の寝床に現れて触ったり舐なめたりする妖怪も伝承されてるわけだしね。ちなみに名前は黒くろ坊ぼう主ず」

「うわ。とんでもないエロ妖怪ですね」

「で、でも、そんなのが出たら妖気が濃くなるから、あたしは寝てても気づくよ？」

　思わず引いた僕の隣で、イタチさんが反論する。と、仮説披ひ露ろう中の妖怪博士はかせは、「わかっている」と言いたげにもったいぶってうなずいた。

「ならば次の説。ずばり犯人は白しろの字じであり、噓うそを吐ついているパターン。しかしこれは、容疑者の性せい癖へき──もとい、性格上、考えにくい。そうよね、お二ふた方かた？」

「はい！」

「う、うん」

「うむ、いい返事をありがとう。そして私もそう思う。となれば、残る可能性は──」

　そこで言葉を句切ると、経ふみ島しま先輩は「むう」と唸うなって黙ってしまった。あれ、どうしたんだろう。イタチさんと顔を見合わせて続きを待っていると、先輩はふいに頭をがしがし搔かき乱みだし、「思いつかん」ときっぱり言い切った。え？

「ちょ、ちょっと先輩！　なんですかその結論は！　結構期待してたのに！」

「勝手に期待されても困るわい。私は探偵でもなんでもない、ごく平凡な童顔で妖よう怪かい好きの女子高生なんだからさー。妖怪か白しろの字じかどっちかってことでしょ、とどのつまり」

「でもクズリは妖気感知してないんでしょ？　じゃあ、もう決まりじゃん。ねえ？」

「そ、そうなるかな……？」

「白しら塚つか先輩──やっぱり……」

「ですからね、僕はやってませんから！　フィル、『やっぱり』ってなんだよ！」

　再び狭まる包囲網。おいおい冗談じゃないぞ。必死に無実を訴えれば、経島先輩の小さな手が、僕の肩をそっと叩たたいた。

「まあ落ち着けって。もしかしたら、それはもう低い低い確率だけど、妖気の微弱な怪かい異いの仕し業わざって可能性もあるんだからさ。まあ、たぶんありえないけど」

「……ありがとうございます、先輩」

　力の抜け切った感謝の言葉を返す僕。大した慰なぐさめにもなってないです、とは、思ったけれど言えなかった。
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「こんばんはー」

「わおーん」

　引越から一週間が経たった、ある日の夕方のこと。澄すみ切きった綺き麗れいな声とよく通った泣き声とが、玄関から同時に響いた。

　お、どうやらお客さんが来たらしい。自室の座卓で数学の課題に難なん渋じゆうしていた僕は、ノートを閉じて立ちあがった。すぐ隣の勉強机で予習中のイタチさんに「僕が出るよ」と一言告げ、廊下を歩いて玄関へ向かう。履はき古ふるしたサンダルを引っかけ、合板製のドアをがちゃりと開ければ、制服姿のショートカットの少女が、半透明の大きな犬と並んで立っていた。活動的な短い赤毛が、夕焼けの空に良く映えている。

「待ってました、滝たき沢ざわさん。来てくれてありがとう」

「ぼくはどっちでも良かったんだけど。伊達だてさんの話聞いたライカが、ちゃんと調べさせろってうるさくてさ」

「どんな理由でも滝たき沢ざわさんが来てくれたのは嬉うれしいよ。泊まってくんだよね？」

「う、うん、夜に何が出るのか調べるんだから──って、白しら塚つかだけ？　伊達だてさんは？」

「中にいるよ。おーい、何やってんだ、ライカ。とりあえず入れよ」

　滝沢さんを招き入れ、ついでにライカに声を掛ける。ふんふんと玄関先を嗅かぎまわっていた犬いぬ神がみは、「わふ？」と首を傾かしげつつ、主人とともに僕らの新居へ入ってきた。どうぞ、と中へ案内すれば、犬神コンビは物珍しそうにきょろきょろしながら僕の後に付いてくる。

「意外と古いんだね。それに、一軒家って聞いてたから、もっと大きいのかと」

「わんわん」

「見てのとおりの中古の平屋だよ。昔は単身赴任用の下宿だったとか聞いたけど、ここ何年かは誰だれも入ってなかったらしくてさ」

　不動産屋のおっさんからの受け売りを語りつつ、自室兼居間へ。ちょっと緊きん張ちようしながら「お邪じや魔まします」と室内に入った滝沢さんを、お茶を入れていたイタチさんが優しく迎えた。

「いらっしゃい、赫あか音ね。ライカも、来てくれてありがとう。頼りにしてるね」

「わふー」

　俺おれに任せとけ、と言いたげに大きくうなずいた犬神が、太い尻尾しつぽをぱたぱた振った。半透明だからいいものの、実体があるとさぞ邪魔だろうなあ。イタチさんにじゃれつくライカを前にそんなことを考えていると、滝沢さんは手にしていた紙袋を座卓の上にそっと置いた。白い上品な包みを見る限り、中身はどうやらケーキらしい。

「これ、引越祝い。部のみんなから──というか、主に部長から」

「へー、ありがとう。しかし、僕がニュー吹奏楽部に祝ってもらう理由はないような……？」

　強しいて繫つながりを挙げれば、新歓ポスター描かいたくらいだけど。首を捻ひねりつつイタチさんと顔を見合わせていると、滝沢さんはげんなりと肩を落として苦笑した。

「白塚じゃなくて伊達さんに、だよ。うちの野の更ざら志し部長、伊達さんのことは知ってるからさ。部活の後、新居に行くんだって話したら、『あの純朴で強きよう靭じんな少女の新しい旅立ちともなれば、祝わないわけにはいくまいよ！』って言い出して、これ買ってきた」

「そ、そうなんだ……」

「へえ」

　ぎこちなく苦笑するイタチさんの隣で、僕はしみじみ感心した。にぎやかで病弱なあの部長さん、奇人の割に、女性に対してはマメらしい。とりあえずありがとう、と頭を下げれば、滝沢さんは「君のじゃないよ」と言いたげな溜ため息いきを吐ついていたが、ふと、思い出したように口を開いた。

「そうだ、言い忘れてた。美み生うさんも部活終わったら来るってさ」

「え！　ほんとに？　まさか──と、泊まってくの？」

「ライカも一緒だって言ったら、ぜひそうしたいって。いいのかな？」

「うん、美み生うなら大歓迎だよ。……にしても、真しん一いち、喜びすぎ」

　思わず滝たき沢ざわさんに迫った僕を、イタチさんが冷たく見据えた。しかし、そう言われても、嬉うれしいんだから仕方ない。イタチさんと一緒ってだけでも最高級の喜びなのに、そこに滝沢さんが来て、さらには美生さんまで来るだなんて、これでテンション上がらないほうがおかしいよ。真剣にそう語る僕を、イタチさんは困ったような笑顔で眺めていたが、ややあって不安そうに滝沢さんへと問いかけた。

「美生の入ってる園芸部って、終わる時間が遅かったよね。いっつも、暗くなるまで頑張ってるし。このあたり、人通りも少ないんだけど……美生一人で、大丈夫かな」

「それなら心配ないよ。フィルに送ってもらうって言ってたから。な？」

「わふー、わんわん」

　主人に同意を求められ、ライカはこくりとうなずいた。

　なるほど。それは確かに心配無用だ。今夜は雲も少ないので月もばっちり出てるだろうし、それはつまり、あの一見すると弱そうな細身の少年はいつでも巨大な狼おおかみに変身できるわけで、こんな頼もしいボディーガードはそういない。「送り狼」って言葉が反射的に浮かんだのは秘密です、と心の中でつぶやいていると、イタチさんがしみじみ優しく微笑ほほえんだ。

「ね、真一。美生とフィル、最近仲なか良いいよね」

「うん。大おお祓はらえからこっち、よく二人揃そろって見かけるなあ。一緒に登校してるみたいだし」

「ぼくも見たよ。美生さんはいつもどおりだったけど、フィルががちがちに緊きん張ちようしてた」

　僕の言葉を受け、滝沢さんが肩をすくめてうなずいた。その光景が容易に想像でき、僕は思わず溜ため息いきを吐ついた。確かに、あの二人の仲が良いのは間違いない。ないんだけれど。

「……微妙に思いが食い違ってるよね、美生とフィル」

　僕の気持ちを代弁するかのように、イタチさんが苦笑した。だよなあ。基本的に誰だれにでも優しい美生さんに対し、明らかにフィルは「美生先輩」を特別視しているわけで。僕と滝沢さんは顔を見合わせ、大変だよねと言わんばかりにうなずいた。と、そこに割り込むように、ライカが唐突にきっぱり吠ほえた。

「わん！　うー、わんわん」

「え？　『そんなことよりこの家に出る妖よう怪かいだかなんだかが問題だ。とりあえず事件当時の状況を聞いた上で現場に残った妖気を調べたい』？　はいはい、わかったよ」

　愛犬の訴えを聞き、犬いぬ神がみ使つかいは苦にが笑わらいしながらうなずいた。まあ、確かにそうだよな。今は、僕の冤えん罪ざいを晴らしてもらわなくちゃいけないのであって、後輩の恋路を心配してる場合じゃない。ふわふわ漂ただよう半透明の大きな犬を見上げ、僕は「よろしくお願いします」と頭を下げた。




「うー、わんわん」

「うん。えーと、ライカが言うには、妖怪が出ると、その周辺の妖気が濃くなるんだって」

「わふー」

「だから、もし昨夜ゆうべ、何かが出たのなら気配が残ってないとおかしい。少なくとも、微かすかな違和感だけは絶対に残るはずだから」

　現場検証を終えたライカの言葉を、滝たき沢ざわさんが通訳しはじめた。僕とイタチさんは、その向かいに二人並んで座り、調査結果を聞いている。昨日きのう、新あら井いさんからいただいた引越祝いのチョコレートをつまみつつ、僕はライカに先を促うながした。

「で、どうだったの？　妖よう気きは残ってた？」

「……わおん」

「えーと。伊達だてさんの寝室では、何も嗅かぎつけられなかった。ごめん。以上」

「へえ、そうなんだ──って、え？　それだけ？」

　唐突かつあっさりした結論に、思わず拍子抜けした声が出た。汚名を晴らしてくれるものと思って、かなり頼りにしてたのに。そんな思いを込めてじっと見つめれば、滝沢さんの隣に浮かぶ犬いぬ神がみは、しょぼんと尻尾しつぽを丸めて一声鳴いた。

「……くうん」

「まあ、結果は結果なんだから仕方ない──えっ？　それ、どういうことだよ、ライカ」

　妙に申し訳なさそうな鳴き声に、滝沢さんが反応する。主人に問いかけられたライカが、首を捻ひねりつつ何かを告げれば、それを聞いた犬神使いは愛犬同様不可解そうに眉まゆをひそめ、うーんと考え込んでしまった。いやしかし、そこで二人で悩まれてもですね。

「僕にはさっぱりわかんないんだけど。ライカはなんて？」

「妖気が嗅かぎ当あてられなかった、って言ってるみたいだよ。だよね、赫あか音ね」

　イタチさんが確認すると、滝沢さんは黙って首を縦に振り、そしてライカが再び落ち込む。いやいや、その話はさっき聞いたし、そもそもしょんぼりするような話でもないのでは？　そう思って尋ねると、犬神コンビは顔を見合わせ首を左右に振った。

「違うんだよ、白しら塚つか。ライカは、寝室に出たかもしれない妖怪の妖気を感知できなかったって言ってるわけじゃないんだ。妖気そのものを、全然嗅ぎつけられなかったんだよ」

「はい？　どういうこと？」

「つまりさ。この家には、少なくとも伊達さんの妖気は残ってるはずだろ。何しろ、ここで寝泊まりしてるんだから。なのに、ライカが言うには」

「──ああ。イタチさんの妖気も嗅ぎ当てられなかったってことか」

　滝沢さんの言葉の後を受けながら、僕は神妙な顔でうなずいた。確かにそれは奇妙な話だ。犬神が鼻づまりになることもないだろうけど、どこか悪いんだろうか。気き遣づかうようにライカを見つめていると、ふいにイタチさんが「やっぱり」とつぶやいた。

「ライカもそうなんだ。あのね、あたしも同じなの」

「同じ？　それって──伊達さんも、妖気が感知できないってこと？」

「うん。引っ越して来た時から、変な感じはしてたんだよ。学校だと、ライカが近くにいたらすぐわかるのに、今はほとんど感じ取れないし。だからね、あたしの五感が鈍にぶくなったのかなって、そう思ってたんだけど、ライカの話を聞いて──」

　部屋をぐるりと見まわしながら、静かに語るイタチさん。と、それを黙って聞いていたライカが、ふいに賛同するように吠ほえた。

「うー、わん！　わんわん！」

「だよね、ライカ。この家、なんだかおかしいよね？　濃い妖よう気きがあるわけでもないのに、周りの気配が感じ取れないし……」

「わふー」

「ああ、そうだよね。そーっと鼻をつままれたら、こんな感じかも」

　あっという間に意気投合してしまう二人──ではなく、一人と一匹。感覚的には凡人である僕と滝たき沢ざわさんがぽかんと傍ぼう観かんしていると、妖怪コンビは「うん」「わん」とうなずきあい、そして揃そろって立ちあがった。

「真しん一いち、赫あか音ね。あたし、ライカと一緒に、家の周りをぐるっと見てくるね」

「あ、うん。行ってらっしゃい。でもさあ、見るだけで何かわかるもんなの？」

「……うー、わん」

「え？　『それを今から確かめに行くんだろうが』？　──だってさ、白しら塚つか」

「はい、ごもっとも」

　余計なこと言ってすみません。軽く頭を下げて謝あやまれば、ライカは「よろしい」と言いたげに無言でうなずき、ふわりと廊下から玄関へ駆けていった。行ってくるね、とイタチさんがその後に続く。

　かくして妖怪コンビが去った後、僕はなんとはなしに滝沢さんと顔を見合わせていたが、ややあって、よっこらしょと腰を上げた。「どうしたの？」と尋ねる滝沢さんに、僕は壁の時計を指し示す。時刻はただいま午後七時。そろそろ夕食の準備に掛かってもいい頃ころだ。




「座って待っててくれても良かったのに。滝沢さん、お客さんなんだからさ」

「ご飯食べて泊まるだけじゃさすがに悪いよ」

　焼きそば用のキャベツをざくざく刻みながら肩をすくめれば、隣で皿を拭ふいていた滝沢さんは首を左右にゆっくり振った。見慣れた制服の上にイタチさんのエプロンを纏まとった姿は、たいへん可愛かわいくかっこいい。後でスケッチさせてもらおう、と心の中で誓いつつ、僕は「滝沢さんってさ」と声を掛けた。

「意外にエプロン似合うよね。手の込んだ料理を簡単に作りそうだ」

「……ぼくが料理がヘタなの知ってるくせに、そういうこと言うんだ」

「あ、ごめん！　そんなつもりじゃ！　ただ、なんかこう家庭的だなあ、と」

「君と伊達だてさんには言われたくないよ。最近どんどん所帯じみてきてるだろ、二人とも」

「うん、否定はしません」

　自覚もあるので素直に認めつつ、今日きようの帰りに買ってきたもやしを冷蔵庫から出す。美み生うさんとフィルも来るんだから、多めに作っておかないと──などと口ずさみながら材料を揃そろえる僕を見て、滝たき沢ざわさんは「主夫だ」と呆あきれると、思い出したように話しかけてきた。

「そう言えば、今日は経ふみ島しま先輩は？　妖よう怪かいがらみの事件だと、いつも最初に来るのに」

「真っ先に調べに来たけど、その時は何も起きなかったんだ。今日も来たそうだったけど、江え戸ど橋ばしさんに強引に連れていかれた」

「会長に？　デートか何か？」

「いや。明日が大事な模試らしくてさ。経島先輩は全然気にしてなかったけど、江戸橋さんが『一回くらい、真面目まじめに勉強してから試験を受けてみろ。学部が違うとはいえ、俺おれはお前と一緒に大学に行きたいんだ』って」

　赤い顔で説教しながら小さな彼女を引きずっていった江戸橋さんの姿を回想しつつ、僕は苦笑しながら説明した。と、それを聞いた滝沢さんは、不安そうに眉まゆをひそめた。

「……あのさ。もしかして、経島先輩って、成績悪いの？」

「全然。少なくとも僕の五倍、江戸橋さんよりは二倍くらい賢かしこいよ。正直、今の志望校なら楽勝らしい」

　──あれは、その気になればもっと上のランクを狙ねらえるのに、尊敬してる民俗学の教授がいるとか、フィールドワークに向いてるとか、そんな理由で志望を変えようとしないのです。稲いな葉ば先生がそんなことを言ってたっけと思い出しつつ、僕は「だけどさ」と言い足した。

「三年になっても全然勉強しない経島先輩を見て、江戸橋さんはだんだん不安になってきたらしくて。ほら、あの人、なんでも悪いほうに悪いほうに考えるから」

「納得。彼女の進路を案じた会長が、今日のところは無む理り矢や理り連れて帰ったんだ」

「そういうこと。珍しく江戸橋さんが頑張ってたよ」

　うなずきながらフライパンに油を引く。滝沢さんは無言で苦笑していたが、ぽつりと「進路か」とつぶやいた。ふいに耳に届いたシリアスな声に、思わずその横顔を見つめれば、黙々と皿を拭ふいていた同級生は、静かに話しはじめた。

「あの、さ。ぼくら、今、高二だよね」

「はい？　確かに僕も滝沢さんも二年生だけどさ、それがどうか──」

「だったら。来年は三年生で、その次はもう卒業だ」

　真剣な口調で僕を黙らせながら、滝沢さんが先を続けた。言葉と言葉の合間には、大皿を布ふ巾きんで擦こする音がきゅっきゅっと響いている。そこまで強く拭かなくてもいいんじゃないかな、と心の端はしで思いつつ、僕はこくりと相あい槌づちを打った。

「確かに。言われてみると早いよね。でもさ、まだ二年の一学期なんだから」

「いい機会だから聞くけど、伊達だてさんのことはどう思ってるの？」

「そんなに焦あせらなくても──へっ？　なんで急にイタチさんが？　好きだよ？」

　なんだかいきなり話題が変わった。進路とか進学とか、そういう話じゃなかったの？　もやしの袋を開けようとしたまま、僕がきょとんとした顔で尋ねれば、滝たき沢ざわさんは無言で首を左右に振った。話を変えたわけじゃない、とジェスチャーで示すと、真面目まじめな同級生は頰ほおを薄赤く染め、抑えた声で先を続けた。

「その……。これは、白しら塚つかが、伊達さんを──本気で好きなら、って話だけどさ」

「本気で好きだよ？」

「返事が軽い」

　呆あきれかえった一言が、すぐ隣から突き刺さる。思わず「すみません」と謝あやまっていると、滝沢さんはやれやれと言いたげに溜ため息いきを吐つき、そして意を決したように僕を見据えた。

「あのね。白塚が伊達さんを好きならさ、卒業する前に、はっきり言うべきだよ。どう言ったらいいかな、だから──その、それまでは当たり前だった部活や放課後の時間が、なくなる前に、ちゃんと言わないと。あ、今すぐ言えってわけじゃないけどね」

「はあ。しかし、言えって何を」

　今現在、イタチさんへの思いは一日最低十五回は吐と露ろしているわけですが。いくら優しいイタチさんとは言え、これ以上増やすとさすがにうざったくなってしまうのではないでしょうか？　まっすぐ見つめられながらぼそぼそ小声で反論すれば、頼れる犬いぬ神がみ使つかいは「違うよ」と肩をすくめた。

「白塚が言うべきなのは、伊達さんにどうしてほしいのか、ってことだよ」

「え？」

「白塚、自分の気持ちははっきり言うけど、じゃあどうしてほしいのかってことは言わないだろ。自分と、どんな関係でいてほしいのか、どんな関係になってほしいのか、一緒にいられる間に、しっかり言っておくべきだと思うんだ。今は、同じ学校の同じ部の仲間だけど──ええと、いつまでも、なんとなく仲良くしてられるわけじゃないんだから、どこかで……」

　考えをまとめながら話しているのだろう、ぽつりぽつりと先を続ける滝沢さん。途切れ途切れの真しん摯しな声は、静かに聴き入る僕の耳へそして心へ、すうっと静かに染み入ってくる。

「……そっか。うん、確かに、そうだね」

　素直な声が口から漏もれた。まともに考えたこともなかったけれど、いつまでもなんとなく一緒にいられるわけじゃないってのは、確かに正しくそのとおりだ。だからこそ、好きだ好きだと言ってるだけじゃなくて──。

「どうしてほしいか、自分の気持ちをどこかでしっかり伝えないと、か。──ありがとう、滝沢さん。言われないと気づけなかった。ほんとにありがとう！」

「え。い、いいよ、そんな改まらなくても……」

　隣を向いてきっぱりと頭を下げれば、しっかり者の同級生は顔を赤くして目を背そむけた。ごしごしと布ふ巾きんで手をぬぐいながら、小さな口がぼそぼそ動く。

「ぼくはただ……伊達だてさんの友人として言っただけだから。お礼とかいらないよ」

「そう？　とにかく、今ので吹っ切れた。よし、イタチさんが戻ってきたらさっそく『結婚してください』と頭を下げることに」

「待った！　いろいろ段階を飛ばしすぎだよ！　別にぼくは今すぐプロポーズしろって言ったわけじゃないからね！　伊達さんの気持ちを確認するのが先だろうし」

「あ、そうか。じゃあ、いつかどこかでちゃんと話します。ってことでいいのかな？」

「最初からそう言ってるじゃないか……！」

　きょとんと尋ねた僕を前に、滝たき沢ざわさんは大きな溜ため息いきを一つ落とすと、「コップ出してくる」と壁かべ際ぎわの食器棚に向かってしまった。うーむ、呆あきれられてしまったか。いかんなあと反省しつつ、再び焼きそばに取りかかる。ガスコンロのスイッチを捻ひねりつつ、滝沢さんがコップをお盆に並べる音を背中越しに聞きながら、僕は「あのさ」と問いかけた。

「イタチさんの気持ちって言ったけど、正直、今はあんまりいい感じじゃないんだよね。実際、疑われてるわけだし。ほら、滝沢さんとライカに今日きよう来てもらった理由の、あれ」

「寝室に入って伊達さん触ったって話？　でもそれ、濡ぬれ衣ぎぬだろ」

「そうなんだけど、証拠が──って、え。滝沢さん、信じてくれるの……？」

　あっさりした滝沢さんの返事に、思わず声が裏返る。驚きつつ感かん激げきしつつ「美術部ではろくに信じてもらえなかったのに」と言い足せば、背中に落ち着いた声が届いた。

「白しら塚つかは、女の子にそんなことするやつじゃないだろ。特に、伊達さんには。少なくとも、ぼくはそう思ってるよ」

「ほ、ほんとに……？」

「うん。たぶん、妖よう怪かいの仕し業わざだろ？　妖気が薄い妖怪もいるから、たまたま伊達さんが感知できなかったんだろうけど、注意してたら摑つかまえられるはずだ」

「そうだよね！　ありがとう滝沢さん……！　ああ、初めて僕の味方が！」

　感極きわまった声が出た。油が温まるのを待ちながら「ありがとうありがとう」と繰くり返かえしていると、ふっと苦笑を漏もらす声が耳に届いた。

「いちいちオーバーだなあ。大丈夫、伊達さんも白塚のことは信じてるはずだよ」

「そ、そうかな？　だったら嬉うれしいんだけど」

「そうだよ。だから今も伊達さんは、ライカと一緒に──きゃあっ！」

　穏おだやかだった声がいきなり甲かん高だかい悲鳴に切り替わった。え、急にどうしたんだ？　慌てて後ろを振り向けば、真っ赤な顔でこちらを睨にらんでいる滝沢さんと目が合った。何があったのと聞こうとすれば、泣きそうな顔の犬いぬ神がみ使つかいは両手で自分のお尻しりをしっかり押さえ、それはもう険けわしい口調で告げた。

「……白しら塚つか。今、ぼくのこと、後ろから触ったろ」

「はい？　触ったって……僕が？」

「他ほかに誰だれがいるんだよ！　信じるよって言った矢先に、こんなことするなんて……！」

　ぽかんと尋ね返した僕に、厳きびしい視線が突き刺さる。あ、完全に僕を疑ってらっしゃる？　今さらそう気づいた僕は、首を激しく左右に振った。

「やってないやってない！　だいたい、触ったってどこをどんなふうに！」

「え？　それは、す、スカートの上から、足とお尻しりを、無む造ぞう作さに、ぺたぺたっていうか、ざわざわっていうか──って、自分がやったくせに！」

「だから違うって！　だいたい滝たき沢ざわさん、一瞬前まで妖よう怪かいの仕し業わざだって言ってたのに」

「ならライカか伊達だてさんが気づいてるはずだろ！　家の周りで妖気を探さぐってるんだから！」

「う。確かに」

「だろ？　今この部屋にいるのはぼくと白塚だけじゃないか、犯人が誰かなんて捜すまでもない！　信じてたのに──ひどいよ、白塚……」

「わーっちょっと待った！　泣かないで滝沢さん！　ほんとに僕じゃないんだから！」

　目の前でぐすっとしゃくり上げた小柄な少女に向かって、僕は必死に訴えた。ここで泣かれると、イタチさんとライカが帰ってきた時の印象が最悪以外の何ものでもなくなってしまうわけで、それはなんと言うかすごく困る。と言うかそんなことよりも、いつも気丈な滝沢さんが怯おびえる姿は、胸と心にざくざく刺さってたいへん痛い。どうすればいいんだと自分で自分に尋ねながら、僕はなるべく静かに滝沢さんに話しかけた。

「いい？　そもそも、滝沢さんは食器棚の前にいて、僕はここでフライパン使ってたんだよ？　確かに狭い台所だけど、そこまでは僕の手が届かないって」

「あ。確かに──。さっき振り向いた時も、白塚、ガス台の前にいたっけ」

　涙目のまま、こくんとうなずく犬いぬ神がみ使つかい。やれやれ、ちょっと落ち着いてきたらしい。僕はほっと一息を吐つくと、滝沢さんに食器棚の前──つまり犯行現場に立ってもらうことにした。さっきはそこにいたんだよね、と確認した上で、僕はガス台の前に戻り、点つきっぱなしだった火を消した。

「滝沢さんはそこから動かないでよ。ほら、僕がここにいると、絶対に届かないよね？　で、もし僕が触ったなら、この場を離れて、こう近づかなきゃいけない。あ、もちろん今は触んないからね！　あくまでたとえばの話！」

　くどくど弁解しつつ、僕は実際に被害者の後ろに回った。現場検証中とわかっているのだろう、滝沢さんは緊きん張ちようしつつも動こうとしない。しかし、こうして後ろから見るとほんとに小柄なんだよな。肩幅も小さくて──って、余計なこと考えてる場合じゃないぞ、白塚真しん一いち。自分で自分に呆あきれつつ、僕は目の前の小さな背中に話しかけた。

「ここまで来ないと手は届かない。だから実際に触るなら、この場所でこうやって手を」

「そ、そこまで具体的に説明しなくても……！」

　と、固まったままの滝たき沢ざわさんが、心底恥ずかしそうに小声を漏もらした、その時だ。

「こんばんは。そこでクズリさんとライカちゃんにお会いして、入っていいと──」

「お邪じや魔ましまーす。美み生う先輩の付き添いで来ました。稲いな葉ば先生も一緒で──」

「もののついでで引越祝いに来てやりましたわよ。感謝なさ──」

　にぎやかな足音とともに、聞き慣れた声が三つ、耳に届いた。

　しまった、と思う間もなかった。まるで気まずい何かを見てしまったかのように、言葉の途中で三人の声はぴたりと途切れる。

　……うん、気持ちはよくわかる。訪ねていった知り合いの家で、家や主ぬしが女の子を壁かべ際ぎわに立たせて後ろからお尻しりを撫なでようとしているところに出くわしたなら、僕もきっと固まるに違いない。だけどそれは大きな誤解なのでして。僕は滝沢さんと一瞬だけ視線を交わすと、「違うんだ」と弁解しようとしたのだが、

「にゃ、にゃっ！　白しら塚つかさん、赫あか音ねさん、それはいけないと思いますっ！　し、白塚さんには、クズリさんがいらっしゃるのですし……！」

「イタチに夜よ這ばいを掛けたと聞きましたが、女なら誰だれでもいいのですか。見下げ果てました」

「白塚先輩、やっぱり……！　もしも美生先輩にまで手を出すなら、俺おれが相手だ！」

　三人のリアクションのほうが早かった。ジャージ姿の美生さんは真っ赤になって目を背そむけ、稲葉先生は引越祝いらしき一いつ升しよう瓶びんを手に冷たい視線を僕へと向ける。そしてフィルはと言えば、ぐるるるると唸うなりながら学生服のポケットから変身用の革かわ紐ひもを取り出しており──。

「って、フィル！　こんなところで狼おおかみになるな！　誤解だよ！　滝沢さんも何か言って！」

「え？　うん、そ、そう、白塚の言うとおり！　ぼくはただ、白塚に言われて、ここにおとなしく立ってただけだから！　そしたら白塚が『動くな』って言って後ろから」

「ふむ。つまり、この絵え描かき馬ば鹿かに上手うまいこと言いくるめられ、為なすがままにされるところだったわけですわね」

「ものすごい解釈しないでください稲葉先生！　つーか滝沢さん、今の説明は合ってるけど違う！　そしてフィルは窓を開けて月の様子を確認しない！　変身禁止！」

　キンキンに冷え切った目の稲葉先生や、美生さんを庇かばいながら唸るフィルに、僕は必死に食い下がった。ただでさえセクハラ疑惑が掛かっている状況で、これ以上誤解を招きたくはない。滝沢さんはパニック状態なので頼りにならないし、ここは自力で切り抜けなくては！　と、そう決心した矢先、「ただいま」と軽やかな声が届いたりするわけで。ええっ、なんでこのタイミングで戻ってくるの？

「お待たせ、真しん一いち、赫音。ライカと一緒に家の周り回ってみたけど、結局何も──。あれ、みんな、どうしたの？」

「わふ？」

「どうしたもこうしたもありませんわよ。貴女あなたの腰こし巾ぎん着ちやくが犬いぬ神がみ使つかいにいやらしいことをしようとしていたのです。男が色に狂うのは当然ですが、主あるじなら下僕の管理はしっかりなさい」

　肩をすくめてさらりととんでもないことを言い放つ稲いな葉ば先生である。それを聞いたイタチさんは、一瞬目を丸くすると、

「──どういうこと、真しん一いち。赫あか音ねに何してたの」

　見たこともないような青白く険けわしい顔を僕へと向けたのだった。ああ！
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「へー。それじゃ伊達だて先輩、白しら塚つか先輩に愛想尽かして出てっちゃったんスか？」

「怒るのも当然だと思うけど。触るだけでもひどいのに、滝たき沢ざわ先輩にまで手を出すなんて」

「男ってのはそーゆー生き物なのさね。だからさ、ハルカも良りよう子こも気を付けなよ。もちろんアタシが付いてるからには不ふ埒らちな真似まねはさせないつもりだけど、この絵え描かき、ここんとこ見み境さかいなくなってきてるからさあ。ねえ、元もと旦だん那な？」

「どう答えろと言うんですか。と言うか鱗りんさん、噓うそを教えないでください」

　隣を歩く鱗さんの問いかけに、僕はやるせなく応じた。七月上旬ともなれば、部活が終わった後でも結構明るく、そして暑い。そろそろ本格的に夏なんだよなと実感しつつ、「だいたいイタチさんは出て行ったわけじゃないですし」と言い足せば、僕と鱗さんの後を並んで付いてきていた一年生女子コンビは意外そうに顔を見合わせた。

「そーなんスか？　でも、今日きよう、伊達先輩はお留守なんスよね？　それってつまり、出てったんじゃないんスか？」

「私もそう聞きましたけど。修復不能なまでに仲が冷え切ってしまった、もう終わりだと」

「ないない。イタチさんはアルマのところに泊まりがけで遊びに行っただけだよ」

　下宿へ通じる路地をのんびり歩きつつ、僕はハルカと粂くめ神がみさんへ振り返って苦にが笑わらいを浮かべた。実際問題、一昨日おとといの滝沢さん事件以降、どうにもイタチさんとの仲がぎくしゃくしているのは確かだけど──いくら弁解したところで、イタチさんや滝沢さんを触った疑惑を晴らす証拠がないんだから、仕方ないと言えば仕方ない──まあ、そこまで説明しなくてもいいだろう。そう心の中でうなずいていると、細い手がカッターシャツの背中を景気よく叩たたいた。

「なーにを暗い顔してんのさ！　クズリがいなくて寂しかろうと思って、勉強会って名目立てて若い子連れてきてやったんだから、もっと露ろ骨こつに喜びなよ」

「はいはい。まあ、にぎやかなのは好きですし、全然嫌いやじゃないんですけど」

「なーんか含みのある言い方だねえ。『けど』何よ」

「なんでそんなに偉そうなんですか。どうせ鱗さんは一晩中騒さわげる場所が欲しかっただけでしょ？　居い候そうろう先の美み生うさんちは、多た々た羅ら木ぎがうるさいから」

「ぴんぽーん」

　咎とがめるように見上げてやれば、鱗りんさんはまったく悪びれることなく、胸を張ってうなずいた。その、いつもどおりの明るい笑顔に、僕は思わず見入っていた。ほんと、気持ちよく笑うんだよな、この人は──。と、急に立ち止まった僕に違和感を覚えたのだろう、後ろを歩いていたハルカたちが不可解そうに首を傾かしげた。

「いきなりどーしたんスか、白しら塚つか先輩？　鱗姉の顔に何か？」

「あ、ごめん。いい顔だなあって思ってさ」

「いい顔──ですか？」

「うん、粂くめ神がみさん。鱗さんの笑顔ってさ、すごく気持ちいいから好きなんだよね」

　頭を搔かきつつそう告げ、僕は再び歩き出した。それを聞いた鱗さんは、ちょっとだけ顔を赤らめると、再び僕の背中をばーんと張った。

「さすがは絵え描かき、いいこと言うじゃん！　元もと旦だん那な、見る目だけはあんのよね」

「だけってなんですか。つーか褒ほめるんなら叩たたかないでくださいよ！　あー痛かった……」

「膨ふくれるな膨れるな。そして照れるな。何も取とり柄えがないよりゃよっぽどマシさ」

　Ｙ字型の舌を躍おどらせ、シャッと微笑ほほえむ蛇へび女によう房ぼう。反省の色のないその顔を睨にらみつつ、じんじんからひりひりに移行しつつある背中の痛みを堪こらえていると、ふいにハルカが食いついてきた。

「ほほーう！　さては鱗姉に浮うわ気きっスか白塚先輩！　面白そうなのでオレは応援するっスよ！　しかし、いくら伊達だて先輩に捨てられて滝たき沢ざわ先輩にも相手にされなかったからって、切り替え早すぎやしないかと──」

「落ち着きなさいハル。今の流れでどうしてそうなるのよ」

　一人でどんどん妄想を膨らませていく友人の言葉を、粂神さんが冷静に遮さえぎり「白塚先輩は伊達先輩一筋のはずでしょう」と言い足した。うん、それは確かにそのとおり。よくわかっていらっしゃる。そううなずこうとすれば、眼鏡めがねの似合うロケット研究会の一年生は落ち着いた口調で先を続けた。

「──たとえ、完全に伊達先輩に見限られたとしても」

　いやあの、見限られたつもりはないんですけども。
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「がはっ！」

　ふいに脇わき腹ばらに衝しよう撃げきを受け、僕の意識が覚かく醒せいした。

　なんだなんだ、いきなり何が起こったんだ？　わけがわからずぱちぱちと目を瞬またたけば、そろそろ見慣れた僕の部屋の板張りの天井と、そして蛍光灯の光が見えた。どうやら、いつの間にか、照明を点つけっぱなしで眠ってしまっていたらしい。

「えーと……確か、鱗りんさんたちが来たんだよな。で、勉強会のはずが、いつの間にか格ゲー大会になってて、最初にハルカが脱落したんだっけ。で、粂くめ神がみさんがハルカを連れてイタチさんの部屋に寝に行ったから、残った鱗さんと延々対戦してたら──」

　ぼんやりしていた記憶が、徐々に色を帯びてくる。しかし、今の横っ腹への一いち撃げきはなんだったんだろう？　頭を搔かきつつ上体を起こせば、すぐ隣に剝むき出だしの細い足首がごろんと転がっているのが目に入り、僕はようやく事の次第を理解した。

「……ああ、なるほど。僕ら、ほとんど同時に寝落ちしたのか」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。呆あきれた視線を向けた先では、浴衣ゆかた姿の蛇へび女によう房ぼうがゲーム機のコントローラーを手にぐうぐう眠りこけていた。テレビの電源をちゃんと切ったのは偉いけど──ええとですね、問題はそこではないのでありまして。

　この人、あまり寝相は良くないようで、裾すそは激しく乱れて太ふと股ももまでが飛び出しているし、胸元はそれはもう大胆に開いてしまっている。蛍光灯が点つきっぱなしで部屋が明るいこともあり、正直、かなり目のやり場に困る。いやまあ、ちょっとは嬉うれしいんですが。

「ほんとにもう、この人は……。襟えりを直してあげたいけど──」

　──うん。やっぱりそれはまずいよな。ただでさえいろいろ疑惑を被かぶっているわけだし、余計なことはしないほうがいい。そう自分を納得させると、僕は傍かたわらに丸まっていたタオルケットを静かに広げ、熟睡中の鱗さんへそっと被せた。そのついでに「風邪かぜ引きますよ」と声を掛けてみれば、タオルケットにもぞもぞとくるまった鱗さんは、はっきりしない言葉をもごもごと漏らした。

「旦だん那なのけち──いいじゃんか、減るもんじゃなし」

「旦那？　……ああ、寝言か」

「──だから、さあ──ほれほれ、騙だまされたと思って──」

　いつもの明るい雰囲気とは異なる、拗すねたようなその声は、なんだか妙に新鮮で、僕は思わず目の前の人をじっと見つめてしまっていた。姉御肌で頼もしくて押しつけがましい鱗さんも好きだけれど、そうじゃない鱗さんもまたこれはこれで魅力的なんだなあ。

　と、そんなことを思いつつ、蛇女房の寝姿にひたすら見入ること三十秒。さすがに見すぎではないかと自分で自分に呆れた頃ころ、ふと「ざわり」と妙な音が聞こえた。

「……ん。なんだ？　どこから──？」

　聞いた感じでは衣きぬ擦ずれの音に近かったけど、少なくとも見まわす限りは、そんな音を立てそうなものは何もない。ということは気のせいかなと、僕は納得しかけたのだけど。

　──ざわ。ざわざわ。

「また？　そうか、部屋の外から……」

　間違いない。今の音は確実に、開けっ放しのドアの外から聞こえていた。おそるおそる廊下に顔を突き出し、再び耳を澄すましてみれば──うん、やっぱりまだ聞こえる。どうやら音の発信源は、隣の部屋、つまりイタチさんの寝室らしい。

「ハルカたちが起きてるのか？　いや、だとしても、こんな変な音出したりしないよな」

　自問自答しながら、僕は廊下へ進み出た。お邪じや魔ましますね、と小声で告げ、半開きの戸をそーっと覗のぞき込こんでみれば──。

「──え。なんだ、あれ」

　瞬間、ぞくりと背中に悪お寒かんが走った。

　常じよう夜や灯とうの小さな灯あかりの中、ベッドの脇わきに布団を並べて眠る少女を、天井の暗がりから伸びた何本もの青白い手が、ざわりざわりと撫なでまわしている。

　数メートルの長さの手は、どれもぼんやり光っており、おまけに肘ひじや手首の関節がないもんだから、まるで深海に揺れる軟体動物のようだ。その手の動きは気味悪いほど滑なめらかで、そして完全に無秩序だった。すうすうと寝息を立てる粂くめ神がみさんの傍かたわらの、畳の上に転がったランニングシャツとパンツ姿のハルカの上を──この子はなんで下着で寝てるんだ、と思ったのは言うまでもないけど、今はそれどころじゃないですね！　──死人のような指がリズミカルに這はいまわる。あまりに異様な光景に、僕は一瞬立ちすくみ、そして同時に悟っていた。

「そうか！　この妖よう怪かいが、イタチさんを……！」

　妖気のあるなしは僕にはわからないけれど、これはもう誰だれが見たって妖怪だ。というか、これが自然現象だったらむしろそっちのほうが怖い。しかし、あれだけざわざわ撫でられたら気が付きそうなものなのに、ハルカが完全に寝入っているところを見ると、あの手は撫でた相手を目覚めさせない力を持っているらしい。しかし、どうして粂神さんを無視してハルカだけを？

「って、分析してる場合じゃないだろ、白しら塚つか真しん一いち」

　自分で自分に活かつを入れる。僕の汚名を晴らすためにはこいつを取り押さえるのが一番だし、何より、ハルカを触らせておくわけにもいかない。これが明らかに強そうだったり危険っぽかったら誰だれか呼ぶけど、ひょろひょろしてるだけなので、僕でもどうにかなるだろう、うん。そう判断した僕は、ドアを押し開け──。

「え。おいこらちょっと待った！」

　僕が踏み込んだその瞬間、ざわざわと揺れていた無数の手が、まったく同時にぶるっと震えた。一いつ糸し乱れぬその動きに、思わず背中がぞくりと冷えたその瞬間、何本もの青白い手はするすると天井へ引っ込みはじめる。

「逃げる気か！　そうはさせるか、待てこらああああっ！」

　ここで逃がしたら痴漢疑惑は消えないままだ。それだけはなんとしてでも避けないと！　僕は一番自分に近い手をめがけ、畳を蹴けって飛びついた。引っ込もうとしていた細い手首を、両手でしっかり摑つかまえる。ぬるりと嫌いやな感触が伝わってきたが、そう簡単には離さない。両手にぐっと力を込めれば、青白い手はじたばたもがきながら天井へと戻っていく。と、ふっと足が畳から離れ、手を摑つかんだまま僕の体が宙に浮いた。逃がすか、と叫んだ間にも、青白い手はどんどん天井の暗がりへと収納されていき、最終的には僕の手からぬるっと抜けていき──

「あ、こら、消えるな、消えないでください！　許して！」

　と、低姿勢で懇こん願がんしてみたものの、そんな願いが通じるはずもなく。

　青白い手は天井へ吸い込まれるように消きえ失うせてしまったのであった。

　同時に、宙づりになっていた僕の体は支えを失い、それはもう無ぶ様ざまに落っこちた。まあ、落ちたと言っても、せいぜい三メートルほどの高さからだったし、下には布団が敷しかれていたので、体を痛める心配はなかった。なかったのだけれど。

「ふひゃっ！　な、なんスかいきなり？　地震っスか火事っスか！」

「……や、やあ、ハルカ」

「それとも──って。白しら塚つかセンパイ……？」

　四よつん這ばいになって着地するのと同時に、ほんの数センチ先で、ハルカがぱちぱちと目を瞬またたかせた。いきなり上から誰だれかが落ちてきて自分の上に覆おおい被かぶさったら、そりゃ振動とか衝しよう撃げきで目も覚めるよな。そう納得しつつ、僕はできるかぎり落ち着いた声で「違うんだ」と告げた。

「ほんとに違うんだよ、ハルカ。こんな体勢で言っても信じてもらえないとは思うけど、これはあくまで純粋な事故であって、僕は決して──ぐほうっ！」

　ハルカの放った両足蹴げりが腹にめりこみ、弁解中の僕の体をはね飛ばす。さすが水泳部、いい蹴りだ！　思わず感心しながら転がって壁にぶつかった僕を見据え、下着姿の水泳部員は「何するんスか！」と大声で叫んだ。

「見み損そこなったっス、見損なったっスよ、センパイ！　いろいろアレでも人として最低限のモラルは持ってる人だと思ってたのに──寝込みを襲おそって脱がすだなんて！　しかし、ターゲットがオレでわざわざ下から脱がすあたり、かなりマニアックっスねえ。正直、引くっス」

「だから誤解なんだってば！　ついさっきまで妖よう怪かいが出てたんだよ！　あと、僕は脱がしてないからな！　それはもう絶対に！」

「へ？　つーことはオレ、また寝てる間に勝手に脱いじゃったんスかねえ。暑いとついつい脱いじゃう癖くせが……って！　そう簡単には騙だまされないっスよ！　撫なでくりまわされた感触はハッキリ覚えてるんスからね！　センパイが不ふ埒らちな振る舞いに及んだ動かぬ証拠っス！」

　布団の上に仁王立ちになったハルカが、僕を指さしはっきり叫ぶ。その堂々とした姿勢は、鍛きたえられたしなやかな肢し体たいと相まってたいへんかっこよかったけど、それは「動かぬ証拠」じゃないよなあ。あと、下着姿であることを全く恥じないのは女の子としてどうかと思います。小声でそう指摘すれば、ハルカは一瞬だけ顔を赤らめたが、すぐににやりと笑って肩をすくめた。いやいや、なぜそのリアクション。

「ふっふっふ。話題を変えようとしたって無む駄だっスよ、先輩」

「いや、そんなつもりじゃないんだけど。ハルカの体はしっかり鍛えられてて絵になるから、悪いと思っても目が勝手に見ちゃうんだよ。だから早いとこ服を着て」

「絵になる……？　お、オレがっスか──って、騙だまされないっス、騙されないっスよ！　初対面の相手に男子に間違えられること数十回、この逆三角形風味で筋肉質な体に色気を感じる男なんていやしねえってことは、オレが誰だれより知っているっス！」

　うっすら涙を浮かべつつ、高らかに言い放つハルカである。だがしかし、そうまで言われたら僕にだって意地がある。壁にもたれかかっていた僕は、弾はじかれたように立ちあがると、「それは違う」ときっぱり叫んだ。もはや何の話をしてたんだかわかんなくなってきたが、絵え描かきの端はしくれとして、ここは引いてはいけない局面なのだ、たぶん。

「今までハルカの周りにいた人たちが何を言ってきたのかは知らないけど、これだけは言える！　ハルカは間違いなく魅力的だよ！　そうだろう粂くめ神がみさん！」

「ええ。少なくとも、ハルが自分で思っているほど男っぽくはないと思います」

「だよね！　というわけでさあ胸を張って──って。粂神さん、いつからそこに……？」

　隣でちょこんと静観していたのでつい同意を求めてしまったが、この人、いつの間に起きてたんだ。今さら首を傾かしげて尋ねれば、布団の上で正座していた眼鏡めがねの少女は、いつものようにクールな口調で「二分二十一秒前から」と告げた。

「要するに、白しら塚つか先輩がハルカを口く説どきはじめたあたりからですね」

「げっ、良りよう子こ？　な、なんで起きてくるんスか！　寝てりゃいいのに！　寝ろ！」
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「あのね、ハル。寝てる傍そばでこれだけ騒さわがれたら、百人中九十八人は目を覚ますわよ」

　今さら慌てる友人を前に、粂くめ神がみさんは感情の起伏の少ない声でそう告げると、呆あきれたように首を振った。機械のように冷静な態度はいつもどおりだったけど、ひらひらしたワンピースタイプのパジャマを纏まとった姿は新鮮で、そして意外に絵になっていた。放課後によく見かける白衣姿も頼もしいけど、これはこれで儚はかなげなムードがなかなかいい。夜の洋館なんかを背景にすれば、かなり味のある絵になりそうだ。そう思ったので素直に「ぜひモデルになってください」と告げれば、いきなりハルカに腰を蹴けられた。

「え。なんで？　なんで僕、今蹴られたの？」

「……ちょっとドキッとしたオレが馬ば鹿かだったっス。さよなら初恋」

「初恋はとっくに終わってるでしょ。いいから早くズボン穿はきなさいよ」

「うう……。ぐすぐす、良りよう子こが冷たいっス……」

「いつものことでしょ。それより白しら塚つか先輩、先輩の言っていた妖よう怪かいの件ですが」

　しょんぼりとパジャマを穿きはじめた友人をよそに、粂神さんは僕へまっすぐ向き直って話しかけてきた。相変わらずドライな人だと感心しつつ、僕は「ああ」とうなずいた。

「そう言えば、妖怪摑つかまえようとしてこの流れになったんだっけ。忘れるところだったよ」

「明らかに忘れてましたよね。それで、確認したいのですが──先輩は、本当に妖怪を見たのですね？」

　頭を搔かいて苦笑する僕を冷たく見据え、粂神さんが問いかける。もちろんだ。僕はきっぱりと首を縦に振り、そして小声で「だけど」と続けた。

「あの手、誰だれも見てないからなあ……。妖気も残さないみたいだから、何の証拠もないし、噓うそだって言われたらそれまでだよ。実体のある妖怪なんだから、写真でも撮とっておけば良かったんだけどさ」

　げんなりと説明しながら、僕は布団の上へ座り込んだ。あれを見た時は汚名を晴らせると思ったんだけどなあ。くたびれた声でそうつぶやけば、粂神さんは「ありますよ」とうなずいた。え。あるって何が？

「まさか、妖怪の出た証拠とか……？」

「もちろんです」

　思わず聞き返した僕を見つめ、けろりとした顔でうなずく眼鏡めがねの少女。どこにそんなものがあるんだと尋ねる間もなく、粂神さんは眼鏡のフレームをスッと押しあげ、クククと冷たい笑みを漏もらした。部活で培つちかったマッドエンジニアの一面を覗のぞかせながら、粂神さんは自信満々に口元を歪ゆがめ、そして「こんなこともあろうかと」と口を開いた。

「この部屋には隠しカメラを仕掛けておきました。もし白塚先輩の言っていることが真実であれば、妖怪が映っていることでしょう」

「ほ、ほんとに……？　というかいつの間にカメラなんか！」

「科学とは記録に始まり観測に終わるものですからね。この家にお邪じや魔ました十分後にはカメラのセッティングを完了していました。ちなみに経ふみ島しま先輩のアイデアです」

「納得しました。ってそんなことより、撮とれてるのかどうかなんだけど」

「少々お待ちを。カメラの捉とらえた映像は、このパソコンに送られるのですが──」

　他人の家での盗撮行為をしれっと自白しつつ、粂くめ神がみさんは枕元のノートパソコンを開いた。鈍にぶい音とともに液晶画面に光が灯ともり、粗あらい動画が再生される。どうか記録が残っていてくれよと願いつつ、画面を覗のぞき込こんでみれば、そこには──。

「あっ！　そうそう、こいつだ！」

「これは……『小こ袖そでの手』？　いや、『細ほそ手て長なが手て』ですね。天井から生えた手が人の体を撫なでまわすだけの妖よう怪かいですが──ええと、あれの顕けん現げん条件はなんだったかしら……？」

　思わず叫んだ僕の隣で、粂神さんが興味深げにぶつぶつ語る。音声は入っていないので、あのざわざわという音は聞こえないけど、ハルカを布団越しに撫でまわす青白い手はしっかりくっきり映っている。改めて見ると気持ち悪いなあと思いつつ動画を眺めていると、後ろから「げっ」と驚く声が届いた。

「うわキモっ！　白しら塚つか先輩の言ってたのってマジだったんスか？」

「だからさんざんそう言ったろ」

　ぎょっと驚くハルカにうなずき返し、僕は再びパソコンの画面を見つめた。

　正直、人んちに勝手にカメラ仕掛けるなよとは思うけど、この映像があればイタチさんや滝たき沢ざわさんにもわかってもらえるに違いない。というわけで僕は粂神さんに向き直り、きっぱりと頭を下げたのだった。

「ありがとう粂神さん。助かったよ……！」

「礼には及びませんよ。貴重な記録映像が手に入ったのですから。あと、今の私は」

「はいはい、粂神良りよう子こさんではなくてユーリなんですね、了解してます」




　　　　＊＊＊




　そして、翌日。

「あったよ、真しん一いち。御み崎さきの言ってたのって、これだよね」

「おー、さすがイタチさん！　仕事が早い！　そういうところも好きだよ！」

「も、もう……！　それと……あの、言わなくちゃいけないことが──」

「後で聞くよ。それより早く降りて先輩に鑑かん定ていしてもらお──あ痛！　天井低い！」

「天井裏だからね、仕方ないよ」

　証拠映像のおかげでようやく汚名の晴れた僕は、一日ぶりに帰ってきたイタチさんとともに大規模な家や捜さがしを行い、天井裏で奇妙なものを見つけたのだった。捜索の指揮を執とったのは、模試を終えて直行してきた経ふみ島しま先輩だ。あの映像を見た瞬間に「イタチちゃんの部屋の天井を捜せ」と言い放ったのだから、さすが美術部の誇る妖よう怪かい博はか士せである、とは思うけど。

「しかし経島先輩。ほんとにこんな木き屑くずが、あのざわざわハンドの」

「細ほそ手て長なが手てね。日本語は正しく使いなさい」

「はいはい、えーと──『細手長手』の元だったんですか？」

　先輩の指摘どおりに妖怪の名前を言い直しながら、僕はイタチさんが天井裏で見つけたものを──長さ五センチほどの薄い木片を、しげしげと見つめた。

　どこからどう見ても、何の変哲もない木の皮だ。屋根に使われた建材から剝はがれて落ちたものだろうから、天井裏にあっても不思議ではない。気になる点を強しいて挙げれば、見ようによっては人の形っぽく見えなくもないということくらいだけれど、それだって、たまたまそんな形になっただけだろうしなあ。頭の部分をつまんでぺらぺらと振りながらそんなことを思っていると、先輩は「甘いわね」と鼻で笑った。

「人ひと形がたってのは、古こ今こん東とう西ざいの呪じゆ術じゆつにおける最も普遍的なアイテムの一つなの。丑うしの刻こく参りの藁わら人にん形ぎようくらいは聞いたことあるでしょ？　あとは雛ひな人にん形ぎようなんかも本来は汚けがれを押しつけて払うための──って、話が逸それたか。要するに人ひと形がたは怪しいもんなのであって、そんなもんが天井に転がってりゃ、そりゃあ妖怪も湧わくってわけ。イタチちゃんや滝たきやん、それにハルカを触ったのは、おそらく、妖気に反応したんでしょうねえ。化ばけ鼬いたちも犬いぬ神がみ使つかいも風の神の力を持った水泳部員も、みんな妖気を帯びてるわけだから。以上」

「いやいや、以上と言われましても。ねえ」

「うん。わからないことだらけだよ……？」

　僕が同意を求めれば、イタチさんはこくこくと首を縦に振った。と、そんな僕らの様子を見比べた先輩は「飲み込み悪いわね」とめんどくさそうに頭を搔かいたが、すぐにニッと微笑ほほえんだ。

「ま、聞きたいことはわかるわよ。まず一点、なぜイタチちゃんや犬神くんは細手長手の妖気を感知できなかったのか？　これは簡単。天井裏の木片人にん形ぎようってのはね、家そのものを妖怪に変える呪術であるからよ」

「家そのもの……？　建物丸ごと妖怪になるってことですか？」

　それは要するにこの家が夜な夜な歩きまわったりするってことか。不安を感じて尋ねれば、頼れる小さな妖怪博士はけろっとうなずき、すぐに「と言っても」と付け足した。

「別に家に手足が生えたりするんじゃなくて、怪かい異いが頻ひん発ぱつしやすい家屋──いわば『化ばけもの屋や敷しき』と言う名の妖怪になっちゃうってことなのね。ちなみに細手長手ってのは座敷わらしの一種とも言われたりもするんだけど、言っちゃえばオーソドックスな古ふる屋やの怪よ。ただ無言で撫なでまわすだけの妖怪で、大した害もないんだけど──この場合は、細手長手って名前の妖怪と言うより、妖怪『化けもの屋敷』の一要素として捉とらえるべきでしょうね。おわかり？」

「うーん、わかったような、わかんないような……」

「あ、そっか。だからあたし、家の中では妖よう気きを感じられなかったんだ……！　言われてみると、異界を作る妖怪の──迷まよい家がとか蚊帳かや吊つり狸だぬきとかの中に入った時と同じ感覚だったよ」

　目を丸くして納得するイタチさんである。かくして妖気を感知できなかった謎なぞは解かれたのではあるけれど、気になる点はそれだけじゃないのです。僕は手元の木片をじっと見つめると、神妙な面おも持もちで口を開いた。

「それで、先輩。この人ひと形がた、やっぱり誰だれかが仕掛けたわけですか？」

「んなわけあるかい。この家の前の住人に恨まれる覚えがあるなら別だけどさ」

「ないです。そもそも誰だか知りませんし、それは向こうだって同じだと思いますが」

「でしょ？　だからさ、今回の事件は、たまたま妖気の漂ただよう街で、たまたま天井裏で剝はがれた木の皮が、たまたま人の形だったおかげで起こった、非常にレアなケースなのよ。いやー白しろの字じ、得したわね！」

「どこがですか」

　本気で羨うらやむ先輩に冷たい視線を返しつつ、僕は木片人形をぺらぺらと振った。こんなものが妖怪の原因になるんだから不思議なもんだよな、と感心していると、隣に座っていたイタチさんが経ふみ島しま先輩へ「ね、御み崎さき」と問いかけた。

「この人形、どうするの？　焼いちゃったほうがいいのかな」

「ほへ？　また細ほそ手て長なが手てに出てほしいなら、天井裏に仕掛けりゃいいんだけど」

「絶対いりません」

「もういいよ」

　全く同時に首を振る僕とイタチさん。そんな僕らを微笑ほほえましく見比べると、先輩は僕の手から木片人形をひょいっと取った。

「とりあえず私が預かっとくわね。本来、この手の呪じゆ具ぐは、不運な境遇とか立場を誰かに押しつけるのに使うんだけどさ、そーゆー念の籠こもってないニュートラルな人形ってなかなか珍しいから、燃やしちゃうのはもったいないしにゃー。大事に保管しておこう」

　何がそんなに嬉うれしいのか、経島先輩はにこにこしながら木片人形をいじりまわす。笑顔だけは可愛かわいいんだよなと内心でつぶやいていると、人形をクリアファイルに収納していた先輩がふと思い出したように顔を上げた。

「そうそう。もしも自分の不幸な境遇を誰かに押しつけたかったら、いつでも言ってよね。確か、親しい間柄の誰かにしか使えないはずだけど、ターゲットの名前を書けばすぐに効果を発揮するはずよ。使い捨てだからご使用は計画的にね」

「使いません」

「いらないよ」

　再び重なる二つの声。それを聞いた先輩は「そうかそうか」と満足げにうなずき、人形をファイルに挟み込む。先輩の言うとおりだとすれば、確かに大したアイテムだけど──少なくとも、今の僕には必要ない。なにしろイタチさんと一緒に暮らせているのだから、この境遇になんの文句もあるはずはないのだ、うん。隣の妖よう怪かい少女を見つめながら幸せを嚙かみしめていると、ふと、イタチさんが言いづらそうに口を開いた。

「あの……あのね、真しん一いち」

「ん。何？」

　急にどうしたんだろう。さっき天井裏で「言わなくちゃいけないことがある」とか言ってたけど、そのことかな？　しかし問題が解決した以上、そんなに縮こまることはないはずなのに。そう思いつつ話の先を待っていると、イタチさんは僕に向き直って頭を下げた。え？

「ごめんね！　疑ったりしてごめん、真一！」

「疑って……？　ああ、イタチさんとか滝たき沢ざわさん触ったって話？　それならもういいよ」

「ううん。ちゃんと謝あやまりたいの。あたし、真一がそんなことしないって知ってるはずなのに……。赫あか音ねのことも、落ち着いて考えたらわかったけど、つい慌てちゃって。自分でも、こういうところは直さなきゃって思ってるんだけど……真一も嫌いやだよね、こんな性格。ごめんね」

「お詫わびとして今日きようからは毎晩尻尾しつぽぎゅーを認めます。耳もガンガン触っていいよ」

「え。ほっ、ほんとにいいの？」

「良くないっ！　御み崎さき、とんでもないこと言わないでっ！　真一座って！」

　経ふみ島しま先輩がぼそっと挟んだ一言に思わず立ちあがった僕を、イタチさんの絶叫が制した。だよなあと納得しつつ、そしてちょっとがっかりしつつ腰を下ろせば、照れまくった小さな声がぼそぼそと耳に届いたのだった。

「無理、絶対無理……。そんなことされたら、あ、あたし、どうかなっちゃう……」

「え。イタチさん、何か言った？」

「言ってません！」
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「──とまあ、海で出そうな妖よう怪かいはそんなとこかしら。船ふな幽ゆう霊れいや亡もう霊れいヤッサもメジャーだけど、お盆の時季に出るモノだからあんまり用心しなくていいと思うのね。ちなみに、今のは一般的な海の妖怪の話だったけど、今から向かう海岸限定となるといろいろ謂いわれがありましてねえ。龍りゆうだの大海蛇あやかしだのを見たって記録もあるし、一説によれば、都で暴あばれた妖よう獣じゆう『鵺ぬえ』の死体を海に流した場所とも言われているとかいないとか──」

　海辺を走るワンマン電車の一角、向かい合わせの座席のあちら側で、経ふみ島しま先輩の妖怪講座が朗ろう々ろうと続いている。声が大きすぎる気もするが、僕ら一行以外に誰だれも乗客がいないんだから、まあいいか。うるさかったら、先輩の左右に座っている江え戸ど橋ばしさんか新あら井いさんが注意するだろう。こっち側の席には、他人の言動に口を出さない主義の奈な良ら山やまはともかくとして、しっかり者のイタチさんもいることだし、わざわざ僕が言わなくてもいいよな、うん。

　と、そんな具合に無責任きわまりない理由で納得した僕は、再び窓の外に目を向けた。家を出てから電車を乗り継いで三時間あまり、時刻は既にお昼過ぎだ。昇り切った太陽の光が波間に乱反射するのを眺めていると、ふと何度目かの溜ため息いきが漏もれた。

「うう……。もうこんな時間……」

「真しん一いち、さっきからそればっかり。元気出してよ」

　恨みがましい独ひとり言ごとに、隣に座ったイタチさんが苦笑する。触れあいそうに近い肩と、そして丈の短いワンピースから覗のぞく足の白さに胸を躍おどらせつつ、僕は重たい息を吐き出した。

「だってさあ……ほんとだったら、午前中に向こうに着いてたはずなんだよ？　せっかくニコ先生が『大おお祓はらえお疲れ様の労ねぎらいです』って別荘に招待してくれたのに、日程合わせるために学校まで休んだのに……半日も無む駄だにするなんて……！」

「気持ちはわかるけど、落ち込みすぎ、真一。ね、善よし人ひと？」

「確かにね。日帰りならともかく、二泊三日なんだからさ」

「そりゃイタチさんと奈良山の言うとおりなんだけど……でも、一日目の今日きようは海で泳ぐ予定だったよね？　きちんと時間どおりに出発したみんなの──美み生うさんや滝たき沢ざわさんや鱗りんさん、それにニコ先生の水着姿を見み損そこねたらと思うと僕はもう不安で不安で！　フィルと多た々た羅ら木ぎはどうでもいいけど、あ、そうだ、稲いな葉ば先生も！」

「へえ。そんなにキツネに会いたいんだ」

　稲葉先生の名前が出たとたん、イタチさんの目がギラリと輝いた。おっと失言。僕は慌てて言葉の先を飲み込み、「つまり要するに」と話を変えた。

「遅れて行くのは、誘ってくれたニコ先生に悪いし、残念だってことだよ。それもこれも」

「この私のせいだと言いたいのかしら白しろの字じ」

「はいそのとおりです経島先輩」

　向かい側の席の先輩が絶妙なタイミングで口を挟んできたので、きっぱり首を縦に振る。そのままじいっと見つめてやれば、プライベート用ジャージを羽は織おった経島先輩は、わざとらしく涙ぐみ、隣の江え戸ど橋ばしさんの袖そでをきゅっと握った。

「心ない後輩が私をいじめるよう。生徒会長の権限でなんとかしてよう。具体的には磔はりつけとか」

「あのな、悪いのはお前だろ。ちょっと待てばすぐに来るだろうと思ったからこそ、稲いな葉ば先生たちに先に行ってもらったんだぞ？　五分や十分ならまだしも、二時間も遅れるのなら、せめて連絡してこいよ。俺おれは構わんが、白しら塚つかたちや新あら井いまで巻き込むな」

「うー。だってさあ、調べ残したことがないか、資料ひっくりかえしてたら、あんな時間になってたんだもん……。それにほら、この路線って、三時間に一本しか電車がないわけでしょ？　だったらもう一時間遅れるのも二時間遅れるのも一緒かなと」

「開き直るんじゃありません。……まあ、経ふみ島しまが遅れるって聞いた時から、こうなるんじゃないかと思ってはいたけどね」

　小さく肩をすくめながら、新井さんが苦にが笑わらいを浮かべた。さすが付き合いの長い友人、経島先輩のことをよくわかっていらっしゃる。そしてデニムのジャケットとミニスカートがたいへんよく似合ってらっしゃる。やっぱ綺き麗れいだなーとしみじみ感動していると、味方を失った経島先輩はふいに江戸橋さんへ泣きついた。

「そっか、私は結局ひとりぼっちなのね！　ああ悲しい！　ぐすぐす、ちーん」

「お、おい、そうくっつくな！　というか俺のシャツで鼻をかむな！」

　真っ赤になりつつ怒る江戸橋さんである。相変わらず楽しいカップルだと感心しながら見つめる先で、ようやく彼女を引きはがした生徒会長は、照れ隠しの咳せき払ばらいを一つ挟み、仕切り直すように口を開いた。

「今さらだが、期末試験前だと言うのに、学校を休んでまで遊びに来てしまって良かったのか？　やはり、夏休みに入ってからの方が」

「終業式待ってるとニコが帰国しちゃうんだってば。テスト勉強の時間なんか、どうとでもなるでしょ。なにしろ、この日程じゃないとアレが見られないわけで──っと、この先は秘密」

　神妙に眉まゆをひそめる江戸橋さんに、いつの間にか平静な顔に戻った経島先輩が切り返す。アレが何なのかは気になるけど、尋ねても教えてくれないんだろうね、きっと。イタチさんとそうアイコンタクトを交わしていると、奈な良ら山やまがにこやかに口を開いた。

「そうだ。試験勉強の時間が取れないなら、ガレーに頼むってのはどうですか？　大おお祓はらえのあと、何かあったらいつでも手を貸すよって言ってくれましたし」

「あ、なるほどね」

「ガレー？　それって確か、絵の妖よう怪かいの人よね？　どういうこと？」

　僕が納得するのと同時に、話の流れがよくわからないのか、新井さんが首を傾かしげた。それはですね、と説明しようとすれば、奈良山が先に口を開いたので僕は黙ることにした。どうぞと無言で促うながせば、ストライプのワイシャツ姿の天てん狗ぐはにこやかにうなずいた。しかし、相変わらず旧世紀の英国紳士みたいな私服だなあ。かっこいいけど。

「輝ひかるさんは知りませんでしたっけ。ガレーは、自分の本体でもある絵の中に、他人の意識を引き込むことができる妖よう怪かいなんですよ。絵の中では、何時間何日過ごそうが、現実世界では数秒なんです。一夜漬けには最適なんじゃないかな」

「へえ、すごいわね。あの人、そんな便利な力を持ってたの？」

「そこまで便利かどうかは怪しいですけどね。絵に入れるのは心だけですから、参考書もノートも持ち込めませんよ？　それに、あの世界、小さな小屋と荒れ地以外は何もないですから、長居するのは精神的に辛つらいかも。でも、輝さんならそんな手に頼らなくても大丈夫ですよね」

「えっ？　う、うーん、そうかしら……」

　奈な良ら山やまに微笑ほほえみかけられ、新あら井いさんは恥ずかしげに首を傾かしげた。顔が妙に薄赤いのは、あれはきっと「輝さん」呼ばわりに慣れてないせいに違いないと確信していると、イタチさんが問いかけてきた。

「ね、真しん一いち。ガレー、まだ鱗りんのところにいるんだよね」

「みたいだよ。長い時間外に出てると疲れるとかで、絵から出てくるのは一日に二、三時間らしいけど、普通に買い物行ったり似顔絵描かいたりしてるし」

　先週、幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらから「最近、公園にやたらハイレベルな似顔絵描きがいる」と聞いて見に行ってみたらガレーさんだったんだよなあ。あの時のことを思い出し、僕は「そりゃ上手うまいはずだよね」と苦笑した。

「プロの画家が絵に込めた思いが化けた人──というか妖怪なんだから」

「それはあたしも聞いたけど……。でも、美術館に戻らなくていいのかな？」

「いいんじゃねーの？　本屋で会った時に聞いたら、『私が自分で描いた複製画を、鱗の手を借りてこっそり戻しておいた』って笑ってたし、アフターケアは万全よ」

　イタチさんの漏もらした疑問に、経ふみ島しま先輩がけろりと答えた。なるほど、ちゃんと手は打ってあるんだなと感心していると、思い出したように車内放送が鳴った。

「次は──終点──洞ほらが崎さき──洞が崎──」

　スピーカーが悪いのか録音状態が悪いのか、あまり聞き心地ごこちの良くない音質だけど、要するにもうすぐ終着駅、つまりは僕らが降りる駅らしい。やれやれ、やっとか！　わくわくしつつ足下に転がしてあったリュックを手に取れば、経島先輩が露ろ骨こつに呆あきれた。

「わかりやすく嬉うれしそうね白しろの字じ。イタチちゃんの水着がそんなに楽しみか」

「はい！」

「こっち見ながらきっぱり言わないでよ……。は、恥ずかしい……」

　満面の笑みとともに見つめた先で、イタチさんがバッグを抱きしめ赤くなる。ああ可愛かわいいなあと喜ぶ僕を、先輩は冷たく見据えていたが、ややあって奈良山へと目を向けた。

「白の字がこうなのはいつものこととして、そっちの天てん狗ぐ様はどうなのよ」

「どうって何がです？」

「だからさあ。恋人の水着姿が楽しみだなーとか、どんな水着かなーとか、そんなことは思わないわけ、是ぜ害がい坊ぼうさん？」

「ちょっと経ふみ島しま、急に何をっ！　そんな変なこと聞いたら奈な良ら山やまくんも困──ぐむ！」

「うるさい黙れ。私はあんたじゃなくてあんたの『彼氏』に聞いているのだ」

　いきなり慌てはじめた友人の口を手早く塞ふさぎ、先輩は奈良山へ向き直る。と、視線を向けられた新あら井いさんの「彼氏」は、渋い色合いのショルダーバッグのベルトを肩に掛けながら、「やあ、参ったなあ」と肩をすくめた。

「ええ。輝ひかるさんの水着が楽しみじゃないって言ったら、それは噓うそになります」

　真っ赤に茹ゆであがる新井さんを前に、おそろしく爽さわやかにさらりと言い放つ是害坊である。そりゃそうだよなあと深くうなずけば、イタチさんに脇わき腹ばらを小こ突づかれた。そんな僕らを微笑ほほえましく眺めつつ、奈良山は穏おだやかに先を続ける。

「──うん、確かに楽しみです。でも、どんな水着かな、ってのは思わないですね」

「ほう？　その心は？」

「だって知ってますから。一緒に買いに行きましたし、先週、二人で泳ぎに行った時も──」

「奈良山くん言っちゃだめー！　しーっ！　しーっ！」

　にこやかな語りを遮さえぎるように唐突に車内に響く絶叫。経島先輩の手を振りほどいた新井さんが「なし！　今のなし！」と真っ赤な顔で繰くり返かえすのを見ながら、僕らは揃そろって納得し、そしてそこまで仲良くなっていた二人を、ちょっと──いや、かなり羨うらやましく思ったのだった。

「ちくしょう。いいなあ奈良山！　──ん、どうしたのイタチさん？」

「……真しん一いち。心の声が漏もれてるよ」




　　　　＊＊＊




「うー、まだくらくらする……」

　砂浜の一角の木陰に腰を下ろしたまま、僕はこんこんと自分の頭を小突いていた。ついさっき気絶から目覚めたばかりとあって、意識は混こん濁だくしていたが、海から吹き抜ける潮しお風かぜを吸い込めば、脳が少しずつ覚かく醒せいしていく。そもそもなんでこんなところで寝てたんだっけ、と自問すれば、電車を降りてからの出来事がぼんやり脳裏に甦よみがえってきた。

「えーと。確か、駅に着いたあと、別荘まで三十分くらい歩いたんだよな」

　こぢんまりした一軒家かと思ってたら、立派な洋館だったものだから、驚いたのを覚えている。岩場に囲まれた小さな砂浜を見下ろすロケーションも素晴らしく、建物専門画家のフィルが喜んだろうなと思ったんだっけ。ちなみに、別荘を一目見たとたん「いかにも殺人事件が起きそうね！」と不吉なことを言いやがったのは、もちろん経島先輩である。いやまあ僕も思ったんですけどね。

「で、中に入って荷物置いて水着に着替えて、イタチさんたちとは浜で待ちあわせることにしたから、先にビーチに行ったんだっけ。そしたらみんながビーチバレーやってて──」

　自分に言い聞かせるようにつぶやけば、記憶がどんどん鮮明になっていく。

　最初にこっちに気づいたのは、スポーティーなセパレート水着の眩まぶしい鱗りんさんだった。その後、美み生うさんが──スカート付きのワンピースが超似合っていた──待ってましたよー、って手を振ってくれたんだっけ。さらには破は壊かい力りよく抜群のビキニを纏まとった稲いな葉ば先生に、花柄のパレオがめちゃくちゃ可愛かわいいニコ先生もいたもんだから──もう、たまらなかった。あと、フィルもいたような気もするけど、正直記憶に残っていない。それどころではなかったから。

「あの時点で、もう意識は限界だったんだよな、僕。さすがに出で会あい頭がしらに倒れるわけにもいかないから、なんとか持ちこたえたけど」

　うん。そこまでは頑張れたのだ。

　しかしその直後、「お待たせー」との軽やかな声とともに、僕らと一緒に到着した女性陣がやってきた。つまり、新あら井いさんと経ふみ島しま先輩、そしてもちろんイタチさんだ。スクール水着の先輩の評価は江え戸ど橋ばしさんに一任するとして（いや可愛かったですけどね）、まず新井さんだ。

　ライフセーバーみたいなシンプルな水着は、スタイルも姿勢も良い副会長の魅力を凄すさまじいまでに引き出していた。ちょっと照れたような態度がまた、スカッとした格好良さの中に可愛さというアクセントを絶妙に加える効果を発揮しており、要するにおそろしく絵になっていた。思わず隣の奈な良ら山やまに「スケッチブック持ってない？」と聞いてしまったくらいである。いやまあ、もちろん持ってなかったわけですが。

「ほんと、綺き麗れいだったよなー、新井さん。……あ、でも、一番最高だったのは──」

　むろん、イタチさんである。

　うん、イタチさんはすごかった。それはもうすごかった。

　どれくらいすごかったのかと言うと、あの装飾の少ないシンプルで可愛いツーピースの水着を身に纏った姿を目にした瞬間、僕の意識が飛んだくらいすごかった。丸い肩、細い足、くびれた腰と小さなおへそ、柔らかく盛りあがった胸と白い鎖さ骨こつ、等々。目に映る全すべての部分が最高だったのは言うまでもないし、新井さんに隠れるように立っていた、あの少し恥ずかしげなポーズもまた全力で抱きしめたいほど魅力的だった。思い出すだけで心臓がどうにかなりそうだ。

　水着姿を見る度たびに失神してきた経験を踏まえ、今回はあらかじめ心の準備をしておいたにもかかわらず──先日、滝たき沢ざわさんたちと水着を買いに行った日の夜、必死に懇こん願がんし、どんなのを買ったのか見せてもらっていたのです──結局はこの有あり様さまだ。どうやら木陰に寝かせてもらったらしいけど、全く覚えていない自分がひどく情けない。

「イタチさん、予想以上に可愛いんだもんなあ。それはいつものことだけど……。しかし、毎回毎回気絶するのは、さすがに自分でもどうかと思うぞ、僕」

「何を一人でぶつぶつ言ってるんです」

「僕がイタチさんなら絶対愛想尽かして──って、え？」

　ふいに背後から声を掛けられ、僕は反射的に振り返ろうとして、そのまま静止した。まだ心臓がばくばく言ってる以上、誰だれかの水着を見た瞬間に卒倒する可能性は十分にある。まずは心を落ち着かせることだ。というわけで数回の深呼吸を経た後、ゆっくりと振り向けば、そこに立っていたのは──。

「えー。フィルか」

「俺おれで悪かったですね」

　銀の短髪も美しい、ハーフパンツ姿の後輩であった。露ろ骨こつにがっかりした僕を前に、意外と骨太で逞たくましい人狼ワーウルフは呆あきれて肩をすくめていたが、しゃがみこんで僕の両肩に手を乗せ、ぐっと顔を近づけてきた。わあ、なんだなんだ。思わず後ずさった僕を青い瞳ひとみでキッと睨にらむと、フィルは「遅いですよ！」といきなり叫んだ。

「何時間待たせる気ですか！　俺……俺、もう限界だったんですからね！」

「仕方ないだろ、経ふみ島しま先輩が遅れて──というか、なんでそんな怒ってるんだ。知らない人の中に一人だけってわけじゃないだろ。フィルの好きなニコ先生も美み生うさんもいるし、鱗りんさんとはクラスメートだし。稲いな葉ば先生だって知らない仲じゃないし、それに滝たき沢ざわさん──あ、そう言えば滝沢さん、バレー組にいなかったな。どうしたの？」

「話を逸そらさないでくださいっ！　いいですか先輩、魅力的な女性の中に男一人で放り込まれる、その辛つらさがわかりますかと、俺はそう聞いているんです！」

　僕の質問をばっさり切り捨て、牙きばをむいて唸うなるフィル。何かを思い出したのか、白い肌をどんどん赤く染めながら、純情な人狼はギリッと歯を嚙かみしめた。

「美生先輩たちと一緒に別荘に着いて、そこで初めて奈な良ら山やま先輩も白しら塚つか先輩もいないと気づいた時の俺の気持ちがわかりますか！　頼みの綱の多た々た羅ら木ぎ先輩とライカは、近くの岩場で釣りができるって知ったらあっさりそっちに行っちゃうし！　比較的女の子っぽくないからイザとなったら頼ろうと思ってた滝沢先輩まで、一緒に釣りに行くんですよ！」

「おい、その言い方は滝沢さんに失礼だろ。確かに男っぽいけど、だからこそ時折見せる女の子らしい部分が際きわ立だつわけで──」

「そういう話をしてるんじゃないです！　とにかくですね、美生先輩に引っ張られてビーチバレー組に入れられた俺は、もうどうしたら良かったのかと！」

「どうしたらも何も、楽しんだらいいんじゃないかと……。てか、楽しくなかったの？」

「天国でしたよ！」

　困惑しつつおずおず尋ね返せば、フィルは赤い顔できっぱりと断言した。お前は何を言っているんだと聞きたい気持ちをぐっと抑えていると、美女だらけのビーチバレーを満喫した後輩は、僕の肩を揺らしながら「天国でした」と繰くり返かえした。張り倒していいですかこいつ。

「ええ、はい、最高でしたよ！　鱗りんはやたら絡んでくるし、それにですね、美み生う先輩が、そしてニコ姉さんが、ボールを追いかけて飛び跳ねる度たびに、む──その、む、胸が──」

「胸が？」

「むっ？　お、俺おれはそんなこと言ってませんっ！　美生先輩やニコ姉さんをそんな目で見るのはやめてください、不潔な！　それに、そう！　稲いな葉ば先生は何考えてあんな水着を！　あの布地の少なさはどういうことですか！　俺、遠とお吠ぼえしそうになりましたよ！　オオーン！」

「もう吠えてるよね」

　なんかもうめんどくさくなってきたので、かなり投げやりに対応しておく。純情な高校一年生男子としてはいろいろ大変だったんだろうなあとは思うものの、正直、同情する気は全然起こらないんだから仕方ない。というわけでオンオン吠える人狼ワーウルフにゆさゆさ揺さぶられていると、ふと聞き慣れた声が耳に届いた。

「あら。白しら塚つかさん、起きられたんですね」

「フィルも？　こんなところで男二人で何やってるのさ」

「わざわざ海にまで来て木陰で涼むとは理解しがたいな」

　気き遣づかうような柔らかい声と、ちょっと呆あきれたクールな声、そして最後に渋い声。噂うわさをすれば影ってのはこういうのを言うのかな。そんなことを考えつつ振り向けば、並んでこちらを見下ろすロングとショートの二人の少女が目に映った。その後ろには、首にタオルを掛けた長髪の男と、半透明の大きな犬も一匹いる。言うまでもなく美生さんと滝たき沢ざわさん、そんでもって多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかとライカである。「みっ、美生先輩？」と照れて固まったフィルをそっと払いのけながら、僕は頭を搔かいて苦笑した。

「何をしてるわけでもないけどね。今、目が覚めたところだから」

「……ああ。白塚、やっぱり倒れたんだ」

「わふふふふ」

「そのとおりです滝沢さん。笑うなライカ！　で、美生さん、僕、どれくらい寝てた？」

「二十分くらいでしょうか。クズリさん、呆れ──にゃふん、心配されてましたよ」

「あー、悪いことしたなあ。って、イタチさんは？」

「鱗さんたちと沖で遊んでらっしゃいます。クズリさん、すごく泳ぐの上じよう手ずなんですね」

「そうなんだよ。それはそうと──二人とも、水着、すごく似合ってるね。綺き麗れいだ……」

　いきなり漏もれる感かん嘆たんの吐と息いき。その脈絡のない褒ほめ言こと葉ばを聞いたとたん、目の前の二人は顔を見合わせ、かっと頰ほおを赤く染めた。

「にゃっ？　そ、それはその──にゃ、私は、そんな、お褒めいただくような者では……」

「……だからさ、そういうのはやめろよ白塚。ぼくなんか、全然大したこと」

「いやいやいやいや。大したことあるよ、ものすごく」

　視線を逸そらしつつぼそぼそと謙けん遜そんする二人に対し、僕は立ちあがり様ざまに宣言した。

　薄黄緑のワンピースタイプの水着を纏まとった美み生うさんは、まるで淡い水彩画かパステル画のような、若草を思わせる可か憐れんさに充みち満みちていたし、真っ赤でスポーティーなビキニ姿の滝たき沢ざわさんの凜り々りしくも可愛かわいい様と来たら──特に、きゅっと締しまった腰と足のラインは──許されるなら、採寸して型を取りたいくらい素晴らしかった。
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「絵になるなあ、やっぱり……！　フィルも多た々た羅ら木ぎもそう思うよね？」

「な」

「ぬ」

「それに、フィルは細いけど引きしまってるし、多々羅木は剣道やってるだけあってがっしりしてるから、こっちはこっちでいい絵に──って、二人とも、どうしたの？」

　軽い気持ちで同意を求めれば、二人の男は揃そろって目を丸くして一声唸うなり、そのまま黙り込んでしまった。いやいや、なんでそんなリアクション？　フィルは美生さん慕したってるし、多々羅木だって滝沢さんのこと意識してたはずなのに、なんで乗ってこないんだ。違和感を覚えて見つめていると、二人は顔をかあっと赤らめ、もごもごと小さな声を発した。

「あ、あの、その──俺おれは、白しら塚つか先輩じゃないですから、ええと、綺き麗れいじゃないとか、そんなことは思ってないですが、そうストレートには──。たっ、多々羅木先輩はどうです？」

「俺に聞くなっ！　いや、滝沢がその──何だ、決して否定しているわけではないぞ、ないのだが……くっ！　俺もまだまだ修行が足りんと言うことか……！」

　女性陣の水着から必死に目を逸そらしつつ、赤い顔でぶつぶつつぶやき続けるフィルと多た々た羅ら木ぎ。そんな二人を前にして、美み生うさんと滝たき沢ざわさんは気恥ずかしそうに顔を見合わせている。うーむ、なんだか妙な空気になってしまったなあ。

「綺き麗れいだと思ったら、はっきり見てしっかり言えばいいのに。なあ、ライカ」

「わん？　うー、わんわん」

　頭を搔かきながら尋ねれば、大きな犬いぬ神がみは「知らんがな」と言いたげに、やるせなく吠ほえたのであった。お前はいつも気楽でいいよな。
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「あー、死ぬかと思った……。先生、ちょっと休ませてもらっていいですか？」

「嫌いやです。この日陰は私のものです」

　泳ぎ疲れた体を引きずり、パラソルの下に座り込もうとした僕に向かって、デッキチェアに横たわる稲いな葉ば先生がえらく冷たく即答した。えー、なんて理不尽な。中腰のまま非難の声を漏もらせば、もう一つの椅い子すから天使のような声が届いた。

「キツネ、そんなこと言っちゃ駄だ目めですよお。大おお祓はらえで頑張ったみんなにお疲れ様の旅行なんですからね？　どうぞ、休んでください、シンイチ」

「ああ、助かりますニコ先生……！」

　深々と頭を下げながら、僕はようやく二つのデッキチェアの間に腰を下ろし、ニコ先生が手渡してくれたグラスの中身を飲み干した。冷たく甘いレモネードが、そして日陰の砂の温度と感触が体に染み入り、まとわりついていたぐったり感が抜けていく。

　やれやれ、生き返った。しみじみ一息吐ついていると、缶ビール片手にリラックスしていた稲葉先生が静かに上体を起こし、サングラスを外して冷たい視線で僕を見据えた。その仕草は、ゴージャスなプロポーションや、フィル言うところの布地の少ない水着と相まって、陳ちん腐ぷな例えではあるけれどまるでハリウッドの女優のようで、思わず「おお」と唸うなったのは言うまでもない。

「さすがは九きゆう尾びの狐きつねですね……！」

「当然です。しかし貴方あなた、誰だれかに会う度たびにそのリアクションをとっていますが、正直、そろそろ飽きてきましたわよ。それに、あれしきの水泳で疲れ切って溺おぼれるだなんて、それでも私の教え子ですか」

「あいにく違います。と言うか、あのグループ、基礎体力高すぎて……」

　どよんと肩を落としながら、僕はゆっくり頭を振った。イタチさんや奈な良ら山やまのレベルが高いのはともかくとして、フィルや鱗りんさんまでその域に達しているとは思わなかったのだ。体力的には常人の美生さんや滝沢さんもいたのだから、そっちに合わせてのんびり楽しんでいれば良かったんだけど、調子こいてイタチさんの遠泳に付き合ったのがまずかった。まさか沖合でいきなり両足が吊つるとはなあ。奈な良ら山やまがとっさに変身し、僕を摑つかんでここまで運んでくれなかったら、今いま頃ごろは完全に海の底だったのは間違いない。ありがとう、ありがとう。入学以来の友人に何度目かのお礼を告げると、僕は沖で楽しく泳ぐ皆さんへと目を向け、言った。

「普通の美術部員は、あんなペースで泳げませんよ」

「こっちから見てましたけど、シンイチはよく頑張ってましたよねえ。でも、無理しちゃ駄だ目めですよ。明日も明後日あさつてもあるんですから、今はゆっくり休んだほうがいいですねえ」

「はーい……そうします……」

　チェアのキャンバス地の上に三角座りしながら、ニコ先生が微笑ほほえんだ。やっぱこの人は優しいな、そして何より可愛かわいいなあ。潮しお風かぜに揺れるレモンイエローの髪と柔にゆう和わな笑顔を前に、改めてニコ先生の魅力を嚙かみしめていると、ふいに目の前の小さな顔がぷっと膨ふくれた。

「シンイチ、私には何も言ってくれないんですねえ。キツネは褒ほめたのに。むー」

「へっ？　いやいやニコ先生も──じゃなくて、ニコ先生はめちゃくちゃ可愛いですよ！　それに、絵の腕はすごいし考え方も立派だし、心の底から尊敬してます」

「えへへ、ありがとうございまあす。……でもそれ、ほんとですかあ？」

「噓うそ吐つく必要なんかありませんよ。別荘に招待してくれたことだってすごく嬉うれしいですし」

　日だまりのような笑みを浮かべるニコ先生の瞳ひとみを見つめ、首をきっぱり縦に振る。呆あきれた声で「調子の良すぎる男ですわね。いつか刺されますわよ」と告げる稲いな葉ば先生を無視しながら、僕は「別荘と言えば」と先を続けた。

「あんな立派な建物だと思いませんでしたよ。さすが世界的な画家！」

「えへん！　……と言っても、元は私の師匠のリーバードのもので、私は譲ゆずってもらっただけなんですよねえ。海を描かきたいって言い出して、売りに出てた古い洋館を、周りの土地ごと買っちゃったんですよお。伝説がいろいろ残ってるって聞いて、気に入っちゃったみたいで」

「伝説？　経ふみ島しま先輩が、龍りゆうだか鵺ぬえだかの話をしてましたけど──って、このへん全部、ニコ先生の土地なんですか？　言われてみれば、駅から歩いてくる途中の港に『ここから私有地』って看板がありましたけど」

「ええ。あそこから全部です。ちょっと交通が不便なのがネックですけど、この浜を独占できるわけですから、結果おーらいですねえ、うん」

　椅い子すの上で足を伸ばすと、ニコ先生はプライベートビーチ状態の静かな海を満足げに眺めた。確かに、こんな辺へん鄙ぴなところまでわざわざ海水浴に来る人はいないだろうなあ。午前中のローカル線の旅を思い起こして納得しつつ、僕はうーんと背筋を伸ばした。

「あの別荘、古い割には綺き麗れいでしたよね。まるで最近掃除したばっかりみたいな」

「当然ですわよ。先週、八はち右衛え門もん狸だぬきに掃除させましたから」

「ああ。道理でぴかぴか──って、寺てら林ばやし先生一人にやらせたんですか？　そう言えばあの人、先週はずっと休んでましたけど──先生、それはさすがに……」

　思わず非難めいた声が出た。正直、八はち右衛え門もん狸だぬきこと寺てら林ばやし先生にはあんまり義理もないけれど、その扱いはいくらなんでもひどいんじゃなかろうか。そんな思いを込めて見つめれば、冷酷な妖よう狐こは「どこがですか」と溜ため息いきを落とした。

「私の着替えを覗のぞいた上に下着を盗んだ罰としては軽すぎるくらいです」

「……ああ、すごく納得しました。稲いな葉ば先生優しいですね」

「でしょう？　全く、どうしてあの狸は、なけなしの妖力を下劣なことにしか使おうとしないのか……。最近は、稲いな妻ずまと毒どく霧ぎりのお仕置きにも慣れてしまったようで、逆に喜ぶ始末なのですわよ？　ほんと、理解しがたいですわ」

「そうですね」

　一瞬前の同情はどこへやら、僕はドライにうなずくことしかできなかった。しかしあの狸さん、一応は僕らの担任でなおかつ美術部の顧こ問もんなんだから、もうちょっと尊敬させてくれてもいいんじゃなかろうか。冷えた心でそんなことを思っていると、稲葉先生は再びデッキチェアに横たわり、長い足を組み替えた。ああ美しい。

「どこを見ているのですか。まあとにかく、そういう次第ですから、狸のことなど気にせず、ゆっくり楽しめば良いのです。貴方あなたも、いつまでもへばっていてはもったいないですわよ。することはいくらでもあるでしょう、発情するなり絵を描かくなり」

「発情はともかく絵は描くつもりですよ。まあ、絵の道具はスケッチブックしか持ってきてないんですが」

　そう言って頭を搔かきつつ、僕はようやく腰を上げた。日陰で休んだおかげで、疲れはだいぶ抜けている。まだ日が沈むには時間もあるし、もう一泳ぎできそうだな。体の調子を確かめるように肩を回していると、ニコ先生が嬉うれしそうに問いかけてきた。

「シンイチ復活ですねえ。クズリを描かきに行くんですかあ？」

「いや、そういうわけではないですが──というか、そんなほいほい描くわけには」

　そもそもイタチさんは「僕のモデルになる」という約束によって此し岸がんに留とどまっており、うっかり描いたらそれが最後の別れになってしまうわけでして。呆ほうけた顔のまま、そう説明しようとすれば、童顔の画家は「知ってますよお」と優しく笑った。

「約束のお話はクズリから聞きましたから。でもでも、直接見ないで描くのはおっけーなんでしょう？　私、シンイチの描くクズリの絵、すごーく見てみたいんですよねえ」

「そう言ってくれるのは嬉しいですが、無理です。僕には描けませんよ」

　すみませんと頭を下げれば、ニコ先生は頰ほおに手を当て、不可解そうに小首を傾かしげた。その仕草の可愛かわいさに心を躍おどらせながら、僕は大きく肩をすくめた。ニコ先生が期待してくれるのは嬉しいし、もちろんイタチさんを描きたい気持ちはあるけれど──でも、やっぱり無理なのだ。

「イタチさんの魅力を描き切るには、僕の腕は、全っ然、まだまだ、足りてないんですよ。自分のことは自分が一番わかってますから、今描いたところで、僕がイタチさんに感じている素晴らしさの一割も表現できないことは間違いない。だから」

「──なるほど。上手うまくなるのが先ってことですね」

「ええ。今は、とにかく何枚も何枚も描かいて描いて描きまくって、思ったままに描けるように、腕を鍛きたえないとなーと思ってるんです。あ、それと、描きたいものをいっぱい見て、心に刻みつけていくのも大事かなと。素材集め──いや、『目を養やしなう』って言ったほうがいいのかな」

　言葉を拾い集めながらの、たどたどしい語りだったけど、二人の先生は静かに聞いてくれていた。ニコ先生が穏おだやかにうなずいてくれたところを見ると、へたくそな説明だけど、どうやら意思は伝わったらしい。僕はほっと一息を吐つき、「というわけで」と沖を見つめた。

「イタチさんと泳いできます！　せっかくの水着なんだからちゃんと見ておかないと！」

「結局そこに行き着くのですか。一周回って感心します」

　冷たく言い放つ稲いな葉ば先生である。どういたしまして、と適当に返事して歩き出そうとすれば、ニコ先生が「シンイチ」と僕の名を呼んだ。

「絵描きには二種類いるって、知ってますかあ？　最初から自分の描きたいものが見えてる人と、描きながら理想を見つけていく人と」

「はい？　いや、初耳ですが……それが何か？」

　言ってることはわかるけど、どうして急にそんな話を？　首を捻ひねりながら振り返った僕の前で、世界を相手に第一線で活躍中のプロ画家は、この上なく嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「シンイチは、描きたいものが見えてるほうなんだなあって思って。シンイチみたいなタイプの絵描きって、大変なんですよねえ。ある程度技術が固まったら、あとはもう自分との勝負が、ずっと、ずうううううっと続くんですから」

「自分との勝負──ですか？」

「ええ。だって。どんなに練習して上手くなっても、理想って、常に自分の上にあるものでしょう？　だから、そこに辿たどり着つくためには、時間も根気もすごく、すごーく、たくさんいるから──覚悟しなくちゃいけないんです。わかりますかあ？」

「……はい」

　ごくりと息を吞のみつつ、僕は神妙な声でうなずいていた。いつもと同じ穏おだやかな声だったけど、今の言葉はガツンと刺さった。理想の絵を描くためには、桁けた違ちがいの時間と根気が必要だ。わかっていたことではあるけれど、プロから言われると重みが違う。その意味を嚙かみしめながら、もう一度、今度は無言でうなずけば、ニコ先生はくすっと優しく微笑んだ。

「そんな怖い顔しなくていいですよお。私、そういう自分と闘たたかう絵描きが好きです、応援してまあすって、そう言いたかっただけですから」

「え……すみません、嬉しくてうまく言葉が出ないけど──ほ、ほんとですか？」

「もちろんですよお。ねえ、キツネも一緒に応援しましょうね？」

「馬ば鹿か仰おつしやい。何が悲しくてそんな無む駄だなことをせねばならんのです」

　せっかくいい感じだった流れをドライな一言でぶった切る稲いな葉ば先生である。

　まあ、こういう人なのは知ってるけど、もうちょっと他ほかの言い方がありませんか。心の中でぶつぶつとつぶやいていると、冷たいほうの先生は形良く丸まった肩を小さくすくめた。

「ほっといても自力でどうにかする人間には応援なんか不要ですし、そうじゃない輩やからは応援したって無意味ですわよ。絵え描かきなどという酔狂な行為に自みずから手を染めた時点で、その人間がどっちのタイプなのかは明白でしょう？　ですから応援など無駄と、そう言っているのです」

「え？　なあんだ！　もう、キツネは素直じゃないですねえ」

「はい？　え、えーと、それはつまり……」

　ぱあっと喜ぶニコ先生の傍かたわらで、僕は眉まゆをひそめて考え込んだ。要するに「お前は自分で頑張れるから応援しない」と、そう言ってくださったのだろうか。もしそうだとしたら、稲葉先生はこう見えて僕を信頼してくれているということになるわけで──。

　と、そこまで考えた直後。僕は反射的に砂の上にひれ伏していた。

「ありがとうございます！　僕、僕、先生の期待に応こたえられるよう頑張りますから！」

「誰だれも期待するとは言っていませんが」

　土下座しながら感謝の言葉を述べる僕を、稲葉先生が冷たく見下ろす。そんな九きゆう尾びの狐きつねの様子を眺めたニコ先生は、無言で優しく微笑ほほえんだのだった。
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「あれ。滝たき沢ざわさんに聞いた話だと、イタチさん、こっちに来たはずなんだけど……」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとをつぶやきながら、僕は波の打ち寄せる岩場を見渡した。

　夕日に照らされた磯いその風景は幻想的で綺き麗れいだったけど、薄暗いもんだから足下が見えにくくって仕方ない。ごつごつとした岩場の中、岬みさきに向かって延びる細い道は何の整備もされていないし、ディスカウント店の安売りで買った薄っぺらいビーチサンダルは当然ながらよく滑すべる。転ばないよう気を付けないとな、と自分に言い聞かせながら、僕は岬の端はしへ視線を向けた。

「多た々た羅ら木ぎの言ってた釣り場、向こうだっけ。そっち見に行ったのかな」

　泳いでなかったってことは、その可能性もあるな、うん。というわけで、岩場の小道を岬の先端部に向かってひょこひょこ歩いていると、ふと聞き慣れた声が二つ、耳に届いた。

「──そ、そうかな？　でも──」

「──できるできる。クズリちゃんなら──」

　どこか不安げな問いかけと、それに応じる頼もしい声。間違いなくイタチさんと、そして新あら井いさんの声だけど──しかし、どこから聞こえてきたんだ？　きょろきょろと周囲を見まわしながら、僕は波音に混じって聞こえる会話の続きに耳を澄すました。

「──だからね、クズリちゃん。自分が相手のことをどう思ってるか、それを自分の中で確認した上で、ちゃんと言葉にするべきだと思うのよ。待ってるだけじゃ相手が可哀かわい想そう──って言うかさ、そうしないと、自分がすっきりしないでしょ？　自分のためよ、要するにさ」

「すごくわかる。今、そんな感じだから……。でも、あたし、輝ひかるみたいに強くないし」

「強い？　私が？　やーね、もう。私が強いもんですか。自慢じゃないけど弱いわよ」

「ううん、強いよ。輝を見て、あたし、妖よう怪かいとか人間とか、そんなことは関係ないんだなって思えたんだから……。格好良かったよ、あの時の輝。善よし人ひとの顔をまっすぐ見て、『振るのか振らないのか、しっかり私に聞かせなさい！』って──」

「その話っ？　あっ、あれはね、勢い余ってというか、背はい水すいの陣じんというか……あう……」

　感かん嘆たんするようにイタチさんが語り、新あら井いさんがもごもごと口ごもる。声の感じからすると割と近いよな。あたりを見まわしてみれば、小道から外れた岩場の縁ふちに、二人並んで座っている水着の後ろ姿が目に入った。ああ、あそこか。ぺたぺたと音を立てながら近づけば、二人の話し声はいっそうはっきり聞こえてきた。

「──だからね、この私でもなんとかなったんだから、クズリちゃんだって大丈夫ってことよ、うん！　以上、この話はおしまい！」

「ちょ、ちょっと待ってよ、輝！　簡単に言うけど、あたし、やっぱり恥ずかしいよ……！　それにね、話をちゃんと聞いてくれる善人と違って、真しん一いちは」

「へっ？　僕がどうかした？」

　イタチさんが僕の名前を出したので、つい反応してしまった。と、いきなり後ろから口を挟まれて驚いたのだろう、新井さんとイタチさんは同時にきょとんと振り返り、

「白しら塚つかくん？　噂うわさをすれば」

「しっ、し、ししししししし真一っ？　どっ、どどどどど、どう、どうしてここに！」

　二人揃そろって目を丸くした。特にイタチさんの驚きよう愕がくっぷりは尋じん常じようではなく、夕日の中でもわかるくらいに顔は赤いし、ついでに水着で隠せていない肌も赤い。いやしかし、そんなにびっくりしなくてもいいんじゃなかろうか。振り向いた体勢のまま、「どっどどどどど」と風かぜの又また三さぶ郎ろうみたいなフレーズを繰くり返かえす妖怪少女を前に、僕はかりかりと頭を搔かいた。

「どうしてって言われても──イタチさんに会いたくて捜しに来ただけなんだけど。新井さんも一緒だったんですね。なんの話してたんです？」

「秘密。……なんだけど、もしかして白塚くん、聞いちゃった？」

　イタチさんを庇かばうように立ちながら、おずおず問いかけてくる新井さん。「聞こえましたけど、なんのことやら」と肩をすくめながら、僕は思わず息を吞のんでいた。

　今、僕の目の前にいる生徒会副会長さんは、もともとスタイルも良くて姿勢も良くて常に頼れてたまに可愛かわいいという完かん璧ぺきな人だし、それに加えて今は水着だ。これで見み惚ほれないほうがどうかしている、とは思うものの──。

「イタチさん──」

　そう。僕の視線は、新あら井いさんの隣の少女を捉とらえたまま、ぴくりとも動いてはいなかった。やっと見つけたという喜びと、夕日の沈む海岸という最高すぎる背景とが相乗効果を醸かもし出だし、言葉で表せるレベルを一気に振り切る。心の中で感かん嘆たんの叫びをあげながら、僕は「捜したよ」と声を掛けた。

「こんなところにいるとは思わなかったから──って、それにしても、どうしようもなく絵になるなあ、大好きだ……！　描かいたりしないから、もうちょっと見ててもいいかな？」

「え。そ、それは──輝ひかる、ごめん！　隠れさせて！」

「はい？　急にどうしたの、クズリちゃん？　顔、真っ赤よ？」

　いきなり前に押し出され、新井さんがきょとんと目を見開いた。うん、そう尋ねたくなる気持ちはよくわかる。今のイタチさん、尋じん常じようではなく赤いしなあ。なのでその顔を覗のぞき込こんでみれば、イタチさんはびくっと目を逸そらし、さらに新井さんの陰に隠れてしまった。完全に後ろに回り込まれて驚いたのだろう、新井さんは肩越しに照れ屋の後輩へと振り向いた。

「ク、クズリちゃん？　あの、あんまり押し出されると、恥ずかしいんだけど……」

「僕は全然オッケーですよ？　ああ、新井さんもやっぱり綺き麗れいです！」

「白しら塚つかくんはちょっと黙ってなさい！　あと、そんなにしげしげ見つめないのっ！　照れるから！　でも──ほんと、どうしたのよクズリちゃん？　いつもどおりの白塚くんじゃない」
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「ご、ごめんね、輝ひかる……！　さっきの話の後だからかな、真しん一いちの顔が、なんだか──ま、まっすぐ見られなくて……。あたし、こんなの初めてで、どうしていいのか、その……」

　副会長をバリケードにしつつ、ごにょごにょと語尾を濁にごすイタチさん。僕にはさっぱりわからなかったが、新あら井いさん的には納得できる答だったようで。困惑していた表情を頼れる笑みに切り替えると、「そういうことか」とうなずいた。

「期せずして、自分の気持ちを確認しちゃったわけね。第一段階クリアよ、おめでとう」

「そ、そうなのかな……？」

「そうです。後は、それを言葉にするだけよ。頑張ってね、焦あせらないでいいからさ」

　自分の後ろで縮こまる後輩に向かって、新井さんは優しく言葉を紡つむいでいく。相変わらず何の話だかわからないけど、新井さんがイタチさんになんらかのアドバイスをしていること、そして誰だれかを励ます時の新井さんはめちゃくちゃ格好いいことだけは理解できた。てなわけで素直に「おお」と唸うなりつつ目の前の光景に見入っていると、ややあって、黙りこくっていたイタチさんが静かに口を開いた。

「……うん、頑張る。あの──ありがと、輝。相談、乗ってもらって、嬉うれしかったよ」

「どういたしまして。クズリちゃんには何度も助けてもらってるんだし、これくらいはね。あたしでよかったら、いつだって頼ってくれれば」

「やあ。ここにいたんですか、輝さん」

「いいからさ──って、奈な良ら山やまくんっ？」

　飄ひよう々ひようとした声が届いた瞬間、頼たより甲が斐いに充みち満みちていた声があっという間に裏返り、そして同時にすらりとした肢し体たいがびくんと震える。なんというわかりやすいリアクションだろうか。思わず頰ほおを緩ゆるめつつ声のした方向へと振り向けば、岩場の上の小道から、ゆったりとしたハーフパンツ姿の男が手を振っていた。

　後ろで縛しばった長い髪と柔にゆう和わな顔つき、そして文化部員らしからぬ引ひきしまった五体。この奈良山といいフィルといい（あと幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらも）、美術部の男子部員はみんないい体してるんだよなあ。ちょっとコンプレックスを覚えつつ手を振り返せば、入部以来の友人は「白しら塚つかと伊達だてさんも一緒だったのか」と微笑ほほえみながら歩いてきた。

「道理で姿が見えないと思った。もうそろそろ夕食だよ」

「もうそんな時間？　だったら帰ろうか、イタチさん」

「う、うん、そうだね……。善よし人ひとは輝を呼びに？」

「まあね。なかなか帰ってこないから、心配しちゃいましたよ」

「ごめんなさい……」

「いいですよ。輝さんに何もなければ、俺おれはそれで充分ですから」

　学年的には年上の彼女に謝あやまられ、奈良山は穏おだやかに肩をすくめると、別荘の方向をそっと示した。さあ帰りましょう、ということだろう。小さくうなずいた新井さんが歩き出したので、僕は奈な良ら山やまやイタチさんと顔を見合わせながらそれに続いた。薄暗さの忍び寄る岩場を、四人の足音がぺたぺたと進む。遊びに来ると時間の経たつのが早いなあと感じつつ、僕は先を歩く友人へと声を掛けた。

「あのさ、奈良山。もうみんな別荘に戻ってるの？」

「ほとんどはね。釣り組がいろいろ釣ってきたらしいから、夕食は期待できそうだよ。多た々た羅ら木ぎさんのお兄にいさんが、さっきから頑張って捌さばいてる」

「さすが多々羅木……。しかし『ほとんど』ってことは、まだ誰だれか外にいるってこと？」

「経ふみ島しま先輩と鱗りんさん。一回帰ってきたんだけどさ、この時間帯は妖よう怪かいが出やすいからって、ライカを連れて磯いそに行った。夕食までには戻るってさ」

「──ああ」

　なるほど、あの二人か。嬉き々きとして妖怪を探す姿が目に浮かぶ。付き合わされたライカも災難だよなと同情していると、イタチさんが不安げに奈良山へと問いかけた。

「妖怪って……そんな簡単に見つかるの？　見つけたら見つけたで、危なくないのかな」

「沖に出なければ大丈夫。浜や磯に顕けん現げんするのは、基本的に害のないモノが多いからね。たとえば──そうだなあ、『ぬらりひょん』とか。あ、でもあれは沖にも出るのか」

「「……ぬらりひょん？」」

　僕とイタチさんの声がぴったり綺き麗れいに重なった。間抜けな響きの名前だけど、どっかで聞いたことあるような。そう思って記憶を探さぐっていると、新あら井いさんが「それって」と口を開いた。

「漫画で見たことあるんだけど、頭の大きな、お爺じいさんみたいな妖怪よね。確か、夕方に勝手に家に入ってくる、偉い妖怪……だっけ？　そんなのが海に出るの？」

　不審そうに首を捻ひねる新井さん。言われてみれば、僕もその話は何かで読んだ気がするが（妖怪の総大将とか書いてあったっけ）、確かに浜辺に出そうな妖怪ではない。どういうことなんだ、と視線で尋ねてみれば、奈良山は「詳しくは経島先輩に聞いてよ」と笑い、いつしか目の前に迫っていた別荘へ視線を向けた。確かにみんな戻っているようで、雄お々おしい洋館の窓からは煌こう々こうと灯あかりが漏もれている。その光景を見上げると、奈良山は僕らに向かって振り返った。

「もう食事の準備もできてるかな？　明日はクルーザーで沖に出るって言ってたから、今日きようはしっかり食べてゆっくり休まないとね。あ、それと、輝ひかるさん」

「どうしたの、奈良山くん？　着替えてこようと思ったんだけど」

「今日は、まだ言ってませんでしたね。──水着、似合ってますよ。可愛かわいいです」

「え。──そ──あ──ぷすん」

「あ。新井さんが倒れた」

「わーっ！　しっかりして輝！」
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「綺き麗れいだね、真しん一いち──」

　クルーザーの船首から一面の海原うなばらを見渡し、イタチさんが息を吞のんだ。

　数時間前に東の空から昇ったばかりの太陽が照らす七月の海は、確かにたいへん美しい。朝の海ってこんな深みのある蒼あお色いろなのかと感心しながら、僕は甲かん板ぱんの縁ふちの柵さくを両手で摑つかみ、イタチさんの隣に並んだ。

「うん。明け方、経ふみ島しま先輩に『さあ起きなさい精鋭メンバー！　船出よ！』って叩たたき起おこされた時はいきなりなんだと思ったけどさ、来て良かったよ。海も綺麗だし、イタチさんもそれに負けないくらい最高だしさ。どっち見たらいいか迷う」

「も、もう……」

　しみじみ語りながら見つめれば、大きな瞳ひとみが恥ずかしげに下を向いてしまった。海上を滑すべり抜ぬけた潮しお風ぜが、肩に掛かった栗色の髪と、水着の上に羽は織おったパーカーを軽やかに揺らす。ああもう、いちいち絵になるなあ、この人は！　そう感かん嘆たんしつつ、抱きつきたい衝しよう動どうをどうにかこうにか抑えていると、キャビンに通じるドアが開き、二つの声が投げかけられた。

「あら。お二人ともこちらでしたか」

「よう、ご両人。クルーズは楽しんどるか？」

「それはもう！　僕はイタチさんと一緒ならどこだって天国ですよ！」

「真一、それはかえって八や雲くもたちに失礼だよ……」

　きっぱり答えた僕に突っ込むと、イタチさんはキャビンの前へと向き直り「楽しいよ、ありがと」と微笑ほほえんだ。その笑顔を見たとたん、派手なアロハの老人は嬉うれしそうに破は顔がんする。相変わらず女の子に弱い爺じいさんだと呆あきれながら、僕はその隣に並んだ少女へ向き直った。鍔つばの広い大きな帽子と、スカート付きの純白の水着が、雪女ならではの白い肌によく映はえている。可愛かわいい人は何を着ても似合うなあと感心しつつ、僕は八雲ちゃんへと話しかけた。

「八雲ちゃんと慈じ吾ご朗ろうさんも呼ばれてるとは思わなかったよ。大おお祓はらえのメンバー大集合だね」

「この旅行の話を聞いた慈吾朗が、どうしても行くと言い張りましてね」

「キツネさんにニコさんの水着じゃぞ？　国を相手に回しても行くじゃろう普通」

　きっぱり言い切ると、慈吾朗さんはニッと笑ってヒゲを弾はじいた。そんな相あい方かたへ冷たい横目を向けながら、八雲ちゃんは申し訳なさそうに肩をすくめる。

「黙りなさい老いぼれ。……ほんと、ご迷惑でなければ良いのですが」

「え？　そんな、迷惑なんかじゃないよ。船まで出してもらったんだから。ね？」

「うんうん。てか慈吾朗さん、クルーザー持ってるってすごいですよね。運転できるだけでも尊敬するのに、船が自前って。しかも予想外にでっかいし」

　イタチさんに同意してうなずくと、僕は改めてクルーザーを見まわした。

　上からでは大きさは摑つかみにくいけど、朝の港で見た感じだと、全長は二十メートルほどだろうか。流線型の船体の上に四角いキャビンを載っけたこのクルーザーは、経ふみ島しま先輩に「港に船が来てるから」と言われた時に想像したものより、よっぽど大きくて立派だった。バーか喫茶店を思わせる造りのキャビンは充分に広かったし、船室の屋根の上は見晴らし台というかテラスというか、要するに外に出て体を焼ける構造になっているという豪華仕様だ。

　そこそこ年季は入っているようだけど、しっかり造られているのだろう、白い船体のところどころが色あせている以外に古さを感じさせる要素はない。こんな船がいくらで買えるものなのかはさっぱりわからないが、なんにしたって大したものだと思います。

　と、磨みがきあげられた柵さくに手を添えながら感かん嘆たんすれば、慈じ吾ご朗ろうさんは自慢げに胸を張り、「いろいろあったんじゃよ」と笑った。半世紀の放浪生活のおかげなのか、シャツから覗のぞく傷跡だらけの胸むな板いたは、年の割には意外と厚く引ひきしまっていた。

「あれは何年前じゃったかなあ。とある組織からごっそり金を持ち逃げしたのは良かったが、それがバレてのう。急いで金を全部使い切らねばならなくなったもんで、バブルが弾はじけて投げ売りされてた温泉旅館の経営権と一緒に、この船を買ったんじゃよ。よくあることじゃ」

「あんまりないと思います。しかし、お金の使い道なら他ほかにもあるのに、なんで船」

「船はもともと欲しかったんじゃよ。不老不死の妙薬として知られる、人魚の肉を探すためにな。この八や雲くもは『わしを凍死させる』ために顕けん現げんしているわけじゃから、万一わしが死んだら消えてしまうじゃろ？　死んだ相手を凍死させることはできんからな」

「あ、そっか」

「そうなんじゃよ。しかし裏を返せば、わしが不死になってしまえば、愛いとしのマイスイートハニーとずっと一緒にいられるわけじゃ。なあ八雲、わしらのラブはエターナルじゃよな！」

　恥ずかしいセリフをこともなげに言い切ると、慈吾朗さんは傍かたわらの小さな彼女に手を伸ばした。矍かく鑠しやくとした手で肩を抱かれ、八雲ちゃんは「……やめなさい、人前で」と頰ほおを染める。その愛らしさに感動していると、なにやら感じ入っていたイタチさんが興味深げに口を開いた。

「それで、人魚の肉は見つけたの？　あ、でも慈吾朗、年取ってるんだから──」

「まあ待てお嬢さん、悲しい顔は似合わんぞ。見つけたがまだ食ってないという選択肢もあるじゃろう？　これ以上老いたくないと思ったら食おうと思って、とある場所にこっそり」

「隠してあるんですか？」

「さあて、どうじゃろうなあ？　もしも入いり用ようであれば分けてやらんこともないのかどうなのか。しかし、お前さんらも物好きじゃのう。どんな事情があるのか知らんが、こんな朝早くから海に出たがるとは」

　さらっと話を変えられてしまった。どうやらこれ以上は秘密ってことらしい。残念だけど仕方ないかと納得しながら、僕は船尾をちらりと振り返った。そこまで沖には来ていないようで、昨日きのう泳いだ砂浜とニコ先生の別荘が小さく小さく見えている。

「事情は僕らもよくわかってないんですよ。さっきまであそこで寝てたら、経ふみ島しま先輩にいきなり起こされて、問もん答どう無む用ようで港に連行されて今に至るわけでして。何か目的があるっぽいんですが、教えてくれないんですよね。って、そういやその先輩は？」

「ずっと船室で古い本と地図を見比べてるみたいだよ。御み崎さき、みんなが起きて『くるーじんぐ』に出る前に、夜の下見をしておくんだとか言ってたけど……慈じ吾ご朗ろうは何も聞いてないの？」

「さっぱり。眼鏡めがねの嬢ちゃんから古びた海図を見せられて、ここに連れてってくれと頼まれただけじゃよ。こんなところに何があるとも思えんのじゃがなあ。もっともわしは、あのお姉さん方が一緒なら」

「──爺じいさーん、酒が切れたー！」

　慈吾朗さんの言葉に割り込むように、キャビンの上から元気な声が飛んできた。

　それに釣られて見上げれば、すらっとした水着のシルエットが手て摺すりから乗り出して酒さか瓶びんとジョッキを振っていた。その隣では、艶あでやかな金髪の女性が一人、冷たくこちらを見下ろしている。「はっ、直ただちにお代わりを！」と叫んで船室に直行した慈吾朗さんを見送りながら、僕は呆あきれた声を漏もらした。

「鱗りんさんも稲いな葉ば先生も、何しに付いてきたのかと思ったら……。朝からお酒ですか？」

「へへ。朝日を見ながら味わう酒の美味うまさはねえ、何ものにも代えられないのさ」

「そういうことです。船が揺れるから酔いも回りますしね。ニコも来れば良かったのに」

　悪びれずに鱗さんがにやつき、稲葉先生が物もの憂うげにグラスを傾ける。朝っぱらから飲んだくれるのは正直どうかと思うけど、絵になる人が楽しんでいる姿は問答無用で美しい。メリハリの利きいたボディの稲葉先生と、すらりとスレンダーな鱗さんが、青い空をバックに水着姿で並ぶという夢のような光景を見上げて感動していると、鱗さんは自慢げにシャッと笑った。

「おーおー、見とれちゃってまあ。　ほら、キツネも手を振らないと」

「嫌いやですわよ。何が悲しくて──あら、やっと来ましたか、慈吾朗」

　話の途中にもかかわらず、稲葉先生が視界から消え、それに続いて鱗さんも引っ込んでしまわれた。どうやら慈吾朗さんが酒のお代わりを持って到着したらしい。ちょっと残念ではあるけれど、振り向いた時に鱗さんの髪がふわっと広がったあの一瞬は、それはもういい絵だったなあ。誰だれもいない手摺りを見ながらその光景を反はん芻すうする僕の耳に、傍かたわらでささやき合う声が届いた。

「……何というか、クズリさんも苦労しますわね。他人ひと事ごととは思えませんわ」

「え、そうかな？　でも、八や雲くもには負けると思うよ……」

「慣れですね。ま、まあ、慈吾朗にも、少しは、いいところもあるのですが──」

「だよね？　そうじゃないと一緒にいられないもんね、うん。わかるよ……！」

　励ましあっているのかそれとも愚痴りあっているのか、ひそひそと声を交わす八や雲くもちゃんとイタチさん。なんの話かよくわからないけど、ちらちらと僕を見ているのが気に掛かる。そんなことを思っていると、ふいにイタチさんが「あ！」と叫んで手て摺すりから海へ体を乗り出した。同時に、栗色の髪の間をかき分けるように、もふもふした耳が二つぴょこんと実体化した。おなじみの妖よう気き感知モードだけれど、水着姿だといつもと違った凜り々りしさが──って。

「見入ってる場合じゃないだろ僕！　どうしたのイタチさん、まさか妖怪？」

「うん。急に妖気が船の近くにね──あっ、あそこ！」

　耳をぴくりと震わせながら、イタチさんが波間をまっすぐ指さした。ああ、出ちゃったものは仕方ないけど、どうかタチの悪い妖怪であってくれるなよ。そう念じながらイタチさんの指から伸びた線を視線で追えば、その先には、人の頭ほどの大きさのボールのようなものが、ぷかぷかと波に揺れており──。

「……なんだ、ありゃ」

　予想外に平和で間抜けな情景に、思わずかくんと肩が落ちた。

　イタチさんが妖気を感じた以上は妖怪なんだろうけど、それを聞いていなければ誰だれかがうっかり海に流したゴムボールにしか見えない。八雲ちゃんが「あら可愛かわいい」と吞のん気きな感想を漏もらすのを聞きながら、とりあえず危なそうな妖怪じゃなくて良かったと胸をなで下ろしていると、隣からぬっと小さな頭が突き出された。

「ぬらりひょんね。小物とは言え妖怪が出たってことは、私の読みも当たってたってことかしら。良きかな良きかな。もーちょい粘って大物が出たら、今度こそ間違いないんだけど」

　波間に揺れるゴムボール妖怪を眺めつつ、満足げに言葉を紡つむぐスクール水着の経ふみ島しま先輩。一瞬前まで船室にいたはずなのに、なんとも大した反応速度である。

　ちなみに、現在のクルーザーの乗員はこれで全員。ここにいる僕とイタチさんと八雲ちゃんに経島先輩を加えた四人、そして朝酒を満喫中の稲いな葉ば先生と鱗りんさんに慈じ吾ご朗ろうさんの、計七人。爺じいさんを除けば女性陣ばっかりという、考えてみれば嬉うれしすぎる顔ぶれなのです──って、誰に説明してるんだか。自分で自分に突っ込みながら、僕は先輩へと呼びかけた。

「あのぷかぷかした丸いのは、妖怪なんですか？　今、ぬらりひょんとか言ってましたけど──まさか、あれが？」

「うん。ああいう感じに波間に浮かんでね、摑つかまえようとすると『ぬらり』と沈んで、別のところに『ひょん』って浮かぶから、『ぬらりひょん』。わかりやすいでしょ？」

「はあ、確かに。でも、ぬらりひょんって、ああいう妖怪なんですか……？」

　大きな頭のお爺さんで、なおかつ妖怪のボスじゃなかったっけか。昨日きのう新あら井いさんと交わした会話を思い出しながら尋ねれば、経島先輩は眼鏡めがね越しの瞳ひとみを大きくぱちぱちと瞬またたかせ、そして「ふ」と肩をすくめて溜ため息いきを吐ついた。なんだなんだその反応は。

「白しろの字じが思ってるヤツは、頭でっかちのご老体でしょ？　そいつの名前は元を辿たどれば『ぬうりひょん』。江戸時代に何人もの絵師が描かいた、何の説明も伝承もない、図像だけの妖よう怪かいよ」

「伝承がない……？　でも、真しん一いちや輝ひかるはいろいろ知ってたよ。家に入ってくるとか」

「まあ確かに、イタチちゃんが言うイメージが一般的ではあるのよね。でもそれは、今言った『ぬうりひょん』の絵を見た近現代のとある先生が、絵から連想して書き足した後付けの設定なのよ。なんか『宵よいの口くちに他人の家に上がり込む妖怪の総大将』っぽいから、そういうことにしておこう、ってね」

「あら、そうなんですか。それは、なんだか勝手というかいい加減というか……」

「確かに」

　そもそも設定を後付けすること自体どうなんだ。八や雲くもちゃんに同意するようにうなずけば、先輩は「よくあることよ」とウインクしながら微笑ほほえんでみせた。あ、ちょっと可愛かわいい。

「で、この設定がいかにもそれっぽかったもんですっかり定着してしまい、ついでに名前も『ぬらりひょん』に変わっちゃって、今に至るわけなのよ。一方、本家の『ぬらりひょん』のほうは、そんな流れに関かかわることなく、今日きようも悠然と波に揺られているのでしたとさ」

　つらつらと流りゆう暢ちように説明を終えると、先輩は「ご静聴ありがとう」と頭を下げ、二つに結ゆわえた長い髪を躍おどらせた。なるほど、そういう歴史があったのか、勉強になりました。イタチさんたちと一緒に拍手をすると、僕は改めて海へ目を向けた。今の話を聞いた後だと、あの地味なゴムボールもちょっと違って見えるから──ん？

「先輩？　いつの間にかでかいのが増えてるんですが──むぐ！」

　あの三メートルくらいありそうな黒いのは、ぬらりひょんの親ですか。

　そう聞こうとした瞬間、後ろからしがみついた先輩の手が僕の口を塞ふさいだ。え、いきなり何を？　視線とジェスチャーでそう尋ねれば、先輩は「しっ」と短く耳元で叫び、イタチさんと八雲ちゃんにも黙っているよう指示をした。さっぱりわからないが、口を利きいてはいけないらしい。しかし、水着姿で僕の背中にぴったりくっついておきながら胸の膨ふくらみを全然感じさせないとは、さすが経ふみ島しま先輩だ。あ、いや、別の人が良かったなんて思ってないですよ？　ほんとほんと。

「……白しろの字じ、思いは伝わったわよ。それはともかく、なんで急に静かになってもらったかってえと、あの巨大ボール妖怪──おそらくは『船ふね入にゆう道どう』が出たからよ。海うみ坊ぼう主ずの一種なんだけど、ちょっと変わった妖怪でね。あれを前にして、その素性や正体についての疑問を誰だれかが口にしたが最後、その誰かさんが乗ってた船はあっという間に沈むの」

「え。ど、どういうこと？　あの妖怪が沈めに来るの？　そんな強そうには見えないけど」

「まあ落ち着けイタチちゃん、耳と尻尾しつぽは仕舞いなさい。船入道は何もしないけど、船が勝手にぶくぶく沈んじゃうらしいわよ。有無を言わせぬ理不尽さが妖怪っぽくて素敵よねー。まあ、ちょっと待ってりゃ引っ込むらしいからさ、傍ぼう観かんしてりゃいいわ」

　臨りん戦せん態勢に入ろうとするイタチさんをのんびりと制しながら、海を見つめる経島先輩。その言葉どおり、十秒も経たたない間に船ふね入にゆう道どうは海中へと姿を消した。それを見届けた先輩は、塞ふさいでいた僕の口から手を離し、「ふむ」と眉まゆを寄せて思案しはじめた。

「船を沈める妖よう怪かいが出たってことは、『波穏おだやかなれど、いかに手て練だれの船人と雖いえども立ち入ること能あたわず』の記述どおりよね。やっぱり場所はここで間違いなかったか、ふむふむ」

「場所って、なんの話です？　というか先輩、そもそもなんの為ために船を出してもらったんですか？　あれが見たかったってことですか？」

「馬ば鹿か仰おつしやい、白しろの字じ。船入道はあくまで門番、真しん打うちはこの後──って、こっから先はまだ秘密。時に八や雲くもちゃん、中国語読めたわよね？　もう一度、文献確認したいんだけど」

「え？　ええ、はい。長生きしていますから、ハングルからキリル文字からアラビア語まで、たいていの文字は読めますけど……」

　いきなり話を振られ、きょとんと驚く八雲ちゃん。それを聞いた先輩は「さすが雪女！」と喜ぶと、白いその手をぎゅっと握った。やはりと言うかなんと言うか、僕の質問に答えるつもりは全くもってないようだ。

「資料見直すの手伝ってほしいのよ！　あちらの古文書はどうも苦手でさあ。あ、イタチちゃんと白の字は別にいいからね！　そこで存分にいちゃいちゃしてなさいっ！」

　そうとだけ言い残し、経ふみ島しま先輩は八雲ちゃんを連れてダッシュで船室に消えてしまった。困ったのは、甲かん板ぱんに取り残された僕らである。いやイタチさんと二人きりってのは全然嫌いやじゃなくてその逆ではあるのですけどね。

「……『いちゃいちゃしてなさい』と言われてもなあ」

「だ、だよね……」

　妙に気恥ずかしい雰囲気の中、ぎこちない会話が交わされ、そして訪れる沈黙タイム。イタチさんとは普段から仲良くしてるつもりだし、一緒に住んでる仲なのに、なぜか言葉が続かない。ああ先輩、もしも気を利きかせたつもりなら、完全に逆効果でした。内心で愚痴る間にも気まずい時間は積もっていく。そして二分が経過した時、とりあえずこの居心地の悪さをどうにかしたいという一心で、僕は「あの」と口を開いていた。ぴくっと反応するイタチさんを前に、なるべくいつもの──いや、いつもより軽いノリの声を出す。

「そ、それじゃイタチさん。いちゃいちゃしようか」

「え」

　ぎょっと目を見開いたまま、イタチさんが静止した。

　そのリアクションを見た瞬間、僕は一瞬前の自分を絞め殺してやりたくなった。言うに事欠いてお前は何を抜かしたんだ白しら塚つか真しん一いち！　そりゃイタチさんも固まるよ！　あの表情を見ろ、この馬鹿は何を言い出すんだと、はっきり軽けい蔑べつして──。

「いっ……いいよ」

「──顔に書いてある……って。へっ？」

　今度はこっちが固まる番だった。きょとんと見返す先で、やけに難しい顔になったイタチさんはもごもごぶつぶつとつぶやきながら、ゆっくりと──というか、じりじりじわじわと歩きはじめた。え、なんだこの予想外の展開は？

「あ、あたしだって、真しん一いちと、いちゃ──じゃなくてっ！　その、ええと、仲良く──かな？　うん、そう！　なっ、仲良くするのは、嫌いやじゃないんだから、ほら、友だちだからね、うん！　それに──い、いつもいつも、真一から──だから、たまには、あっ、あたしも……」

　真っ赤な顔を下に向け、地道に自分を説得しながら、僕へと近づく妖よう怪かい少女。と言っても、数ミリ進んで数ミリ下がるの繰くり返かえしなので全然こっちに近づいておらず、一メートルほどの距離は絶妙にキープされたままだ。「どうしたの？」と声を掛けて歩み寄ろうかとも思ったけど……やたら真剣な顔でぶつぶつ言ってるもんだから、なんだか近づきがたいんだよなあ。よくわかんないけど、今は邪じや魔ましちゃいけないような気がするし、うん。

　と、ほとんど静止状態のイタチさんを前に、そこまで考えた時だ。

「ん？　うわっ──と！」

「きゃっ！」

　ぐらり、と大きく船が傾かしいだ。

　でかい波が来たのだろうか。水平だった甲かん板ぱんが波打つようにぐわあんと揺さぶられ、ふらついた体が手て摺すりに激しくぶつかった。剝むき出だしの背中がガツンと打ち付けられ、鈍にぶい痛みが走り抜ける。思わず歯を嚙かみしめながらも、ビーチサンダルで踏ん張れば──。

「って。イタチさん、危ない！」

「え？　わ、ひゃっ！」

　バランスを取り直した次の瞬間、危なげによろけたイタチさんを前にして、僕はとっさに跳ねていた。手摺りとイタチさんの間に無む理り矢や理り体をねじこませ、倒れ込んできた細身の体を腕と胸とで受け止める。腕に力を込めてぎゅっと抱きしめれば、打ち付けたばかりの背中が金属のバーで擦こすられ、口から思わず悲鳴が漏もれた。

「痛いたっ！　と言うかあっつうっ！」

「し、真一？　ごめんね、平気……？」

「大丈夫大丈夫。いつものことだしね」

　抱き留められた姿勢のまま不安げに尋ねるイタチさんに、虚きよ勢せいが八割くらい混じった笑顔を向ける。イタチさんとしても、歯を食いしばって脂あぶら汗あせ流しながら「大丈夫大丈夫」って言われたって困るだろうが、ここらへんが僕の限界なんだから仕方ない。もうちょっと頼れる男になろうぜと自分で自分に言い聞かせていると、船の揺れは次第に収まってきた。

「あー、びっくりした。今のはたまたま大きな波にぶつかっただけってことか」

「みたいだね。で、でね、真一？　いつまで……その、ぎゅーってしてるの……？」

「へっ？　あ、言われてみれば。いつもごめん」

「へっ、じゃないよ……！　さらっと言うけどね、これ、水着だと──すっごく、ものすごく、恥ずかしいんだから……！」

　きょとんと尋ね返した僕を、イタチさんは照れに照れながら上うわ目め遣づかいでキッと見据えた。

　同時に、薄いパーカー越しに感じる温ぬくもりと強こわ張ばりが一気に上昇し、押しつけられた柔らかな胸から伝わる動どう悸きのリズムが跳ねあがる。目と鼻の先に迫った顔が、白い胸元が、丸い肩が、二の腕が──要するに布地で隠せていない素肌が全すべて、かあっと赤く染めあげられていくのを見ながら、僕はどうしても腕を緩ゆるめることができなかった。

「くああ可愛かわいい……！　ごめんイタチさん、もうちょっとだけ、駄だ目めかな……？　せっかく旅行に来てるんだし、せめて、せめてあと十秒！」

「せっかくの意味がわからないよ！　それに、真しん一いち、いつもそんなこと言うけど……十秒で終わったことなんか、ないよね。一度も」

「う！　それを言われると──はい、否定できません」

「……だよね。この間、家で浴衣ゆかたを着てみた時なんか、二十分も離してくれなかったし」

　じいっと僕を睨にらんだまま、イタチさんがぼそりぼそりと言葉を紡つむぐ。その眼力に気け圧おされつつも「あの時は次の日が休みだったし」などと意味不明な言い訳を展開していると、ふいにキャビンの上から鱗りんさんが飛び降りてきた。同時に目の前のドアがバタンと開き、コピー紙を手にした経ふみ島しま先輩が飛び出してくる。わあなんだなんだ。

「クズリに御み崎さきに元もと旦だん那な！　妖よう気きまみれのやべえ雲を纏まとった船だかなんだかよくわかんないモノが、こっちに向かって──っと。こりゃ失敬」

「船ふね入にゆう道どうがボスかと思ったら違うでやんの、読み間違った！　イタチちゃん、妖気は感じなかった？　爺じいさん、この海域から全速で離脱を──って。ほんとに油断も隙すきもないわね」

　イタチさんを抱きしめたままの僕を見て、鱗さんがシャッと舌を躍おどらせ、経島先輩が心の底から呆あきれかえった。いやしかし「いちゃいちゃしてろ」って言ったの先輩だし。そう反論する間もなく、イタチさんは僕を慌てて振り払うと、鱗さんたちに向き直った。

「ご、ごめん、気づいてなかった！　それで、どうしたの、鱗？　妖怪？」

「うん。しかし……元旦那はもういいの？　すげえ寂しそうに立ち尽くしてるけどもさ」

「もういいのっ！　それより何が出たの？」

　照れを振り払うようにきっぱりイタチさんが言い切れば、鱗さんは「見てのとおりよ」と東の方角──つまり、ここからは船室に隠れて見えない方向を指さした。それを聞いた僕は、イタチさんや経島先輩と一瞬だけ顔を見合わせると、どたどたとキャビンの向こうに回り──。

「げっ！」

「な、何あれ……！　船……なの？」

「ひょっほう凄すげえ！　さすがいわくつきの海、いろんなものが出やがるわね！」

　波間に浮かぶ船のような何かを前に、揃そろって肝きもを冷やしたのだった。約一人だけ盛りあがっている人がいるのはいつものことです。

　距離が開いているのであれの正確な大きさはわからないが、おそらく約二十メートル、つまりこちらの船と同じくらいはあるはずだ。船室も帆もないシンプルな船体を見る限り、うち捨てられた無人の木造船のようだけど、舳へ先さきから虎とらか猿のような獣けものの上半身が生えており、しかもそれがざわざわ動きながら黒い霧きりを吐き出しているんだからどう考えたって単なるボロ船ではありえない。まあ妖よう怪かいなんだろうけども、問題は、明らかに敵意剝むき出だしの視線がこちらに向いており、爪つめと牙きばがガチガチ鳴っているということだ。

「怒ってるよなあ、どう見ても」

「だ、だよね……。御み崎さき。あの妖怪って」

「ズバリ鵺ぬえね。平へい家け物もの語がたりその他で知られる幻げん獣じゆうで、日本妖怪界きっての合成獣キメラ。死体を海に流した伝説が残った土地だからさ、運が良ければとは思ってたけど、まさかほんとに出やがるとは！」

　イタチさんの問いかけが終わる前にすかさず答える経ふみ島しま先輩である。なんでそんな嬉うれしそうなんだと呆あきれつつ、僕は「鵺？」と尋ね返していた。

「それって確か、いろんな動物が合体した妖怪ですよね。顔が虎とらで体が虎で頭が虎だっけ？」

「それは単なる虎だと思うよ、真しん一いち。確か、顔が猿で体が虎、手足は狸たぬきで尻尾しつぽは蛇……だったと思うけど……あれ、そんなふうには見えないね」

　僕の誤りをさらっと修正しつつ、眉まゆをひそめるイタチさん。それは確かにそのとおり。あの妖怪、腰から下は完全に木造船だしなあ。変種だろうかと首を捻ひねっていると、経島先輩が「その疑問は当然ね」と解説を始めてくれた。こういう時は便利な人である。

「イタチちゃんの言ってるのは、あの船モンスターの前身なのよ。都を悩ませた妖獣『鵺』は、退治されたあと、空からっぽの船──いわゆる『うつぼ船ぶね』に乗せられて海に流されたんだけど、なぜか生き返って船と一体化し、彼岸と此し岸がんの間を彷徨さまようようになったってえアフターストーリーがあるわけ。都で退治されるまでが有名すぎて、この後日談はあんまり知られてないんだけどさ」

「へー、そんな話があるんですか。だから六割くらい船なんですね」

「ふうん……。それで御崎、あの妖怪は何しに出てきたの？」

「そりゃまあ入らずの海にのこのこ立ち入った不ふ埒らちな人間を追い払うために決まって──って悠長に説明してる場合か！　逃げるわよ！　雷らい雲うん攻こう撃げきが来る！」

　ハッと我に返った先輩が、船怪獣こと鵺を見つめていきなり叫んだ。その言葉とほぼ同時に、鵺の吐き出す黒い霧が猛スピードで拡散し、バチバチと音を立てながら僕らの船を取り囲んだ。視界が黒く塗りつぶされ、嫌いやな予感が背中を走る。

「これ、全部雷雲？　ってことは、この状態で放電されたら……！　どうしよう真一！」

「僕に聞かれても──そうだ、稲いな葉ば先生！　あの人なら！　鱗りんさん、先生は！」

「酔いつぶれて上で寝てるよー。んじゃ、そういうことで」

「待ったあっ！　何を一人だけ海に飛び込んで逃げようとしてるんですか！」

「だってさあ、勝ち目なさげだし──こら元もと旦だん那な！　ブラを摑つかむんじゃないわよ！」

「え？　あ、すみません！　ついとっさに」

「真しん一いち、鱗りんに何してるの！　あと慈じ吾ご朗ろうはなんでこっそりカメラ構えてるの！」

「ずれた水着を激写しようと──もとい、偶然じゃよ偶然」

「そんな偶然があるかっつーの。とりあえず、何とかこの場から逃げないとにゃー」

　と、一人だけ冷静な経ふみ島しま先輩がそうつぶやいた、その時だ。海から無数の氷山が突き立ち、雲の塊かたまりを突き破った。おお。この、きいんと肌に染み入る冷気は、これはまさしく──。

「皆さん、ご安心を。この程度、全すべて散らしてみせます。水さえあれば負けませんわよ」

　いつの間にか船首に立っていた八や雲くもちゃんが、冷たく凜り々りしく言い切った。白い清せい楚そな水着の上に、季節外れの吹雪ふぶきがくるくると踊おどる様に、僕は思わず息を吞のんでいた。

「さすが百ひやく戦せん錬れん磨まの雪女！　頼りになるし絵にもなる！」

「そうじゃろうそうじゃろう。いろんな女性を見てきたが、わしの嫁は世界一じゃよ」

「やっ、やめなさい、人前で！　というか慈吾朗、あなたはとっとと操そう舵だ室しつに行きなさい！」

「うひゃい、了解。でも怒った顔もキュートじゃぞ！」

　怒ど鳴なりつけられた慈吾朗さんが、キャビンの中へと走り込む。溜ため息いき混じりにその後ろ姿を見送ると、八雲ちゃんはイタチさんへと向き直った。

「クズリさん。私は針路の確保に専念しますから、鵺ぬえの相手をお願いしますわね。あの船首の部分に鎌かま鼬いたちで──って、それじゃ雷かみなりで弾はじかれますから、実体化させた刀を使ってください。何発か斬きりつければ、それで追ってこなくなることでしょう」

「確かに、戦えるのってあたしくらいだけど……でも、海の上の相手とどう戦えば」

「案ずるなイタチちゃん！　こんなこともあろうかと、奈な良ら山やまから羽根を貰もらってあるのよ」

　自慢げにイタチさんの言葉を遮さえぎると、経島先輩は水着の胸元から焦こげ茶ちや色いろの羽根を一枚取り出した。飛行能力を始めとする天てん狗ぐの力を一つだけ使えるそのアイテムを、先輩は「さあ飛び立て」とイタチさんへと押しつけたかと思うと、ふいに僕の背を叩たたいた。え、なんで僕？

「何よ、その鳩はと鉄でつ砲ぽう顔がおは。白しろの字じ、イタチちゃんのサポートよろしくね」

「……いやしかし、どうサポートしろと仰おつしやるのか」

「あたしの化ばけの皮かわ衣ごろも譲ゆずってやったでしょ。刀にでも何でも変身すりゃいいじゃん、さあ！」

「いやいやいやいや、無理ですよ！　そりゃまあできるもんならやりますが、化皮衣は大おお祓はらえの時に灰みたいになって消えたって言ったでしょ！　あのジャージがない以上」

「何をごちゃごちゃやっているのです」

　言い争う僕と経島先輩の間に、不ふ機き嫌げんそうな声が差し挟まれた。反射的に振り向けば、洋酒の空あき瓶びんをぶらさげた水着の稲いな葉ば先生が、じろりと僕を見据えて立っていた。今の今まで寝ていたせいか、両目はとろんと眠たげで、そのせいか妙に色っぽい。

「いいですか、鼬いたちの腰こし巾ぎん着ちやく。化ばけの皮かわ衣ごろもは『変へん化げ』という術の具象化したもの。それが崩れたということは、何度も変化を重ねる中で、使い手の中に本質が移ってしまった結果ですから、貴方あなたの中に変化の力は残っているのです。その力が目覚めさえすれば、今なら大した代償もなくその力を使えるはず」

「そうだったんですか？　いやしかし、そんなもんをどうやって目覚め──え」

　無む造ぞう作さに僕の顎あごをくいっと持ちあげると、稲いな葉ば先生がいきなり顔を近づけてきた。

　紅い唇と瞳ひとみがぐうっと迫り、ふわりと鼻に届いた艶つややかな香りに思わず心臓がどくんと撥はねる。イタチさんが「キツネ！」と叫ぶのを尻しり目めに、伝説の妖よう狐こは小さな唇をすぼめると、ふうっと僕に息を吹きかけた。鱗りんさんと経ふみ島しま先輩が「おお」と囃はやす中、蒸留酒の香りを帯びた金色の妖気が、するりと僕の鼻と口へと滑すべり込こみ、かあっと体が熱くなる。……えーと、僕は何をされたんだ？

「稲葉先生。今のはいったい……？」

「ちょっとした術ですわ。これで貴方あなたは私に惚ほれます」

「ああ！　道理で先生がなんだか素敵に見え」

「噓うそです。化皮衣の力を目覚めさせたに決まっているでしょう。一回くらいは変化できます」

　僕の手を冷たく振り払うと、先生はイタチさんに向き直り、これで戦えるだろうと言いたげに微笑ほほえんだ。イタチさんは憮ぶ然ぜんとしたままうなずくと、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす僕の腕をぐいっと引いた。耳と尻尾しつぽを実体化させ、奈な良ら山やまの羽根に「飛ぶ力を」と願いを告げると、いつも優しい妖怪少女は、僕を見ることなくぼそっと言った。

「行くよ、真しん一いち。手伝って」

「あ、うん。刀に変わればいいんだね？　……って、もしかして、怒ってる？」

「……別に」

　慌てて直刀に変化する僕を携たずさえ、イタチさんが船首を蹴けって舞いあがる。海上の風を全身に──というか、刀身に感じながら、僕は刃やいばを研とぎ澄すました。同じくして、敵の姿を捉とらえた鵺ぬえが、ガアッと一声大きく吠ほえる。それを真まっ向こうから見返すと、イタチさんは僕をぐっと握りしめて上段に構え、全速力で降下した。

「真一は──いつもいつも──キツネなんかにでれでれしすぎっ！」

　戦せん闘とう中とは思えないセリフを叫びながら、鵺めがけて僕を振り下ろすイタチさん。言われた鵺も困惑気味だ。というか、やっぱ怒ってるよね、イタチさん。稲葉先生あれで結構いい人なんだから、仲良くすればいいのに。そう思いはしたけれど、怖くて口には出せませんでした。




　　　　＊＊＊




「どうぞ、江え戸ど橋ばしさん。冷えてるから気持ちいいですよ」

「……ん？　ああ、白しら塚つかか」

　線香花火片手に麦茶のグラスを差し出せば、浜辺の岩に腰掛けていたＴシャツ姿の生徒会長は血色の悪い顔を僕へ向け、「ありがとう」と小さく頭を下げた。花火の微かすかな灯あかりの下でさえ顔色の悪さが見て取れるあたり、昼間のクルージングで被こうむった船酔いはまだ抜け切っていないらしい。大丈夫ですかと尋ねれば、江戸橋さんは土つち気け色いろの顔をゆっくり左右に振った。

「もともと船には弱いんだ。しかも、ゆっくり沖を回るだけと聞いていたのに……まさか」

「まさか女の子に弱い船長が酔っぱらった鱗りんさんに舵かじを任せるとは予想していなかった」

「──ああ。正直、あの渦うず潮しおに最高速度で突っ込まれた時は、海に逃げようと思った」

　僕がぼそりと補足すれば、江戸橋さんは力ない声でつぶやいた。だよなあ。僕だって──いや、花火を楽しんでいるみんなだって、同じ気持ちに違いない。実際、奈な良ら山やまは新あら井いさん抱きかかえて飛ぼうとしてたしな。そんなことを回想しつつ、僕は浜を見まわした。

　海辺を包む闇やみの中、あちこちで煌こう々こうと燃える花火の灯りの中に、見知った顔がいくつもいくつも浮かんでいる。男は今朝けさや昨日きのうと同じ服装だったけど、女性陣はみんな浴衣ゆかたを身に纏まとっており、その光景は思わず唸うなるほどに幻想的だった。

「光量が少ない上に背景が真っ暗な海なもんだから、なおさらそう思えるのかな」

　ざざあんと繰くり返かえす波の音を聞きながら、僕はしみじみつぶやいた。誰だれを拡大してもいい顔だけど、全景もまた綺き麗れいなんだよなあ。それはそうと、狼おおかみモードに変身したフィルは相変わらず女の子に大人気で羨うらやましいことこの上ない。あいつ、さっきからずっと美み生うさんとニコ先生のクッションやってるけど、なんとか五分くらい代わってもらえませんかね。そんなみみっちいことを、とっくに消えた線香花火を手にぼんやり考えていると、麦茶を飲み干した江戸橋さんが不思議そうに僕を見上げた。

「せっかくの旅行だろ。伊達だてくんと一緒じゃなくていいのか？」

「こういう風景、遠目から見るのもいいもんですからね。ほら、みんな絵になりますから。江戸橋さんもそろそろ入ればいいのに──って、まだ無理ですかね」

「ああ。立とうとすると吐き気が戻る」

　すまんな、と小声で言い足しながら、やれやれと肩をすくめる生徒会長。よっぽど船に弱いんですねと同情しつつも、僕は「だったら」と問いかけていた。

「どうして別荘で待たなかったんです？　鱗さんが無茶するのは予想外だったとしても、船酔いするのがわかってたなら、そうしたほうが良かったんじゃないですか？」

「もちろん白塚の言うとおりだが……つまるところ、貴重な機会だから、ということだ。俺おれや経ふみ島しまたち三年生にしてみれば、高校生活最後の夏になるわけだからな」

「なるほど」

　ふらふらと頭を振りながらも、江え戸ど橋ばしさんが苦笑した。その何気ない一言に反射的に相あい槌づちを打った三秒後、僕は「あ、そうか」と思わずつぶやいていた。

　言われてみれば当然だ。学生生活がいつまでも続くはずはないし、先輩たちは三年生だから今年で卒業するに決まってる。そんな、とっくにわかっていたはずの事実を改めて自覚させられ、胸の真ん中のその奥に、すとんと寂しい何かが落ちた。

「江戸橋さんも経島先輩も新あら井いさんも、今年でいなくなっちゃうんですね」

「ん。まあ、な」

「ですよね……。で、その次は、僕らの代が三年だから──」

「話題が暗いぞー重いぞー」

「──滝たき沢ざわさんたちともお別れに、って、うわあっ！」

　唐突に、江戸橋さんと僕の間に小さな頭を突き出され、体全体がびくっと震える。って、誰だれかと思えば経島先輩か。驚かさないでくださいよと睨にらんでやれば、結ゆいあげた髪とピンクの浴衣ゆかたがなかなか可愛かわいい先輩は、健すこやかに「やだ！」と胸を張った。そのきっぱりした一言に、先輩に付いてきたのか、いつの間にかそこにいたイタチさんが苦笑する。

「邪じや魔ましちゃ駄だ目めだよ、御み崎さき。真しん一いちも照しよう平へいも、真面目まじめな話してたのに」

「だから邪魔するんじゃないの。花火もせずに何を話し込んでんのかと思えば、卒業だのお別れだの辛しん気きくさい話題ばっかりって、馬ば鹿か？　なんで今ここで寂しいムードに浸ひたらにゃならんのか！」

「え？　うーん、御崎の言ってることはわかるけど……でも、そういうことを考えちゃうと、どうしたってしんみりしちゃうよね。御崎が毎日美術室に来るのは今年までかって思うと、あたしだって寂しいし……。ね、真一？」

　経島先輩に懐かい中ちゆう電灯を向けられ、藤ふじ色いろの浴衣のイタチさんは優しく静かに微笑ほほえんだ。とことん可か憐れんな出いで立たちにバキュンと胸を打ち抜かれながらも（ちなみに今ので三十回目）、僕はこくりとうなずかざるを得なかった。江戸橋さんもまた無言で首を縦に振ったが、見た目だけは永遠の小学生な美術部最上級生は「は」と一声笑っただけだ。そのドライな反応に、僕はイタチさんと顔を見合わせ、そしておずおず問いかけていた。

「その……経島先輩って、寂しくならないんですか？　クールな人とは知ってましたが」

「人を冷血動物みたいに言うんじゃありません。あたしゃ機械か」

　呆あきれかえった先輩の声が、僕の質問をばっさり断ち切る。きょとんと見入った僕ら三人を前に、小さく賢かしこい妖よう怪かい博はか士せは「あのね」と前置きしながら頭を搔かいた。

「私が言いたいのはね、なんで卒業イコール別れになってるんだってこと」

「え？　それって……」

「わかんないかなーイタチちゃん。だからさあ、卒業したらさっくり切れる縁えんもありゃあ、そうでない縁もあるでしょ？　無論、卒業しちゃったら放課後の美術室には顔を出さなくなるわよ。だってそこは次の代とか次の次の代の、まだ見ぬ妖怪探求部の活動の場で」

「そんな部はありません先輩。美術部です美術部！」

「へいへい、了解しました部長。まー要するに、ここに集まった連中の縁は、そう簡単には切れませんよってこと。人生経験十八年の私が言うのもなんだけど、半世紀生きてる雪女夫妻もあんたらは絵に描かいたような腐くされ縁えんになるって保証してたから、それに免じて信じて頂ちよう戴だい」

　浜辺のみんなを見まわしながら、いつもと同じくけろりとした顔でそう言い切ると、経ふみ島しま先輩は腕を組んで僕らに向き直った。子どもっぽいのに妙に大人おとなびて見える不思議な瞳ひとみを、僕やイタチさん、そして江え戸ど橋ばしさんへと向け、先輩は「少なくとも」と先を続ける。

「私はさ、あんたらとの関係を切るつもりはないからね。イタチちゃんしかり白しろの字じしかり。そうそう、言おうと思って忘れてたんだけど、江戸橋とは、卒業したら──んっ？」

　いい感じだった言葉をブツリと断ち切り、先輩はふいに海へと目を向け「始まった！」と一声叫んで走り出した。え、始まったって何が？　「卒業したらなんなんだ！」と不安感丸出しで尋ねる恋人を無視しながら、浴衣ゆかた姿の妖よう怪かい博はか士せは海岸ぎりぎりまで走り、その場で海を見つめて立ち止まる。いったいどうしたんだろう。首を捻ひねりながら、僕はイタチさんとともに先輩の後を追った。

「急にどうしたんです、先輩？　海には別に何も──って。え。え？　ええええっ？」

「わっ！　なっ、何あれ……！」

　ぽかんと呆ほうけた僕の隣で、イタチさんが息を吞のむ。と、その声で花火中のみんなも気づいたようで、「ぎょっ！」「噓うそだろ」「わんわん」「光ってるねえ」「しかもでかい」などと語りながら海岸線へと集まってきた。当然だ、あんなもの誰だれでも見るに決まってる。スケッチブックを持っていないことを心の底から悔やみつつ、僕は沖合で始まったスペクタクルを見つめ続けた。

「……すごい」

　陳ちん腐ぷな言葉が口から漏もれる。

　あの場所はおそらく、今朝、鵺ぬえとやりあったあたりの海だろう。いくつも浮かんだ青や紫の火の玉が、逆巻く海面を華か麗れいに照らし続けていた。時折フラッシュのような激しい光が瞬またたく度たびに、無数の異形のシルエットが、くっきりと闇やみ夜よの中に浮かびあがる。

　全部で何匹いるんだろう。鎌かま首くびを持ちあげた海蛇、壁のような四角い何か、ぼろぼろの帆を張った帆はん船せん、その他いろいろエトセトラ。詳しいことはわからないけど、少なくとも今言えることは二つ。あそこに集つどっている連中は──何しろ、ここから全身が見えるんだから──誰も彼もが、とんでもなく巨大であること。そしてもう一点。あいつらは──いや、彼らは──。

「楽しんでる……？」

　イタチさんが口にしたとおり。彼らは確かに楽しんでいた。正確に言えば、楽しげに踊っていた。それはもう心底朗ほがらかに、まるで何かを祝うかのように、いくつもの巨体が跳ねてうねって海を割る。津波も地震も起きないし、音も聞こえないところを見ると、彼らには実体がない──いや、或あるいは、あの海域そのものが「あちら側」に行ってしまっているのかもしれないけど……正直、そんなことはどうでも良かった。

　今はただあのとんでもない光景を目と脳と心にくっきり焼き付けたい、それだけだ。

　みんなも同じ思いなのか、それとも単に圧倒されていただけなのか、ひたすら沈黙を保ったまま、十一分と三十八秒が過ぎた、その時だ。

「わざわざ現地でポイント確認しといて良かったわ──ん？　ダンスのリズムが変わった！　『宝ほ螺ら抜ぬけ』が来るわよ！」

　経ふみ島しま先輩が拳こぶしを握って宣言し──同時に、海が弾はじけた。

　具体的には、踊りの中心部となっていた海面が、巨大な半球へと膨ぼう張ちようし、そしていきなり破裂した。一瞬後、湧わきあがる海水の中心から蛇のような姿の何かが飛び出し、立派な角と尻尾しつぽを輝かせながら暗い空へと上昇していく。伝説の龍りゆうを思わせる──というか、露ろ骨こつに龍そのものであるそのシルエットを見送るように、水平線上に浮かぶ無数の影は、いよいよ激しく巨大な体を揺るがせ続けていた。

「……すごい」

「おいこら白しろの字じ、あんたはそれしか言えんのか。他ほかの連中も、揃そろって黙りこくっちゃってまあ。だがしかし気持ちはわからんでもない。確かにすげえもんね」

　呆あつ気けに取られたままの僕らを見まわし、経島先輩が微笑ほほえんだ。ええ、と小さくうなずけば、眼鏡めがねの似合う妖よう怪かい博はか士せは自慢げに自身の胸をどんと叩たたいた。

「つまるところ、宝螺抜けの日と場所を割り出した私は実に偉いってことね！　ニコの師匠がこの海岸一帯の持ち主だったのは幸いだったけど、それってやっぱり、このことを知ってて場所を保護したってことなのかにゃー。妖怪に詳しい人だったわけだし──ん、どした白の字。何か聞きたそうな顔だけど」

「いや、ええと、何から聞いていいのか。まず、『宝螺抜け』ってのは」

「長生きしたホラ貝が貝殻を脱ぎ去って龍になり、天に昇る儀式のことね。ああやって龍になったホラ貝のことを俗に『出しゆつ世せ螺ぼら』って言うのです。海の妖怪にしてみりゃあ仲間の成人式みたいなもんだから、ああやってみんなで祝うんでしょうね」

「……はあ。って、まさか先輩、これを見るために今日きようを指定したんですか？」

「びんご！　珍しい妖怪が見られるのなら、学校なんかいくらでも休んでみせましょう」

　親指を立てながら振り返り、心の底から満足げな笑みを浮かべる経島先輩である。あんたの好みにみんなを付き合わせるなよと、そう思いはしたけれど。

「……来て良かったね、真しん一いち」

「うん」

　笑みを浮かべたイタチさんの言葉に、僕はきっぱりうなずいた。

　さっき先輩が言っていたけど、僕らの縁えんはそう簡単には切れないらしい。ってことは、これからもちょくちょく、こんな光景を目まの当たりにする機会があるわけで。

「それ、絵え描かきとしては最高だよなあ。……命の危険がなければだけど」

　どこからか取り出した小さなノートに下絵を描かきはじめたニコ先生と視線を交わしながら、僕は思わずつぶやいていた。だよね、と嬉うれしそうにイタチさんが微笑ほほえむ。その優しくて愛いとおしい顔を、江え戸ど橋ばしさんに「おい！　卒業したらなんなんだ！」と問い詰められ中の先輩を、そしてみんなを──奈な良ら山やまに新あら井いさん、稲いな葉ば先生、滝たき沢ざわさんにライカ、美み生うさんと鱗りんさん、ついでにフィルに豊ゆたかに八や雲くもちゃんに慈じ吾ご朗ろうさん──を見まわすと、僕は頭を下げたのだった。

　皆さん、これからもよろしくお願いします。
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「かーっ！　厄やつ介かいなテストが終わった後だと、いつもは不味まずいこのパンでさえ、なぜかやたらと美味うまいなあ！　なあみんな！」

「そうかな。俺おれはいつだってだいたい美味おいしいけどね」

「奈な良ら山やまに同じくだな。食事は常に快楽だ！」

「あ、そう？　奈良山もアルマもわかってねえなあ。おい白しら塚つかと書いてマイフレンド、お前なら俺の気持ちを理解してくれるよな？」

「穂ほ村むらの言ってることはわかるけど、不味いならなんでいつもそのパン買うんだよ」

　一学期の期末試験が終わった後の、二年Ａ組の教室の一角にて。

　テスト終了と同時に帰ってしまった帰宅部の連中や、自分のクラブで弁当を食う派のクラスメートが抜けたおかげで閑散としたその教室の隅すみで、僕は弁当を食べる手を止め、友人の手の巨大なパンをじろりと見つめた。なんの味付けもされていない楕だ円えん形けいのそれは、いかにもパサパサでなおかつもさもさで、要するにあんまりうまそうではない。

「校門前のパン屋で買ったんだろ？　あの店ならもっとおいしいのが他ほかにあるのに。奈良山の食べてるサンドイッチとか」

「これが一番でかくて安い。『パンクラチオン』の特大コッペ八十円は労働者の味方だぞ」

　そんなこともわからんのかと言いたげに大おお仰ぎように肩をすくめると、穂村は口の中のパンの塊かたまりをパックの牛乳で強引に流し込んだ。さすがは美術部の誇る幽ゆう霊れい部員にして年中無休のアルバイター、そういうところはしっかりしている。一年前に比べて格段にがっしりした体格を前にして感心しつつ、僕は冷えたコロッケを口に運んだ。

　ちなみに今日きようの手弁当のおかずは、卵焼きにちくわにコロッケ。時間がないとついついこういう手抜きメニューになるんだよな、と自じ嘲ちようしていると、隣の席でレタスサンドを手にしていた奈良山が、向かいの席のアルマに尋ねた。

「そう言えば、求ぐ道どう丸まるに聞いたんだけど、アルマのサークル──総合格かく闘とう研究会だっけ？　今日は午後から野球なんだってね」

「ああ。夏休みの道場使用優先権を賭かけて、剣道部と試合だ。最初は総合格闘技バーサス剣道の他流試合を申し込んだのだが、『武器を持たない相手に竹刀しないを振るう趣味はない。と言うかお前らのレスリングやカポエラと戦った場合、どうすれば勝ちなのかさっぱりわからん』と断られてしまってな。多た々た羅ら木ぎ主将も頭が固い。動かなくなれば負けでいいだろうに」

　ばかでかいアルミの弁当箱から白ご飯をかっ込みながら、アルマはぶつぶつと文句をこぼした。いやしかし、それは多々羅木が正しいだろう。コロッケをごくんと飲み込むと、僕は「そのルールは乱暴すぎるよ」と首を振った。

「多々羅木とアルマの本気の勝負は見てみたいけどね。てかアルマ、野球できるの？」

「ふ、見くびるな白塚。この獅し子し岩いわアルマ、かつては少年野球のエースだったのだ。昔取った杵きね柄づかではあるが、コントロールにはまだまだ自信があるぞ」

「へえ、そうなんだ。でも、なんでまたピッチャーからレスラーに？　あ、もしかして、女子は甲子園に行けないから、とか……」

「相手を打ち負かすには、ゲームで勝つより直接組み伏せたほうが早いと気づいたからだ」

　ほっぺたにご飯粒を付けながら、たいへん明確な理由を述べる総合格かく闘とう研究会の女子レスラーさんである。そりゃまあ早いでしょうけどねと穂ほ村むらともども呆あきれていると、ふいにアルマが肩を落とした。鍛きたえた体がげんなり縮み、金髪ポニーがふわりと揺れる。

「そんなわけで、私は野球は大歓迎なのだがな……。ただ、うちの部に約一名、ルールを知らない男がいたのは誤算だった。やつの体力はアテにしていたのだが」

「……あ。もしかしてそれ、求ぐ道どう丸まるかい？」

「正解だ、奈な良ら山やま。付きっ切りで何度も教えたのだが、なぜバットで相手チームを殴ってはいけないのかと真ま顔がおで聞かれても私も困る。今日きよう集まれる部員は九人きっかりだから、代わりもいないしな」

　と、そこでいったん言葉を切ると、アルマは「そこで！」といきなり顔を上げた。ハーフならではの青い瞳ひとみが、僕らを順に見比べていく。

「要するに助すけっ人とがいると助かるのだ。どうだ穂村」

「バイトだから駄だ目めだな」

　期待に満ちたアルマの頼みを、穂村は実にざっくり断った。やっぱりかと溜ため息いきを吐つく総合格闘研究会代表を前に、働きづめのフリーターはパンの最後のかけらを飲み込み、笑った。

「すまんな。でも、入学以来、ずっとバイトしまくって、ようやく、目標の金額まであとちょっと、ってところまで来たんだよ。あとはラストスパートを残すのみだ！」

「へー、そりゃおめでとう。しかし穂村、なんのためにそんなに稼かせいで──」

「そりゃあ言えないんだよマイフレンド。わかってるくせに聞くんじゃねえ。そうだ、アルマの助っ人、お前らはどうなんだよ。どうせ暇だろ？」

　僕の問いかけを途中で遮さえぎった穂村が、こっちに話を振ってくる。もうそろそろバイトの理由を教えてくれてもいいんじゃないかな。卵焼きを箸はしでつまみながら小声でつぶやくと、僕は奈良山と顔を見合わせ、同時に苦にが笑わらいを浮かべてみせた。

「ごめんアルマ。悪いけど、僕、部活があるからさ。そもそも野球も苦手だし」

「む。そう言われてしまえば仕方ないが……。ならば奈良山も美術部か」

「いや、俺おれはちょっと用事があってさ。というわけで、部長。俺、今日きよう休むね」

「へ？　あ、うん、わかったわかった」

　ふいに欠席を告げられ、僕はきょとんとうなずいた。奈良山が来たり来なかったりするのはいつものことなのでそう驚きはしないけど、用事って何だろう。まさかまた一人で神様に立ち向かったりするんじゃなかろうなと邪推していると、穂村がふいにドスの利きいた声を発した。

「……おい、奈良山」

「え。なんだい？」

「まさかお前……また、副会長とデートじゃあるまいな」

　呪のろうような声で問いかけられ、奈な良ら山やまは飄ひよう々ひようと微笑ほほえみながら小さく肩をすくめて見せた。否定しないってことは、どうやら穂ほ村むらの邪推は正解らしい。と、その堂々とした態度を見せられた美術部の誇る幽ゆう霊れい部員は「どうしてこんなやつと……！」と唸うなって机に突っ伏した。年上好きのこいつとしては、憧あこがれの女性（の一人）が友人とつきあいはじめたことが、未いまだに受け入れられないようだ。まあ、その気持ちはわからなくもないけれど。

「穂村、いい加減に諦あきらめろよ。最近の新あら井いさん、幸せそうで可愛かわいいし、僕は好きだよ。お前がひがんだところでみっともないだけだぞ」

「うるせえー！　惚ほれた彼女と一つ屋根の下で同どう棲せいしてるラブラブハッピネス小僧にだな、触れあえる彼女のいない俺おれの気持ちがわかってたまるか！」

　涙目で僕を見据えて穂村が叫び、その大声で教室に残っていた何人かが振り向いた。ああもう、声が大きいよ！　こちらを興味深げに伺うかがうクラスメートたちに「なんでもないから！」と手を振ると、僕は友人へと向き直って卵焼きを突きつけた。

「穂村には何度も説明しただろ？　たまたまだよ、たまたま！　たまたま僕の家が急に潰つぶれて、その後にイタチさんの部屋も偶然事故で住めなくなったから、ちょうど広い下宿を見つけた僕のところに来ることになったんだよ。それだけ。わかったら彼女とか同棲って言うな」

「なんでだ」

「その言葉聞くとイタチさんが怒るんだよ。あたしたちはそういう関係じゃない、って」

　訝いぶかる穂村に小声で告げると、僕は「実際そのとおりだし」と苦笑しながら付け足した。

　もちろん僕がイタチさんのことが好きで好きでたまらないのは言うまでもないけど、それはあくまで僕の一方的な想おもいに過ぎない。イタチさんは誰だれにでも優しい人だから、僕とも仲良くしてくれるし──僕だって、嫌きらわれているつもりもないけれど──でも、だからと言って。

「いくら自分が好きだからと言って、相手の好意につけこんでそこまでの関係を要求するというのは、こっちの思い上がりってもんだろう。──そう思ってるよね」

「うん、そうそう。って、誰？」

　ふいに背中にぼそりと小さな声が届き、僕は思わず振り向いた。心の中をぴたりと言い当てられたので反射的に相あい槌づちを打ってしまったけれど、今のはいったい誰の声だ。そう思って教室を見まわしてみたものの、クラスメートが数人駄だ弁べっているくらいで、真後ろには誰もいない。部活にでも行くのだろう、長い髪の女子生徒が一人教室を出て行くのを横目で見ながら首を捻ひねっていると、缶コーヒーを手にした奈良山が不審そうに問いかけてきた。

「どうしたんだい？　急に振り返ったりしてさ」

「あ、うん。どう説明したらいいのかわかんないけど……今、誰か僕の後ろでぼそぼそ言ってなかった？」

「女子が一人、白しら塚つかの後ろ通って教室から出ていったよ。小さな声で何か言ってたね」

「俺おれには何も言ってなかったように見えたがなあ。つーか、ぼそぼそって何だ？」

「僕がイタチさんのことを好きだとか、そんなこと。僕の心が読まれたみたいだった」

「……あのなあ。お前の本心なんかこのクラスの全員が知ってるぞ」

　ちらちらと背後を気にしながらの僕の言葉に、穂ほ村むらが盛大に呆あきれかえった。その隣ではアルマが「全くだ」とうなずいている。それはそうかもしれないけどさ、と小さな声でつぶやくと、僕は再び眉まゆをひそめた。確かに穂村の言い分は正しいし、クラスの知人に「またのろけてるのか」と呆れられることも多い。けれど、今のは、そういうのとは違うんだよなあ。

「まるで、頭の中で思ってたことを完かん璧ぺきに言い当てられたみたいな……？」

　ほんの少しだけご飯が残った弁当を見下ろしながら、僕は誰だれに言うともなくつぶやいた。その姿を前にして、穂村はきょとんと目を見開くと、「気にすんなよ」と僕の肩を強く叩たたいた。

「お前があんまり伊達だてさんのことばっかり話すから、ちょっとからかわれただけだろ。悩むようなことでもねえよ。なあ二人とも」

「うむ。白塚が暗いとクズリも元気がなくなるぞ」

　穂村に同意を求められ、アルマがきっぱりとうなずいた。一方の奈な良ら山やまは、何も言わずに穏おだやかに微笑ほほえむと、廊下に通じるドアへ向き直り、静かに首を傾かしげていた。

「──ところでさ。さっき教室から出て行ったのって、誰だっけ？」
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「にゃるほど。見た目は地味な女子生徒、その実体は人の心を読む妖よう怪かいか。相変わらずいろんなのが出る学校ですこと。ゾクゾクするわね！」

「いやいや経ふみ島しま先輩。まだ妖怪と決まったわけじゃないですから」

　美術室へ向かう廊下をのんびり歩きながら、僕はカバンを担かついだ肩をすくめた。だいたい奈良山だって妖気は感じられないって言ってましたし。気楽な声でそう付け足せば、隣を歩いていたイタチさんが、神妙な顔で経島先輩へと問いかけた。

「ね、御み崎さき。心を読むような妖怪って、そんなのがいるの？」

「そりゃあもう全国に伝わってるわよ。地域によって名前が違ってて、山やま鬼おにとか山オンジとか思いの魔ま物ものとかいろんな呼び名があるんだけど、一番メジャーなのは覚さとりかしらね。ちなみにこの連中、名前こそ違ってても民話の中でやらかすことはほとんど一緒でね。どこからともなく現れて、目の前の相手の心をずばずば読み当てて怖がらせるわけよ」

「なんちゅう迷惑な。そんなの、どうすりゃいいんです？」

「民話の中では対処法もあるんだけど、それはなかなか難しいからにゃー。まあ、ドライに接すりゃ飽きて帰るんじゃないかしら」

「ふうん。……できれば、出てきてほしくない妖よう怪かいだね」

　ジャージ姿の妖怪博士はかせの講義を聞き、イタチさんは不安げに顔を曇くもらせる。その反応がちょっと意外だったので、僕は「そうかなあ」と口を挟んだ。

「確かに趣味は悪いけどさ。怖がらせるだけなんだから、そこまで嫌いやがる相手でもないと思うけどなあ。問もん答どう無む用ようで人を食おうとするようなのに比べたら、よっぽどましだよ」

「そ、それは……。でもね真しん一いち、心を読まれるのって、すごく嫌じゃない？」

「あんまり。と言うか、全然」

　あっさりと首を横に振れば、イタチさんは「え！」と目を丸くして絶句した。いや、そこまで驚かなくても。オーバーなリアクションに驚きつつ、特別教室棟へ通じる角を曲がれば、美術室の古びた引き戸が視界に入る。フィルはもう来てるかな、と考えながら、僕はイタチさんへと話しかけた。

「だって、心の中で思ってることって、遅かれ早かれ口から出るんだからさ。それを当てられたところで──まあ、気味悪いとは思うけど、それだけだよ。別に困ることじゃない」

「真一はそうかもしれないけど……そうじゃない人もいるんだよ。……あたし、とか」

　僕のけろりとした言葉を聞き、イタチさんは大きく肩を落とした。両手で摑つかんだスポーツバッグが溜ため息いきに合わせてげんなりと揺れ、なぜか頰ほおが薄赤く染まる。なんで照れてるんだろうとその顔を覗のぞき込こんでいると、経ふみ島しま先輩は美術室のドアに手を掛けながらにやついた。

「相変わらず素敵な朴ぼく念ねん仁じんですこと。まあ、かくいう私だって、見抜かれて困る隠し事は特にないのでありましたとさ。むしろ覚さとりがいるならば、一度はこの目で見てみたい。というわけで今日きようも部活を頑張ろう──っと。おお、先客だ」

　美術室に足を一歩踏み入れた経島先輩は、その場で立ち止まると「お邪じや魔まだったかしら」と頭を搔かいた。そして僕とイタチさんもまた、思わずきょとんと足を止め、窓まど際ぎわの机で弁当を片付ける男女二人を見つめてしまっていた。

　どちらも見慣れた顔ではあるし、仲の良い人たちではあるんだけれど、二人だけという取り合わせは意外と言うか、男のほうが非常に羨うらやましいと言うかなんと言うか。と、そんなことを頭の中でずるずると考えている間にも、白のＴシャツにジャージ姿の美み生うさんは空からの弁当箱を二つ、カバンに収めて立ちあがり、僕らにぺこりと会え釈しやくした。

「こんにちは、皆さん。勝手に美術室お借りしてしまってすみません」

「いや、それは全然いいけど……。体操服ってことは、今から園芸部？」

「ええ、白しら塚つかさん。夏は野菜も花も元気に育つ時期ですから、しっかり世話してあげないといけないんです。それでは、お邪魔いたしました」

　礼儀正しく頭を下げ、美生さんは机の上の麦わら帽子を頭に載せて歩き出す。またね、と応じる僕らに笑みを返すと、三つ編み姿も眩まぶしい園芸部員は窓際の席で固まったままの銀髪の男子生徒へ振り向き、

「お昼に付き合っていただいて、ありがとうございました。またご一緒してくださいね！」

　それはもうにこやかに言い残して立ち去ったのだった。

　で、三秒後。

「……さて大おお上がみフィルバート。お前さんいつの間にあの猫娘とそこまでの仲に」

「ちっ、違うんです！」

　経ふみ島しま先輩がいつもの席にカバンを置きつつ話しかければ、沈黙していたフィルが弾はじかれたように立ちあがって吠ほえた。まだ何も聞いてないよと突っ込む暇もなく、白い肌を赤くしながら人狼ワーウルフの少年は「違うんです」と繰くり返かえした。だから何がだ。

「ほんとに違うんですよ！　これはですね、昨日きのうの試験の後にコンビニの前でちょうど美み生う先輩と会って俺おれが昼飯はたいがいコンビニですって言ったら先輩がそれは体に良くないですなんなら私がお弁当作りますもともと三人分作ってますから一人増えたって同じですって言ってくれて、それがいつの間にか今日きようのお昼を一緒にって話になったので教室だと冷やかされるから美術室で食べてただけなんです、もちろんこれはあくまで美生先輩の優しさであって『フィルさんといると弟ができたみたいで楽しい』ってはっきり言われてるんだからこれは決してそういう関係ではないんですよ、だからクラスの連中に大上お前どうやってあんな可愛かわいい先輩墜おとしたんだとかお前なんかもう友だちじゃないあっちいけとか涙目で言われてもそれは誤解だから俺は要するに」

「……ちょ、ちょっと落ち着こうか、フィル？」

　体全体をオーバーに動かしながら必死に何かを訴え続けるフィルへ、イタチさんが歩み寄って声を掛けた。と、その穏おだやかな一声に、エンドレスな弁解がふっと途切れる。一気に喋しやべったもんだから酸素が足りていないのだろう、フィルは突っ立ったまましばらくはあはあと喘あえいでいたが、ややあってドスンと椅い子すに腰を下ろした。その姿を前に、イタチさんと顔を見合わせて苦笑していると、人狼は窓まど際ぎわの席で小さな声をぼそっと漏もらした。

「……違いますからね」

「わかったっての。というか、別に恥ずかしがることじゃないだろ。美生さんにお昼を一緒にって招待されたなら、僕だったら大喜びで自慢して回るぞ」

「うん、それはそれでどうかと思うぜ白しろの字じ。しかし人狼くんよ、猫娘先輩と仲良くするのは結構だけど、初恋相手のニコねーさんはもう諦あきらめたのかしら？」

「──なっ！」

　経島先輩のさりげない問いかけに、沈静化しつつあったフィルの声が再びぐるんと裏返った。遊ばれていることに気づかないまま、人狼の少年はいそいそパソコンを立ちあげている経島先輩へと向き直り「ですから経島先輩！」と真っ赤な顔で叫んだ。

「そういうのじゃないんですってば！　ニコ姉さんは尊敬する画家ですし、美生先輩は優しい先輩であって」

「と、表向きはそういうことにしているけれど実際はどっちも死ぬほど大好きだ、それこそ日替わりで夢に見るくらいに。──そう思ってるよね、君」

　ふと、何の前触れもなく唐突に。

　抑揚のない不気味な声が、フィルの訴えに割り込んだ。

「え」

「今のは」

「誰だれ」

「なんで俺おれの」

　反射的に僕はイタチさんや先輩、フィルと顔を見合わせていた。今の声はこの場の四人の誰のものでもありはしない。その事実を視線を交わして一瞬で確かめあい、揃そろって声のした方向へと振り向けば、そこには──。

「こいつがさっき経ふみ島しま先輩が言ってた覚さとりって妖よう怪かいか。声が教室で聞いたのと同じだから間違いない。それにしてもいつの間に美術室の中に？　──そう思ってるよね、君」

　──長い髪の女子生徒が一人、薄ら笑いを浮かべながら僕らの後ろに立っていた。

　ぼさぼさに乱れた長い髪が鼻先までを覆おおっているので、顔かたちはよくわからなかったが、異様な雰囲気だけは伝わってきた。この時期に冬服ってことを除けば見た目は普通の生徒だけど、大きく裂けた口から覗のぞく尖とがった歯を見る限り、普通の人間ではまずありえない。いや、そもそもそれ以前に、たった今──。

「こいつは僕の心を読んだ、それが何より確かな証拠だ。つまり、こいつは間違いなく覚だ。──そう思ってるよね、君。……ちょっと、返事がないんだけど。どうなの」

「あ、はい！　確かに！」

　念を押すように尋ねられ、反射的にうなずいてしまう僕。そのリアクションが期待どおりだったのだろう、棒立ちのままニタリと口元を歪ゆがめる覚に向かって、イタチさんが凜りんとした声で問いかけた。

「……覚って言ったね。いったい何が」

「目的なのかって、そう思ってるよね、君。そんなの決まってるじゃない。心の中に隠した声を、目の前で無む理り矢や理り明かされて、藻も搔がき苦しむ顔が見たい、それだけよ。それが私の──覚という妖怪の存在する理由なのだから……！　あ、そこの君、声も暗いが目的も暗いって思ってるよね？　大きなお世話」

　キキキと奇妙な笑い声を漏もらしていた覚が、僕を睨にらんでぼそりと告げる。まあ確かにそう思ったけど、だって実際に暗いしなあ。いろんな妖怪見てきたけど、ここまで志こころざしの低いやつは初めてだ。使い勝手の良さそうな能力なのになんてもったいない──と、そう反論しようかとも思ったけれど、どうせ心を読まれるならわざわざ言う必要もない。こっちがわあわあ騒さわぐ姿が見たいってことは、相手にしなけりゃ飽きて帰るだろうし、余計なリアクションしないほうがいいだろう、うん。

　というわけで経ふみ島しま先輩やイタチさんと顔を見合わせながら「早く帰れ」と念を送っていると、見るからに陰気なこの妖よう怪かいは「じゃあ、続きを」とフィルへとその暗い顔を向けた。びくっと怯おびえるフィルを前にして、裂けた口元がニタリと歪ゆがむ。

「さっきはどこまで読んだんだっけ？　──ああ、美み生う先輩とニコ姉さんの、どっちも大好きだってところまでか」

「え。ちょ、ちょっと待て！　勝手なこと言うなよ！　いい加減にしないと」

「いい加減なことなんか言ってないわよ。それは君が一番よくわかっているはず──ふうん、そうか。先輩も姉さんも、自分に対しては友人知人レベルの好意しか持っていないことはわかっているけど、だからって自分から告白する勇気はないもんだから、どちらかが自分のことを本気で好きになってくれないかなんて都合のいい妄想を──」

「やめろおおおおおおおおっ！」

　いきなりフィルが唸うなりをあげた。細いながらも逞たくましい長身が激しく床を蹴けり、目の前の妖怪へと飛びかかる。高一にしては長い腕が力任せに振り抜かれ、覚さとりは避よける間もなく薙なぎ倒たおされる──かと思ったのだが。

「こんなとろくさそうな相手に、どうして当たらないんだって思ってるよね、君。答は簡単、私が君の心を読んでるからよ……」

　なんとも奇妙な光景だった。キキキと妙な声で笑う覚は、ゆらゆらと揺れるだけの動きで、摑つかみかかろうとするフィルの腕を避けていく。くそ、と吠ほえるフィルを、陰気な声が至近距離からあざ笑った。

「だから無む駄だなんだってば……。でも焦あせるのは当然よね。今にも、昨夜ゆうべの夢を言い当てられるんじゃないかって、気が気ではないんだから。ニコ姉さんと美生先輩が水着で」

「うるせえっ、それ以上言うなあっ！　くそ、こうなったら狼おおかみに」

「っておいこらちょっと待った！　落ち着け馬ば鹿か！」

　怒り狂ってポケットから古びた革かわ紐ひもを取り出したフィルに、僕は慌てて組み付いた。こんなところで狼に変身されてたまるか。ぐるるると唸る人狼ワーウルフを後ろから羽は交がいじめにすれば、フィルは肩越しに振り向いて「離してください！」と一声吠えた。

「日中ですけど、幸い月は出てるんです！　変身さえすればあんなやつ一ひと咬かみで！」

「落ち着けってのに！　三メートルの狼が暴あばれたら美術室がめちゃくちゃになるだろ！　相手にするからつけあがるんだよ、ほっとけ！　あと、狼になっても避けられる気がするぞ」

「ぐっ、それは──ですけど、俺おれはこいつが許せません！　白しら塚つか先輩や経島先輩はともかく、だっ、伊達だて先輩の目の前で、あ、あ、あんなことを……！」

　僕に組み付かれた姿勢のまま、フィルはもごもごと言葉を濁にごしてうつむいた。優しく可愛かわいい先輩の前で思春期特有の恥ずかしい夢をバラされてしまったのがよほど効きいたらしい。まあ、その気持ちはわからなくもないけれど、経ふみ島しま先輩が「ともかく」扱いなのはちょっと失礼だと思う。恥ずかしさでぶるぶる震える腕を押さえながらそんなことを考えていると、イタチさんがやや気まずそうにフィルへ声を掛けた。

「大丈夫だよ。あたし、気にしてないから。……その、ええと、そ、そういうこと考えちゃうのは──男の子なんだから、当然だよね、うん！」

「え。や、それは──ううううう……」
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「伊達だて先輩、その優しいフォローが逆に痛いです。そう思っているよね、君」

　真っ赤になって黙り込んだフィルの心を、覚さとりがそっと代弁した。純情な人狼ワーウルフの反応がいちいち楽しくて仕方ないのだろう、もともと大きかった口がさらにニヤニヤと裂けている。見た目も陰気だけど中身もとことん嫌いやな妖よう怪かいである。気が済んだら早いとこ──。

「帰ってくれないかって思っているよね、君。残念だけど、本番はこれからだよ？　さあ、次は──そうだね、さっきからノーリアクションな、そこの眼鏡めがねの君にしようか」

　僕の心をさらっと読みながら、覚は経島先輩へと顔を向けた。その楽しそうな呼びかけに、いつの間にか椅い子すに腰掛けて本を手に取っていたジャージ姿の妖怪博士はかせは、ぱちぱちと目を瞬またたかせてみせた。

「私？　読んだところであんまり面白いもんじゃないと思うけど、終わったらとっとと帰ってちょーだいね。あんたが予想以上につまらん妖怪だったので、私は今気分が悪い」

「へえ、いい強がりね。そういうことを言う子こそ、心の中には知られたくない思いがいっぱい詰まっているものよ？　そんな思いは、隠そうとすればするほどくっきりと──む？」

　突っ立ったまま嗜し虐ぎやく的に笑っていた覚さとりが、怪け訝げんそうに声を詰まらせた。あれ、急にどうしたんだろう。そろそろ沈静化したフィルを近くの椅い子すに座らせながらざんばら髪の妖よう怪かいを見つめれば、覚はようやく口を開いた。やっと経ふみ島しま先輩の心を読み解いたらしい。

「お前は、そう──こないだ見た宝ほ螺ら抜ぬけの祭りで踊っていた妖怪たちは『海うみ塞ふさぎ』や『イクチ』など、ほぼその名前を特定できたけれど、まだ三種類が同定できていない。そろそろ海外の怪かい異いにも手を広げてみるべきかしら。あちらの海の大妖怪と言えば『クラーケン』だけどその名前が『くらげ』と似ているのは何か理由があるだろうか、もしかして共通の語源があるんじゃなかろうかと、そう思っているよね──って。……ちょっと。何よ、これ」

「いや、何よと言われても。ところであんた、クラーケンの語源を」

「知るわけないでしょう……！　と言うか君──どういうつもり？　心を読む妖怪が目の前にいるのに、ずっとこんなこと考えてるなんて」

「わあ、そうダイレクトに褒ほめられると照れちゃうにゃー。へへ、不ふ肖しよう経島御み崎さき、戦せん闘とう中でもデート中でも、脳の六割は常にそんなことを考えております」

　覚にまじまじ見据えられ、なぜか照れくさそうに頭を搔かく経島先輩である。はにかんだ笑顔は可愛かわいかったけど、褒められてるわけじゃないと思います。「さすが御崎だね」と苦笑するイタチさんと顔を見合わせてしみじみ呆あきれていると、ふいに覚が「もういい」とつぶやいた。

「こんなマニアックな心、言い当てたところで面白くもなんともないじゃない……！　思考の速度が速いから読み取るだけでもくたびれるし……最悪ね。相手してやって損したわ」

「いや、勝手に心を読んどいてその言いぐさはないだろ」

「真しん一いちの言うとおりだよ。気が済んだならいい加減に」

「──退散しろって思ってるよね。気分が萎なえたし、そうしてあげてもいいんだけど……」

　と、そこでぴたりと言葉を句切り、覚は僕とイタチさんとを見比べた。ぼさぼさの前髪に隠れた目玉が僕らをまじまじと見据え、抑揚のない声がぼそぼそ漏もれる。

「──最後に、君たちで口直しさせてもらおうか」

「僕ら？　まあ別に構わないけどさ」

「ちょ、ちょっと真一、勝手なこと言わないでよ！　覚、待って！」

「嫌いやに決まっているでしょう……？　じゃあ、どちらから──うん、そうだね。若い男は欲望がはっきりしていて読みやすいから──そのくせ、それを暴あばかれると無ぶ様ざまに狼ろう狽ばいするんだから、たまらないよねえ──少年、君からにしよう」

　大きな口がニタリと歪ゆがみ、覚の顔が僕へと向く。こいつ、小顔のくせに口だけでかいからアンバランスなんだよなあ。せめて口を閉じればもうちょっとしまりのある顔になるのに。じろじろ見つめられながらそんなことを考えていると、覚は「大きなお世話」と言い放った。

「あ、気にしてたんだ？　なんかごめんなさい」

「今さら謝あやまったって遅いわよ……！　私を怒らせた罰として、君の心の奥底まで洗いざらい読み取って──って、え。何、この底の薄さは……？　深層心理と表の顔が直接繫つながっているだなんて、まさか、そんな昆虫みたいな人間がいるはずが……」

「昆虫みたいで悪かったな！　読むならとっとと読めよ！」

「わ、わかってるわよ！　ええと、君は──めんどくさいから覚さとりが早いとこ帰らないかなあ、せっかく期末試験が終わって部活が再開して、放課後にもイタチさんに会えるようになったんだから、お前なんかの相手をしてる時間がもったいない──そう思っているよね。なぜなら、君はこの化ばけ鼬いたちの少女が好きで好きでたまらないから……！」

「うん正解」

　自慢げに言い放った覚に対し、素直にこくりとうなずけば、一歩下がって身構えていたイタチさんが「もう……！」と顔を真っ赤に染めた。それを見た経ふみ島しま先輩とフィルが顔を見合わせ無言で肩をすくめる。そんな光景を前にして、覚はぐらりとよろけた。

「な、なぜそんなにけろりとしている……！　ならばもっと深いところを──ええと、さっきのフィルへのフォローといい、イタチさんはやっぱり優しい人だ。だからこそ僕の相手もしてくれるんだろうし、むろんそんな優しいところが大好きではあるけれど、最近、優しさに甘えてるような気がしてちょっと悪い──そう思っているよね……！」

「あー、それは確かにあるかもね」

「だから、なぜ平然としていられるのよ……！　ああもう──わけのわからないことを延々と思案する眼鏡めがねの小娘と言い、ここは馬ば鹿かの集会所なの？　やってられないわ！」

　なぜかいきなり覚がキレた。そんな勝手な理由で怒られてもなあと頭を搔かいていると、人の心を読む妖よう怪かいは「もういい」とげんなりした声でつぶやいた。

「次はそこの化け鼬のつもりだったけど、完全に興きようを削そがれたわ……。今日きようのところは、このくらいにしておいてあげる！　じゃあ、続きは次の機会に」

「え？　ま、待って！　次って──」

　最後に名指しされたイタチさんが我に返って問いかける。だがそれと同時に、覚はふっと姿を消した。窓やドアから逃げたわけでも、異空間に退散したわけでもなかったが、一瞬前まで僕らの前に立っていたぼさぼさ頭の女子生徒は、今やどこにもいなかった。まだそのへんにいるんじゃなかろうなときょろきょろと周囲を見まわせば、腕を組んだ経島先輩が興味深げに「ふむ」と唸うなった。

「呆あきれかえって消えなさったか。読心術以外にもこんな力も持ってるとはねえ」

「そうだね──って、感心してる場合じゃないよ、御み崎さき！　次って言ってたってことは、また出るってことなんだから！　その前に、早くなんとかしないと！　だよね、真しん一いちっ！」

「へっ？　は、はあ」

　すごい勢いで同意を求められ、僕は反射的にうなずいていた。しかし、確かにタチの悪い妖よう怪かいではあるけれど……そこまで焦あせらなくてもいいんじゃないかな。そう口を挟む間もなく、イタチさんは経ふみ島しま先輩へと詰め寄っていた。

「御み崎さき。やっぱりあたし、覚さとりは放っておけないよ……！　御崎は、飽きるまで待てばいいって言ってたけど、それじゃ駄だ目めだと思う。だからね、覚を追い払うには──あの妖怪が、二度と来ないようにするにはどうしたらいいのか、知ってたら教えて。早く！」

「おお、いつになく熱いわねイタチちゃん。覚の撃げき退たい方法となると──民話だと、覚に次々と思いを言い当てられた被害者が、怖くなって思わず何かをやらかしちゃって、それが撃退のきっかけになるってパターンが王道ね」

「思わず何か？　ええと、たとえば……？」

「いろいろよ。押さえてた箍たがが緩ゆるんで跳ねるとか、火の粉をうっかり飛ばしちゃうとか。で、全く予期してなかったその行為でダメージ受けた覚は、もう二度と来ないって言い残して去るわけ。要するに、覚の感知できない方法で打撃を与えればいいんだろうけど……これ、再現するのは、かーなーり難しいわよ。偶然に頼るしかないんだから。まあ、実体があるんだから、力任せでもどうにかなるかもだけど、心を読む相手にそれもなかなか困難かと」

「た、確かに……」

　経島先輩の解説を聞き、イタチさんが絶句した。うん、その気持ちはよくわかる。なんの準備もしてはいけない、覚がダメージを受けるような偶然を待てってのは、それはもう作戦でもなんでもない。正面から戦うにしても、こっちの攻撃は全部先読みされてしまうわけで。

「うわ。地味な見た目の割に、おそろしくめんどくさい相手だな……」

「しかも性格悪いですしね。──にしても、伊達だて先輩、なんで急に焦り出したんです？」

　僕の漏もらした独ひとり言ごとにうなずきつつ、フィルが不思議そうに首を傾かしげる。いやしかしそんなこと聞かれたってなあ。「僕は覚じゃないからわからないよ」と自じ嘲ちようすれば、それを聞いた経島先輩は、なぜかイタチさんへ「ドンマイ」と優しい笑みを向けたのだった。
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「失礼しまーす。美術部の白しら塚つかですけど」

「「いっ、いらっしゃいませ！」」

「はい、こちらこそお邪じや魔まします──って。え？」

　美術室に覚が現れてから一週間後の放課後。

　夏休みの活動計画表を提出しに生徒会室を訪れた僕は、部屋に足を踏み入たポーズで目を見開いて固まった。え、どうしてこの人たちがここに？　いや、出入り自由な生徒会室だから誰だれがいたって不思議じゃないし、知らない相手じゃ全然ないんだけど──今のぎこちない歓迎の言葉はなんなんだ。

　で、ついでに言えばその衣装も気に掛かる。制服ではなくひらひらしたエプロンドレスとミニスカートに身を包み、頭の上には猫だか犬だかを思わせる耳がついたカチューシャ。どっちもお盆を抱えているところを見ると、ウエイトレスの仮装だろうか。いやしかしなんで放課後の生徒会室でそんなことやってるんだ？　あと、ソファーにどっかり座ってるあの人はなんで今日きように限って黒のベストにスラックスなんだ。いやまあ足長いから格好いいんだけど。

　次から次へと疑問がどんどん湧わきあがるが、誰だれも説明してくれる気配はない。というわけで、後ろ手で戸を閉めながら、僕はおずおずと口を開いた。

「……滝たき沢ざわさんに美み生うさんに鱗りんさんまで？　何やってんの？」

「うっ、うるさいな白しら塚つか！　入ってくるならノックくらいしろよ！」

「急に人が来たからびっくりしちゃいましたねえ。でも、白塚さんで良かったです」

「よー、誰かと思えば元もと旦だん那なじゃんか。どうどう、みんな可愛かわいいっしょ？」

　ウエイトレス姿の滝沢さんがお盆で顔を隠しながら怒り、その隣では同じ衣装の美生さんがほっと胸をなでおろした。そんな二人の傍かたわらで、蝶ちようネクタイも凜り々りしい鱗さんが自慢げに長い舌を躍おどらせる。その問いかけに、僕は「確かに」と首をきっぱり縦に振ると、改めて皆さんを見渡したのだった。

「で、結局何をしてるんですか？」




「はあ、なるほど。夏休み明けの文化祭で、滝沢さんたちのクラスでは喫茶店をやりたいって意見が多いと。どうせなら制服揃そろえたいけど、予算がそんなにないもんで困ってたら」

「う、うん……。その話を聞いた新あら井いさんが、『私のクラスも去年喫茶店やったから、制服が残ってるの。良かったら使っていいわよ』って言ってくれてさ」

「今日、持ってきてくださったんですよね。で、会長さんと副会長さんは、次の生徒会長候補と話があるから留守番してくれって出て行かれたんですけど、そこに鱗さんが見えて」

「どうせなら試着してみようぜーってことになったわけよ。で、そのまま勢いで接客の指導してたら、元旦那がひょっこりばったりぎっこりとやってきたって寸法さね。ねえ赫あか音ね」

「ぎっこりってなんだよ」

　僕の言葉の後を受け、ウエイトレス姿の二人とウエイター風の一人の少女が順に説明してくれた。なるほど、そういうことか。応接用のソファに腰掛けながら納得していると、一人だけ席を立っていた美生さんが、湯気の立つカップを持ってきてくれた。

「どうぞ、白塚さん」

「え？　ああ、わざわざありがとう」

　小さく頭を下げながら、淹いれたてのコーヒーを少しだけ口に含んで飲み込めば、香ばしい風味が口から脳へと突き抜けた。生徒会室のインスタントは飲み慣れているはずなのに（稲いな葉ば先生に何度も淹いれさせられたしね）、今日きようのはやけに美味うまいなあ。ウエイトレス姿の効用だろうかと思いながらちびちびと味わっていると、向かいの席に腰を下ろした美み生うさんは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。化け猫混じりだけあって、猫耳カチューシャがよく似合っている。その横で恥ずかしげにもじもじしっぱなしの滝たき沢ざわさんの犬耳も、今すぐ絵に描かきたいくらいキュートなのは言うまでもない。

「めちゃくちゃ可愛かわいいよね、二人とも。その耳を最初見た時は、化け猫と犬いぬ神がみ使つかいの力が暴走したのかと思ってびっくりしたけどさ」

「にゃっ？　そんなふうにも見えちゃうんですねえ。お気き遣づかいありがとうございます」

「いえいえそんな。で、クラスで喫茶店やるってことは、イタチさんもそれ着るの？」

「伊達だてさんは恥ずかしいから裏方に徹するって言ってたよ──って、そ、そんなにぼくをまじまじ見るなよ、もうっ！　ああ、こんなことなら着替えるんじゃなかった……！」

「照れるな照れるな犬神使い。そういうところが可愛いぞー。しかし、犬とか猫の耳はあるのに、いくら探しても蛇パーツがないのはどうしたもんかと思うわね。仕方ないからウエイターの衣装着てやったんだけどさあ……。正直、この爬は虫ちゆう類るい差別はどうよ」

「いや、どうよと言われましても」

　そもそも耳どころか手足のない動物にどう仮装するつもりなんだか。そんな思いを込めて静かにつぶやくと、僕は隣に座った蛇へび女によう房ぼうさんへと向き直った。手足の長いスレンダーな体型には、スマートなベストとパンツが驚くほどフィットしている。

「鱗りんさん、男装も似合いますね。文化祭の本番も絶対に行き──って。よく考えたら、鱗さんだけクラスも学年も違いますよね。なんで一緒に着替えてるんです？」

「気にしなさんな。ヒロイン二人と元嫁の新しいコス見られて嬉うれしいっしょ」

「ええそれはもう」

　きっぱりと首を縦に振れば、鱗さんは「正直でよろしい」と舌を伸ばして満足げに笑い、美生さんはちょっと恥ずかしくなってきたのか、「にゃっ」と顔を赤く染める。一方、滝沢さんは、一人クールに肩をすくめていたが、ややあって僕へと顔を向けた。

「白しら塚つか、今日は一人なの？　伊達さん、ライカと一緒に妖よう怪かいを追ってるって聞いたから、白塚もそっちに同行してると思ってたのに。ほら、なんだっけ、心を読む妖怪」

「覚さとりのこと？　うん、確かに、イタチさんはここんとこずっとあいつを追っかけてるよ」

　なかなか捕まらないみたいだけどね、と言い足しながら、僕はここ一週間のイタチさんの様子を思い起こして溜ため息いきを吐ついた。あの悪趣味なざんばら髪が出てから、イタチさんはあいつにかかり切りで、放課後も美術室に顔を見せなくなってしまったのだ。

「早いとこなんとかしなくちゃいけないってのはわかるんだけどさ」

　そう言って力のない笑みを浮かべると、僕はコーヒーを一口啜すすった。

　ここ一週間で、覚の被害者は右肩上がりに増えていた。いや、実際に被害に遭あった生徒がどれだけいるかはともかくとして、「通りがかりに『誰だれにも聞かれたくない秘密』をぼそりと言い当てていく女子生徒」の噂うわさがほぼ全校に広まっていたのは間違いない。実際、僕はクラスの女子から聞いたし、フィルや経ふみ島しま先輩もそれぞれ別のルートから聞かされたとか。

　まあ、噂が広がる理由はわかる。誰だって、友人知人には聞かせたくない思いなんて、一つや二つはあるわけで──そう言ったら、稲いな葉ば先生は「一つや二つで済むものですか」と呆あきれていたが──それを言い当てる「何か」が存在すると聞かされて、安心できるはずもない。

「幸い、今のところはまだ、とんでもない被害は出てないみたいだけどさ……。せいぜい寺てら林ばやし先生が、生徒と稲葉先生の前で性せい癖へきバラされて二日休んだくらいだし」

「聞いた聞いた。ヒールで踏まれたいと思っているよねって言い当てられたとか。しかしそれがバレたからって仕事サボるかあ？　タヌキの歪ゆがんだ恋れん慕ぼ、超露ろ骨こつじゃん」

「そっ、そうですねえ……。あまり親しくない私でもわかるくらいでしたから……」

「周りが気づいてるかどうかじゃなくて、本人がどう思ってるかが問題なんだ。どんな些さ細さいなことだって、知られたくないことを堂々と明かされたら、そりゃショックだよ」

　呆れかえった鱗りんさんに向かって静かな言葉で指摘すると、滝たき沢ざわさんは「寺林先生の場合は、あんまり同情できないけど」と言い足した。確かにあのタヌキはなあ。苦笑で同意を示していると、ふいに鱗さんが僕をまっすぐ見つめて口を開いた。

「うん、クズリの性格からして覚さとりがほっとけないってのはわかるわよ。しかしだとしたら元もと旦だん那な、あんたはこんなとこで何を油売ってんのさ。クズリが厄やつ介かいな妖よう怪かい追跡してるなら、役立たずでもサポートに回るのが男の愛というもので」

「付いてくるなって言われてるんですよ」

　腕を組んでお説教する鱗さんの声を、僕はざっくり遮さえぎった。「へ？」と目を丸くするウエイター姿の蛇へび女によう房ぼう、そして顔を見合わせるウエイトレス風の滝沢さんと美み生うさんを前に、僕は大きな溜ため息いきを落とした。

「手伝いたいとは思いますし、実際に手を貸そうとも言いましたよ。学校でも家でも、何度も何度も。……だけど、真しん一いちには一緒に来てもらいたくない、の一点張りで」

「マジ？　クズリ、ああ見えて元旦那のことかなり頼ってるのにねえ。こないだも、『真一は何が出ても真一だから、見てると落ち着く』って言ってたのにさ、なんでまたそんなことに」

「さっぱりわかりません。少なくとも僕は教えてもらってないです」

　鱗さんの問いかけを受け、僕はげんなりと首を振った。

　まあ、冷静に考えれば、ある程度の見当は付く。覚は、人に知られたくない秘密を好んで公表したがる妖怪だ。で、そいつを追っかけるのに付き合うなってことはつまり、イタチさんには何かしら僕に聞かせたくない思いがあるんだろうなと、そう自然に考えられるわけで。

「イタチさんが何を思ってても気にしないよって言ったんですけどね。だけどイタチさん、覚はなんとかする、だから少しだけ待っててって、そればっかり。そう言われても」

「にゃっ？　『待ってて』って……クズリさんが、そう仰おつしやったんですか？」

「何を待てばいいのかと──え？　あ、うん。昨夜ゆうべ、皿洗ってる時に、ぽつりと」

　急に食いついてきた美み生うさんに驚きつつ、僕はこくこくうなずいた。と、それを聞いた猫耳カチューシャの猫娘さんは、自分の胸にそっと手を当て、嬉うれしげに安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。何が何やらわからないが、安心し切ったその笑顔が美しかったのは間違いない。というわけでぽけーっと見とれていると、美生さんはこちらを見据えて立ちあがり、唐突に僕の手をぐっと握った。指に伝わる柔らかな感触と、間近から漂ただよう優しい香りに、思わず鼓動が跳ねあがる。

「え、えーと……急にどうしたの、美生さん？」

「いいですか、白しら塚つかさん。クズリさん、やっと、やっと決心されたんです。だから──白塚さんも、ちゃんと待って、しっかり答えてあげてくださいね。絶対ですよ。絶対に絶対！」

「はっ、はい！　……と勢いでうなずいてはみましたが、なんの話だかさっぱりでして」

「なんで急に敬語になってるんだ」

　翠みどりがかった丸い瞳ひとみに至近距離から見据えられて困惑する僕に向かって、今度はドライな声が飛んできた。それに釣られて視線をずらせば、いつの間にか美生さんの隣に立っていた滝たき沢ざわさんが、腰に手を当てながらやれやれと首を振った。

「美生さんは待てって言うけどさ、伊達だてさんにそこまでさせるのってぼくはどうかと思うよ。本来、白塚から言い出すべきことだろ」

「いいえ、今はクズリさんの気持ちを尊重すべきです。せっかく決心されたんですよ？　ここで出鼻をくじかれるなんて、可哀かわい想そうです！　それに、白塚さんがその気になるのを待っていたら、伊達さん、間違いなくおばあちゃんになっちゃいますよ」

「確かにそんな気はするけど……。でも、だからって、伊達さんばっかり苦労するのはおかしいよ。あの人、ただでさえ苦労性なのに──」

　滝沢さんの言葉に、美生さんがきっぱりと反論し、滝沢さんがさらに言い返す。

　どうやら僕とイタチさんのことで口論しているようだけど、何が問題になっているのかが、どうにも今ひとつぴんと来ない。滝沢さんが主張してるのは、こないだ説教されたあれ──イタチさんにどうしてほしいのか、それを自分から言うべきだというあの話題──かなとは思うものの、口を挟むタイミングがないので確認することもできない。仕方ないので、目の前で繰くり広ひろげられる二人のウエイトレスさんによる論争を二人とも可愛かわいいなあとでれでれしながら──もとい、静かに眺めていると、ずっと黙っていた鱗りんさんが、冷静な口調で話しはじめた。

「ね、元もと旦だん那な。アタシは別にどうこう言うつもりもないけどさ」

「──え」

「とりあえず赫あか音ねはスパッツ脱ぐべきよね。せっかくのミニスカが！」

　滝沢さんの腰をまじまじ見つめつつ舌打ちする蛇へび女によう房ぼうである。深いこと言ってくれるのかと期待した僕が馬ば鹿かでした。声に出さずに呆あきれつつ、「確かに」ときっぱり答えれば、激論中の二人の少女は僕を見つめて同時に肩を落としたのだった。え、なんで？
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　で、その約十分後。生徒会室を後にした僕が階段を下っていると、セーラー服の女子生徒が階下から飛んできて壁に当たって崩れ落ちた。

　ちょっと待て、いきなりなんだ？　いじめかケンカ？　それにしたって吹っ飛び方がオーバーすぎないか？　アクション映画じゃあるまいし──。

「って、分析してる場合じゃないだろ！　だ、大丈夫？」

「当然でしょう。どんな威力で殴られようと、既に読んでいた攻こう撃げきなど、私にはなんの意味もないのだから。甘く見ないでちょうだい」

　駆け寄った僕を冷たく見据え、踊り場に倒れていた女子生徒がむくりと体を起こす。長い前髪に隠れた顔を見た瞬間、僕は思わず立ち止まっていた。「覚さとり！」と短く相手の名を呼べば、人の心の秘密を暴あばく悪趣味な妖よう怪かいは、キキキと奇妙な声で笑い──あっという間に姿を消す。イタチさんに連絡する暇もない早はや業わざに呆ぼう然ぜんとしていると、階下から悔しげな声が響いた。

「おのれ、逃がしたか！　今の一撃は手て応ごたえがあったのだが……！」

「一撃？　ああ。覚を殴り飛ばすなんて、どこの誰だれかと思ったら」

　なるほど、彼の仕し業わざでしたか。木刀を担かついで階段を駆けあがってきた剣道着の男を前に、僕はなるほどと納得し、そして同時に賞賛していた。

「さすが化け猫混じりの剣道部員。心を読む相手に攻撃を当てるなんてすごいよね」

「相手の反応速度以上のスピードで木刀を振り抜いただけのこと。褒ほめられるような技術ではないし、そもそも逃がしてしまったのでは何の意味も──」

　と、そこまで語ったところで、多た々た羅ら木ぎはようやく僕に気づいたらしく。構えていた木刀を振り下ろすと、「白しら塚つかか」とドライな声でつぶやいた。相変わらずぶっきらぼうな態度だ。多々羅木家兄妹きようだいとは去年以来の付き合いだけど、妹さんに比べるとお兄さんはどうにもとっつきにくいんだよなあ。そんなことを今さらのように思いつつ、僕はこくりとうなずいた。

「まあ白塚ですけども……。多々羅木も覚を追ってたの？」

「たまたまだ。部活中にいきなり現れ、俺おれや部員を相手に、ろくでもないことを吹ふい聴ちようしはじめたのでな。美み生うや鱗りんから噂うわさは聞いていたから、これは捨て置くわけにもいかないと」

「ああ。それで追っかけてきたわけか。しかし『ろくでもないこと』って何？」

「ん？　それはお前、俺が滝たき沢ざわを──うるさい黙れ」

　慌てて言葉を飲み込みながら、多々羅木は僕に木刀を突きつけた。その眼光は鋭いものの、頰ほおが薄赤いのでどうにも迫力に欠けている。そもそも自分で話しておきながら「黙れ」も何もないと思うんですが、それを言ったって怒らせるだけだろうしなあ。はいはいと素直にうなずくと、僕は「それはそうと」と話題を変えた。

「多た々た羅ら木ぎ、最近、結構妖よう怪かいの相手してくれてるよね。ほら、先月は剣道部員を襲おそった牛ご王おうと戦ってたし。前はそうでもなかったと思うんだけど……何かあったの？」

「特にない」

　とりあえず木刀を納めてください。そうジェスチャーで頼みながら尋ねれば、剣道着の似合う偉い丈じよう夫ふは、無む造ぞう作さに首を横に振ると、抑えた声で「ただ」と付け足した。

「剣道部の主将として、部員を守るのは当然のこと。引退が近づくにつれ、そう思えてきたのでな、自分に従っているまでだ」

「はー、なるほど。意外と立派な主将なんだね」

「その他人ひと事ごとのような言いぐさは何だ！　お前も一応美術部の部長だろう」

　素直に感心したらいきなりぎろりと睨にらまれた。いやしかしうちの部員はみんな僕より強かったり賢かしこかったりするわけなので、守るだなんてとてもとても。むしろ守っていただいてます、とへりくだって説明すれば、多々羅木は露ろ骨こつに僕を哀れみ、そして小さく噴ふき出した。いつも武骨な仏ぶつ頂ちよう面づらに一瞬だけ浮かんだ笑みは、意外なまでに優しげで、僕は思わず見入っていた。へえ。これはこれでなかなか。

「……何をじろじろ見ている。まあいい、お前はお前で好きにやれ。俺おれも俺の思うようにやるだけだ。名実ともに多々羅木家の当主となった以上、自分に恥じない振る舞いをせねばな」

「名実ともに？　今の当主って、入院してるお祖父じいさんじゃなかったっけ？」

「祖父なら先日、老人ホームに移った。その際、当主の名を正式に譲ゆずられたのだ。いつまでも子どもでもないだろう、最近のお前はしっかりしてきたから安心だ。そう言われた」

　責任を自覚しているのだろう、深い声で語りながら、多々羅木は木刀を握り直した。その姿を前に、僕は言葉を発せなかった。さっきの生徒会室でのことと言い、みんないろいろ──誰だれかのことや自分のことを──考えてるんだなあ。それに引き替え、僕はどうなんだ？　そんなことを考えながら若き当主を見つめていると、多々羅木はぼそっと小さな声でつぶやいた。

「……当主の自覚がどうとかいう話は美み生うや鱗りんには言うなよ。気恥ずかしいのでな」

「え？　あ、うん。わかったけど、他ほかの誰か──たとえば滝たき沢ざわさんには？」

「……滝沢には、先日、話した。気負いすぎだと苦笑されたがな」

　顔を薄赤く染め、もごもご語る剣道部員である。真面目まじめな堅物同士、順調に仲良くなっているようで何よりだね、とは思ったが、それは口には出しませんでした。
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「ふーん、豊ゆたかも覚さとりと戦ったんだ。あの覚に攻こう撃げきが当たるってすごいね……」

「まあ、結局は効きいてなかったんだけど。覚の口ぶりからすると、あいつが予測した攻撃は、威力に関係なく無効化されちゃうみたいだよ。卑ひ怯きようすぎる能力だよね──えーとイタチさん、あと、何を買うんだっけ？」

「ティッシュと蚊取り線香。安売りしてるんだから買っておかないと」

「ああ、それだ」

　そしてその日の下校中、足を伸ばして立ち寄った、駅前の大型スーパーにて。

　こっちだよ、と先導するセーラー服の後ろ姿に、僕は買い物かごを手に提さげながらのんびり続いた。下宿の家賃は確かに破格だったけど、父とうさんからの仕送りとイタチさんの生活費を合わせたところで、そう多くはないわけで、生活費を節約するに越したことはない。同居人がしっかりしてる人で良かったなあと感謝しつつ、僕はイタチさんへと話しかけた。

「そう言えばさ。イタチさんの生活費って、どこからともなく定期的に出てくるよね。あの金額って、どうやって決まってるの？」

「え？　うーん、怪しまれない程度に生きていくのに必要な、最低限のお金……ってことなんじゃないかな、たぶん。妖よう怪かいが人に化けるって、そういうことだから」

　五個入り百九十八円のボックスティッシュを吟ぎん味みしながら、イタチさんは「あたしは元々この姿だから、化けてるわけじゃないけどね」と付け足した。うん、それはよく知ってる。ティッシュを受け取りながら笑みを返し、僕はイタチさんともども通路を曲がった。次は蚊取り線香か。売り場はあっちだっけと目星を付けて歩いていると、隣から「ごめんね」と申し訳なさそうな声が届いた。

「買い物、全部持ってもらっちゃって。帰り道では半分持つから……」

「いいよ、そんなの。イタチさんは覚さとり退治に学校中走りまわってるんだから、これくらい」

「……ありがと、真しん一いち」

「いえいえ。で、さっきの覚の話なんだけどさ。あれ、なんとかなりそうなの？」

「えっ？　うーん……そうだね……。やっぱり、予測できない攻こう撃げきを命中させるしかないとは思うんだよ……。御み崎さきが言うには、一発だけでも当てられれば、それで追い払えるらしいから」

「確かに、その手しかないか。でも、どうやってその一発を？」

「まだわかんない。御崎と相談してみるね」

　僕を元気づけるかのように、イタチさんが優しく笑う。頼たより甲が斐いに満ちつつも守ってあげたくなる笑顔を前にして、僕は思わず足を止め、そして見入った。と、その反応が気恥ずかしかったのか、セーラー服の妖怪少女は頰ほおを薄赤く染めて目を逸そらすと、ぼそりと小さな声でつぶやいた。

「あ、あのね、真一……。昨夜ゆうべも言いかけたんだけど──この事件が終わったら、あたし、真一に、聞いてほしいことが──自分で言う前に、覚に言い当てられたくなくて──」

　消え入りそうな微かすかな声が、小さな口から切れ切れに漏もれる。店内に流れるにぎやかな音楽のせいで、意味はほとんどわからなかったけど、今のイタチさんがすごく頑張っていることだけは、痛いくらいに伝わってきた。だから僕は、何も言わずにその横顔を見つめ続け──って。

「んんっ？」

「だからね、あたし──な、何？　急に変な声出さないでよ……！」

　いきなり訝いぶかるように唸うなった僕に、イタチさんが向き直った。殺虫剤コーナーの陳列棚を背景に、こっちを見据えるその顔は──うん、間違いなくいつもどおりのイタチさんだ。何度か自分の目を瞬またたいてそれを確認すると、僕は「うーん」と首を捻ひねった。

「今、一瞬、イタチさんの姿がフッと消えた気がしたんだけどなあ……」

「え。あたし、ずっとここにいたよ？」

　蚊取り線香に手を伸ばしたまま、きょとんと目を丸くするイタチさん。僕は「だよね」とうなずくと、買い物かごを持っていないほうの手でごしごしとまぶたを擦こすった。

「最近、ちゃんと絵を描かいてないから目が疲れてきたのかも。海で見た宝ほ螺ら抜ぬけがすごすぎて、ラフスケッチから進んでないからなあ。構図も何も決まってないし」

「絵を描いてないからって……。それ、普通、逆じゃないかな」

「そうかなあ。で、さっきの話なんだけどさ。この事件が終わったら何？」

「え。そ──それは──明日！　明日にはわかるはずだから！　ほら、レジ行くよ！」

　再び顔を赤く染めたイタチさんが、ずんずん先へと進んでしまう。結局なんの話なんだかさっぱりわからなかったなあと苦笑しつつ、僕はその後を慌てて追った。
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　そして翌日の放課後。

　屋上の給水塔の影が落ちる倉庫棟の裏の空き地にて、僕はイタチさんと気まずい顔を見合わせていた。二人揃そろって無言のまま、足下にそうっと目を向ければ、ざんばら髪の女子生徒が、頭を押さえた姿勢でうつ伏せに倒れているのが目に映る。陸上競技で使うような砲丸が傍かたわらに転がっているところを見ると、どうやらこれをぶつけられたらしいが──。

「──まさか死んでるんじゃあるまいな、覚さとりはムカつく妖よう怪かいだけど目の前で死なれると気分が悪いし死体が残ると始末に困る、どうせなら跡形もなく消えろと思っているよね君！」

「ひゃあっ！」

「うわっびっくりした！」

　怒声とともに覚が跳ね起き、僕らは思わずびくんと震えた。イタチさんの後ろに隠れながら「生きてたの？」と恐る恐る尋ねれば、人の心を暴あばいて楽しむ悪趣味妖怪は「私は死なない妖怪なのよ」と僕らを睨にらみ、そしていきなり大声で吠ほえた。

「と言うかね、そうでなかったら死んでたわよ！　何考えてるのあんたたち！　仮にも女の子の姿の相手を、こんな卑劣な罠わなにかけるだなんて──あれ？　体が薄れてきた？　そっか、一いち撃げきでも食らえば退散条件をクリアしたことになっちゃうんだっけ？　駄だ目め、せめてあとちょっと、この極ごく悪あく非ひ道どうな妖よう怪かいハンターどもの心の闇やみを暴あばいて──あああああああ！」

　倉庫棟裏に響く悔しげな絶叫。耳に付く残響音だけを残し、ざんばら髪の女子生徒の姿がかき消える。かくして、夏休み前の全校を騒さわがせた妖怪は、綺き麗れいさっぱり消失したのであった。めでたしめでたし。美術部の次回の活かつ躍やくにご期待ください。

「──って、イタチさん？　僕、経ふみ島しま先輩から『面白いから見に来い』って電話で呼ばれて来ただけだから、事情がさっぱりわかんないんだけど。来たらいきなりイタチさんの前で覚さとりが倒れてたけどさ、一体全体どうやって」

「覚を攻撃できたか、って？　そんなの、あたしだってわからないよ」

「はい？　だって昨日きのう、経島先輩と作戦を立てるとか」

　自信ありげに言ってたのに。そう続けようとした矢先、ふいにポケットの携帯がぶるるると震えた。取り出してみれば発信元は見慣れた名前だ。こんな時になんだろうと電話に出れば、いきなり勝ち誇った声が耳に届いた。

「よっほー白しろの字じ！　イタチちゃんもそこにいるわよね？　こちら、頭脳明めい晰せき愛あい嬌きよう抜群、見た目は子どもで頭脳はマニア、経島御み崎さき、経島御崎、あなたの経島御崎でございます！」

「はいはい。またテンション高いですね先輩」

「当然！　あの難敵、覚を撃退したんだもん。心も体も熱くなるっつーの。ああ！」

「急に叫ばないでくださいよ。しかし、どうやってあいつを追い払ったんです？」

「ぬっふっふ。実にいい質問だねサンチョパンサくん」

　電話の向こうの幼い声が、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。どうやら解決編に入ったらしい。サンチョパンサって誰だれですかと聞きたい気持ちをぐっと堪こらえつつ、興味深げに耳を寄せたイタチさんともども話の続きを待っていると、「だからさあ」と明るい声が耳に届いた。

「連日の覚の行動パターンを分析した結果、奴やつこさんが心を読める範囲はおおよそ半径十メートル以内ってことがわかったわけ。そこで私たちは考えました。イタチちゃんには作戦の具体的な内容を一いつ切さい知らせないまま、ターゲットを追いつめてもらおうと！　ね、イタチちゃん」

「うん。あたしが作戦知ってたら、覚に心を読まれちゃうもんね」

「そーゆーこと！　で、作戦現場に何も知らないターゲットが現れたらば、後は、次期生徒会長候補の出番ってわけ！」

「つまり私が屋上から砲丸を全力で投げつけ、ミッションコンプリートというわけだ！」

　唐突に、豪快な声が先輩の解説に割り込んだ。いきなりの大声に思わず耳を押さえつつ、僕はイタチさんときょとんと顔を見合わせた。この豪ごう放ほう磊らい落らくな笑い声は、間違いなく──。

「……アルマ？」

「だよね？　屋上って言ってたけど──あ、あれか」

　ひょいっと顔を上げて屋上へと視線を向ければ、沈む夕日を背景に、給水塔の上で片手を振るシルエットが目に映った。遠くて顔までは見えないが、金髪ポニーでレスリングスーツの生徒なんてそうそういるはずもないので、あれがアルマに間違いない。次期生徒会長候補ってのも気になるが──案外、適任な気もするけれど──今はそれより覚さとりの一件だ。その隣のジャージを羽は織おった小さな人は経ふみ島しま先輩か、と確認すると、僕は電話口へと話しかけた。

「もしかして、太たい歳さいで強化されたアルマの力で、心を読まれない距離から砲丸を思いっきりぶつけたってこと？　アルマは野球やってたから、コントロールも悪くないし」

「白しろの字じ正解！　どうよどうよ、なかなかいい作戦だったっしょ？　太歳補整パワーで投げ込む砲丸は音速超えるからね、気づいてからでは逃げらんないのよ！」

　電話の相手が、再び経島先輩へ切り替わる。いかにも褒ほめてほしそうなその声に、僕は「結果オーライとは思いますが」とうなずき、ぼそりと一言付け足した。

「……わざわざ砲丸使わなくても良かったんじゃないですか？」

「だってスナイパーが普通のボールは軽すぎてすっぽ抜けるって言うんだもーん。ねえ？」

「ええ。全くこちらに気づいていない相手に砲丸を投げつけるのは少々フェアでない気もしましたが、悪あく辣らつな妖よう怪かいに遠慮は無用。全力でやらせていただきました」

「うむその意気や良し。次の合かつ戦せんも期待しておるぞ」

　きっぱりとしたアルマの宣言を受け、先輩が満足げに笑う。いやいや、いつから合戦になったんだ。イタチさんと顔を見合わせて呆あきれていると、電話の向こうの先輩が、ふいに「もっとも」と苦笑した。

「私だって、乱暴な作戦だったとは思ってるのよねー。それに、妖怪馬ば鹿かとしては、覚の振る舞いをもーちっと観察したかったってのもまた本音でさあ。ほら、もうすぐ夏休みだし、そうなったら学校にいる生徒も減って、被害も少なくなるかなと」

「ああ、確かに。でも、だったらどうして」

「イタチちゃんのため」

　僕の問いかけを遮さえぎった明るい声に、隣でやりとりを聞いていたイタチさんが「え？」と目を丸くする。その仕草を確かめるように一呼吸を挟むと、先輩は照れくさそうに笑ってみせた。

「焦あせってたからねー、イタチちゃん。自分で言う前に心を読まれちゃ決心の意味が──って、失敬、余計なことを言いかけました。つまるところ、引退も近づく三年生として、出来のいい後輩の力になりたいなあと、私らしからぬことを思ったわけ。ほんと自分でも笑えるわ」

「ですよねー。雪でも降るんじゃないですか」

「うるせえぞコラ。あんたの家で拾った人ひと形がたで呪のろってやろうか」

　一瞬前の優しい口調とは打って変わった脅おどし文もん句くが、受話口から静かに響く。すみませんでしたと慌てて謝あやまれば、先輩は満足げに「うむ」と微笑ほほえみ、そしてイタチさんと電話を代わるよう促うながした。はいはい、了解。うなずきながら携帯電話を手渡すと、イタチさんはなぜか赤い顔でそれをそっと耳元へ添えた。

「もしもし、御み崎さき……？　あの、さっきの話だけど……あたし、そんなに焦あせってた？」

「ええ、それはもう。ま、なんにせよ、これで秘密を暴あばく無ぶ粋すいな妖よう怪かいはいなくなったわけだから──ぬふ。ぬふふふふふふ」

「え。な、何、その笑い……？」

「もう、わかってるくせにー。この一件が片付いたらって言ってたわけだし、今夜決行の予定なんでしょ？　頑張りなさいね！　ではここで友人代表獅し子し岩いわアルマさんの送辞です！」

「事情は先輩から聞いたぞ！　決めてこいクズリ、お前ならいける！　女は度胸だ！」

　楽しげに先輩が笑い、そしてアルマが豪快に檄げきを飛ばせば、イタチさんは何も言わずに黙り込んでしまった。正直、なんの話かよくわからないのだが、「教えて教えて」と口を挟める雰囲気でもない。仕方ないので疎外感を覚えつつ成り行きを見守っていると、ややあって、イタチさんが顔を上げた。なぜか真面目まじめな顔になった妖怪少女は、屋上でぶんぶんと手を振る二人をまっすぐ見上げると、「うん」と首を縦に振ったのだった。
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「好きだよ」

　二枚目のシチュー皿を洗い終えた時、イタチさんがそう言った。

　時刻は夜の八時半。覚さとりの一件が片付いた後、いつものように二人で帰り、どことなくぎこちない空気の中でご飯を食べて、今はその後片付けをしているところだ。今日きようは木曜日なので僕が洗う係でイタチさんが拭ふく係。目の前には、古くはあるけど綺き麗れいに磨かれたステンレス製のシンクと、カーテンのない小さな窓。暗い窓には、スポンジと皿を摑つかんだ僕と、布ふ巾きんを手にしたエプロン姿のイタチさんとが、二人並んで映っており、流しっぱなしの水道はじゃあじゃあと吞のん気きな音を台所に響かせている。

　そんな、昨日きのうや一昨日おとといと何も変わらない風景の中で、イタチさんは、なんとも唐突に、その四文字を口にしたのだった。

「えーと──イタチさん？　どうしたの急に」

　あまりに脈絡のない発言を受け、僕は反射的に問いかけていた。外国語で話しかけられたわけでもないのに、意味がどうにもわからない。洗い終えた皿を水切り籠かごに入れながら、僕は「あ、もしかして」と先を続けた。

「おかずのビーフシチューの話？　僕も好きだよ。でも、どっちかと言えばハヤシラ」

「違う」

　ぼそりと言い放たれた一言が、僕の気楽な言葉をざっくり遮さえぎり、そして流れる沈黙の時間。わけがわからないままに、脈拍がどんどんと早まっていく。なぜかその理由を考えないようにしながら、そうっと右隣の様子を窺うかがえば、イタチさんは手にした皿を顔を隠すように掲げ、

「……真しん一いちの、こと」

　小さな声で──だけど、水道の音に邪じや魔まされずに僕の耳にぎりぎり届く声量で──はっきりと、そう言い切った。

「へっ？　僕？」

　思わず漏もれる間抜けな声、そして再び訪れる沈黙タイム。

　右を向きたくて向きたくて仕方ないのに、どうしてか首が全然動かず、ついでにサラダボウルとスポンジを摑つかんだ手も動かない。そしてそのまま一分が経過し、少なくとも洗面器二杯分くらいの水を無む駄だにした後、僕はようやく次の言葉を発していた。

「それは、もしかして──僕が、イタチさんのことをめちゃくちゃ好きだよねという確認で」

「違う」

「違うって、いや、そんなことないよ。こんな噓うそなんか吐つけないし」

「ううん。そういう意味じゃないっていう、『違う』だよ」

　静かな声で僕を再び黙らせると、イタチさんは「逆」と静かに言い足した。

　──逆。

　その言葉が耳から脳へと到達し、意味を理解したその瞬間、心臓と全身がバクンと震えた。だってあれだぞ、今のはどう考えても、僕がイタチさんをめちゃくちゃ好きだというあの一文に対して告げられたものであり、それはつまりイタチさんが僕のことを──。

　駄目だ。思考回路がぐるぐる渦を巻きはじめ、自分の意思がまとまらない。嬉うれしいんだか混乱してるんだかわからないまま、ボウルとスポンジを持って直立する僕の隣で、イタチさんは困ったような笑みを浮かべた。と言うか、少なくとも窓に映る表情を見る限りでは、そう見えた。

「……ごめんね、真一。急にこんなこと言い出して、びっくりしたよね。何度も、何度も言おうとしてたんだけど、どうしても──その、勇気が、出せなくて。真一はいつでも気持ちを正直に伝えてくれるのに、あたしはどうしてこうなんだろうって。赫あか音ねや美み生うにも相談に乗ってもらってね、やっぱり自分から伝えようって決めたんだけど、そんな時──」

「どうして僕？　いつから？」

「覚さとりが出た──え」

　ついつい漏もれた質問に、イタチさんが固まった。正直、この問いかけは自分でもどうかと思ったけど、言っちゃったものは仕方ない。と、一瞬前までどうにかこうにか言葉を紡つむいでいたイタチさんは大きくその目を見開き、「えーとえーと」とうろたえた。

「そっ、そう来るとは思ってなかった……！　どうしよう、どうしよう！　このパターンは練習も想定もしてないよ……？　えと、ええと、うん、だから、ねっ？　にゃーっ」

「びっくりした時の美生さんみたいになってるよイタチさん！　ごめん、今のは僕も悪かった！　答えづらいなら無理しなくてもいいから！」

「大丈夫！」

　謝あやまりながら右を向くのと同時に、イタチさんは力一杯そう告げた。とっくに水気のなくなった皿をごしごしがしがし拭ふきながら、Ｔシャツとミニスカートの上にエプロンを重ねた姿の妖よう怪かい少女は、ぼそぼそと何かをつぶやきはじめた。

「質問は、『どうして真しん一いちか』と『いつから』だよね。うん大丈夫、答えられる、答えられるよ、真一のことなんだから……！　まずは、ええと──優しいから！　それに、正直だし、素直だし、明るいし、丈夫だし、意外とマメだし、料理も掃除も意外とできるし」

「いや、そんな大した者ではありませんが。見てのとおりの地味な男で」

「真一は黙っててっ！　それと、恥ずかしいからこっち見ない！」

　そうっと反論してみれば、いきなり激しく怒られた。「はいすみません」と謝りながら慌ててシンクに向き直り、ずっと摑つかんだままだったサラダボウルを再び洗っていると、ややあって右隣からのぼそぼそが再開された。

「もう……。すぐに自分を悪く言う癖くせは、ちょっと、ほんとにちょっとだけ、嫌きらいだよ……？　それに、女の子に──というか、キツネとかキツネとかキツネとかに、でれでれするのも、えと──どう言ったらいいかな、『むー』って思う。ほんとに思う。いっつも思う」

　途切れ途切れに語られる言葉は、消え入りそうな声なのに、なぜかしっかり耳へと届く。そうか、僕は稲いな葉ば先生にそんなにでれでれしてたのか。今後は気を付けないと。口を利きくと怒られるのでそう心の中で自戒していると、ふと、窓に映るイタチさんがふっと優しく微笑ほほえんだ。同時に、一瞬前までたどたどしかった口調が、聞き慣れた穏おだやかなものへ切り替わる。

「──って、今のはあたしの勝手な言い分だね、ごめん。ええと、質問は……『どうして』だったよね。答は、簡単。真一は、何の術も使えないし、力だってそんなにないし、何かあったらおろおろするだけであんまり頼りにならないし、いろんなことを知ってるとか、すごく賢かしこいってわけでもないし……」

　延々と羅ら列れつされる僕の欠点。どれも間違いではないだけに、胸がどんどん痛くなってくる。だがしかし、「すみません、そのくらいで許してください」と、敬語でお願いしそうになった、その時だ。イタチさんは一瞬だけ言葉を句切ると、「なのに」と再び話しはじめた。

「真一は、あたしのためにいつでも頑張ってくれるよね。だからだよ。それに、あたしのことを──好きだって、はっきり言ってくれる人だから。だから、好き」

「え。それは──ほ、ほんとに？」

「もう、こんな噓うそなんか吐つけないよ。……って、真一みたいだね、今の」

　自分の中で踏ん切りが付いたのだろう。照れくさそうに、それでいてとことん堂々と。たまらず隣を向いてしまった僕の視線のその先で、イタチさんは最高級の笑みを浮かべ──ああ、倒れそうだ──そして再び口を開いた。

「もう一つの質問は、『いつから』だったよね？　こっちは──うーん、ちょっと難しいな……。自分でも、はっきりわからないから。いつの間にかそうなってて、気が付いたら──」

「すっ──好きだった……？」

「ううん」

「え？」

「大好きだった」

　わずか三十センチの距離から、大きな瞳ひとみで僕をまっすぐ見つめてそう告げると、イタチさんは「ほんとだよ」と小さな声で言い足した。瞬間、頭の中で数え切れないラッパが鳴り響き、平へい衡こう感覚がどこかに逃げた。駄だ目めだ、この状態で洗い物なんか続けられるはずがない。ボウルとスポンジを流しに置き、震えそうな手で水道の蛇口をぎゅっと閉めれば、たった今僕のことを好きだと言ってくれた少女は「うん」と満足げにうなずいた。

「これで、あたしの話はお終しまいだよ。聞いてくれてありがと、真しん一いち。それでね、あの──で、できればでいいんだけど……返事をね、聞かせてくれると──嬉うれしい、かな……？」

　白い肌が思い出したように赤く染まり、視線がするっと僕から逃げた。いやしかし「返事」って言われても──と、そんなことを思ったその矢先。いつだったかに聞かされたセリフが、脳裏にくっきり甦よみがえった。

『白しら塚つかが言うべきなのは、伊達だてさんにどうしてほしいのか、ってことだよ。自分と、どんな関係でいてほしいのか、どんな関係になってほしいのか、一緒にいられる間に、しっかり言っておくべきだ』

　面倒見のいい犬いぬ神がみ使つかいの声が、心の奥で静かに響き、僕はしみじみ納得した。滝たき沢ざわさんと美み生うさんが口論していた理由も、今でははっきり理解できる。結局イタチさんに先に言わせてしまったけれど──でも、返事だったらまだ間に合う。そうだよな。そのはずだ。自分で自分に確認すると、僕はぺこりと頭を下げた。

「──ありがとう、イタチさん」

　出来る限り落ち着いた声で、感謝の思いをはっきり告げる。そんなにかしこまられるとは思っていなかったのだろう、目を丸くしたイタチさんの前で、僕は「で」と言い足した。

「その──返事とはちょっと違うんだけど、僕からも言いたいことがあるんだ。このタイミングで言うのはずるいって、自分でもわかってる。でも、聞いてほしい」

「……うん。いいよ。言って」

　ずっと摑つかんでいた皿と布ふ巾きんをそっと降ろし、イタチさんがまっすぐ僕へと向き直る。一年前から何度も見てきたその姿を、頭と心に焼き付けながら、僕は静かに口を開いた。

「僕は、イタチさんとずっと一緒にいたい。来月も、来年も、卒業した後も、ずうううううっっと。だからその──要するに、つきあってください！」

「え」

「あ！　もちろんいろいろ迷惑かけるだろうし、なんだかんだと余計なことして怒られる自信はあるよ！　先に言っとく、ごめん！　もちろん、そうならないよう頑張るし、でも」

「……もう」

　きょとんと僕の話を聞いていたイタチさんが、ふいに小さな溜ため息いきを吐ついた。え、何そのリアクション？　思わず言葉を止めて見つめた先で、エプロン姿の妖よう怪かい少女はやれやれと言いたげに腰に手を当て、困ったような笑みを浮かべた。

「あのね、真しん一いち。今さらそんなこと言わなくても大丈夫だよ。あたし、真一のことは、よーく知ってるんだから。真一のことよく知ってて、それで──す、好きって言ったんだから」

　心の底から恥ずかしそうに、エプロンの裾すそをぐにぐにとこねまわすイタチさん。その姿を前にして、僕は言葉を失った。気を抜けば今にも倒れて寝そうな心と体をどやしつけ、わずかに残った理性を総動員して今の言葉の意味を整理する。

　いいか落ち着け気を確かに持て白しら塚つか真一。今の返事はつまりオッケーの意味と考えちゃって良かったりするんでしょうかもしかしたりなんかすると。そうそう、話は変わるけど、今までこんな感じになった時はいつもいつも何かしらの邪じや魔まが入っていたのに今日きように限っては何も起きないなあ。この家には、今、二人しかいないんだから当然と言えば当然か──って、駄だ目めだ、混乱しすぎているのか、余計な方向に思考が暴走してしまい、頭がちゃんと動かない！　仕方ないので視線で答を求めてみれば、イタチさんは、顔を真っ赤に染めながら、こくりと、首を縦に振り──ああ──そして、僕を見据えてこう言った。

「……ね、真一。ぎゅってしてくれないの？」

「え？　それはぜひ……って、いいの？　いつもは駄目だって言ってるのに」

「いいの。だって──あ、あたしと真一は──もうこ」

「猛もう虎こ？」

　いやあの、なんでここでいきなりトラの話？　それともあれか、「虎とらのように勢いよく抱きつけ」とかそういう比ひ喩ゆか。思わず眉まゆをひそめて問いかければ、イタチさんは「違う！」ときっぱり叫び、もごもごと先を付け足した。

「あたしと真一は、もう──こっ、こいびとどうし……なんだから……」

「そ、そうか！　そうだよね！」

　消え入りそうな小さな声。それが耳に届くのと同時に、僕の全身がぶるっと震えた。

　イタチさんが僕を好きだと言ってくれ、僕の願いを聞き入れてくれるとは、つまりどういうことなのか。今の今まで全然理解していなかったその事実をようやく認識した瞬間、僕は目の前の少女をそっと優しく──ではなく（そのつもりだったのだけど）、力一杯抱き寄せていた。はにかみながらも幸せそうな笑みを浮かべる顔を見つめながら、細い腰と小さな肩に手を伸ばす。そのままぐっと抱きしめれば、エプロン越しの柔らかな温ぬくもりが五感全すべてに伝わってきて、僕は思わず歓喜の涙をぼろぼろと──。

「──って。あれ？」

「えっ？」

　間の抜けた声が同時に漏もれた。

　意外そうに目を見開くイタチさんを前にして、僕は顔をしかめていた。イタチさんに抱きついたはずなのに、なんで僕は自分で自分の体を抱きしめてるんだ。妙な事態に首を捻ひねりつつ、僕は改めて目の前の少女を抱き寄せようとした。したのだが。

「「……え」」

　再び重なる疑問の声。大きく振った両腕は、すかすかと空を切るばかりで、肩と腰とに触れるはずの指先には、なんの感触も伝わってこない。イタチさんはここにいて、それははっきり僕の目にも窓ガラスにも映っているのにもかかわらず、だ。なんだこりゃ、全くわけがわからない。おろおろとうろたえるイタチさんを前に、さっきまでの多幸感を押し分けるように不安と恐怖が湧わきあがる。待て、落ち着け、何かの間違いだ、そんな、なんの役にも立たない慰なぐさめを自分に向けて連発しつつ、僕は──答が得られないことは、イタチさんの顔を見ればわかっていたはずなのに──こう尋ねずにはいられなかった。

「……イタチさん。なんで透けてるの？」
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「……大丈夫かな。ずいぶん長いけど、大丈夫かな」

「白しら塚つか、さっきからそればっかりじゃないか。落ち着きなよ」

　一夜明けた日の昼下がり、保健室前の廊下にて。床に腰を下ろし、「ただいま診察中」の札が下がった戸にもたれてつぶやけば、窓まど際ぎわに立っていた長髪の男子生徒が穏おだやかに告げた。

　数時間前に一学期の終業式が終わったばかりだと言うのに、一般教室棟はひっそり静まり返っていた。みんなとっとと部活に行くか、あっさり帰ってしまったらしい。窓の外、炎天下のグラウンドから響くソフト部の掛け声を聞くともなしに聞きながら、僕は「そうは言うけどさ」と溜ため息いきを吐つき、窓際の友人へと顔を向けた。

「急にイタチさんが透けたんだよ？　しかも昨夜ゆうべの一回だけじゃなくて、あの後も何度も何度も……。奈な良ら山やまは心配するなって言うけど、そりゃ無理だ」

「ものは考えようだよ。伊達だてさんが完全に実体を失ったならともかく、透けたのって少しの間だけで、すぐに元に戻ったんだろ？」

「それはそうだけど……。理由がわかんないのが、どうにも気持ち悪くて……」

　昨夜から数えて何度目になるかわからない溜息が漏もれる。その覇は気きのない様を見下ろして苦笑すると、奈良山は十五分前から閉じたままの戸へと視線を向けた。

「心配はいらないよって、そう断言できるだけの知識が俺おれにあれば良かったんだけどね……。目星はつけられなくもないけど、適当なこと言って不安がらせるのも嫌いやだからさ。でも、稲いな葉ば先生は──九きゆう尾びの狐きつねは、天てん狗ぐなんかよりよっぽどその手の現象について詳しい。先生が伊達さんの体を診みてる以上、答はもうすぐ出るはずだよ」

「だといいんだけど……。奈良山でも先生でもお手上げだったら、もう頼る相手がいないし」

「俺はそんなに詳しくないんだけどね。経ふみ島しま先輩は？」

「昨夜、真っ先に電話で尋ねた。そんな怪かい異いは聞いたことない、だそうで。今日きようも一応顔は出すけど、あんまりアテにしないでほしいってさ」

　穏やかな問いかけに力なく応じると、僕はゆっくり立ち上がった。戸の開く気配は未いまだにない。廊下と保健室を隔てる磨すりガラスが金色に輝いているのは、イタチさんを診断中の稲葉先生が、妖よう狐この力を使っているせいだろう。保健室の主こと賢かしこ淵ぶち先生はいつものように運動部巡回検診に出かけていて不在だったけど、そのおかげでこの部屋を使えたのだから助かった。

「──って。もし賢淵先生が帰ってきたら、この光、どう説明したらいいんだ」

「それなら大丈夫。彼女、稲葉先生と仲が良いい妖怪だからさ、別段気にしないと思うよ。確か『化げ道どう蜘ぐ蛛も』だったっけ」

「フラッシュ焚たいてるんですってのは苦しいしな──はい？」

　もしもし天狗さん、今さらっとすごいこと言いませんでしたか。思わずぎょっと目を見開くのと同時に、閉ざされていた戸がガラガラと開いた。あ、どうやら診断が終わったらしい。反射的にそちらに向き直れば、いつものスーツの上に白衣を羽は織おった稲葉先生が、制服姿のイタチさんを伴って現れた。その姿を見る限り、今は透けてはいないようだったけど……それにしたって、この深刻な表情はなんなんだ？

　わけのわからない不安感が背中に湧わき出だし、答を聞くのが怖くなる。そして、「どうだった」も「大丈夫？」も、「先生ありがとうございました」さえ言えないまま、イタチさんを見据えて固まること、三十秒。

　重苦しい沈黙の中で、最初に口を開いたのは、白衣も意外とよく似合う金髪の妖よう狐こだった。

「──誰だれも何も聞かないので、私が勝手に説明しますが」

　誰とも視線を合わせることなく、いつもより険けわしい語調で語る稲いな葉ば先生。聞きたくないのか、きゅっと目を閉じたイタチさんに片目を向けると、先生はぶっきらぼうに先を続けた。

「結論から言えば。イタチが透けたのは、その体に染み込んだ神しん気きの影響です」

「……しんき？」

「神気とは即すなわち神の気。あらゆる妖怪を否定し拒絶し消滅させる、清浄な力の具現化です。大おお祓はらえの際、神社に充満していた気体のことですわよ。あれからイタチを守るため、貴方あなたは防ぼう護ご服ふくに変へん化げしていたではないですか。もう忘れたのですか？」

「ああ、あれですか」

　冷たい視線に見下ろされ、僕は慌ててうなずいた。そのことならまだはっきり覚えている。新あら井いさんを取り戻して大祓を止めるため、僕は完全密閉型の宇宙服へと姿を変え、イタチさんを守ったのだ。まあ確かに、ほんの一瞬、一度だけ、神を守っていた先さき触ぶれの攻こう撃げきで右の肩に小さな穴が開いたけど、それを除けば完かん璧ぺきに保護──。

「──って。まさか……あの一瞬で？　いや、でも、そんな、穴はすぐに塞ふさいだのに！」

「あいにく、そのまさかですわ」

　困惑する僕に向かって、先生のクールな一言が突きつけられる。え、と息を吞のんで顔を上げれば、白衣を纏まとった九きゆう尾びの狐きつねは、紅い瞳ひとみで僕をまっすぐ見返し、言った。

「神気は、妖怪の存在そのものを消し去る力ですからね。触れた時間や浴びた量で変動するのは、せいぜい、消滅までの時間のみ。ほんの一瞬触れてしまえば最後、『消える』という結論が、揺らぐことはないのです。回かい避ひできない呪のろいのようなものですわ」

「そ、それって、つまり、イタチさんがいずれ、消え──いや待った！　先生も奈な良ら山やまも、あの時神社の中にいて、ガンガン神気浴びてたのに、消えてないじゃないですか！　だったら」

「白しら塚つか。俺おれたちは、違うんだよ」

　聞き慣れた穏おだやかな声が、僕の叫びを遮さえぎった。窓枠にもたれかかった姿勢のまま、奈良山は「嫌いやな予感はしてたんだ」とつぶやき、そしてゆっくり話しはじめた。

「稲葉先生や俺は──つまり、九尾の狐や天てん狗ぐは、日本以外の文化圏に由来する設定を背負ってる妖怪だ。だから、この国の土着的な宗教や、それに由来して生まれたモノにも、それなりに耐性があるんだよ。だから俺たちは、神気に触れても灼やけるだけで、消滅しなくて済んだ。……ですよね、先生？」

　窓から吹き込む夏の風で長い髪を揺らしながら、丁てい寧ねいに言葉を紡つむぐ奈な良ら山やま。稲いな葉ば先生が無言でうなずくのを確認すると、奈良山は黙って立ち尽くすイタチさんへと顔を向け、「だけど」と重たい声で続けた。話の先が読めているのだろう、セーラー服に包まれたスレンダーな体たい軀くが、一瞬びくりと震える。

「だけど伊達だてさんは──化ばけ鼬いたちは、神や神しん気きと同じ文化圏で生まれ育った妖よう怪かいだ。で、神気が土着の妖怪を完全に消滅させるものと規定されている以上──」

「うん。消えるしか……ないんだよ、ね」

　語尾を濁にごした奈良山の後を受け、絞り出すような声が続く。両手の拳こぶしをぎゅっと固く握りしめながら、イタチさんはようやく顔を上げ、そして困ったような笑みを──おかしいだろ、なんでそんな顔ができるんだ！　──黙ったままの僕へと向けた。

「ごめんね、真しん一いち。昨夜ゆうべの返事、すごく嬉うれしかったけど……でも、ほんとに、ごめんね。明日なのか来月なのか、それはわからないけど──あたし、そういうことだから」

「いやいやいや、なんでそんな簡単に諦あきらめちゃってるんだ！　神気が染み込んでるのは間違いないとしてもだよ、だけど、何か──うん、絶対に何か治す方法はあるはずだから！　ほら、抜くとか洗うとかしぼるとかすすぐとかゆすぐとか干すとか！」

　小刻みに震える小さな肩を摑つかみながら、僕は思わず叫んでいた。急に詰め寄られたイタチさんは、かっと頰ほおを薄赤く染めたが、すぐに「洗濯物じゃないんだから」と寂しく笑った。

「真一はいつも優しいよね、ありがと。……だけど、無理なんだ。真一、『治す方法』って言ったけど、あたしは別に病気じゃないんだよ。消えることが決まっちゃっただけ、だから」

「だけってなんだよ！　大丈夫、大丈夫だよ絶対！　くそ、なんで大おお祓はらえも終わったってのに、今さらこんなことに！　でも大丈夫だ、大丈夫だよ！　いろいろあったけど全部乗り越えてきたんだから！　今回も何かきっと方法が──」

「気持ちはわかりますが諦めなさい」

　必死に食い下がる僕に向かって、冷たい声がびしりと刺さる。ついキッと睨にらんでしまったその先で、稲葉先生はおそろしくぶっきらぼうに──まるで、わざと振る舞っているかのように、「見苦しいですわよ」と鼻で笑った。

「イタチの言うように、神気の呪のろいは病やまいや怪け我がの類たぐいではありません。誰だれかを倒せばそれで良し、などというものではなく、立場や境遇、運や不運といったものに近いのです。そんなものを相手に、何をどうするつもりですか？」

「え？　いや先生、それはですね──ええと……どうしたらいいんでしょうか？　そうだ、一回モデルになってもらって消えて、その後すぐに顕けん現げんするとか！」

「無理ですわね。顕現したばかりの頃ころならともかく、伊達クズリの名を得て、一年以上も此し岸がんで暮らしたことで、このイタチは漠然とした鼬の怪かい異いではなく、一個体として確立しています。もう一度、鼬いたちの怪かい異いが顕けん現げんしたところで、それは別の存在──要するに、赤の他人です」

　間抜けな声で尋ねた僕に、ぴしゃりと無情に言い放ち、稲いな葉ば先生は苦にが々にがしげな顔を壁へ向けてしまった。その隣では奈な良ら山やまが窓にもたれて黙り込んでおり、目の前ではイタチさんが今にも泣き出しそうな顔で微笑ほほえんでいる。重苦しく気まずい沈黙が、保健室前にずぶずぶと積もっていって止まらない。そのまま無言の時間が五分間ほど続いた時、廊下の奥から軽やかな二組の足音と、そして気楽な声が響いた。

「やあやあ遅れてごめんね、経ふみ島しま御み崎さきでございます。通りすがりに大事なものを奪う妖よう怪かい『袖そでもじき』が出たって聞いたから、ちょいと妖怪対処終わらせてからと思ったら、実力行使担当の滝たきやんが意外に苦戦しやがって。油断しすぎ」

「仕方ないでしょう先輩！　あんな何匹も一いつ斉せいに出てくるなんて聞いてなかったですし」

「うー、わんわん」

「それを言われると確かにリサーチ不足だったけどさあ。しかしフルート盗まれかけた上に結局取り逃がすってのは、妖怪ハンター二号としてどうかと──って。……何があったの」

　近くに来てようやく僕らの様子に気づいたのだろう、経島先輩の声がシリアスなものへと切り替わる。その隣では、滝たき沢ざわさんとライカもまた、神妙な顔で立ち止まっていた。

「白しら塚つかに奈良山に、稲葉先生まで……？　どうしたんだよ、伊達だてさん」

「あ、うん。あ、あのね、赫あか音ね、あたし──」

　友人の問いかけに、気丈に応じるイタチさん。震える小さな口元が、たった今聞かさればかりの説明を、再び静かに語りはじめた。黙って聴き入る経島先輩と滝沢さん、そしてライカの顔色が、どんどん深刻なものへと変わっていくのを見つめながら、僕は心の中で短い文を延々と繰くり返かえし続けていた。

　あるはずだ。イタチさんを救う方法は、まだきっと、必ず、あるはずだ。
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　ぴんぽんぴんぽんぴんぽんぴんぽん。

　がんがんがんがんがんがん。

　時は流れて夜中の十時。僕は高級ホテルを思わせる重厚なドアの前に立っていた。右手はインターホンの呼び出しボタンを連打し、左手ではひたすらノックを繰り返す。このマンションに住んでる人にしてみればおそろしく迷惑で異様な行為だとはわかっているが、あいにくこっちにも事情があるのだ！　というわけで開き直ってぴんぽんぴんぽんがんがんがんを続けていると、ふいに目の前のドアが勢いよく開き、見慣れた顔が現れた。

「ああもう、うるさいっ！　一回鳴らせばわかります！　こんな時間にいったい」

「稲葉先生！　キスしてください！」

「何の用──はあ？」

　心の底から不可解そうな声が、深夜のマンションの十三階にしんみり響いた。「さあ早く！」と腕を開いて叫ぶ制服姿の僕を前に、薄手のバスローブを纏まとった稲いな葉ば先生は数秒間無言で立ち尽くしていたが──下ろした髪が新鮮だ──ややあって、痛々しげに目を伏せた。

「イタチのことがショックで、正気を失いましたか。……可哀かわい想そうに」

「先生、いったい何を？　僕はいつもどおりですが。それはともかく、さあキスを！」

「こらっ！　顔をぐいぐい近づけるんじゃありません！　騒さわぎになるでしょう！　……貴方あなたの心は、そこそこ図太く頑強だと思っていましたが──残念ですわ。ではさようなら」

　大きな溜ため息いきとともに、ドアが無む造ぞう作さに閉められる。そうはさせるか！　慌てて体をねじ込めば、重たい戸板に体が挟まれ、「ぎゅむ！」と奇妙な声が漏もれる。苦痛に顔をしかめる僕を、先生はドアノブを摑つかんだままおどおどと不安げに覗のぞき込こんだ。

「だっ、大丈夫ですか……？　無む理り矢や理り入ってくるとは思いませんでしたわ」

「内臓が出るかと思いましたが、これくらいなら慣れてますから平気です！　そんでもって、これでもう僕を閉め出すことはできなくなりましたね、稲葉先生！」

「動けないくせに何を偉そうに。というかほんとに何しに来たのですか」

　ドアに挟まれながらじたばた藻も搔がき続ける僕を、紅い瞳ひとみが冷たく見下ろす。あ、そう言えば、まだ説明してなかったっけ。思わずきょとんと静止すれば、伝説の妖よう狐こは、やれやれと呆あきれたように頭を振った。

「その顔は『あ、そう言えばまだ説明してなかったっけ』という顔ですわね。全く、何をそんなに焦あせっているのか……。入りなさい、話くらいは聞いてあげます」




「──というわけで、海に行った時に使った化ばけの皮かわ衣ごろもの変へん化げの力が、どうしても今の僕には必要なんです！　で、あの力を使うためには、船の上でやってもらったみたいに」

「私が直接妖気を吹き込んで、力を目覚めさせる必要がある」

「あ、はい、そうです！　ですから先生、助けると思って、あのキスを──いやまあ正確には触れてなかったんでキスじゃないんですけども、とにかくあれをもう一回！　どうか、どうかお願いします！」

　数分前に招き入れてもらった稲葉先生の自室の真ん中で、這はいつくばって頭を下げる。

　ここに来るのは、九きゆう尾びの狐きつねの絵を描かいて届けて以来だけど、相変わらず広くてそしてゴージャスだった。僕の今の下宿より部屋数が多そうなのはもちろんのこと、バーカウンターはあるしテレビはでかいしベランダ広いし風呂はガラス張りで──って、そんなことを気にしている場合ではない。カウンター前の椅い子すに腰掛けグラスにお酒を注ぐ稲葉先生をまっすぐ見上げ、僕は「お願いします！」と土下座を重ねた。

「イタチさんを消させないためには、あの人ひと形がたを使うしかないんです！　というか、それしか思いつかなかったんです！　僕の下宿の屋根裏で見つけたあれなら」

「そこは、さっき聞きましたわよ。件くだんの人ひと形がたを使えば、術者の立場や境遇を誰だれかに移動させられるから、イタチの身に染み入った神しん気きの呪のろいも取り除ける。そう考えたのでしょう？」

　僕の言葉を補足しながら、先生はグラスを手に取った。琥こ珀はく色の液体に満ちたグラスを傾けるその仕草と、そして薄いローブの合わせ目から覗のぞく長い足は、予想以上に艶なまめかしい。やっぱり綺き麗れいな人だよな、と今さらのように確認しながら、僕はこくりとうなずいた。

「ええ、先生。だから、ついさっき、人形を取りに美術準備室に忍び込んだんです。で、経ふみ島しま先輩の物置で人形を見つけるところまでは上手うまく行ったんですが……まさか、あのタイミングで妖よう怪かいが出るなんて！」

「──袖そでもじき、ですか。集団で通りかかり、大事なものを盗んでいく怪かい異い」

「はい……！」

　先生の言葉にうなずけば、ぎりっ、と鈍にぶい音がした。知らず知らずのうちに、歯を嚙かみしめていたらしい。ああ、あそこで気を抜かなければ！　何度繰くり返かえしたかわからない後悔の念に襲おそわれながら、僕は声を絞り出した。

「あれ、何か音がしたな、と思ったら、次の瞬間には、人形の入ってるプラスチックのケースが手の中から消えていて──で、慌てて周りを見渡せば、窓の外で、布を被かぶった黒い影が五人──いや、五匹かな、こっち見てたんです。その中の一匹が、人形のケース持ってたんですが、あっと思ったのと同時に、あいつらは、飛び跳ねて逃げてしまって……！　だから」

「それを追って人形を取り返すため、変へん化げの力を解放しろというわけですか。思い描いた姿に変化できれば、袖もじきを捜すのも少しは楽になるから、と。ええ、話はわかりました」

「え？　じゃあ先生」

「ただ。一つ、解せないことがあります」

　喜びのあまりに跳ね起きた僕に、先生のクールな声が突き刺さる。思わずびくっと震える僕を前にして、先生は椅い子すから立ちあがり、瞳ひとみを紅く光らせた。

「どうして誰かに頼らないのですのか」

「え？」

「いつもであれば、貴方あなたはそうしているはずでしょう。イタチに無理をさせたくないと思っていたとしても、たとえば経島の知識や犬いぬ神がみの力を借りれば袖もじきの居場所は容易たやすく見つけられるはず。天てん狗ぐの羽根や人狼ワーウルフの脚力は追跡に役立ちますし、化け猫混じりの猫ねこ操あやつりや蛇へび女によう房ぼうの髪と毒ならば、逃げる相手を拘束できる。いくら焦あせっているとは言え、その程度のことに思い至らない貴方ではないと、私は見込んでいたのですが？」

「いや、それはその──」

　あー、やっぱりそこを突いてくるか。もちろん理由はあるんだけど……説明しづらいんだよなあ、これ。聞かされたほうもあんまりいい気はしないだろうし。かと言って、このまま黙っていたところで、無む駄だな時間が過ぎるだけであって結局どうすりゃいいんだか。

　と、そこまで考えたその時だ。

「……全く。見上げた馬ば鹿かですこと」

　物もの憂うげな溜ため息いきを落とした稲いな葉ば先生が、ふいにこちらへ歩み寄り、片手で僕の顎あごを持ちあげる。え、と思う間もなく、白い肌と紅い瞳ひとみが視界に広がった。どくんどくんと心臓の鼓動が激しくなる中、美しい妖よう狐この唇は僕の口元へと近づき、金色の妖気をすうっと吹き込む──。

　かと、思いきや。

「ぎゃああああああああああああああああああっ！」

　次の瞬間、僕は絶叫していた。

　稲葉先生の瞳から放たれた無数の紅い稲いな妻ずまが、僕の顔面にばしばしと炸さく裂れつしていく。か細い稲いな光びかりが肌に突き刺さる度たびに電気を流されたような痛みが走り、身をよじって逃げたくなるが、顎をしっかり捕まれているので顔が全く動かせない。なので稲葉先生から放たれる放電を浴び続けることしかできないわけだが、だがしかし！

「せっ、先生！　痛いです熱いです灼やけそうです！　そもそも一体全体これは！」

「すぐ済むからおとなしくなさい。では、ちょっと激しくしますが、我慢できますわね？」

「はい？　いやあの、できればもう少し緩ゆるくしていただきたく」

「時間がないと言ったのは貴方あなたでしょう。というわけで、えい」

「あばばばばばばばばばばばばばばばば」

　もはや言葉すら出なかった。そして、数万ボルト級の電でん撃げき（みたいな何か）を顔面を通じて流し込まれ、首から下をがくがくと激しく痙けい攣れんさせること、数分間。これ以上続いたら死ぬなあとぼんやり実感しはじめた頃ころ、紅い稲妻がふっと途切れたかと思うと、稲葉先生は無む造ぞう作さに僕を解放した。

「よし、こんなものですか。これで貴方は……こら。何を寝ているのです。起きなさい」

「好きで寝てるわけじゃないです。体がびりびりして──じゃなくて！　今のは、いったい？」

　確かにお願いしますと言いはしたけど、電撃を頼んだ覚えは全くない。四し肢しの震えを抑えて問いかければ、髪を下ろした姿も美しい伝説の妖狐は、動じることなく「ちょっとしたサービスですわ」と肩をすくめた。

「私の妖気を大量に送り込み、変へん化げの力を底上げしました。これで、一回限定などではなく、今まで貴方が目にしたあらゆる姿に何度でも変化できます。変化の対象を明確かつ瞬間的にイメージする必要はありますが、妖怪を見続けてきた貴方なら大丈夫。容姿だけでなく能力もコピーできるはずですわよ」

「ほ──ほんとですか？　ありがたいですけど、いくらなんでも便利すぎるような……」

「何か文句が？　と言うか、ぼんやりしている暇があるのですか？　変化の力が続くのは、今からせいぜい二時間といったところ。急ぐことをお勧めしますわね」

　クールな口調で語りながら、再びグラスを手に取る稲いな葉ば先生。確かにそうだ、のんびりしていられる余裕はない。慌てて跳ね起き、「ありがとうございました！」と一礼して玄関へ向かえば、その背中に、今まで聞いたことのないほど優しい声が届いた。

「変へん化げしていられる時間は三分間が限度です。それを超えると元の姿に戻れなくなりますから、注意することですわね。それと──片付いたらまた寄りなさい。筋金入りの馬ば鹿かへの最後の手た向むけとして……そうですね、一晩くらいは付き合ってやらなくもないですわ」

「え？　先生、今のは、その……具体的にはどういう意味で」

「どうもこうもありません。女にそれを説明させるなんて、あまりに無ぶ粋すい──って、なんで顔を赤らめてのこのこ戻ってきてるんですか！　とっとと行きなさい！」

「あ、はいっ！　すみませんお邪じや魔ましました！」
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「いい加減に逃げるのやめろ！　即席必殺、ダブル・ニセ護ご法ほう輪りん！」

　怒りに任せた叫びとともに、奈な良ら山やま愛用の歯車型武器を両手で同時に召しよう還かんし、空の上から投げつけた。稲いな妻ずまを帯びた二輪の歯車が深夜の校庭の闇やみを切り裂いて飛び、ボロ布を纏まとった体から猿のような手足を伸ばした妖よう怪かいを、ざっくり三つに叩たたき割わる。感情も言葉も持たず、ただ「大事なものを盗む」ことだけに特化した奇妙な妖怪、袖そでもじきは、断だん末まつ魔まの悲鳴も残すことなく、あっさり消えた。

「よし、四匹目！　頼むから今度こそ──ええっ、また外れ？」

　尖とがった嘴くちばしの隙すき間まから、思わず漏もれる舌打ちの音。たった今、袖もじきの消えた場所には、「手て杵ぎの返がえし」になって爆走して轢ひいた一匹目や、「塵ちり塚づか怪かい王おう」の巨大な拳こぶしでまとめて潰つぶした二匹目と三匹目と同様、何も残っていやしない。つまり、人ひと形がたを持ってるのは──。

「最後の一匹ってことか……！」

　鳥の足のような拳をグッと握りしめると、僕はグラウンドへ着地し──というか不格好に墜つい落らくした。是ぜ害がい坊ぼうに変化して二分半、そろそろ変化の時間の限界だ。使い勝手のいい姿ではあったけど、これ以上は続かない。助かったよ奈良山と心の中でつぶやきながら元の姿に戻りつつ、サッカーゴールの陰にうずくまるボロ布妖怪を見つめれば、最後に残った袖もじきは、ふいに両手を天高く突きあげ──そのポーズは、と気づいた時には遅かった──闇やみ夜よに紛れて消えていた。

「また瞬間移動？　ああもう、弱いくせにめんどくさい……！　そんなに遠くに行けないことは、もうわかってるんだからな！　こういう場合は──ライカ、姿と力を借りるよ！」

　悪態を吐つきつつ深呼吸し、見慣れた犬いぬ神がみの容姿を頭の中に思い浮かべる。その全身像を一いち分ぶの隙もなくぴったりしっかり想定すれば、稲葉先生に吹き込まれた妖気が体の中でカッと発火し──一瞬後、僕の姿を犬いぬ神がみへと変えていた。

「成功！　だんだんコツがわかってきたぞ！　しかし実体がないってのはどうもふわふわして落ち着かない──って、そんなことより妖よう気きのサーチだ。そろそろ二時間経たつもんな」

　自分で自分に言い聞かせ、鼻先に意識を集中させる。と、周囲に漂ただよう妖気がいくつか嗅かぎ取とれた。その中から、湿った土のような気配を探さぐり当あて、発信源を特定していく。

「……ふんふん、なるほど。この距離、この方向──校舎に逃げたのか。場所は……特別教室棟の、二階？　いや、一階か……？」

　ぶつぶつとつぶやきながら、ターゲットの居場所を少しずつ絞り込んでいく。どうやらあいつ、校舎の中をずるずるざわざわ移動中らしい。そうとわかれば急いで──と、そう考えた直後。僕は「待てよ」とつぶやき、立ち止まっていた。

　いくら追いつめたところで、また逃げられたら今と同じだ。そして今度逃がしたら、もうすぐ変へん化げの力が使えなくなる以上、もはや完全に手詰まりになる。だったら、ヘタに必死で追っかけるよりも、むしろ──？




「よし！　ギリギリ時間内に作戦成功！」

　そして十分後、美術室の前の廊下。

　爪つめと牙きばとで引き裂かれて消滅していく袖そでもじきを前にして、僕はフィル譲ゆずりの狼おおかみモードから元の姿へ戻ると、満足げにうなずいた。

　ライカの鼻でターゲットの居場所と進行方向を突き止めた上で、先回りして待ち伏せ、「のびあがり」に変化して動きを止め、そこを倒す。きわめて単純な計画ではあったけど、本能的に逃げることしかしない袖もじきには充分に有効で、意外にあっさり片が付いたのであった。

「最初からこの手を使えば良かったなー。しかし、見ただけで動けなくなるって能力、改めて考えてみると結構すごいよな。ありがとう、のびあがり」

　ここにはいない妖怪にお礼を言いつつ、廊下に転がった文庫本サイズのプラスチックケースを拾いあげる。非常灯の灯あかりの下で、「サンプル六六六：ヒトガタ」と書かれたケースを開ければ、保ほ護ご用のスポンジの上に乗った小さな木片人にん形ぎようがその姿を現した。木の皮の切きれっ端ぱしにしか見えないそれを確認したとたん、やたらと大きな溜ため息いきが漏もれる。どうやら、自分で思っていた以上に、不安を募つのらせていたらしい。

「でもこれがあれば、イタチさんはもう大丈夫──と。さて、後は帰るだけなんだけど」

　人形をぴらぴらさせながら、僕は真っ暗な廊下を見まわした。入る時は『悪あく魔まヶが風かぜ』になって換気扇を通ったんだけど、そろそろ変身パワーはタイムリミットのはずなので、同じ手は使えない。案外、やってみたらまだいけるかもしれないけれど、ですよ？

「換気扇通ってる途中で時間切れになって元に戻ったら、体がえらいことになるからなあ。もしかして元に戻れないって可能性もあるし……。仕方ない、美術準備室の窓から出るか」

　あそこの鍵かぎ、まだ壊こわれたまんまだしね。誰だれに言うともなくそう言い足し、古びた引き戸をそうっと開けば、見慣れた光景が目に飛び込んでくる。しかし、すっかりなじんだ部屋だけど、この時間だとなんだか不気味だ。そう言えば、イタチさんと出会った夜も、こんな感じだったっけ。あれからもう一年以上経たつけれど、あの時はまさかイタチさんとこんなに仲良くなれるとは思ってもいなかった。それに、妖よう怪かいだらけのにぎやかな高校生活を送るハメになるとも思っていなかったわけで──。

「……こら。しみじみしてる場合じゃないだろ」

　いつの間にか足を止めていた自分に気づき、僕は思わず苦笑した。

　まあ、これからやろうとしていることを思えば、いろいろ振り返っておきたくなるのは確かではある。だがしかし、イタチさんの体に染みついた神しん気きの呪のろいがいつ発動するかわからない以上、無む駄だ遣づかいできる時間はない。右手で摑つかんだ人ひと形がたをちらりと確認すると、僕は美術室へ足を踏み入れた。

「せっかく人形を取り返したのに、時間切れだったら空むなしすぎるもんなあ。後は、早いとこ帰って、イタチさんに」

「あたしに、何？」

「うんそう、イタチさんに──って、え？」

　唐突な問いかけに相あい槌づちを打ったその直後、僕はびくんと立ち止まっていた。この状況で声を掛けられたら、誰だって驚くに決まっている。不意を突かれて震える心臓をなだめつつ、ぎょっと見開いた目を声の方向へと向ければ、窓から差し込む月明かりの中、セーラー服に身を包んだ少女が一人、美術室の真ん中に佇たたずんでいて──。

「……あ」

　目と目が合ったその瞬間、僕の口から声にならない声が漏もれた。

　真っ正面から視線がぶつかり、整った顔立ちと銀色に輝く瞳ひとみが僕の両目に飛び込んでくる。その吸い込まれるような美しさに、僕は一瞬で魅了されていた。いや美しいのは顔だけじゃない。凜りんと引ひき締しまった長い手足は、スレンダーな肢し体たいと相まって、ただそこに立っているだけで息を吞のんでしまうほどの魅力に充みち満みちていたし、肩に掛かった髪が準備室から吹き込んできた風にふわっと揺れる様子は妖あやしくも儚はかなげで──。

「イタチさん……」

　口が勝手に動き、目の前の少女の名を呼んだ。魅力的な人だとは、もちろん知ってはいたけれど、あの時と──初めて出会ったあの夜と──同じシチュエーションのせいだろうか、その魅力はいつもの数倍、いや数十倍だ。言葉にできない感動と、「絵に描かきたい」という想おもいが胸の奥から溢あふれんばかりに湧わきあがる中、僕は十数秒間息を止め──そして、どうにか落ち着いてきた頃ころ、ようやく「ああ、びっくりした」と肩をすくめた。

「イタチさんがここにいるとは思わなかったよ。にしても、どうしたの？　こんな──」

　こんな時間にこんな場所で。

　自分のことをさておきながらそう尋ねようとした、その時だ。イタチさんはふいに左手を僕へと突きつけると、パチンと指を打ち鳴らした。え、そのモーションは──と思う間もなく、僕の右腕の先で、オレンジ色のフレアがボッと弾はじける。

「わ、熱っ！　──って、あああああっ！」

　しまったと思った時はもう遅かった。我に返って見つめる先で、たった今、熱さに耐えかね投げ出してしまった人ひと形がたが、めらめらと赤い炎に包まれていく。素材が素材だけによく燃えるのだろう、一瞬前に僕の手を離れたそれは、床に着地することすらなく、あっという間に炭化し、消えた。

「あ……あ……あああああああああああああっ！」

　左の手からプラスチックのケースが転げ落ち、口から言葉にならない叫びが漏もれる。イタチさんを救えるたった一つのアイテムが、今、目の前で灰になって消えたのだから無理もない。しかも、それをやらかしたのが、行きずりの迷惑妖よう怪かいや悪人ではなく、助けようとしていた本人なのだから、もう本格的にわけがわからない。困惑と絶望のコンビに心を叩たたきのめされながら、僕は、セーラー服の妖怪少女へと向き直った。

「イタチさん……！　なんで、どうし」

「黙って」

　イタチさんの双そう眸ぼうの放つ銀の光が、僕を無む理り矢や理り黙らせる。久々の金かな縛しばりか、と気づいた時にはもう、口も体も動かなかった。出会っていきなり金縛りとは、これまた思い出深い展開ではあるけれど、懐なつかしんでる状況ではないのは明らかだった。さあ、これからどうしたもんか。動けないままそんなことを考えていると、ようやくイタチさんが静かに口を開いた。

「──今、『どうしてこんなことを』って聞こうとしてたんだよね」

　僕をまっすぐ見据えたまま、小さな口が問いかける。僕が答えられないことはわかっているのだろう、イタチさんは返事を待つことなく、「だったら」と寂しげに微笑ほほえんだ。

「だったら、あたしも聞きたいよ。人形で、何をするつもりだったの、って」

　再びの沈黙。何も言えない僕を見て、イタチさんはさっきより寂しい笑みを浮かべた。

「あの人形で何ができるか、真しん一いちは、知ってるはずだよね。あたしと一緒に、御み崎さきから説明を聞いたんだから。あれを使えば、自分の立場や境遇を、身代わりの誰だれかに肩代わりさせることができる。……そうだったよね？」

　またも問いかけ、そして沈黙。いつの間にかイタチさんの目から銀色の輝きは消えていたが、僕は口を挟めなかった。それを見越していたのだろうか、セーラー服の妖怪少女は──僕が誰より好きな人は──自分の発言を確認するかのように、「そう」と小さくうなずいた。

「あの人形はね、真一。呪のろいを治す道具なんかじゃない。あれは、誰かに──それも、親しい間柄の人に、不運を押しつける道具なんだよ。そんなものをこっそり夜中に取りに来て、何をするつもりだったの？　……ううん、こう聞いたほうがいいかな。真しん一いちは──あたしの代わりに、誰だれを消すつもりだったの？」

　問いかけ。沈黙。

　何も答えない僕を前にして、目に涙をうっすらと浮かべつつ、イタチさんはくすりと笑った。

「うん、わかってるよ。真一が、あたしが消えないように頑張ってくれたのは、よーくわかってるし、すごく……すごく、嬉うれしいよ。でもね、真一」

　悲しいのか嬉しいのかわからない顔が、月明かりに照らされる。そこでいったん言葉を句切ると、イタチさんは僕へ歩み寄り、ついさっきまで人ひと形がたを摑つかんでいた手を取って、言った。

「あたしの代わりに真一が消えるだなんて、絶対に嫌いやだからね」

「え。あ──」

　至近距離から見つめられ、久々に僕の口が音を発したが、まともな言葉にはなっていなかった。と、「いやいや」だの「それはその」だのとつぶやき続ける僕を、イタチさんは至近距離からキッと見つめた。厳きびしい視線に見据えられ、どくんと心臓が大きく跳ねる。

「もう、わかってるんだよ。あたしに無む理り矢や理り、真一の名前を人形に書かせるつもりだったんだよね？　そうすれば、神しん気きの呪のろいは真一に移動するから」

「うん確かに──って、いやいやいやいや！　勝手に決めつけてるけどさ、まだそうと決まったわけじゃ」

「じゃあ、そうじゃなかったら、どうして夜にこっそり人形を取りに来たの？　しかも、誰にも言わないで──一緒に住んでるあたしにさえ見つからないように、そーっと家を出て行ったのは、どうして？」

「う！　それはその──ええと──学校のトイレに行きたくて……？」

「真一。前からずっと思ってたけど、いくらなんでも噓うそが下手へたすぎるよ」

　おろおろしながら答えた僕に、きつい言葉が突き刺さる。うん、確かに今の噓はひどかったです。静かに反省していると、イタチさんは僕の手を包んだ指にぎゅうっと力を込めた。

「勝手すぎると思わなかったの？　あたしが残って真一が消えちゃうなんて、そんなのないよ！　そんなことして、あたしが嬉しいと──」

「待った！　少なくとも僕は嬉しいよ！　好きな人が消えるだなんて聞かされて、おとなしくしてられるわけがない！　あ、今のはイタチさんの話を認めたわけじゃなくてあくまで仮定の話だけど、好きな相手のためならなんだってするのが当然で」

「あたしだってそう！」

　つい反射的に返してしまった僕の叫びに、悲痛な声が割り込んだ。目め尻じりに大きな涙のつぶを浮かべつつ、イタチさんは僕へと顔をずいっと近づけ、「昨夜ゆうべ！」とはっきり口にした。

「言ったよね。あたし、真一のことが、す──すっ、好きだって！　ねっ！　言ったよね！」

「はっ、はい確かに聞きました！　超嬉しかったです！」

　いきなりの迫力に気け圧おされ、思わず敬語が出てしまう。それを聞いたイタチさんは、「よし！」と言いたげに強くうなずくと、声のボリュームを下げてぼそっと小さくつぶやいた。

「だったらね、考えてみてよ、真しん一いち。もしも、好きな人が──大事な人が、自分の身代わりでいなくなっちゃうとしたら……だよ？　そんなの」

　ふいに言葉を途切れさせ、イタチさんが僕を見つめた。涙のにじんだ上うわ目め遣づかいに、心と体がずきんと痛む。わかっちゃいたけど僕はこの人が好きで好きで仕方ないんだよな、うん。そう再確認するのと同時に、僕にとって誰だれより大事な妖よう怪かい少女は、再びそっと口を開いた。

「そんなの、耐えられる？」

「え」

　答が何も出なかった。イザとなったらこっちが使おうと思っていた武器を丸ごとぶちこまれたような無力感が湧わき起おこり、自分の心が納得する音が胸の内から響いてくる。なるほど。好きな相手が自分の代わりに犠ぎ牲せいになるのは、確かに嫌いやだ。そんな当たり前の事実を突きつけられ、僕はようやく観念して頭を下げた。

「ごめん」

　──そう。何もかもイタチさんの読みどおりだった。

　あの人ひと形がたは、あくまで境遇や不運を他人へそっくり移すアイテムだ。つまりイタチさんを助けたいなら、誰かに代わりに消えてもらわなくちゃならないのだが、そんな都合の良い人材がほいほい転がっているわけもなく。仕方ない、ここは自分しかいないよな、となるのは、当然の結論だった。

　で、人形奪だつ還かんの際に、一人で動いた理由もこれだ。誰かに力を借りたなら、イタチさんを救うためとは言え、それは僕が消える手助けをしてもらうことになってしまう。平たく言えば自殺を手伝ってもらうのと同じであって、そんな後味の悪そうなことに、誰かを巻き込めるはずがない。やむを得ず、稲いな葉ば先生だけには助けを求めてしまったけれど──と、妙にスッキリした頭でそんなことを思いつつ、僕はイタチさんへ笑いかけた。

「にしても、よくわかったね。そこまで完かん璧ぺきに当てられるとは思わなかったな」

「真一の考えって、わかりやすいから」

　やれやれと肩を落とす僕を見て、くすりと微笑ほほえむイタチさん。その柔らかな笑顔で僕を心底魅了しながら、消える定めの妖怪少女は、「それと」と嬉うれしそうに言い足した。

「御み崎さきにも手伝ってもらったんだよ。ね、御崎？」

「左さ様よう！　白しろの字じの行動パターンなら、私もそこそこ詳しいのでね！　だがしかし、ここまで推測どおりに動いているとは思わなかったさ！」

　唐突に割り込む芝居がかったセリフ。わあなんだなんだと驚く僕の目の前で、白い光が瞬またたき、暗かった美術室の蛍光灯がばばばばばっと点灯した。その眩まぶしさに思わず両目を覆おおった瞬間、部屋の隅すみの机の陰から、不敵な声が轟とどろいた。

「フハハハハハハハハ！　空気を読んで空気に逆らう、粋いきでいなせな妖よう怪かい馬ば鹿か！　知恵と知識と知性の子、経ふみ島しま御み崎さきただいま参上！　いや参上も何もさっきからずーっとここにいたんですけどね──って、白しろの字じ。リアクションが薄いわよ」

「いきなり出てきて無茶言わないでくださいよ」

　机の上に飛びあがり、二つに分けた長い髪とジャージの袖そでを翻ひるがえしてポーズを決める経島先輩を前にして、僕は思わず反論していた。せっかくイタチさんとしみじみしてたのに、このジャージ眼鏡めがねはほんとにもう！　「何しに来たんですか」と睨にらんでやれば、先輩はひょいと机から飛び降りて僕らの傍そばへと歩み寄り、ニッと笑った。

「そう怖い顔しなさんな。あんたが家を出たのと入れ違いで、イタチちゃんに呼ばれて相談に乗ってたもんでね。せっかくだから付いてきたってわけ」

「せっかくだからの意味がよくわかりませんが……しかし、相談ってなんです？」

　いつもどおりのテンションの先輩に呆あきれつつちょっと癒いやされつつ、僕は抑えた声で尋ねた。今日きようという日に、歩く怪かい異い現象大辞典こと経島先輩に相談を持ちかけたってことは、やっぱり神しん気きの呪のろいに関かかわることだろう。もしかしてイタチさんなりに打開策を見つけたとか、前向きな話だったらいいんだけど。そう期待しながら答を待てば、先輩は言いづらそうに目を背そむけ、悔しげにガリガリと頭を搔かいた。……あ、嫌いやな予感。

「白の字のその顔は『あ、嫌な予感』って思ってる顔ね。うん、まあ、なんつーか、なんだ。アレよアレ。ああもうこういう空気ってほんと苦手なのよね、もう！　だからね、ぬう」

「いいよ、御崎。あたしが自分でちゃんと言うから」

　ごにょごにょと口を濁にごす先輩を優しく制し、イタチさんが僕へと向き直る。美しくて可愛かわいくてそしてとことん悲しい笑顔で、僕の心をゴリゴリと抉えぐり取とりながら、いつか消えゆく妖怪少女は、「真しん一いち」と僕の名を呼んだ。

「──お願い。あたしを、描かいて。今すぐ」

「え？　描くって、それは」

　ぽかんと間抜けに口が開く。イタチさんの言ったことの意味が、わからなかったわけじゃない。むしろ嫌になるくらいよくわかったし、だからこそ次の言葉が出てこなかった。

　言うまでもなく、イタチさんは「僕の絵のモデルになる」という約束に基づいて此し岸がんに顕けん現げんし続けている妖怪だ。言い換えれば、僕がイタチさんをモデルにした絵を完成させてしまえば、その時点で、目の前の少女は、この世界に存在する理由を失い──神気の呪いの発動を待つまでもなく──あっさりと消えてしまう。そのことを心の中で改めて確認しながら、僕は努めて明るい声を発した。

「……焦あせりすぎだよ、イタチさん。前も言ったけどさ、今の僕の腕前じゃ、イタチさんを描き切ることなんかとてもできない。満足できる腕になるには、ずっと練習を続けたとしても──うん、あと何年も掛かると思う。それはもう確実に」

　しみじみ肩をすくめつつ、僕は自分の実感を口にしていた。

　去年からこっち、いろんなものを見て、いろんな人に出会って、それらを絵に描かくことで、正直、少しずつ腕が上がってきた自信は──まあ、ある。だがしかし、満足できる域に達してるかと聞かれれば、全然、としか答えようがないわけで。いくら頭の中でイメージがしっかり描けたところで、それを正確に指先と鉛筆とに伝達できなければ意味はない。頭の中に理想がある絵描きは、生涯自分と戦い続けることになる──だっけ。海でニコ先生に聞かされた話を思い出して溜ため息いきを吐つくと、僕は「ごめん」と頭を下げた。

「そういうわけだから、僕にはまだイタチさんを描けない。神しん気きで消えちゃう前に約束を、って考えてくれたのかもしれないけど、急ぎすぎだよ。今すぐ消えるってわけじゃなし、まだ、何かきっと方法が──」

「そんなことない」

　短く言い放たれた一言が、僕の気休めを断ち切った。え、そんなことないって何が？　説得を中断してきょとんと見つめれば、イタチさんは「そんなことないんだよ」と繰くり返かえしながら、僕から一歩そっと離れた。どういうことですかと経ふみ島しま先輩へ目を向ければ、いつも明るい妖よう怪かい博はか士せは無言のまま頭を振った。何がなんだかわからずに、不安だけがどんどん募つのる。と、イタチさんの指先に、透明な風がくるくると小さく踊りはじめた。

「鎌かま鼬いたち……？　でもどうして今、その術を」

「見て、真しん一いち」

　僕の問いには答えずに、イタチさんは風を纏まとった指を自分の胸元へと突きつけ、そのままセーラー服の上を一直線に滑すべらせた。制服だけを切ったのだろう、ぴっ、と微かすかな音が響く。

　そして、次の瞬間。

　はらりと開いた服の合わせ目から覗のぞいた光景に、僕は言葉を失っていた。

「……噓うそだ。噓だよ」

　最初に漏もれた言葉はそれだった。無論、実際に見ている以上、噓なはずはありえない。イタチさんも先輩も何も言わないのがその証拠だ。だが、それでもなお、どうか噓であってくれとどこかの誰だれかに懇こん願がんしながら、僕はイタチさんの胸元から──いや、柔らかな胸の膨ふくらみのちょうど真ん中に開いた穴から、目を離すことができなかった。

　白い光に縁ふち取どられた丸い穴の直径は、十センチほどだろうか。どういう仕組みかわからないが、水色の下着ごと胸元を抉えぐり取とったように、無む造ぞう作さにぽっかりと穿うがたれていた。ああ。なんで。これはいったい。どうすれば。誰か助けて。

　いくつもの言葉が同時に浮かび、そのどれもが口にできない。何も言えずに口をぱくぱくさせていると、イタチさんは確認するように「ね？」と微笑ほほえみ──なんで笑えるんだよ、この状況で──、そして経島先輩が静かに語りはじめた。

「説明しなくてもわかるわよね、白しろの字じ。この穴、あんたは見覚えあるはずだから。ほら、大おお祓はらえの始まるちょっと前。コンサートホールの壇だん上じようで、牛の骨を被かぶった瘧ぎやく鬼きと相あい対たいした時に」

「……牛ご王おうのことですね」

　先輩に言われるまでもない。そのことは、この穴を見た瞬間に思い出していたが、正直、連想したくはなかった。神しん気きを浴びてしまったがために、持ち前の余裕を失って滝たき沢ざわさんに襲おそいかかり、最終的にはあっけなく消えたあの鬼おにを連想するということは、つまり、目の前の穴が、あれと同じものだと認めることになるわけで──。

「気づいたのは、今日きようの夕方だったんだよ」

　ふいに、イタチさんが口を開いた。その先を話さないでくれと願うことしかできない僕の耳に、抑えた声がしっかり滑すべり込こんでくる。

「最初は小さな点だったのに、もう、こんなに、大きくなっちゃった。今なら、牛王が焦あせった気持ちも、ちょっとわかるかな。しかも、これ、自分でわかるんだよ。不思議だよね」

「わかるって──何が」

「いつ頃ごろ、どうやって消えちゃうか、ってこと。穴がある程度大きくなったら、そのまましばらく広がらずにいて──時が来たら、実体が保てなくなって、そのまま。このままだと、あたし、明日の朝には、もう──」
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「もういいっ！」

　聴き手に徹するのはもう限界だった。弾はじかれたように体が動き、目の前の少女を力任せに抱き寄せる。自分の情けなさと不ふ甲が斐いなさをぶつけるように、ぎゅうっと力を込めて抱きしめれば、腕の中のイタチさんは「もう」と苦笑した。

「力が強いよ、真しん一いち」

「あっ、ごめん！　じゃあちょっとだけ緩ゆるめ」

「ううん。このままで──このままがいい」

　僕の肩口に顔を押しつけながら、小さくつぶやくイタチさん。顔は見えなかったけど、照れくさそうな声のおかげで表情はだいたい予想できる。うん、とうなずき、剝むき出だしの胸から伝わる穏おだやかな鼓動を感じていると──穴が開いてても、心臓の音は聞こえるんだな──耳元で微かすかな声が響いた。

「ありがと、真一。最後にぎゅってしてくれて」

「最後って、そんな──！　まだなんとか──ええと、たとえば──」

「大丈夫だよ、もうわかってるから。……でも、残念だね。真一としたいこと、他ほかにも、いっぱい、いっぱいあったのに……。夏休みはこれからだし、二学期には、文化祭も──。赫あか音ねや美み生うと、喫茶店がんばろうねって約束したのに……」

　声と声との合間に、少しずつ混じりはじめる嗚お咽えつ音。イタチさんが顔を押しつけた左肩がじっとりしてきたのは、間違いなく涙だろう。大好きな人がぼろぼろ泣いてるってのに、僕はいったい何をしてるんだ！　自分自身を全力で叱しかりつけながら、ただただ腕に力を込めていると、イタチさんが落ち着いた声でつぶやいた。

「……もう一度お願いするね、真一。あたしを描かいて」

「え？　いや、それは──うん、神しん気きで消されるよりはってことはわかるんだ。でも」

「腕が足りない？　あたしは、真一の今の精一杯でやってくれれば、それでいい。それで充分、幸せだよ。あ、できれば、ここで──美術室で、描いてくれると嬉うれしいな。一番、思い出が多い部屋だから……って。ごめん、ひどいわがまま言ってるよね、あたし。自分でもわかってる」

　おろおろと取とり繕つくろう僕へ、涙混じりの言葉が続く。僕に体と顔を押しつけたまま、もうすぐ消える妖よう怪かい少女は、いったん呼吸を整えると、「でも」と再び口を開いた。

「お願い。大好きな人との約束、守らせて」

「イ」

　タチさん、の部分は声が詰まって出なかった。

　感情が一気に最高値を超えて高ぶり、もはや嬉しいんだか悲しいんだかさえわからない。イタチさんの気持ちを考えれば、お願いを聞くべきなんだろう。もちろん絵描きの端はしくれとして、イタチさんを描きたい気持ちもしっかりとある。だけど──。踏ん切りを付けられないまま、思考回路をぐるぐると回し続けていると、ふいにカラッとした声が背中に届いた。

「やってやんなよ、白しら塚つか真一」

「へ？」

　いきなり名前を呼ばれた。イタチさんを抱きかかえたまま振り向けば、腕を組んで苦笑する経ふみ島しま先輩と目が合った。なんでいきなりフルネーム？　きょとんと視線で尋ねれば、ジャージと眼鏡めがねの似合う妖よう怪かい博はか士せは、やれやれと言いたげに頭を振った。

「うんって言ってあげなって。あんただって、イタチちゃんの想おもいはわかってるんでしょ？」

「それは……はい。そうです、先輩」

「でしょ？　だったらさ、腹をくくって描かいてやるしか選択肢がないってことも理解できるでしょーが。そのままうだうだ判断保留してたって、朝が来たらお終しまいよ」

　わざとらしいほどぶっきらぼうに言い放つと、先輩は「さあどうぞ」と言いたげにイタチさんを指し示した。その動きに促うながされ、僕は腕を少しだけ緩ゆるめ、抱きしめていた少女へ再び目を向けた。至近距離からこちらを見返す大きな瞳ひとみを前にして、僕はようやく覚悟を決めた。

　いいんだよな。ああ。

　そう自分で自分に確認し──そして、ゆっくり口を開く。

「僕。あんまり絵は上手うまくないけど。それでもいいなら」

「いいなら──何？」

「僕のモデルになってください」

「うん」

　返事を待つ必要はなかった。

　目め尻じりに涙を浮かべながらも、イタチさんは嬉うれしげに微笑ほほえみ、しっかりと首を縦に振ってくれたのだ。その笑顔に思わず見み惚ほれていると、たった今モデルを引き受けてくれたばかりの妖怪少女は、「懐なつかしいな」と僕を見返した。

「モデルになってください──か。最初に会った時、そう言ってくれたんだよね」

「あ、わかった？　覚えててくれたら嬉しいなと思って言ってみたんだけど」

「……もう。それくらい、ちゃんと覚えてるよ。だって、真しん一いちのことなんだから──」

「ほほー。本人による再現ＶＴＲってやつですな」

　イタチさんを抱きかかえたまま言葉を交わしていると、経島先輩がにやにやと口を挟んできた。相変わらず雰囲気を壊こわす人である。じろりと睨にらんでやれば、悪びれることのない妖怪博士は、ニッと笑って頭を搔かいた。

「お邪じや魔ま虫でごめんなさいね。でもまあこっちだってイタチちゃんとの付き合いの長さは似たよーなもんなのだから、除のけ者ものにされる所以ゆえんはないと思うのであった」

「そうだね。御み崎さきと真一は、ずっと一緒にいてくれたもんね」

「でしょ？　さすがイタチちゃん、優しいわね。時に白しろの字じ、あんまり上手くないとか言ってたけどさ、あんたは鬼おにだの何だのの妖怪を描くことにかけてはベテランなので、そう謙けん遜そんする必要もないと思うわよ。いっちょ頑張って描いてやんな」

「イタチさんと鬼を一緒にしないでくださいよ」

　確かにいろんな妖よう怪かいを描かいてはきたけれど、それとこれとは話が違うし重みも違う。ほんとにもうこの人は……と、そう口にしようとした、その時だ。

　ふいに、脳裏を何かが横切った。

「んっ？　ちょっと待てよ、おい」

　自分で自分に言い聞かせながら、小さな思いつきのようなそれを、慌てて摑つかんで引き戻し、さらに広げて吟ぎん味みする。……うん、そうか、そうだよな。いや落ち着け、ほんとにそれで──？　ぶつぶつと自問自答が口から漏もれて止まらない。と、そんな僕を前にして、イタチさんと経ふみ島しま先輩は、キョトンと顔を見合わせた。

「あの……急にどうしたの、真しん一いち？」

「もしかして、また怖おじ気けづいたんじゃなかろうな。朝までしか時間がないのに、もう十二時回ってんのよ。いい加減に覚悟を決め──」

　イタチさんが首を傾かしげ、先輩が僕をまっすぐ睨にらむ。二組の視線を受けながら、僕はきっぱりと口を開いていた。

「イタチさん、それに先輩。考えがある」




　　　　＊＊＊




「聞いたよ！　白しら塚つか、伊達だてさんの絵を描いてるんだって」

「わん、わんわんわん！」

「クズリさんも──ほんとにそれでいいんですか？」

「そうですよ二人とも！　考え直すべきです！」

　美術室のドアが勢いよく開き、焦あせった声が四つ、せわしい足音とともに飛び込んできた。

　この声は、滝たき沢ざわさんにライカに美み生うさん、それにフィルか。振り返ることなくそう判断すると、僕は鉛筆を握った右手を動かし続けた。一メートルほど離れた場所で椅い子すに座ってこちらを見つめるイタチさんもまた、何も答えようとはしなかった。その様子に面食らったのか、滝沢さんは「聞いてるのか白塚」と再び僕に呼びかけたが、そこにフランクな声が割り込んだ。

「滝やん、しーっ。夜中の三時なんだから。つーか、今は口を挟んじゃ駄だ目めな時間よ」

「そーそー、御み崎さきの言うとおり。人の恋路を邪じや魔まするやつは、熊に蹴けられて死んじまえ」

「それを言うなら馬だよ──って、経島先輩に鱗りんさん？　来てたんですか？」

　先客の存在に気づいたのだろう、滝沢さんがきょとんと尋ねる。その問いかけを受け、僕の視界のぎりぎりの端はしで、窓まど際ぎわの机と椅子に腰掛けた二人は「まあね」と言いたげにうなずいた。

「私は最初からいたし、お鱗りんさんが来たのは二時間ほど前だっけ？」

「うん。元もと旦だん那なに叩たたき起おこされてからだから、そんなもんかね」

「そんなもんかねって……鱗、お前まさかずっと見てたのか？　経ふみ島しま先輩も経島先輩ですよ！　伊達だて先輩がモデルになるって、どういう」

「お黙りなさいな、大おお上がみフィルバート」

　経島先輩のざっくりした一言が、激げつ昂こうするフィルの言葉を遮さえぎった。いつもと同じけろりとした口調で吠ほえる人狼ワーウルフを黙らせると、先輩は小さく肩をすくめて頭を振った。

「あんたらの気持ちはわからんでもないけどさ、あいにく、そこらへんの議論はもうとっくにやり尽くした後なの。イタチちゃんと白しろの字じが──当事者同士が決めたんだから、今になって観客席からやいやい言うのは、ルール違反もいいとこよ」

「でっ、ですけど……」

「しっ。見るなら静かに見てなさい。集中の邪じや魔ましないでやってほしいの。……お願い」

　淡々とした先輩の声が、深夜の美術室に静かに響く。はい、と小さく応じたのは、おそらく美み生うさんだろう。数秒間の沈黙の後、友人たちが納得したのを確認したのか、椅い子すに腰掛けたままのイタチさんは、困ったような笑みを浮かべた。

「ありがと、赫あか音ね、美生。それにフィルとライカも……ごめんね」

「──いいよ」

　代表して滝たき沢ざわさんが一言だけ答え、そして静かな時間が訪れる。

　ありがとう、それと、ごめんなさい。イタチさんと同じ言葉を口には出さずに語りながら、左手で支えたスケッチブックに目を向ける。数時間前に描かきはじめたイタチさんの全身像は、いつの間にか完成に近づきつつあった。

　全体像は既に描き終えたので、後は細部の陰影だけだな、うん。機械的に判断し、手元の鉛筆を硬質な芯しんのものへと取り替える。欲を言えば水彩画にしたかったけど、タイムリミットは夜明けだから、乾くのを待ってる時間はない。やっぱり鉛筆画しかなかったんだよな。そんなことを頭の隅すみでふと思いつつ、ひたすら鉛筆を躍おどらせていると、ふいに背後で息を吞のむ声が聞こえた。

「やっぱりだ。最初に見た時も思ったけど、白しら塚つか先輩、凄すごくなってる……！　いや、でも、そんな急に──？」

「わう？」

「にゃっ？　ええと──白塚さんが、お上じよう手ずになったということでしょうか？」

「それもあります。輪郭線も陰の付け方も、昨日きのうまでの白塚先輩とはまるで違う」

　ライカと美生さんの問いかけに真剣に応じるフィル。そこまで言われるとちょっと照れるな、と苦笑する僕の手元を見つめ、美術部の後輩は「ですけど」と抑えた声で続けた。

「それより何より凄いのは、迷いがないってことなんです。普通の絵描きなら、手順の合間にもっと悩むものなんですよ。次の線をどうしようとか、何を使ってどう攻めようとか。だけど、今の白しら塚つか先輩には」

「……その迷いが全くない、ってこと？　確かにてきぱき描かいてる気はしたけど」

「てきぱきなんてレベルじゃないですよ、滝たき沢ざわ先輩！　調子がいい時のニコ姉さんもこんな感じですが、これ、ほとんどプロの──しかも、何年もやってるベテランの境地です。いくら覚悟を決めたって、それだけで技術が上達するはずなんかない！　なのにどうして──」

「そんなもん、相応の練習を積んだからに決まってるでしょーが。ね、元もと旦だん那な」

　驚きよう愕がくするフィルの言葉に、鱗りんさんが軽やかに口を挟んだ。はい、と小さくうなずく僕を見つめると、タンクトップ姿の蛇へび女によう房ぼうは呆あきれたようにシャッと舌を鳴らした。

「夜中にいきなり電話で叩たたき起おこしてさ、ガレーはいるか、今すぐあの絵に入りたいって叫びやがるのよ、こいつ。まあ困惑したね。いきなり何を抜かすんだと」

「……わふ？」

「ぼくに聞かれても困るよ、ライカ。ぼくだって何で急にガレーさんが出てくるのか、それに、絵に入るってのがどういうことなのか──って、あ。……そうか、そういうこと？」

「お、赫あか音ねが最初に気づいたか！　いえーす。つまり、そーゆーことよ」

　机に座った鱗さんが、指で丸を作って「正解」と笑った。同時に、その傍かたわらで椅い子すに腰掛けていた経ふみ島しま先輩が、腕を組んで話しはじめる。

「画が霊れいに引き込まれる絵の中の世界では、時間が経過しないからね。あっちで何十時間過ごそうが、外では一秒も経たってない。夢を見るようなもんだから物の出し入れこそできないし、精神だけの状態だから体を鍛きたえたりするのも無理だけど、経験値を稼かせぐことはできるってわけ。とっさのアイデアにしちゃあ、上出来中の上出来よ」

「あっ、なるほど！　じゃあ白塚さんは、絵の中で、何日も……？」

「一年だってさ」

　感かん嘆たんする美み生うさんの言葉を受け、鱗さんが苦笑しながら言い放つ。おそらくはきょとんとしているだろうみんなを、蛇女房は「呆あきれちゃうよねえ」と見まわした。

「丸一年の間、この馬ば鹿かは脇わき目めもふらず鉛筆を走らせ続けたんだって。いくら腹も減らず疲れもしない世界とは言え、あんな殺風景なところで──ねえ？　極きよく端たんすぎるっしょ」

「白塚ならやりかねないとも思うけど──でもそれ、ほんとに？」

「うん。だってさっき当人ガレーに電話で聞いたし。あんなに長く人の心を引き込んだのは初めてだ、当分は疲れで絵から出られないって笑ってたね」

　訝いぶかるように尋ねられ、ガレーさんと仲の良い鱗さんはけらけら笑った。それを聞いて驚いたフィルたちの視線を、背中に感じた気がしたので、僕は黙ってうなずいた。同時に、数時間前の記憶が──体感的には一年分の記憶が、ふっと脳裏に甦よみがえった。

　ガレーさんの絵の中は、崩れかけの一軒家以外は荒野が広がるだけの世界だったけれど、廃はい屋おくにあった紙と鉛筆さえあれば、僕には何もいらなかった。しかもその紙も鉛筆も、いくら使ってもなくならないのだから素晴らしい。おまけに全く疲れないから、こっちの世界でありがちな「筆が乗ってきたところで疲れたり眠くなったりして中断せざるを得ない」という状況が起こらない。調子が良くなってきた状態でさらに描かき続つづけることで、筆と心はどんどん強くリンクしていき、思い描いたとおりのイメージを正確に再現できるようになっていく。

　と、そんな理想的な──ガレーさんは「理想？　常人なら地獄だよ」と笑っていたが──あの空間で、僕は絵を描き続けたのだった。イタチさんに出会ってからこっち、心に焼き付けてきた全すべての仕草や表情を、一枚一枚、できる限り丹念に描く。それだけをひたすら繰くり返かえした一年間を思い起こしながら、僕は親切な画が霊れいに心の中でお礼を告げた。ありがとうございました、本当にありがとうございました。その一文を心の中でつぶやきつつ、イタチさんの制服にディテールを描き加えていく。僕があっちに行っている間に着替えたらしく、セーラー服の胸元には、鎌かま鼬いたちで切り裂いた跡は残っていない。

　むろん言うまでもなく、体感的には一年ぶりのイタチさんだ。「ただいま！」って抱きしめたいし、その手を取って話したい。そう思うのは当然なんだけれども、今はそれどころじゃないってことは、心の底からわかっている。だから。

　──だから今は、最高の絵を。

　それだけを胸の内で響かせながら、僕は、やがて制服を描き終えた。

　ここまでくれば、残る過程はあと僅わずか。首から上に陰影を付け、最後にサインを書き入れれば、それでこの絵は完成する。ちらっと壁の時計を眺めてみれば、夜明けまではあと一時間もなかったが、それだけあれば充分なんとかなるだろう。

「……よし、もうひと踏ん張り。集中しろよ、白しら塚つか真しん一いち」

　自分に言い聞かせながら、静かに深く息を吸う。ついでに指をこきこき鳴らしていると、ふいに経ふみ島しま先輩が「そろそろか」と立ちあがり、みんなをぐるっと見まわした。

「そんじゃまあ、素人しろうと目めで見てもあとちょっとで完成っぽいし、私らはそろそろ退散するとしましょうか。生徒会室に江え戸ど橋ばしに新あら井い、天てん狗ぐにキツネも来てるらしいからさ、後はそっちで待機っつーことでいいかしら、いいわね、答は聞いてない。ほれほれ、出て行け」

「シャッ？　最後までいてやんないの？　そりゃああんまりひどくないかい？」

「ま、待ってください経島先輩！　ぼくは確かに役には立たないですけど──それでも、伊達だてさんの友人です！　何もできなくっても──いや、だから、せめて最後まで……！」

「わん！　わんわんわん！」

「そうですよっ！　私だって、クズリさんは大事なお友達なんですから！　もちろん、こんなふうにお別れなんてしたくないですけど、で、でも……出て行けって、それは──」

「美み生う先輩の言うとおりです！　俺おれも、伊達先輩の後輩として」

「うるさい黙れ！」

　口々に騒さわぐ皆さんを、経ふみ島しま先輩が一いつ喝かつした。先輩とは思えない切せつ羽ぱ詰つまったシリアスな叫びに、滝たき沢ざわさんたちが思わず黙り込む。と、そんな一同を前にして、経島先輩は「ごめんなさいね」と苦笑した。

「うん。最後まで立ち会いたいって気持ちがわかんないほど、私だって馬ば鹿かじゃないわよ。私の言ってることが、勝手なわがままだってこともわかってる。でも……この二人を──白しろの字じとイタチちゃんを、最初から見てきた身としては、さ。最後は二人きりにしてやりたいのよ」

　だから、お願い。そう言い足すと、先輩は手を合わせて頭を下げる。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで勝手気ままな先輩とは思えない言動に、鱗りんさんや滝沢さんはぽかんと目を丸くした。そして沈黙が三秒ほど続いた後、最初に口を開いたのは──意外にも、と言うと失礼だけど──美み生うさんだった。

「経島先輩のお気持ち、よくわかりました。行きましょう、皆さん」

「……確かに、そうすべきかもね。ライカ、来い」

「うう……わん」

「え？　美羽先輩も滝沢先輩も、そんなにあっさり？　鱗、お前はどうする──」

「行くに決まっとるでしょうが。フィル、あんたも一緒に来な。──つーわけで、クズリ。アタシらはこれで失礼すっからさ。なんつーか、楽しかったよ。なあ？」

　フィルの襟えり首くびを摑つかんだ鱗さんの問いかけに、滝沢さんや美生さんはきっぱり首を縦に振る。それを見たイタチさんは、目め尻じりに涙を溜ためながら「ありがと」と優しく告げた。

「ありがと、みんな。あたしも、楽しかったよ」

「そりゃあ良かった！　よし、行くぜ野郎ども！」

　鱗さんが廊下に通じるドアを開けてみんなを促うながし、滝沢さんたちがそれに続いて去っていく。そして最後に残った経島先輩は、満足げな笑顔を僕らへ向け、

「そんじゃ、私もこれにて失敬。ではまたね──ってのは、ちょっと不ふ謹きん慎しんだった？　まあいいや、またね」

　そんなことを言い残し、あっさり立ち去ってしまったのだった。

　で、無む造ぞう作さに閉められたドアを前に、二人して無言で佇たたずむこと約十秒の後。閉じた戸を見つめていたイタチさんが、くすっと困ったような笑みを浮かべ、口を開いた。

「御み崎さきがあんなこと言い出すなんて……。あたしたちを気き遣づかってくれたのかな」

「みたいだね、どうやら。雪でも降るんじゃなかろうか」

　あの興味本位と自分勝手の複合体みたいな人が、まさか後輩に気を遣う日が来るとはなあ。鉛筆を握ったまましみじみと驚けば、イタチさんは「言いすぎ」と僕を睨にらんだが、ややあって再びふっと笑った。

「──ね、真しん一いち。いろいろあったよね」

「え」

　不意打ちのような呼びかけに、絵に取りかかろうしていた手が止まる。僕は、虚きよを突かれたように、一瞬間抜けに口を開け──そしてきっぱりうなずいた。

「うん。いろいろあった」

　右手の鉛筆を絵の上で滑すべらせながら、同じ言葉をそのまま返す。だよね、と言いたげに微笑ほほえむイタチさんにうなずき、僕はもう一度「いろいろあったよ」と繰くり返かえした。

「放課後になったらここに──美術室に集まって、妖よう怪かい対処に向かうのが当たり前になってたからなあ。慣れるほうもどうかと思うけどさ」

「そうだよね。……でも、楽しかったな、ほんと」

　自じ嘲ちようする僕を前にして、イタチさんは自分に言い聞かせるようにうなずいた。僕ら以外は誰だれもいない静かな部屋を懐なつかしむように見まわすと、もうすぐ消失の時間を迎える妖怪少女は、優しく僕へと語りかけた。

「真しん一いちと会って最初に出たのって、のびあがりだっけ？」

「うん、そうだよ。その後は確か、小豆あずき洗あらいとかヤカンズルとか」

「そうそう。あんまり危なくない妖怪が続いたんだよね」

　──一度話しはじめれば、思い出語りは止まらなかった。

　片かた耳豚きらうわ、九きゆう尾びの狐きつねの稲いな葉ば先生、野の襖ぶすま、辻つじ神がみ、牛うし鬼おにに鬼おにに天あまの逆ざ毎こ。犬いぬ神がみのライカ、さがり、おとろし、蟹かに坊ぼう主ず、河かつ童ぱ、大おお蟷螂かまきり、ミカリ婆ばばあ、納なん戸ど婆ばばあ、甘あま酒ざけ婆ばばあ、猿さる神がみ、天てん狗ぐの是ぜ害がい坊ぼうこと奈な良ら山やまと松明たいまつ丸まる、夜や行ぎようさん、火ひ取とり魔まや雪女の八や雲くもちゃん、木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まる、天あまの邪じや鬼く、野の槌づちと迷まよい家がと老鼠ひねつこ、白はく澤たく、しょうけら、袋ふくろ担かつぎ、蟇わくど、付つく喪も神がみ、蚊帳かや吊つり狸だぬき、髪切り、二に恨こん坊ぼうの火、蛇へび女によう房ぼうの鱗りんさん、太たい歳さい、座ざ敷しきわらし、悪あく魔まヶが風かぜと風の神、四番倉の付喪神と塵ちり塚づか怪かい王おう、八はち右衛え門もん狸だぬきの寺てら林ばやし先生、一ひとつ目めの鬼おにや牛ごん蒡ぼ種だね、画が霊れいのガレーさん、布ふ団とん被かぶせ、人狼ワーウルフのフィル、機はた尋ひろ、手て杵ぎの返がえし、学校の怪談とシタガラゴンボコ、目め競くらべ、応おう声せい虫ちゆう、瘧ぎやく鬼きの牛ご王おう、アマビコ、神と先さき触ぶれたち、天てん吊づるし、細ほそ手て長なが手て、ぬらりひょんと鵺ぬえとその他の海の妖怪たち、覚さとり、袖そでもじき、その他諸もろ々もろエトセトラ。そうそう、ダリ、黄きな粉こ坊ぼう、オボ、山やま乳ち地ち、活いき人にん形ぎようなんてのもいたっけか。改めて思い起こしてみればかなりの数だ。正確には数えていないけど──。

「放課後に出会ったり戦ったりほっといたりした妖怪だけでも、百くらいはいるのか」

「ほんと、百物語みたいな放課後だったね」

　よくもまあこんなにいろいろ出たもんだ。慣れていた自分に呆あきれて肩をすくめれば、それに釣られてイタチさんが楽しそうに微笑んだ。その笑顔はやっぱりとことん最高で、この人とずっと一緒にいたいと思わせるには充分で──。

　よそう。その先はもう考えちゃ駄だ目めだ。今は、絵を描かくと決めたんだから。

　そうだろ、白しら塚つか真一。

　もちろんだ。

　この数時間、体感的には一年間、何十回も何百回も繰り返した自問自答を、口には出さずにリピートする。その間にも、僕は鉛筆を走らせ続け──そして、絵を描き終えた。

「お待たせ。後はサインさえ入れれば、この絵は完成だ」

　お疲れ様、と告げながら、左手で支えていたスケッチブックを、机に置いて眺めてみる。

　四角い椅い子すに腰掛けながら、少し気恥ずかしそうにこちらを見つめるセーラー服の少女の姿が、そこにはくっきりと描かれていた。引ひきしまりつつも柔らかな体のライン、肩まで届くさらさらの髪、そして何より、はにかんだような困ったような、それでいてとことん優しいその微笑ほほえみ。描かいた自分で言うのもなんだけど、ありふれた画用紙に描き出されたその姿は、正しくイタチさんそのものだった。畜ちく生しよう、意外とやるじゃないか、僕。近づく別れに痛む胸の、奥のそのまた端はしっこで、ほんの少しだけ自負心を覚えながら、僕はイタチさんへ話しかけた。

「割と──いや、かなり良く描けたと思うよ。どう？」

「自分の絵って、恥ずかしいね。でも、すごくいい絵だよ。だから……早く完成させて」

　嬉うれしそうに告げると、イタチさんは静かに立ちあがり「あんまり時間も残ってないから」とつぶやいた。言われてみれば確かにその通り。美術室の窓は西向きなので朝日は差していないけど、日の出の時間はすぐそこまで迫っている。ということは、神しん気きの呪のろいも、そろそろ──？　恐る恐る視線で尋ねてみれば、たった今僕のモデルになってくれた妖よう怪かい少女は、黙って小さくうなずきながら、僕へと歩み寄ってきた。

「服の上からじゃ見えないけど、胸の穴に神気が溜たまって、しかもどんどん濃くなってきてる。もうすぐ、なんだと思う。だから、その前に、真しん一いちとの約束を、ちゃんと──あ」

「わっ！」

　何の前触れもなく唐突に、セーラー服の胸元が白く輝き、僕は思わず目を閉じた。そして慌てて目を開けば──ああ、畜生──イタチさんを通して、美術室の壁が見えていた。実体が保てなくなってきたのだろう、完全に透けてしまっている。そんな自分の体を見下ろすと、イタチさんは目め尻じりに涙をいっぱいに溜めながら、それでも健けな気げに微笑んだ。

「消える時は、服ごとなんだね。もう、さよならみたい……。真一、絵にサインを──」

「さよならじゃないっ！」

　透き通ったイタチさんにずいっと近づき、きっぱりはっきり言い放った。丸くなる大きな瞳ひとみを見据え、僕は「さよならなんかしてたまるか」と繰くり返かえした。

「僕は絶対にイタチさんにまた会うよ！　もしも、もしもこれでいったんお別れだとしたって、そのまま終わりになんかするもんか！　何年何十年掛かっても構わない！　僕は、僕は絶対にイタチさんを──」

「……ありがと、真一」

　困ったような微笑みが、僕の言葉を断ち切った。実体のない涙がぽろぽろと落ちる中、イタチさんは僕の顔をまっすぐ見つめ、「もしも」と再び口を開いた。

「もしもまた会えたら、あたし、『ただいま』って言うね」

「じゃ──じゃあ僕は『おかえり』って言う」

「いいね、それ。あたしたちらしくて……好きだな」

　実体のない顔が嬉うれしそうに赤く染まった。もう消滅寸前なのだろう、さっきまではくっきりしていた輪郭線すら、今ではぼんやり曖あい昧まいだ。完全に消える前に、絵を完成させないと。僕は机に置いたスケッチブックの上で右手で鉛筆を強く握り直すと、左手でイタチさんを抱き寄せた。透けていようが、実体がなかろうが関係ない。何度も何度も抱きしめた人なんだから、腕が勝手に覚えている。と、イタチさんは頰ほおをさらに赤らめ、僕へと顔を近づけてきた。形良く尖とがった鼻先が、涙に濡ぬれた大きな瞳ひとみが、小さく可愛かわいい唇が、数センチの距離にまで迫る。

「……またね、真しん一いち」

「うん。また」

　部活が終わった時のような挨あい拶さつを交わしつつ、僕らは自然に唇を重ねた。

　実体はとっくになくなっているはずなのに、それでも温かい気がするのはなぜだろう。

　そんなことを考えながら、僕は絵の上で右手をそっと動かした。慣れた手つきで、Ｓしらつか・Ｓしんいちのイニシャルを書き入れれば──絵は今度こそ完成し、イタチさんを此し岸がんに留とどめる契約は無効化された。

　一気に、白い光が勢いを増す。同時に、無数の思い出が次から次へと甦よみがえってきた。

　最初はもちろん、美術室での出会いのシーンだ。お正月の温泉旅行、チョコを貰もらえなかったバレンタインデー、多た々た羅ら木ぎ家でのお花見に連休の合宿。それに大おお祓はらえ、マンションでの居い候そうろう生活に、先日の告白──。どの場面にもイタチさんはいて、そして僕はそれが何より嬉しかったから、だから僕は──ずっと、幸せだった。今さらのようにそのことに気づいた僕が、「ありがとう」と心の中で告げるのと、全く同時に。

　僕の大好きな妖よう怪かい少女は、この世界から。

　そう。

　この世界から。

　完全に──消える。

「へ」

　……はず、だったのだけど。

「はへ」

　最初に漏もれたのは、そんな間抜けな声だった。

「あれ」と言ったつもりだったのだけど、なぜか口が塞ふさがれており、くぐもった声が出てしまった。ぱちぱちと目を瞬またたけば、それに釣られてすぐ目の前でも大きな瞳がきょろきょろ動く。そして今気づいたんだけれど、実体のないイタチさんを抱きしめていたはずの左手が、しっかり温ぬくもりと柔らかみを感じている。さらに言えば、さっきまで見えていた美術室の壁が全く見えなくなっており、胸にはどくどくと激しい鼓動が伝わってきているわけで、それら全すべてをひっくるめて考えるとですよ、これはどう見たってもう──。

「ひはひはんはほほにほほっは？」

「ひょ、ひょっほ──ぷはあっ！」

　唐突に顔を押し戻された。期せずして解放された自分の口を思わず押さえる僕を見て、真っ赤に茹ゆであがったイタチさんが叫ぶ。

「もう！　何考えてるの真しん一いち！　きっ、キスしながら喋しやべらないで！」

「ごめんなさい！　喋りにくいもんね、確かに！　って、そうだ！　おかえり！」

「え？　あ、うん、たっ、ただいま──って、話を逸そらさないでよ！」

　僕と体を密着させたまま、激しく怒るイタチさん。その顔も髪も首も腕も、もうどこも透けてはおらず、なおかつしっかり温かい。ということは──神しん気きの呪のろいが消えたのか？

「そうであってほしいんだけど……って、イタチさん！　胸の穴は！」

「ちょ、ちょっと真一！　きゃっ、いきなりそんなところ触っちゃ……」

「よし、穴はもうどこにもない！　ちゃんと温かい！　そしてなおかつ柔らかい！　ああ！」

「ああ、じゃないよ！　声に出して言わないのっ！　と言うか手を引っ込めて！」

　反射的に制服の中に突っ込んでしまった僕の手を摑つかみ、イタチさんが必死で叫ぶ。そしてようやく我に返った僕が「あ、ごめん」と謝あやまった、その時だ。

「よおっしゃあっ、作戦大成功！　でかした白しら塚つか真一！」

　勢いよくドアが開いたかと思うと、廊下の窓から差し込む朝日を背景に、小柄な人影が──要するに経ふみ島しま先輩が現れた。それに続いてどたどたとにぎやかな足音が響き、見慣れた面々が次々に美術室へと飛び込んでくる。

「わん！　わんわんわんわん！」

「経島先輩どうして一人で先に──って、伊達だてさん！　良かった、成功したんだね！」

「ちゃんと今までどおりのクズリさんですもんね！　白塚さん、偉いっ！」

「シャーッ、でかした元もと旦だん那な！　ガレーも草葉の陰で喜んでるぞ！　死んでねえけど！　ほら、フィルもしっかり喜んどけ！」

「わかってるよ！　伊達先輩、おめでとうございます！」

「俺おれは成功するって信じてたよ、白塚。……あれ、どうしたんですか、輝ひかるさん」

「あ、ごめんなさい奈な良ら山やまくん。ほっとしたら気が抜けちゃって……」

「精しよう進じんが足りませんわよ。生徒会副会長なら心をしっかり持ちなさい」

「それは無茶ですよ稲いな葉ば先生。会長の俺でも安心しすぎて声が出ないのに」

　僕とイタチさんを取り囲み、わいわい騒さわぐいつもの面々。滝たき沢ざわさんにライカに美み生うさんに鱗りんさん、フィルに奈良山に新あら井いさん、稲葉先生に江え戸ど橋ばしさん、そして我らが経島先輩。親しい人たちが胸をなで下ろしたり喜んだりする中で、僕はイタチさんと顔を見合わせ、そして同時に微笑ほほえんだ。

「ありがとう、みんな！　正直、こんなに上手うまくいくとは思ってなかった」

「だよね。もしかしたら消えちゃうかもだったし……」

　僕の言葉の後を受け、涙をぬぐいながらみんなを見まわすイタチさん。そこにすかさず口を挟んだのは、真っ先に美術室に飛び込んできた、ジャージ姿の妖よう怪かい博はか士せだった。

「まあ、理論的にはこの結果にならなきゃおかしいんだけどね。さっき生徒会室で滝たきやんたちにも説明したけどさ、形を持たない妖怪は、絵に描かかれた姿に固定されて実体化するってのは、鬼おにだの鎌かま鼬いたちだのを相手に、何度も確かめてきた事実なわけだし。しかし、あの状況でよくこの可能性に気づいたわね。珍しく偉いぞ白しら塚つか真しん一いち！」

「ちょっとした思いつきだったんですが。先輩が鬼を描いた話をしてくれたおかげで、もしかしていけるかもって思いまして。で、神しん気きの呪のろいはこれでもう消えたんですよね？」

「そりゃそうでしょ。あの呪いは、あくまで『白しろの字じの絵のモデルになる』って約束に基づいて顕けん現げんしてる化ばけ鼬いたちさんに染みついたものだから。その顕現理由が無効化される──つまり、イタチちゃんをモデルにした絵を白の字が描きあげた時点で、呪いの効果は消えるわよ」

　うろうろと美術室を徘はい徊かいしながら、心の底から満足げに語り続ける経ふみ島しま先輩。えーと、つまり、今のイタチさんは僕の描いた絵の姿で実体化した存在で、神気の呪いは──どうなったんだっけ？　きっかけは自分で言い出したアイデアだったはずなのに、嬉うれしすぎて理解が全然追いつかない。どんどん繰くり出だされる説明にパニックになっていると、そんな僕の隣でイタチさんは「そうだよね」と深くうなずいた。相変わらず理解が早い！　と言うか僕が遅いんですが！　思わずやさぐれる僕の手を、興奮したイタチさんがぎゅっと握った。
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「ほら、こういうことだよ、真しん一いち！　さっき真一が絵を完成させた時、絵のモデルになるために顕けん現げんしてたあたしは、神しん気きの呪のろいと一緒に実体ごと消えた」

「へ？　だってここにイタチさん──って、もしかして別の方ですか？　お姉さんとか」

「いないよそんな人！　黙って聞いて！　えーと、だからね、前のあたしが消えたのと全く同時にね、実体を失ったあたしは、真一の描かいてくれた絵の姿で顕現したんだよ！　だから、だからね！　あたしは、今のあたしは、神気の呪いなんかもちろん関係ないし、それにね」

「あ──ああっ！　僕の絵のモデルになっても消えない！」

「そういうこと！　これで──ずっと、ずっと一緒にいられるんだよ！」

　ようやく事情を理解した僕の手を、嬉うれし涙なみだを浮かべたイタチさんが、ぶんぶんと激しく上下に振る。よっぽど嬉しいんだろうなあ、あまりの激しさに肩が外れそうだ。多幸感を味わいながら腕を振りまわされていると、傍かたわらでジャージ眼鏡めがねが満足げにニヤついた。

「ムカつくほどのハッピーエンドですこと。正直、顕現条件を一瞬で切り替えた場合に自我や記憶が連続するのかどうかは微妙だったし、神気の呪いが予想以上に強い可能性もあったけど──結果だけ見りゃ文句なしね。でしょ、白しろの字じ？」

「確かに。しかし、絵を描いてる間は、結果がわかんないもんで、肝きもが冷えっぱなしでしたよ。こうなるってわかってれば、もうちょっと安心して描けたのに」

「貴方あなた、心底馬ば鹿かですわね」

　冷え切ったドライな声が、後ろから僕に突き刺さる。いきなりなんだと振り向けば、スーツ姿の稲いな葉ば先生が──さすがにバスローブは着替えたらしい──じろりと僕を見下ろしていた。

「貴方の読みが当たっていたとしても、イタチの容姿は貴方の絵で決まるわけでしょう？　ではここで質問ですが──どうせ助かるだろうと見込んで描く絵と、もしかしたら最後の一枚だと思って描く絵、どちらのほうがクオリティが高くなると思います？」

「はい？　そりゃもちろん最後の……あ。なるほど」

　簡単な二択に答えるのと同時に、僕はすとんと納得していた。言われてみればそのとおり。描いてる間の不安感はものすごかったけど、イタチさんは助かったし絵の腕も上がったし、正直、結果にはなんの文句もない。やれやれとほっと息を吐つけば、経ふみ島しま先輩は「さて」と深くうなずいた。

「ピリピリした晩だったけど、これにてようやく一件落着ね。おめでとう！」

「こいつは祝わない手はないねえ……！　そーだ！　今日きようをクズリの誕生日ってことにしてさ、やりそこなってた誕生会、今からやんねえ？」

「いいこと言ったお鱗りんさん！　それではさっそく宴うたげの準備を──って、こらこら。白の字もイタチちゃんも、何をぼーっとしてんのよ。こっちなんか見てないでちゃんとお互いを見れ」

　鱗さんの言葉を受けてうなずいた経島先輩が、仲人なこうどのように僕とイタチさんの背を叩たたいて向きあわせた。囃はやし立たてたり祝福したりする声が響く中、目の前でかあっと頰ほおを赤らめる姿に、どくんと激しく心臓が揺れた。

　誰だれより大事なこの人は、どうやらこれからも傍そばにいてくれるらしい。

　そして、先輩を始めとしたみんなが、それを祝ってくれている。

　その、二つの事実を改めて突きつけられ、僕は思わず目の前の少女に尋ねていた。

「どうしよう。幸せだ」

「あたしもだよ」

　困ったような優しい笑みが、至近距離から突き刺さり、抱きしめたいという想おもいが胸の底から湧わきあがる。同時に、いつの間にか僕の後ろに回っていた奈な良ら山やまが「女の子を待たせちゃ駄だ目めだよ」と冷やかしてきた。いつぞやの仕返しであるかのような、穏おだやかなその声に押されるように、僕はがばっと手を広げ──。

「真しん一いちっ！」

「イタチさ──って、え？」

　抱きしめようとしたところを、逆に抱きしめられていた。

　引ひきしまった細い手が僕の胴体をぐいっと引き寄せ、セーラー服越しの柔らかな体に密着させる。イタチさんに抱きつくことは何度もあったけど、その逆はこれが初めてだなあ。最高に幸せな気分に浸りつつ、小さな肩と腰とにそっと手を回せば、イタチさんは照れくさそうにくすっと笑った。

「……初めて、あたしからぎゅってしちゃった。今日きよう、二つ目の『初めて』だね」

「びっくりしたけど嬉うれしいよ！　ああ、温かい！　これからも──これからも、ずっと一緒にいてよ、イタチさん！」

「うん……！　あたしのほうこそ、よろしくね！」

「そりゃあもう！　って、二つ目の『初めて』って言ったけどさ。最初のは何？」

　冷やかす声を無視して抱きあいながら、僕はきょとんと首を傾かしげた。と、それを聞いたイタチさんは、首元までを赤く染めると、僕の耳へと口を寄せ、

「真一と、キスしたこと」

　消え入りそうな声で、そう告げてくれたのだった。
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「それでは、ただいまより、奈な良ら山やま善よし人ひとと、伊達だてクズリの婚姻を執とり行おこないます。伊達クズリ、汝なんじは、奈良山善人を一生涯夫として──って、うるさいですよ白しら塚つか先輩！　いい加減に泣なきやんでください！」

　イタチさんの誕生日兼ファーストキス記念日（命名は経ふみ島しま先輩）からしばらく経たったある日、夏休みのとある昼下がりの美術室。教きよう壇だんの前に立ったフィルが、聖書を片手にいきなり怒ど鳴なった。それに釣られるように、ウエディングドレスを身に纏まとったイタチさんは、いつもの制服姿の奈良山と顔を見合わせると、即席観客席でぼろぼろと泣き続ける僕へと振り返った。

「静かにしててよ、真しん一いち。これはあくまでお芝居なんだから……。だよね、善人」

「そうそう。白塚だって知ってるだろ？　鱗りんさんが演劇部から預かったウエディングドレスが、付つく喪も神がみになっちゃっててさ。ちゃんと結婚式やらないと暴あばれるから、仕方なく」

「そうだよ。しかも『妖よう怪かい同士の結婚式じゃないとイヤ』って言うから、フィルにまで手伝ってもらって、あたしと善人がこうやってお芝居の結婚式を──ね？」

「ええ。だから白塚先輩、そろそろ泣きながら唸うなるのやめてください。気味悪いです」

　フィルはそう言って溜ため息いきを吐ついたが、いやしかしこの光景はかなり辛つらいものがあるわけで。仲間を求めて隣の席の新あら井いさんに顔を向ければ、新婦役の天てん狗ぐの彼女は、「私は大丈夫よ」ときっぱり笑った。さすが新井さん──と言いたいところだけど、こめかみをびくびく震わせながら言われてもなあ。肩を落としつつそんなことを考えていると、壇上のフィルが客席の経島先輩へと呼びかけた。

「しかし、ほんとに俺おれが神父役で良かったんですか？　家は確かに教会ですけど、俺、完全に素人しろうとですよ。結婚式の段取りもよく知らないし」

「大丈夫大丈夫！　門前の小僧、後門の狼おおかみってやつよ」

「そこは習わぬ経を読んでくださいよ。──えーと、それじゃ続きを……」

「失礼しまーす──って、わっ！」

　肩をすくめたフィルが式を再開しようとするのと同時に、美術室の戸がガラガラと開き滝たき沢ざわさんが現れた。ライカを伴った犬いぬ神がみ使つかいは、いきなりのウエディングドレス姿に一瞬驚いたようだが、すぐに「ああ、あれか」と納得すると、経島先輩のところにやってきた。

「邪じや魔ましてすみません。稲いな葉ば先生がこんなの拾ったらしくて、素性を調べろって押しつけられたんですが」

「何これ。赤い卵？　──じゃなくって、卵の形の貯金箱かしら」

「見た目はそんな感じですけど、問題は中身なんですよ。なあ、ライカ」

「わふー」

　赤い卵型の貯金箱を先輩に手渡しながら、滝沢さんはやれやれと頭を振った。どうやら中に何かがいるらしい。というわけで、先輩と一緒に、コイン投入口からそーっと中を覗のぞき込こんでみれば──。

「きゃあっ！」

「うわっびっくりした！」

　容器の中から響いた甲かん高だかい悲鳴に、僕は思わず椅い子すから落ちた。なんだ今の声。と言うか、中にいたのはなんなんだ？　呼吸を整えつつ、僕は椅子に戻って先輩に話しかけた。

「なんか、百人一首みたいな服装の女の人が入ってたみたいに見えたんですけど……。しかも、結構美人だったような」

「みたいじゃなくてリアルにいるわよ。十じゆう二に単ひとえの平安美人さん？　フーアーユー？」

「わっ、私？　私はその──かっ、金かね霊だまです、はい！　食べないでください！」

「食わんわよ。蛇へび女によう房ぼうがいたら別だけど──って、それはそうと、金霊っつったら持ち主に金運を与える妖よう怪かいよね。福の神とか、西洋で言う幸運のマスコットと同じよーなもんだったと思うんだけど、あんたもそのクチ？」

「おっ、お詳しいですね！　確かにそうなんですけど、私は駄だ目めな金霊でして、はい……。無条件で福を与えることができないのです、はい。持ち主が自分で稼かせいだお金を、百万円入れてくれれば、ここから飛び出して金運をもたらすことができるのですけど……はい」

　経ふみ島しま先輩の問いかけに、貯金箱の中の小さな平安美人はぼそぼそと応じる。どうやら悪い妖怪ではなく、むしろ福の神に近い人らしいけど。

「……金運を与えてやるから百万円入れろってのも、なかなか理不尽な話だなあ」

「うん。それだけ稼げる人なら、自分で何とかなりそうだもんね」

「イタチちゃんの言うとおりである。でもその百万、ちゃんと戻ってくるんでしょ？」

「それが……いいえ。私が外に出るために消費されちゃうんです、はい」

「何その理不尽な設定！　でも、百万円相当以上の幸福が確実に得られると思えば」

「ど、どうなんでしょう？　私、まだここから出たことも、誰だれかに福をもたらしたこともありませんので……どこまでやれるかは、自分でもよくわかっていないのです、はい」

「……あのさ、あんたほんとに福の神の仲間？　新あら手ての貧乏神じゃないの？」

　経島先輩の無情な言葉に、金霊さんが「ああー」と叫んで落ち込んだ。どうやら本人も自分の設定の理不尽さには気づいてるらしいな、と、そう思ったその時だ。

「赤い卵の形の貯金箱はここにあるんだな、そうなんだな！」

　ものすごい勢いでドアが開き、ガタイのいい男が飛び込んできた。お前いったい何しに、と尋ねる間もなく、バイトで鍛きたえた体のそいつは僕らに迫り、経島先輩の手から金霊さん入りの貯金箱を取りあげたかと思うと、「ごめんな！」と大声で叫んだ。

「俺おれが学校に持ってきたばっかりに、怖い目に遭あわせちまった！　許してくれ！」

「ううー……怖かったですー。捨てられたのかと思っちゃいましたー、はい」

「捨てるだなんてそんな！　百万円まで、君が出てきて恋人になってくれると約束した──ではなく、金運を授けてくれるその日まで、あと少しなのに！　そんな馬ば鹿かなことするわけないだろう！　放課後の全すべてを犠ぎ牲せいにして、悪あく魔まの誘惑をはね除のけながら、延々とバイトしてきたのは──なんのためだと思ってるんだ！」

　赤い卵を差しあげながら、全力で語る乱入者の人。言いたいことは星の数ほどあったのだが、とりあえず最後まで聞いてからにしよう。先輩やイタチさんとそううなずきあっていると、その男は金かね霊だまさんを容器ごと抱きしめ、そしてしっかり言い放った。

「この穂ほ村むら誠せい二じ！　入学式の帰り道で貴女あなたを拾った日から、貴女に一ひと目め惚ぼれした日から、全ては──たまに目移りもしましたが──おおむね、貴女に捧げてきたというのに！」

「ああ、ありがとうございます、誠二……！　私の味方は誠二だけですー！」

　たいへん正直な告白を受け、金霊さんがわあわあと泣く。なるほど、あいつはああいう女性がタイプなのか。友人の嗜し好こうを改めて確認しつつ、「おい」と声を掛ければ、年上好きのアルバイターにして美術部の誇る幽ゆう霊れい部員は、ようやく僕らに向き直った。

「よう白しら塚つか。いきなりだけどな、これは幻覚だからな。こんな小さな入れ物の中に、綺き麗れいで守ってあげたくなるタイプのお姉ねえさんが入ってるわけなんかないだろ？　な？　信じてくれるなマイフレンドとその他ほかのみんな！」

「……いや、信じるも何も」

　そもそも妖よう怪かい絡みの事件はこっちのほうが専門だし、ここにいるイタチさんも奈な良ら山やまも妖怪だし、他にもいっぱいいるわけで。そんな環境で今まで金霊さんを隠し通してきたお前がすごいよ。と言うかそういう事情抱えてたならもっと早く言えよお前！

　と、そう口にしようとした時、ふいに経ふみ島しま先輩の携帯が鳴った。ちょいとごめんよ、と断りつつ、先輩は「どしたの、ユーリ」と電話に出たが、その声はあっという間に裏返った。

「はいっ？　山羊やぎの顔の大男と、尖とがった尻尾しつぽを生やした金髪のちっちゃい女の子が、『金霊はどこだ』って押しかけてきた？　今はハルカと鱗りんさんが相手して時間を稼かせいでるけど、あれはどこからどう見てもモノホンの悪魔だ、どうしよう──？」

「ええええっ！　そ、それ、レメゲトン金融の取り立てコンビです、はい！　どうしましょう誠二、見つかったら、私、借金のカタに取りあげられて、コレクターに売られちゃいます！」

「あの悪魔っ娘こ、ついにここを嗅かぎつけやがったか！　うっかり金借りるんじゃなかったなあ──って、今さら言っても始まらねえし、ベルゼブブのおっさんにはもう頼れねえし！」

　経島先輩の漏もらした言葉を聞きつけ、金霊さんと穂村は蒼そう白はくな顔を見合わせた。何やら訳ありの相手らしいが、それよりも聞き慣れない言葉がいくつも出てきたのが気に掛かって仕方ない。お前らこれまでいったいどこで何してきたんですか。同情するのも忘れて呆あきれていると、イタチさんがふいに僕の手を引いた。

「真しん一いち。とりあえず行かないと」

「……だね。確かに」

　困ったような笑みにうなずき返し、僕はスケッチブックを手に取った。

　同時に、奈な良ら山やまや滝たき沢ざわさんも「仕方ないね」と肩をすくめて立ちあがり、そして経ふみ島しま先輩が意気揚々とドアを開けて歩き出す。

「おーし！　それではいざ出陣！　あ、穂ほ村むらは顔を合わせたくないみたいだから、そこで待ってなさいね。ほら行くぞ皆の衆」

「はいはい。しかし先輩、いつまで経たってもこんなことしてますよね、僕ら」

「別にいーじゃん？　終わり良ければ全すべて良しとは言うけどさ、終わらなくたって、それはそれで良しなのよ」

　僕の漏もらした言葉を受け、経島先輩は振り向きながらニッと笑った。そのけろりとした一言に、僕は思わずイタチさんと顔を見合わせ、そして同時に苦笑していた。

「……終わらなくてもそれで良し、か。確かに、そうだね」

「だよね──って、ど、どうしたの真しん一いち？　あたしの顔に、何か付いてる？」

「ううん。ただ、僕はやっぱりイタチさんが好きだなあって」

「もっ、もう……なんでいきなり……！　でも……あたしも、だよ、真一」

「ありがとう！」

　小さな声でのうなずきを聞き、僕は満面の笑みできっぱり答えた。




　そう。たとえ、どんなにトラブルが続いたとしても。

「おいこら！　何をいちゃついてんのお二人さん！　早く来い！」

「白しら塚つかけしかけたのはぼくだけどさ、最近ちょっと仲良すぎだよね……」

「わんわん」

「俺おれは幸せそうで好きだよ、あの二人。輝ひかるさんはどうです？」

「えっ？　その──ま、負けてられないって感じね……！」

　にぎやかで頼れるみんながいてくれて。

　そして何より、大好きな人が隣にいてくれるのであれば。

「行こう、イタチさん。これからもずっと一緒に！」

「うん！」

　それ以上を望むのは、贅ぜい沢たくってものなのである。







　あとがき
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・テロップ『ついに始まった同どう棲せい（？）生活！』。ほのぼのした音楽が流れ出す。

・ベッドの脇わきでイタチさんを抱きかかえる真しん一いち。二人とも顔が赤い。

・そこに割り込むフィルの声「俺おれ、こういうのは問題だと思いますっ！」

・テロップ『にぎやかな夏の訪れとともに』

・イタチさんや御み崎さきなど、女性陣の水着姿を、連続でばばばばばっと表示。

・テロップ『僕らの距離は』

・真一を睨にらむ赫あか音ね「白しら塚つか。伊達だてさんのことは、どう思ってるの」

・イタチさんに微笑ほほえみかける新あら井いさん「後は、その思いを言葉にするだけよ」

・テロップ『急接近？』

・流し台で向き合う真一とイタチさん。

・真一、顔を上げ「え。今、なんて」。イタチさん、何かを答える（声は聞こえない）。

・一瞬後、イタチさんに抱きつく真一。

・テロップ『＆急展開！』。音楽、停止。

・沈痛な顔で立ち尽くす奈な良ら山やま、稲いな葉ば先生、イタチさん。

・泣きそうな顔で必死に微笑むイタチさん「ごめんね。そういうことだから」

・音楽が盛り上がり、一巻からの思い出のシーンがどーっと積み重なっていく。

・スケッチブックを手にした真一「僕のモデルに、なってください」

・さらに盛り上がる音楽。テロップ『ほうかご百物語　完結』。画面、暗転。

・真一のアップが一瞬だけ映り「どうしよう。幸せだ」とつぶやいて、おしまい。




　というわけで、完結編です。最終巻ではないのですが（その話はまた後ほど）、物語としてはここで語りおさめとなります。前巻のあとがきで「新しい始まり」とか言っちゃったもので、まだ当分続くと思われた方もおられるかもですが、そういう方にはすみませんとしか言えません。ただ、ここで終わるのは前から決まっていた……と言うか、決めていました。

　むしろ「ここまで書ければ文句ないなあ、書けますように」と思っていたシーンまでしっかり書かせてもらえたわけで、作者としてはかなり満足してます。広げた風ふ呂ろ敷しきは畳めたし、真しん一いちとイタチさんの関係にはちゃんとオチが付けられたし、それ以外の登場人物たちにもハッピーエンドを用意してやれた。もう文句の付けようがありません。やったよ俺おれ。

　まあハッピーエンドと言っても個人差はありますし、エンドと言うより「俺たちの幸せはこれからだ！」みたいな人も多いのですが、この後もみんな元気にやっていくんだろうなあと思っていただけたなら嬉うれしいですね、と。そう思えなかった方にはここで言っておきます。この後みんな幸せになります。誰だれがなんと言おうとそう決めた！　今決めた！　たった今！




　思わず叫んでしまいましたが、ここに至ることができたのは、たくさんの方々のおかげなのは言うまでもなく。この場をお借りして、改めてお礼を申し上げます。

　担当編集様。いつも丁てい寧ねいな打ち合わせ、ありがとうございました。シリーズ後半はかなり好きにやらせていただきましたが、どうにか締しめくくれたのも編集様のコントロールがあってこそ。今後ともよろしくお願いいたします。……これっきりじゃないですよね？

　イラスト担当の京極様。巻を重ねるごとに登場人物が増えていく（しかも全然減らない！）という、絵え描かきさん的には厄やつ介かいな小説だったかと思いますが、最後まで美び麗れいなイラストありがとうございました。新キャラや挿さし絵えのラフを見る時のわくわくは今も忘れられません。今見返すと泣きそうになりますので、また後でじっくり見まーす。

　そして、買い続け、読み続けてくださった読者のあなた。真一とイタチさんとその他ほかの面々の物語が「めでたしめでたし」で終われたのは、ひとえにあなたのおかげです。二巻のあとがきでも触れたのですが、物語は受け手がいて初めて成立するもの。支えていただき、本当にありがとうございました。期待を裏切らない最終話になっていれば良いのですが。




　と、お礼の言葉が終わったところで、次巻の予告などを少々。

　次巻てなんだよ、終わったんじゃないのかよ！　と言われそうですが、実はまだ短編集が一冊出る予定なのでした。わーい。以前「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」に掲載された短編四本に、九巻の「その後」を描いた新作ストーリーをあわせてお届けいたします。アフターストーリーの内容はまだ秘密です、ふっふっふ。あとがきでは、登場人物それぞれへのコメントというか思い出話（裏話？）みたいなことも話せればと思ってます。「ほうかご百物語10？　──或いは、蛇だ足そくの事」（仮）にご期待ください！　あ、タイトルはほぼ確実に変わると思います。




　では、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした！　ありがとう！
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峰みね守もりひろかず

自称、近畿北陸電撃同盟下級構成員。写真は、完結記念に訪れた稲葉先生宅前（嘘）にて記念撮影する筆者。ちょっと背が伸びました。好きな別れの挨拶はやっぱり「良き青空を」。それでは皆さん、良き青空を！
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり９








峰みね守もりひろかず
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